





























目次

序　章 一度目と二度目の終わり

第一章 三度目の始まり

第二章 優しい復讐

第三章 レベリング

第四章 グールの集落

あとがき

用 語 解 説

















			
				　修学旅行中の県立八坂高校の生徒達が乗る船が、テロリストが仕掛けた爆弾によって沈没した。

				　この悲劇的な事故により、テロリストを除いて乗員乗客の内一〇二名が死亡した。

				「ああ、冷たくて塩辛い水が無くなったと思ったら、死んだのか、俺も」

				　天宮(あまみや)博人(ひろと)は、深い喪失感と共に自分の死を悟った。

				　彼がいるのはぼんやりと明るい場所で、自分以外にも沢山の人が集められていた。分かりやすく三途の川が流れていて向こう岸に美しい花畑が広がっている訳ではないが、きっとここが死後の世界の入り口的な場所なのだろう。

				　他に死んだ者達は、泣き喚いたりお互いを慰め合ったり、この場に友人や恋人がいない事を知って安堵したり、反応は様々だ。

				「嫌だーっ！　死にたくない！」

				「何でっ、何であたし達が死ななきゃいけないのよ！」

				　騒いでいる中に何人かのクラスメイトの顔があった。確か男子の方が近衛(このえ)宮司(みやじ)で、女子の方が土屋加奈子だったろうか。

				「あーあ、畜生。どうせ死ぬんだったらもっと遊べばよかった。そうだっ、今からでもどお？」

				「あなた、隣の組の町田(まちだ)亜乱(あらん)ね。悪いけど、そんな暇ないわ。皆っ！　泣きたい気持ちもわかるけど落ち着いて！」

				　ナンパを無視して学級委員長の島田(しまだ)泉(いずみ)が騒いでいる生徒を落ち着かせようと、声をかけて回っている。他のクラスの学級委員で学年成績一位の美少年、六道(りくどう)聖(ひじり)や、フェリーの乗務員のお姉さんも、それに協力している。

				「皆っ！　こういう時こそ冷静になろう！　泣いても喚いても、何の意味も無い！　これから何があるのか分からないが、落ち着くべきだ！」

				　クラス一熱い男、三波(みなみ)浅黄(あさぎ)が声を張り上げている。他にも知った顔が幾つも、博人が見回しただけでも、やはり殆どの生徒が助からなかったようだ。

				「そう言えば、先生は……あ、居た」

				　ふと見回すと、担任教師の村上淳平が捻くれた様子で頬杖を突いていた。

				「死んだ後もご苦労なこった」

				　そう言いながら、冷めた目を島田や六道に向けている。どうやら、彼は死んだ後も務めを果たすつもりはないようだ。元々熱心な教師でもなかったので、そんなものかも知れない。

				　そして、島田や六道、浅黄達は博人には目もくれなかった。彼が一人で静かに座り込んでいたから、声をかける必要を覚えなかったのだ。

				　博人も死にたくなかった、まだ生きたかったと泣き喚きたかったが、そうする元気も無かった。

				「はぁ……結局無駄死にか」

				　それは、彼から離れた場所に座り込んでいるクラスメイトの少女を見つけてしまったからだ。

				　彼女は、成瀬(なるせ)成美(なるみ)。ナルとニックネームで呼ばれる、クラスのムードメーカーだ。博人は、彼女を助けるために死んだのだ。

				　船が傾いて転覆しようとしていた時、手摺に掴まり損ねた成美が落ちそうになった。博人は、咄嗟(とっさ)に彼女の手を掴んで手摺に掴まらせて……彼女の代わりに斜めになった床を転がり落ちて壁に背中から激突し、海に落ちて溺死したのだ。

				　咄嗟(とっさ)の事だった、頭で考えての行動ではなかった。今にして思えば、無謀な事をしたと思う。それでも彼女が助かっていれば、まだ自分を慰める事が出来たのだが……。

				「いや、死ぬ前に善人に成れたと思おう」

				　どうせ自分が死んでも悲しむ者は無い。両親とは幼い頃に死別、血のつながった兄妹も居ない。引き取ってくれた父方の伯父家族とは折り合いが悪く、以前から「高校を卒業したら出て行け」と言われていたし、友達も恋人も無し。特に伯父に関して言うなら、まだ残っているはずの博人の両親の遺産に加えて、博人自身が死んだこの事件の見舞金その他が入るだろうから、引き取ってもらった借りはもう返したと思って良いだろう。今までの仕打ち……実子とのあからさまな差別と、これまでの待遇を考えれば返し過ぎているぐらいだ。

				　将来の夢も、「幸せになる」という漠然としたものしかない。その夢は、このまま天国で叶えればいいだろう。少なくとも、伯父とその家族はいないし。

				　だが、現実は非常識であっても甘くは無かった。

				『既に一度人生を終えた魂達よ、君達は選ばれた。これから君達には私から特別な力と、新しい運命、新しい幸運が与えられる。それを使って、君達がいた『地球』とは異なる異世界で新たな人生を歩んでほしい』

				　多分、神様とかそういう存在だろう。後光を背負った謎の人物が現れるなりそう博人達に宣言した。

				　どうやら天国の代わりに待っていたのは輪廻転生らしい。しかも、異世界とは驚いた。

				『勿論、君達は私の依頼を断る事が出来る。その場合は、通常通り前世の記憶を失い『地球』の何処かに生まれ変わる事が出来る。希望する者は、今名乗り出てほしい』

				　博人はその条件で断る奴がいるのかと思ったが、一人断った男がいた。博人はその男から離れていたので、何を言っていたのかは分からないが、「では、通常の輪廻に戻りなさい」と神様が言うと消えたので、断ったのだろう。

				　勿論博人は他の大勢と同じで、神の誘いに乗るつもりだった。特別な力とやらを貰って、新しい世界で新しい家族の下に生まれて幸せになる。これ程希望に満ちた展開はそう無いからだ。

				『では、名を呼ばれた者は私の前に立ちなさい。円藤(えんどう)硬弥(こうや)』

				『獅方院(しほういん)真理(まり)』

				『成瀬成美』

				『海藤(かいとう)カナタ』

				『三波浅黄』

				　そして次々に名前が呼ばれ、神様から特別な力や運命、幸運を受け取って、部屋の外に行く。成美の名前も呼ばれた。

				　だけれど、博人の名前は集まっていた人達が半分程になってもなかなか呼ばれなかった。

				『天宮……？　雨宮寛人』

				　一瞬呼ばれたかと思ったが、違ったようだ。博人とよく似た名前の人物が神様の前に立った。

				「雨宮……？」

				　聞き覚えの無い名前だった。同じ学校ならクラスが違っても、ここまで名前が似ていたら知っていそうなものだが。

				　偶然乗り合わせた乗客か、乗員だろうか？　歳は十代後半程で……背格好まで似ているな。これで顔まで似ていたらドッペルゲンガーか生き別れの兄弟だろう。

				　博人がそう観察していると、雨宮寛人は他の人が受け取った特別な力は一つか二つ、多くても三つなのになんと八つも神様から特別な力を貰っていた。それも、どれもかなり大きかった。更に運命や幸運も二つずつあったのを、神様が一つに纏(まと)めて渡していた。

				　二物どころか八物も貰うとは、これが神様に愛された人間って奴だろうかと博人が思っている間にも、神様は次々に名前を呼んでいった。そして、残ったのは天宮博人だけになった。

				　神様は自分の手に特別な力が残っていないのを確認してから、一仕事終えたと言わんばかりに大きく息を吐いた。

				『ん？　君は？』

				　そして、やっと博人に気が付いた。

				「天宮博人です」

				　訝しげな声の神様に、博人は名前を自分から名乗った。しかし、彼の名前は神様を驚かしたらしい。

				『アマミヤ・ヒロト？　雨宮、アメミヤではなく？　姓は天の宮と書いて天宮、名前は博識の人と書いて博人？』

				　細かく名前を確認してくる神様に、博人は嫌な予感を覚えつつも「そうです」と答えた。すると神様の呻き声が聞こえた。

				『しまった……似た名前だから間違えた。君を雨宮寛人と同一人物だと思って、君に与えるべき特別な力を、全て雨宮寛人に与えてしまった。それに課すべき運命も、身を守る幸運まで彼に渡してしまった』

				　まさかのうっかりミスだった。一度博人の名前を呼びかけていたように聞こえたのは、それだったらしい。

				『だが雨宮寛人はもうここにはいないから君の分を返してもらう事は出来ないし、君に与えられるはずだった力を再び用意する事も出来ない。幸運も、運命もだ』

				「それはつまり、俺だけ何も無しで、ゼロからスタートするしかないと？」

				『いや、マイナスからのスタートになる。偶然や運命の悪戯によって助けられる事は無く、幸運にも恵まれる事は出来ないのだから』

				　ゼロスタートどころかマイナススタート。これはあんまりではないだろうか？

				「じゃあ、やめます。さっきの人みたいに普通の輪廻に戻してください」

				　異世界転生しても苦労しか待ってなさそうなので、すっぱりと異世界転生を諦めようと思った博人に神様は首を横に振った。

				『既に意思確認の時は過ぎている』

				「……マジですか」

				　だが、既に拒否権は無かった。こんなお役所仕事的な事が許されるのかと博人は抗議しようとしたが、徐々に自分の身体が光に包まれていくのと同時に、意識が遠のき始めた。

				『転生の時が来たようだ』

				　そんなっ！　俺だけ何も無しなんて、あんまりじゃないですかっ！

				『その代わり、君の魂には他の転生者と違い大きな『空枠』がある。その『空枠』に特別な力の代わりに、巨大な魔力が身に着く事だろう。魔術に対する適性が無いため、これから転生する異世界『オリジン』に存在する属性魔法は習得できない。よって、宝の持ち腐れではあるが』

				　もしかしてそれは慰めのつもりか!?　魔力があっても魔術が身に付けられないって、本当に宝の持ち腐れじゃないか！

				『君には本当にすまないと思っている。力と運命、幸運に恵まれないせいで君はとても苦労するだろうし、恵まれた環境で育つ事も出来ない。魔術が使えないせいで将来も限られる。前世以上の孤独に苛まれ、閉塞感に喘(あえ)ぎ、苦しむ事になるだろう。だが諦めず、誰かを恨まず、前向きに生きて欲しい』

				　無茶言うな！

				　そう罵る事も出来ず、天宮博人の二度目の人生が始まった。

				　神様……輪廻転生の神ロドコルテが博人達を送り込んだ異世界の名は『オリジン』。地球とよく似た、しかし科学と魔術が融合した世界だった。

				『オリジン』に生まれ変わった一〇〇人の転生者達は、地球との違いに戸惑いつつも新しい両親の下で、様々な幸運に助けられ、与えられた特別な力を活かし、運命によって再会を果たし、認められていった。

				　転生については転生者同士だけの秘密にしていたが、何時しか彼らは一〇〇の勇者と呼ばれた。

				　一〇一人目を除いて。

				　ロドコルテは、地球やオリジンといった複数の世界において、魂の輪廻を司るだけの神だった。彼は人々に直接信仰される事は無く、聖職者に神託を授ける事も無く、世界に降臨して奇跡を起こすなどの手段で介入する事も出来ない。

				　出来るのは魂の輪廻転生を管理し、極稀(ごくまれ)に干渉する事だけだ。しかし、ロドコルテはその干渉を殆どした事が無かった。

				　輪廻転生のシステムは良くできており、ロドコルテの調整が必要な事態は殆ど起きなかったためだ。

				　しかし、最近ある問題が起きつつある。

				　彼が輪廻転生を管理する世界の内一つだけが、他の世界と比べて大きく遅れていたのだ。

				　他の世界が順調に発展する中、問題の世界だけが長い間足踏みを続けていた。

				　魔術、武術、文学、化学、工学、芸術、食文化。様々な分野で発展と失伝を繰り返していた。

				　国も同じで戦争を繰り返し、千年以上続いた試しが無い。時たま英雄の出現等で小国同士の戦争に勝った国が大国に成るが、いずれ疲弊して国内を纏(まと)める事が出来ず小国に分裂してまた争う事を繰り返していた。

				　たとえ国々が平和を維持していたとしても、強力な魔物の出現等によって戦争より大きな被害が出てしまう。

				　その世界を直接管理し人々を導く神々も存在する。しかし、その神々達も以前異世界から現れた狂った魔王から世界を守るために、魔王とは別の異世界から召喚し助力を願った勇者達と共に戦って以来、力を殆ど取り戻せていなかった。中には消滅してしまった神や、そこまでではないが神としての位を落としてしまった神までいる始末だ。

				　この世界を何とか前に進めなければならない。今は停滞で済んでいるが、何かのきっかけで一気に衰退から崩壊に陥りかねない。

				　そして管理する世界の減少は輪廻転生する魂の数を減らしてしまうため、ロドコルテにとっても見逃せない事態であった。

				　どうすれば良いかと思案するロドコルテは、他の異世界を管理する神々からある噂を聞いた。

				　他の世界の魂を前世の記憶と俗に言うチート能力を持たせて転生させたら、世界が驚くほど発展し、良い方向に進みだしたという噂だった。

				　信じがたい噂だった。たった一人が、前世の記憶とチート能力を持っていたとしても、世界にそこまで大きな影響を与えられるとは。

				　だが、この前例は試す価値があった。問題の世界では魔王と戦うため、神々が異世界から何人かの勇者を召喚している。その召喚は生きている異世界人を直接召喚するタイプで、チートという程の加護は与えられなかったがそれでも彼らは魔王との戦いに勝利した。

				　更に魔王との戦いで殆どの勇者が命を落としたものの、それでもいくつかの成果を残している。

				　そしてこの試みを実行に移すとすれば、魔王配下の残党の邪悪な神々が地上に降臨していない今こそが好機だ。神と刺し違えるような超常の存在と戦うような事が無ければ、更に各々にチート能力を与えれば、転生者達は更なる成果と発展を世界に残せるはずだ。

				　幸いにして彼の権能(けんのう)を活かせば死者の魂を問題の世界に送り込み、転生させる事は幾らでもできる。前世の記憶を持たせたままというのも、そう難しい事ではない。

				　チート能力に関しても、今まで貯める一方だった神の力を使えば用意できる。

				　だが、転生させるのが一人だけでは心もとない。念のために、一〇〇人ほど送り込もう。

				　そしてロドコルテの準備が終わった頃に、タイミング良く一〇〇名ほどの地球の日本と言う国の人間が死んだ。彼が聞いた噂では、転生した魂の前世は科学技術と経済が発展した、独特な文化を残す島国出身だったらしい。日本と条件は同じだ。

				　神が縁起を担いでどうするとツッコミを入れる者もいなかったので、ロドコルテはフェリーで死んだ魂から悪人を除いた日本人達の魂を転生させる事にした。

				　ただし、問題の世界とは別の異世界、『オリジン』に。

				　ロドコルテは万全を期すために、魂達に経験と知識を蓄えさせるための練習台として、オリジンを選んだのだ。

				　そしてオリジンで第二の人生を終えた者達を、新たな力や運命を与える等の調整を施したうえで問題の世界に再び転生させる。

				　ここまで慎重を期すれば、きっと上手くいくだろう。

				　しかしこうした事に慣れていないロドコルテは、小さなミスを犯してしまう。そのミスが、後々まで彼の思惑に響く事になるとは、神であっても予見できない事であった。

				　その前触れのように、ロドコルテの前に第二の人生を終えた転生者の魂が現れた。

				　転生した順によって若干の違いはあるが、それでも天寿を全うしたにしては早すぎる再会だ。だが、その魂が最初に現れるだろう事は、ロドコルテも予想していた。

				『やはり天寿を全うできなかったか、天宮博人よ』

				　現れたのは、一〇一番目の転生者、能力も魔術の素質も、運命も幸運も無い、天宮博人の魂だった。

				　ロドコルテの前に再び現れた天宮博人の魂は痛ましい程に傷つき、そして禍々しい魔力を纏(まと)っていた。

				「殺すっ、あいつらを殺してやるっ、生まれ変わっても絶対に許さないっ！　あんたもだ！」

				　博人はロドコルテが神である事も構わず、殴り掛かっていた──。

				

				　オリジンにおいて天宮博人は、地球の欧州圏に相当する地域にある軍事国家に生を受けた。

				　恵まれた人生は歩めないと言うロドコルテの言葉通り、彼は産まれた時から不遇だった。

				　母親は娼婦で、実の父親は彼が生まれる前に母親を捨てた。そして母親は新しい男を見つけ、その男がまだ赤ん坊の博人を、酒代のために売る事に反対しなかった。

				　博人を買ったのは、政府の非合法な研究を行う研究所だった。そこでの検査で、博人がオリジンで使われる魔術にどんな凡人よりも適性が低い……いや、無い事が明らかになった。

				　オリジンでは地水火風に加えて光、生命、空間の力を使う七属性魔術が使われている。その七属性の内、最低一つは相性が良い属性があるのが常識だ。

				　しかし、博人には相性が良い属性どころか、適性がある属性が一つも無かった。つまり常識を超えた凡人以下の劣人という事になる。

				　だが研究所の人間達は、博人が常人を遥かに凌駕する強大な魔力の持ち主である事に気が付いた。

				　属性に適性が無いのに魔力が高い。これは研究者達にとって大きな矛盾だった。そしてその中の一人がふと思いついてしまった。

				「この被験体は相性の良い属性が無いのではなく、この被験体に相性の良い未知の属性をまだ我々が発見していないのではないか？」

				　そこから彼らの研究が始まり、博人が前世の記憶を取り戻したのもこの頃だった。

				　数年に及ぶ人体実験の結果、彼らは死という八番目の属性を発見した。研究者達は博人に発見した死属性の魔術を習得させ、脳を含めた人体改造を施し、研究と実験を繰り返した。

				　だが博人の置かれた環境は悲惨の一言に尽きた。

				　前世の記憶を取り戻した時には既に体内に爆薬を仕込まれ、命を握られていた。そして周囲にいるのは、博人を人間ではなく実験動物としか見ない研究者ばかり。

				　言葉や文字の読み書きといった、博人から見れば今更習う必要のない基本的な教育は受けられたが、自由は全くなかった。

				　それどころか反抗的な態度を取れば、電気ショックを受けて床に倒れて痙攣するしかない。

				　栄養はあるが囚人よりも質素な食事と、研究者達の言う通りに従う事を要求される実験だけの日々。

				　博人が死属性の魔術に目覚めてからも、彼は研究所から出る事は出来なかった。

				　博人は死属性の魔術を身につけ、死に物狂いで力を手に入れた。それを可能としたのは博人の努力と、他の属性に適性が無い者しか身につけられないという、死属性の特性だった。

				　幾つもの魔術を開発し、博人は研究所と研究者達、そして彼らを擁する国に貢献してきた。しかし、彼らは最後まで博人の働きに報いようとはしなかった。

				　彼らは博人の有用性を認めると同時に、彼の反抗を恐れていたからだ。それは博人が役に立てば立つ程、大きくなっていった。

				　体内の爆薬は心臓だけではなく脳にも埋め込まれ、胴体には逃亡防止のＧＰＳが、右の眼球は特殊なカメラが埋め込まれた義眼と入れ替えられ、耳と口の中にはどんな小さな呟きも聞き逃さないように特殊な盗聴器が仕込まれた。

				　必要以上に体力を付けないように、食事はより制限された。部屋は狭く、実験以外では出る事を許されなかった。

				　死属性の魔術をより使えるようにするため、魔力をより高めるため、様々な名目で体に改造を施した。

				　仲間を作って脱走や反抗を企てないように、他国のスパイが接触を図らない様に、彼の周囲に特定の人間が長く居ないように見張りや直接指示を告げるオペレーターまで、定期的に交代させていた。

				　そして最終的には脳に非人道的な処置を行い、身体と魔力のコントロールを切り離して自分達の人形にしてしまった。

				　その時博人は十歳にも満たなかった。その頃から彼は自分の意思では指一本動かせない地獄を、十年以上過ごす事に成った。

				　そんな状態で博人の精神が崩壊せずにいられたのは彼の死属性に魅かれて集まって来た死者の魂達の慰めと、彼女達ならこの地獄から助け出してくれるという希望があったからだ。

				　しかし、博人は死んでしまった。

				　前任者を上回る成果を出そうとした新任の研究者の無謀な実験に、彼の疲弊した肉体が耐える事が出来なかったのだ。

				　だが、皮肉な事に博人は死によって自由を取り戻した。彼が持つ魔力の主導権が肉体の死によって、博人の魂に戻ったのだ。

				『力だっ、力が漲る！　これが自由に魔術を行使する喜びか、これが感情のまま力を振るう解放感か！』

				　博人は憎しみに突き動かされるままに自らの肉体をアンデッド化し、暴れまわった。

				　自分の人生を弄んだ連中を引き裂き、命乞いをする研究者を雑巾のように搾り、軍関係者を嬲(なぶ)り殺してやった。

				『まだ、ここにも生きている奴らがいる！』

				　半ば以上正気を失った状態で、厳重に隔離された部屋の扉を腐食させ押し入る。だが、扉の向こうに居たのは新たな獲物では無かった。

				　ベッドに寝かされている十数人の男女や、ケージに入れられている実験動物。そのどれもが異様な状態にある事が博人には分かった。

				『そう言えば、俺以外にも居たんだったな』

				　彼の周りに集まる霊達の中には、博人以外の実験動物の霊が存在した。どうやら研究者達は、博人以外にも死属性の魔力の供給源を創り出したかったようだ。

				「あっ」

				　多くの者が動けない様子だったが、黒い髪に病的に白い肌の少女がベッドに横になったまま博人を見上げる。アンデッドと成り果てた醜い姿が黒い瞳に映るが、彼女に怯えた様子は無かった。

				　だからと言う訳ではないが、博人は少女を含めた実験動物達に死属性の魔力を吹きかけ、包んだ。

				『動けるようにする。逃げたければ、付いてきなさい』

				　自力で動けないのでは足手まといだ。死属性の魔術を施し、少女達が自力で動けるように活力を奪う要因を消し、投薬や改造などで歪んだ身体を改善させる。

				　それは共感と同情、そして自分が生きとし生ける者の天敵ではない事を思い出させてくれた感謝からの行動だった。

				『付いてきたいのなら、距離を開けて。まだ、敵が残っているかもしれない』

				　警備兵が放つ魔術も銃弾も博人には効かないが、少女達は一溜(ひとた)まりも無いだろう。背後に少女達以外に生きている人間はいないので、離れてついて来れば安全なはずだ。

				　そう判断した博人は無人の廊下を進み、封鎖された出口を破壊して、遂に前世の記憶を取り戻してから初めて外の世界に出た。

				『おお……っ！』

				　外に出た彼を待ち受ける様に彼を半円形に囲む数十人の姿に、博人は喜びの声を上げた。彼らの顔の幾つかに見覚えがあったからだ。

				　顔立ちは若干変わっていたが、彼らの多くが前世でのクラスメイトや同学年の学生、そして引率の教師等である事は博人には分かった。

				　村上淳平、近衛宮司、三波浅黄、六道聖、そして成瀬成美！

				　博人と同じくオリジンに転生した仲間達。彼女達こそが、博人の希望だった。

				　神から与えられた運命が無くても、仲間達はきっといつか見つけてくれる、きっと助けに来てくれる。博人はこの二十年ずっとそう信じていたのだ。

				　ずいぶん遅かったが、文句は言うまい。再会を喜び、これから第二の人生をやり直そう、きっとできるはずだ、こんなにも大勢の仲間が助けに来てくれたのだから。

				　博人は喜びと希望に打ち震えながら、彼女達に向かって一歩踏み出した。

				「総員、攻撃開始！」

				　だが、その博人に向かって仲間達のリーダーらしい青年の号令と、同時に放たれた攻撃魔術が叩きつけられた。

				『待てっ!?　何で俺を攻撃するっ!?　俺は仲間だっ、俺は仲間なんだぞ!?』

				　博人の叫びは降り注ぐ業火に、風の刃に、突き刺さる冷気に、打ち据える雷にかき消された。仲間達に無警戒に近づいた博人は、彼らの攻撃魔術の前になすすべも無く傷つき、倒れた。

				「随分とあっけないな。凶悪なアンデッドが発生したと聞いていたのに、能力を使うまでもないとは」

				「なあに、俺達一〇〇の勇者の内三十人も揃ってんだ。苦戦するはずないさ、なあ、村上先生？」

				「先生って呼ぶんじゃねぇよ」

				　倒れた博人の頭上で、聞き覚えのある声が言葉を交わす。

				　一〇〇人？　一〇〇人だって？　違うっ！　一〇一人だっ、俺も入れて一〇一人だ！

				　そう声を出したかったが、もう喉を切り裂かれていたため呻き声を発する事も出来ない。

				　右腕は黒く焼け焦げて炭化している、左腕も何処かにいった。足はいつの間にかもげていて、左脚は視界の隅で肉片になっている。

				　頭も胴体も、酷い有様だ。

				「苦戦しなかったのは、このアンデッドが気を緩めたからよ。死属性の魔術……恐ろしい魔術だわ」

				　唯一動かせる眼球で声のした方を見ると、そこに成瀬成美が立っていた。前世の姿よりも成長して少女から大人の女性に成って。

				「ああ、彼もこの研究所の犠牲者だ」

				　その隣に、号令を下したリーダー格の青年が立っていた。二人の距離感から、博人には青年と成美の関係が親密な物であると、直感的に分かってしまった。

				「きっと、俺達に殺して欲しかったんだろう」

				「そうね、寛人」

				　ヒロト……？　寛人？　雨宮寛人!?　奴が、雨宮寛人!?

				「せめて、これ以上苦しまないよう消滅させましょう」

				「それが彼に出来る、唯一の事だ。成美、僕に合わせて」

				　ふざけるなっ！　何でお前がそこにいるっ!?　俺の分まで力と運命と幸運を持っていったくせにっ！　なんでそんな英雄面で俺に止めを刺そうとしている!?

				　なんでお前なんだっ、何でよりによってお前なんだ！

				　俺の第二の人生が悲惨だったのは、全てお前のせいなのに！　一〇〇の勇者だと？　俺だけをのけ者にして、俺を殺すのか!?

				　声なき声で罵声を上げても、寛人と成美の手から放たれた眩い光に抵抗する事も出来ず、博人は塵になって消えてしまった。

				

				「──それもこれも全てお前のせいだっ！　何が神だっ、何が第二の人生だっ、お前は俺を前世以上の地獄に突き落としただけじゃないかっ！」

				　黒い霧のような物を纏(まと)わりつかせた博人の拳は、ロドコルテにかすりもしなかった。それが人と神の差というものだ。

				『君には、本当に悪い事をしたと思っている』

				　以前と同じ事を言いながら、ロドコルテは荒れ狂う博人の魂に、彼の抱えた事情を伝えた。神の力で伝達された情報は、一瞬で博人の頭の中に浸透する。

				「……つまり、三度目があると？」

				『そうだ。これはオリジンに君達が転生する時、既に仕込んである。今度は拒否する機会は無いし、私が中止させる事も出来ない』

				　何とも理不尽な話である。しかし、博人にとってその話は渡りに船だった。

				「そうか……だったら次の世界で奴らを殺してやるっ！　俺を殺した奴らを、一人残らず殺すっ！　

				　俺が最初に死んだんだろう!?　だったら俺が最初に二回目の転生をする訳だっ、だったら俺が一番有利だっ、今度はこっちが奴らを殺してやるっ！」

				　先に大人になって、力を付け、後から転生してくる雨宮寛人達を子供の内に見つけて殺してやる！　それなら特別な力を何も持たない自分でも可能なはずだ。

				「さぁ、早く調整って奴を施してくださいよ、神様っ。今度こそは幸運も運命もあるよなっ？　だって俺が最初に死んだんだ、誰かと間違えたなんて事はもうないだろう!?」

				『……君に与える力は無い』

				　しかし、ロドコルテは博人の魂を軽く押すように、ぽんっと掌で押し出した。

				

				「えっ？」

				　それだけで博人は徐々に加速しながら、何処かに向かって落ちていく。

				『この場で出来る調整は、新たに何かを加える事のみ。だが、君に力を与える事は出来ない』

				「なんで!?　また俺だけ何も無しなんて、そんなの有りなのか!?」

				『君に、他の転生者を殺される訳にはいかないからだ』

				　ロドコルテは徐々に小さくなっていく博人に声をかけながら、『すまないが』と詫びた。

				『君が他の転生者を殺しては、世界の発展が妨げられてしまう。君のオリジンでの死は、不幸の積み重ねだった。雨宮寛人達が君の存在に最後まで気がつかなかったのも、それと同様だ。しかし、それを言っても君は納得しないだろう』

				　博人が船で死んだ後オリジンに転生する前に居たのは、魂達が集まっていた場所の端だった。そのため、博人の事を誰も見ていなかった。

				　更に魂達の中で一人だけ転生を拒否した人物がいた。

				　とどめに、博人が転生したのは最後だった。

				　そのため、雨宮寛人達は博人がいなくても「偶然生き残っていて、自分達と一緒に死ななかった」、もしくは「あの人と同じように転生を拒否した」のだと思われてしまった。

				　更に、再会した時博人の姿は度重なる人体実験のせいで顔がすっかり変わっており、成美も気が付く事が出来なかった。

				『全ては私の不手際が招いた不幸だ。諦めず、誰かを恨まず、前向きに生きて欲しいと君に願ったが、それが不可能な人生を歩ませてしまった。君はオリジンで、死属性の発見と新たな魔術の発展によって、オリジンの発展に寄与した。その君に何の報酬も渡せず、三度目の不幸な人生を歩むと知っていながら転生させる事を許して欲しい』

				　許せるはずが無いという意思が、遠のきつつある博人の魂から発せられるのを感じられる。

				『なので、私が出来るのは君が罪を犯す前に愚かな復讐を諦め、自害するよう促す事だけだ』

				　すると、ロドコルテの手の上にヘドロのような物が出現する。そしてそれは、次の瞬間博人に命中していた。

				「！！！！？？？」

				　激痛に絶叫する博人に、ロドコルテは告げた。

				『それは呪いだ。決して解けない。この呪いによって、君は新しい世界でも力を得る事は出来ないだろう。だが、四度目の生では辛い記憶を全て洗い流し、通常の輪廻に戻す事を約束しよう』

				　ロドコルテの嬉しくない約束に反論する時間も無く、博人の意識は途切れた。


                			

	








			
				《天宮博人は、『ラムダ』に転生した！》

				《天宮博人は、輪廻神ロドコルテによって呪われてしまった！》

				　そんな脳内アナウンスが聞こえた気がするが、良く覚えていない。そして、起きているとも眠っているとも言えない微睡(まどろ)みの中、徐々に意識が形を成してきた。

				（ここは何処だ？　俺は今どういう状態なんだ？　生きてはいる様な気がするけど）

				　しかし、自分の状態については良く分からなかった。

				　目を開けても視界に入るのは闇ばかりで、手足は夢の中のように頼りなくてろくに動かない。

				　身体全体が温かい液体に浸かっていて、呼吸が出来ない。なのに、全く苦しさを覚えない。まるで魚にでもなったかのようだ。

				（まさかとは思うけど、人間以外の生き物に生まれ変わったなんて事ないよな？）

				　ありうる話だ、なんたって呪われているのだから。人間なら何とかなるが、もし動物や魚だったら何をどうすれば良いやらさっぱりだ。

				　しかし、その予感は幸いな事に外れてくれたようだ。

				『──♪』

				　声が聞こえる。鳴き声でも怒鳴り声でもない、穏やかな歌声が。

				　妙な具合にぐぐもっていて、歌詞を正確に聞き取る事は出来ない。しかし、込められた感情は察する事が出来た。

				　愛情。

				（そうか、ここは子宮の中。俺は、今胎児なのか）

				　どうやら、神の呪いも転生先にまで影響はしなかったようだ。

				　転生する前に流し込まれたロドコルテの事情に含まれていた、ラムダ世界の断片的な知識によると剣と魔法の世界らしいので、エルフやドワーフといった他種族かもしれないが、知的生物なら問題無しだ。

				（でも、気のせいか歌声が日本語っぽいような……？）

				　そして、再び意識が途切れた。

				

				　次に意識が戻った時は、もう産まれた後だった。

				「ヴァンダルーは何時も大人しいわね。助かるけど、たまには泣いても良いのよ？」

				　そう話しかけながら自分を抱く女性を、静かに見上げていた。

				（……ヴァンダルーっていうのが、俺の新しい名前か。オリジンで付けられた認識番号よりもずっと良い。そしてこの人が俺の三番目の実の母親か。この点でも、オリジンよりずっと良いな）

				　オリジンでは気が付いたら売られていたので、文句の無い出だしである。神の加護どころか呪いしかない事を考えれば、奇跡だと言っていいだろう。

				（さて、俺はどういう境遇に生まれついたのだろう？　とりあえず、母親はダークエルフのようだけど）

				　ヴァンダルーの目に映る母親の姿は、金色の髪に褐色の肌をした二十代前半ほどの女性だった。この人が母親なら将来自分のルックスにも期待が持てると思う程、顔立ちの整った美女だ。

				　ただ、耳の先端がピンと尖っていた。肌の黒いダークエルフという種族であろう事は、この世界に転生したばかりのヴァンダルーでも察しが付いた。

				　まあ、ただ日焼けしただけのエルフという可能性も捨てきれないが。

				（まあ、それなら家が洞窟なのも納得できる、のか？）

				　そう、二人が居るのは洞窟のような家ではなく、明らかに洞窟の中だった。

				　扉を付け、毛皮を敷物代わりに敷く等多少の工夫はされているが、あまり文明的ではない。ただ、地球で目にしたファンタジー物で出てくるエルフは、自然と一体に成った生活をしていたのでこれが普通なのかもしれない。

				（まあ、それよりも問題なのは俺の身体だな）

				　自分の小さく脆い身体を包む、温かな母の腕。その艶やかでチョコレートを思わせる肌を見た後、自分の丸まっちく、頼りない手を見る。

				　その手は、まるでシルクのように白かった。

				（何故色が違う？　耳は、尖っているようだけど）

				　母親はダークエルフなのに、自分の肌が白い。自分はダークエルフではないのだろうか？　ダークエルフの生態は知らないが、生まれた時は肌が白く、大人になるにつれてダークエルフらしく黒くなるのだろうか？

				　それとも、この母は血のつながった母ではないのか？

				「ん？　お母さんと肌の色が違うのが不思議なの？　ヴァンダルーは賢いね、もう気が付くなんて。でも安心して。ヴァンダルーはお父さんに似ているだけで、ダルシア母さんの子だからね」

				　優しく微笑む母、ダルシアの言葉でヴァンダルーの疑問は解消した。自分は種族が異なる両親の間に生まれた混血児なのだと。

				　ダルシアが嘘をついている可能性もあるが、疑う気にならなかった。

				　そんな事に時間と精神力を使うより、今はこの無償の愛情を疑わずに受けて、安らいでいたかった。

				（それに……眠……い）

				　そして、ヴァンダルーはダルシアに寝かしつけられたのだった。

				

				　　　　　　　

				

				　生後三か月の息子、ヴァンダルーは初めての育児を経験するダルシアにとって手間のかからない良い子だった。

				「あ～」

				　お腹が空いたらそう声を上げながら自分のお腹をポンポンと叩いたり、ダルシアの胸を手で指したりして訴え、おむつの時は同じように声を上げながら腰を叩いてみせる。

				「はーい、お母さんのおっぱいだよ～、ヴァンダルーは本当にお利口だね～」

				　乳房を露(あら)わにしてヴァンダルーを抱き上げ、母乳をやりながらダルシアは「本当に賢い子ね」と思っていた。

				　勿論、これが普通でない事は分かっている。幾らなんでも賢すぎると。

				　しかし、彼女は自分の息子を気味悪がったりはしなかった。

				（やっぱり、お父さん似……あの人に似たからかしら）

				　生後三か月の赤子に不自然な賢さも、父親の血故(ゆえ)かと思ったからだ。

				　それに、最近妙な魔力をヴァンダルーから感じる事が多い事も、彼女がよりそう思う材料になった。父親の種族はダルシア達ダークエルフよりも、種族単位で魔術に長けていたから。

				（それより気になるのは、泣いたり笑ったりしない事だけど……お父さんが居ないから不安なのかしら？）

				　ダルシアが気になったのは、ヴァンダルーが赤ん坊らしく泣いたり、笑ったりしない事だった。

				　彼女の愛息子はお腹が空いた時も擽った時も、人形のような無表情のままだった。最初は機嫌が悪いのかなと思ったが、そういう訳でもないらしい。

				　それに、感情が未発達という訳でもないようだ。ただ虚ろな表情のまま声も出さずに涙を流し続けているのを見た事がある。

				　その時は病気かとありったけの回復魔術をかけたが、実際はただ怖い夢を見て泣いていただけらしい。

				　あと、感覚が無い訳でもないらしい。くすぐるとちゃんと笑うからだ。無表情のまま、身体を震わせて。

				「でも、一番気になるのはおっぱいをあげる時かな。お母さんのおっぱい、美味しくない？」

				　そしてダルシアが最も気にしている我が子の行動は、授乳の時乳首にすぐに吸い付かず、何故か視線を彷徨(さまよ)わせたまま暫く動かない事だった。

				　結局は飲むのだが……自分の母乳が悪いのかと不安になるダルシアだった。

				　母親の乳首に吸い付き、母乳を飲むという赤ん坊にとって必要不可欠な行動をしている最中のヴァンダルーは、気恥ずかしさと罪悪感に悩まされていた。

				（赤ん坊も楽じゃないな）

				　自分の母親が若くて綺麗だったら、子供としては嬉しいし誇らしいだろう。しかし、その中身が前世とその前と合わせて約三十七年生きていた男だったら、内心はかなり複雑だ。

				　精神は大人に近いのに、身体が赤子だから変に意識してしまう。特に、地球で高校生をしていた時から異性に免疫が一切ない。そのため、ダルシアの乳首を吸う事に妙な照れを覚えずにいられない。

				　身体が赤子だから胸が高鳴るという事は無いのだが、自分のしている行為自体に恥ずかしさを覚えずにいられないのだ。

				（他の連中はどうだったんだろうか？　オリジンの時は記憶が戻ったのは生後十か月くらいだったけど）

				　他の転生者も、オリジンでは母親にオムツを替えてもらう生活に羞恥(しゅうち)を覚えていたのだろうか？

				（でも、何時までも母さんを不安がらせるのはいけない。早く慣れよう）

				　ヴァンダルーは、三人目の母親であるダルシアを早々に『自分の母親』だと、心から認識していた。そこに違和感は覚えない。何せ、三度目の人生にして初めて記憶に残る母の愛情だ。受け入れるなと言う方が無理だろう。

                			

	








			
				　だから、最初は普通の赤ん坊らしく振舞おうと努力したのだが……無理だった。

				　中身の精神が十代後半なのに、赤ん坊の真似なんて出来るはずがない。それに、何故か泣いたり笑ったりする事が出来なかった。表情が全く動かないのだ。

				　表情筋が麻痺しているのかとも思ったが、口も瞼も普通に動く。だが、自然には動いてくれない。どうやら意識して動かさないと表情が変えられないらしい。

				　これも呪いのせいだろうか？

				（表情の事は言葉が話せるようになったら母さんに相談するとして……諸々の問題もあるけど今までに分かってきたことも多いな）

				　ダルシアもヴァンダルーが言葉を理解できるとまでは思っていないので、詳細に自分達の身の上や現状を説明してはくれないが、一か月も一緒に生活していれば大体の事は分かってくる。

				　まず、どうやらダルシアの夫で自分の父親は酷く恐れられている種族の出身らしい事。そしてその混血であるヴァンダルーは、差別と迫害の対象であるらしい。

				　そのためダルシアは人里から離れた森の中に、精霊魔術でこの洞窟を掘って生活しているのだと。

				　道理で今まで母親以外の人物を一切見かけないはずだ。

				（そして、俺がある程度育ったらダークエルフの里に帰るつもりらしい事と、ここはバーンガイア大陸の北西にあるアミッド帝国の属国、ミルグ盾国である事か。中々ハードな生まれだけど、まあ良いか。前世よりはずっと展望がある）

				　ダークエルフの里にさえ戻れれば何とかなるらしいので、とりあえずの目標はそのために力を付ける事だろう。

				　そのためにハイハイもまだ出来ないヴァンダルーが始めたのが、魔術の修行だ。

				　前世では自分の意思で使えるようになった、初歩的な死属性魔術。それがあれば母との逃避行の助けになるはずだ。そう思ったヴァンダルーだが、何故か魔術が上手く使えなかった。

				（体が赤ん坊だからか？　それともこれも呪いのせいか？）

				　そう首をかしげたが、使えないから諦めようという選択肢は無い。死属性魔術はチート能力や他の魔術への適性も何も無いヴァンダルーに与えられた、唯一の武器なのだから。

				「私がヴァンダルーのステータスを見られれば良かったんだけど」

				　そんなダルシアの言葉を聞いたのは、ヴァンダルーが生後一か月と半月の頃だった。

				（ステータス？）

				　まだ死属性魔術の発動が上手くできない中、せめて首が据わってハイハイぐらい出来るようにならないかと思っていたヴァンダルーは、母の言葉にそんなゲームじゃないんだからと思ったが……頭の中に自分のステータスが表示されて驚く事になった。

				

				
				　名　前：ヴァンダルー

				　種　族：ダンピール（ダークエルフ）

				　年　齢：０歳

				　二つ名：無し

				　ジョブ：無し

				　レベル：０

				　ジョブ履歴：無し

				・能力値

				　生命力：１２

				　魔　力：１００００００００

				　力　　：１０

				　敏　捷：１

				　体　力：２５

				　知　力：２０

				・パッシブスキル

				　【怪力：レベル１】

				　【高速治癒：レベル１】

				・アクティブスキル

				　【無し】

				・呪い

				　【前世経験値持越し不能】

				　【既存ジョブ不能】

				　【経験値自力取得不能】

				

				

				（うわ、魔力の多さが半端じゃないな。それに、俺の父親は吸血鬼だったのか。あと呪いが三つもあるって、あの神どれだけ俺に自殺させたいんだ）

				　確認できたステータスに、ヴァンダルーは何度も驚かされる事になった。

				　まず種族だが、ダンピールとなっている。これは地球で得た知識がラムダでも当てはまるなら、吸血鬼との混血の事を表すはずだ。

				　なるほど、確かにこれは隠れ住まなければならないだろう。ラムダでの宗教がどんなものか知らないが、吸血鬼との間に生まれた混血児を歓迎してくれるとは思えない。

				　寧ろ、モンスターとして討伐されかねないのではないだろうか？　少なくとも、この辺りでは普通に命が危険なのだろう。

				　そして、これから先もダンピールであるという差別と偏見が降りかかってくる可能性は拭えない。思っていた以上に人生がハードモードだった。

				　次に魔力についてだ。表示された位置、それにＭＰの表示項目が無い事から、この魔力という項目がラムダ世界でのＭＰなのだろうが、その数字は一億。

				　能力値の平均は知らないが、これは幾らなんでも異常だろう。

				　これがロドコルテの言っていた、チート能力や幸運と運命を受け取れなかったので出来た『空枠』に宿った魔力だろうか？　オリジンではステータス画面を見るような事は出来なかったので、『一流の魔術師の一万倍以上だ』と言う研究者達の言葉からしか推測できなかったが、こうしてみると確かに凄い。

				（まあ、今は無力な赤ん坊なんだけど）

				　どんなにＭＰがあっても、魔術が使えないなら意味は無い。これは死属性魔術の習得し直しを急がなくてはならないだろう。

				（後は、力は単純に力だろうし、敏捷もそのままだろう。体力はスタミナで、知力は単純に頭の良さじゃなさそうだな。多分、魔術の習得や効果、同時発動や詠唱破棄に関わる能力値だろう。もしかしたら、精神力にも関係するかも）

				　そう推測してみると、他の能力値よりも敏捷が特に低いのにも納得だ。生後一か月半、首がまだ据わっていないため、ハイハイどころか自力で寝返りも打てない赤ん坊の動きが素早い訳がない。

				　逆に、それを考えれば他の能力値は赤ん坊でレベル０なのを考慮すると、魔力程じゃないが高い水準にあるのだろう。

				　流石ダンピールという事か。

				　次にスキル。これはヴァンダルーのゲーム知識で、パッシブが普段から意識しなくても効果が発揮されるスキルで、アクティブは使わない限り発揮されないスキルだと目星が付いた。

				（【怪力】と【高速治癒】、か。これもダンピールだから習得出来たスキルなんだろうな。ゲームでいうところの、種族特性という奴か。しかし、やっぱり死属性魔術のスキルが無いな）

				　赤ん坊らしく殆ど何も無いスキル欄だが、ヴァンダルーは地球とオリジン、合計で約三十七年の人生を生きた人物だ。他にも何かスキルが、特に前世で初歩までは自力で習得した死属性魔術のスキルがあっていいはずだ。

				　それが無いのは、その次の欄にある三つの呪いのせいだろう。

				（前世経験値持越し不能の呪い、これのせいだろうな。これで前世とその前の経験をスキルとして持ちこせない訳か。他の二つも、ろくなものじゃなさそうだな。きっと、ジョブを取得するのとレベルを上げる時に、大きな障害になるはず）

				　何せ、自分に自殺を促すためにロドコルテが寄越した呪いだ。きっと厄介極まりない物なのだろうと、ヴァンダルーは溜め息をついた。

				（でも、こうして生まれ変わった以上大人しく死んでやるという選択肢はない。そうである以上は、まず生き延びるための力を付けないと。早速今日も死属性魔術の習得を目指して……あ……ダメだ……ねむ……）

				　そこまで考えたところで、ヴァンダルーは赤ん坊らしく睡魔に敗北したのだった。

				

				　　　　　　　

				

				《死属性魔術スキルを習得しました！》

				　鳴り響く脳内アナウンス。

				　やっと首が据わり始めた頃にヴァンダルーはようやく死属性魔術を習得する事に成功した。一度習得に至った経験があるのに習得までは想像以上の時間がかかった。

				

				（魔力をなんとか術の形にしようとして失敗する事約二か月。やっと努力が実ったか）

				　とは言っても、まだ使えるのは範囲内の微生物を消滅させる【殺菌】と、その虫バージョンの【殺虫】。あと触れた魔力を吸収する結界を張る【吸魔の結界】等々、目に見える効果が無い物ばかりだ。

				　ダルシア母さんに魔術が使える事をアピールしたいが、それは難しい。目の前で彼女の魔術を吸収して見せればインパクトも強いだろうが、ヴァンダルーの見える範囲で精霊魔術を使う様子が無いのだ。

				　煮炊きに使う火を起こすのに、火種を精霊魔術で作るぐらいはしているのだろうが……。

				（ようやくお座りが出来るようになったこの体では、まだ部屋の中も十分に見回せない）

				　やれやれ、どっこいしょと息を吐きながらベッドの上でお座りをしている彼を、その母が「なんだかお爺さんっぽいね」と笑っているのだが、それは気にしない。

				（ただ、外に出してくれるようになったのはありがたい。いい加減暇で死にそうだった）

				　この頃になると、ダルシアは晴れの日にはヴァンダルーを抱いて外に出る様になっていた。

				　それはヴァンダルーの成長の過程で外に出て刺激を与えた方が良いという判断と、そろそろ食料の備蓄が心もとないので外で採集を行う必要があるという理由だった。

				　ただ最初に外に出る時、ダルシアは異常なほど慎重だったのをヴァンダルーは覚えている。

				　ダルシアは洞窟の扉をほんの少し開けて、隙間から漏れ出てくる細い日光にヴァンダルーの指先を軽く触れさせることから始めたのだから。

				「良かったっ！　吸血鬼の弱点を受け継いでないっ！」

				　そう言えば父親は吸血鬼だったと、歓声を上げて喜ぶダルシアを見て思い出すヴァンダルーだった。あまり父親に似すぎると日光も浴びる事が出来ないとは、ダンピールというのはつくづく厄介な生まれだ。

				「じゃあ、これからお母さんと外に出ようね」

				　そう言ってダルシアに連れ出された外は、ヴァンダルーが言葉を無くすほど（最初からしゃべれないが）感動的だった。

				（おお……世界が……自然が……広い！）

				　洞窟の外は森になっていて、空気が良く澄んでいた。

				　太陽は明るく、空は抜ける様に青く、雲は純白で、木々は青々と茂っていた。

				　なんでもない森の風景なのだろうが、前世のオリジンでは雨宮寛人達にトドメを刺される直前まで狭い飼育部屋に二十年閉じ込められていて、やっと外に出たと思ったらすぐ殺されてしまったのだから、ヴァンダルーの目には全てが美しく輝いて映った。

				「ふふ、お外が気に入ったみたいだね」

				　無表情なのは相変わらずだったが、周囲の風景を夢中で見つめる息子が喜んでいるのを理解したダルシアは、散歩ついでに採集を行った。

				　勿論、ヴァンダルーを抱いたまま弓や精霊魔術で獣を狩る様な危険な事はしない。食べられる野草や木の実、茸を幾つか採集し、獣を取るための罠を幾つか仕掛けたくらいだ。

				　そうして手に入れた物は殆どダルシアの口に入り、そして極一部がヴァンダルーの離乳食になるのだった。

				（複雑な気分だ）

				　一日一回、スプーン一杯分程の量だが若くて美人なダークエルフの母に「あーんして」と食べさせてもらえる。しかし、その分授乳の回数と量が減る。

				　この先生き残るために、ダンピールにとっての危険地帯からダークエルフの里に向かうための旅に出るためには乳離れが必要とは言え、成長とは何とも悩ましい物だ。

				　因みに、味は離乳食より母乳の方が美味い。

				《死属性魔術スキルがレベル２になりました！　新たに【状態異常耐性】、【魔術耐性】、【闇視】、【吸血】のスキルを習得しました！》

				　ヴァンダルーが生後五か月になると、ダルシアは息子を置いて数時間家を空けて森で採集を行うようになった。

				「あと少ししたら、母さんの生まれ故郷に行こうね。そのための準備をするから、寂しくても我慢してね」

				　そう言って家を出て獣を狩り、こっそり村に行って流の冒険者だと偽って生活必需品を手に入れているのだと言う。長い時は半日帰らない時もあったが、生き延びるためには必要な事なので仕方がない。

				「赤ん坊を残して半日も留守にするなんて」と、地球なら文句も言われるだろうがヴァンダルー本人は不満には思っていなかった。何故なら、全ては自分を守るためなのだから。

				　本当に周囲の助けも無くたった一人で赤ん坊を育てる。しかも、吸血鬼との混血なんて厄介な子供を。

				　今まで父親の姿を見ていない事から考えると、吸血鬼のコミュニティからの助けも無いのだろう。人間が吸血鬼との混血児を忌避(きひ)するのと同じか、それ以上に吸血鬼の側も忌避(きひ)し、迫害の対象としているという話はよくある。人権という価値観が浸透しているはずの日本でだって、外国人とのハーフに対する差別意識が存在したのだ。このラムダで異種族同士の混血なら当然だろう。

				（そうなると父親の顔を見る事は出来そうにないな）

				　多分、生きてはいないだろう。そんな予感がする。

				　以上の事を考えると、情を排除して合理的に考えるならダルシアはヴァンダルーを見捨てた方がずっと賢く、楽に生きられる。

				　その方が身軽だし、負担も少ない。暫く経ってほとぼりが冷めたら、何食わぬ顔で生活すればいいのだ。子供が欲しければ他の国に行くなり、ダークエルフの里に帰るなりして、それから新しい男でも見つければ十分なのだから。

				　それなのに危険を冒してまで息子を見捨てないのは、ヴァンダルーの父親を、そして彼自身をダルシアが愛しているからだろう。

				（陳腐(ちんぷ)だけど、愛されているって幸せだな）

				　その幸せを糧(かて)に、ヴァンダルーは努力を継続していた。

				　起きている時間は魔術の修行、手足を動かして体力作り、それと発声練習を行った。その結果、死属性魔術のスキルレベルが上昇し、ダルシアの目に効果が見える術を使えるようになった。

				「凄いっ、まだ赤ちゃんなのに魔術が使えるなんてっ！　ヴァンダルーは天才だねっ♪」

				　そう技術の向上を喜ばれる事の、褒められる事の、何と嬉しい事だろう。

				　まあ、他のスキルを幾つか覚えたのは努力ではなく成長の結果だったようだが。

				　毒や病気、睡眠不足や飢餓、魔術などによって与えられる諸々の不調や致命的な状態に対する耐性スキル【状態異常耐性】は、吸血鬼の父親の影響。

				　攻撃魔術から受けるダメージの緩和等の良くない影響への耐性スキル【魔術耐性】は、ダークエルフの種族特性でダルシアからの遺伝。

				【闇視】は父母両方からの特性で、星一つない闇夜でも昼間のように見る事が出来る。

				　そして【吸血】は言うまでもない。他の歯よりも異常に速く生えてきた犬歯……牙が上下とも生えそろった時に習得していたスキルだ。

				「やっぱり生えてきたのね。ヴァンダルー、本当はしない方が良いのかもしれないけど……」

				　息子に牙が生えた事に気が付いたダルシアは、そういうと狩りで捕まえた兎の首をナイフで落した。そして滴り落ちる血を木で作った皿に溜めて、言った。

				「はい、飲んでみて」

				（母さん、正気ですか？）

				　口元に持ってこられた皿から臭う鉄臭さに、ヴァンダルーは半眼になってダルシアを見た。

				　ソースの材料に血を使ったり、マムシやスッポンの血を酒で割って飲んだりする事は地球でもあった。そう知識では知っているが……乳幼児に獣の血を飲ませるのは、教育に悪いのではないだろうか？　そう思うが、彼女は気を変えるつもりはないらしい。

				（まあ、試すか）

				　きっと不味いだろう。そう思いながら舌を伸ばして先端だけを付けて、兎の血を少し飲む。しかし、意外な事に不味いとは思わなかった。

				（あれ？　飲める。鉄の匂いは感じるけど、それほど臭くはない……寧ろ美味い？）

				　酒で割った訳でも香辛料で臭みを抑えた訳でもないのに、兎の血はヴァンダルーにとって母乳のように飲みやすく感じた。

				　驚いていると、ダルシアが伸びてきた髪を撫でながら教えてくれた。

				「ヴァンダルーはお父さんと同じで、血を飲む事が出来るの。でも、血を必ず飲まないといけない訳じゃないから、お腹が空いてもお母さんが居ない時だけ飲む様にしてね」

				　なるほど、やはり半分は吸血鬼だという事か。そしてダンピールが忌避(きひ)される訳だ。

				　でも、今は離乳食の種類が増えた程度に考えておこう。

				

				　　　　　　　

				

				　生後半年を迎え、ヴァンダルーがハイハイを出来るようになった頃。

				　その日、ダルシアは息子に留守番を任せて、近くの町まで遠出していた。

				（母さんは俺の赤ん坊にしては不自然な頭の良さを、肯定的に解釈しているから助かる）

				　魔術が使える事も含めて、ダルシアはヴァンダルーの不自然さを全て「凄い」と喜んでくれるが、それ以上疑ったり戸惑ったりはしなかった。

				「やっぱりダンピールって凄いのね」

				　そう言っていたから、ヴァンダルーの異常さは全てダンピールだからだと思っているのだろう。変に詮索しないでくれるのは、とてもありがたい。

				　だって、説明しようにも生後半年の赤ん坊に会話能力は無いからだ。発声練習は続けているが、まだしっかりとした言葉にならないのがもどかしい。

				　それさえなければ、事情を話したいのに。

				（ロドコルテの事とか、前世の事とか、雨宮寛人の事とか）

				　ヴァンダルーが地球で目にしたライトノベルや漫画では、異世界から転生してきた等の事情は秘密にする事が多かった。しかし、彼はその定石(じょうせき)を破るべきだと考えていた。少なくともダルシアには、それも出来るだけ早く話すべきだと。

				　だって、彼女は自分の母親なのだから。

				（普通の異世界転生とか異世界トリップなら俺も話さないって選択肢を考える。でも、俺の場合は違う。これから一〇〇人の俺と同じ異世界からの転生者が、それもチート能力持ちがやって来る）

				　雨宮寛人達、オリジンで自分を探そうともせず、見捨てて殺した連中。奴らもオリジンで死んだら、このラムダに転生するはずだ。

				　それが何時になるかは分からない。ヴァンダルーが前世で死んだ時奴らは二十歳前後に見えた。だから奴らが死ぬまで、事故にでも遭わない限り五十年以上かかるだろう。だがオリジンとラムダ、異なる世界に流れる時間が同じ速さだとは限らない。

				　もしかしたら、ラムダで一日が流れる間にオリジンでは一年が過ぎているかもしれないからだ。

				　そこまでではないだろうが、絶対に奴らはこのラムダに転生してくる。それを防ぐ手段は、ロドコルテ本人だって持っていない。

				（問題は、奴らが転生する前にロドコルテの奴が何を言うかだな。俺は、あいつの前で奴らを殺すって叫んでいた。だから俺が死ぬ前に奴らが転生する事になったら、奴らに警告くらいは出すだろう）

				　なんたって、ロドコルテの目的は奴らにこの世界を発展させる事だ。その前に殺されたら困るのだから、絶対にヴァンダルーの事を教えるはずだ。

				　すると奴らにとってヴァンダルーは脅威だと警戒される。一応前世の前世は平和な日本育ちの日本人だから、まず話し合おうとかオリジンでの事を謝罪して宥めようとか、そういう穏便な警戒なら良い。

				　だが、こっちを見つけ次第殺して脅威を排除しようとする奴がいないとは言えない。オリジンで博人が想像を絶する悲惨な人生を終えた様に、奴らに何があるか分からないからだ。

				　たとえ正義の味方らしい事をしていても、凶悪なテロリストや犯罪組織を相手にしていた期間が長ければ、どうなるか分からない。

				　そう、正義の味方。これが拙(まず)い。

				（死ぬまでの僅かな間だけど、確かあいつらはアンデッドが発生したという知らせを受けて、俺を殺しに来たはずだ。なら、チート能力を活かして国際的に活躍する正義の味方とか、そういう事をしているんだろう。アメコミヒーローみたいに）

				　そして駆けつけてみれば研究所の職員を殆ど殺した凶悪なアンデッドとご対面。印象は最悪だろう。

				　ヴァンダルーはオリジンで殺される前に、彼と同じく実験動物扱いされていた被害者を助けたが、それが少しでも良い印象を与えていれば良いのだが。

				（そう言えば、あの子達はあれからどうなったかな？　もう違う世界に生まれ変わったから、幾ら心配しても何もできないのだけど。……それこそ正義の味方に任せるしかないか）

				　ちゃんと助けられたかが気になるが、思考を切り替える。

				　自分は吸血鬼との混血児、ダンピール。奴らが日本人らしい平和主義や博愛主義、人権尊重の精神を発揮してくれれば問題は無い。しかしこのラムダ世界の、それもアンチ吸血鬼、アンチダンピールの価値観に被れたらそれだけで危険だ。

				　チート能力者が最大一〇〇人も敵になるなんて、堪ったものじゃない。

				　それに巻き込まれるのが、ダルシアだ。何も知らないままだと危険だし、理不尽すぎる。だからこそ、ヴァンダルーは自分の事情を話さなければならないと考えていた。

				（それを理由に母さんが離れるなら、それも仕方ない）

				　たった半年の付き合いだが、ダルシアはヴァンダルーにとって初めての記憶に残る母親だ。こんなに自分を慈しんでくれた人は、今までいない。

				（まあ、出来たら離れたくないけど）

				　そのためなら、奴等への復讐も……まあ、今更許したり和解したりする事は不可能だが、距離を置くぐらいで許してやろう。

				　そう考え直すまでに、ヴァンダルーはダルシアに入れ込んでいた。生まれ変わってから妙に頭がすっきりしている事も関係しているが、母親の為なら復讐を諦めても良いと思っていた。

				　これからある程度成長したら、ダルシアに全てを打ち明けよう。それからは地球やオリジンで手に入れた知識と死属性魔術を使って、それなりに豊かに暮らせれば十分幸せだろう。

				　後はチート能力持ちの連中がこの世界のために頑張るのを眺めていれば、それで良い。

				　そう思いながらハイハイをして、体力作りを続けるヴァンダルーだったが、ふと空腹を覚えた。

				（血でも飲むか）

				　籠からダルシアが生け捕りにした野兎を一羽、掴み上げる。生後半年だが、流石【怪力】スキル持ちのダンピールという事か、思った以上に簡単に捕まえられる。

				　そして抵抗する兎に【殺菌】や【殺虫】をかけて衛生状態を良くしてから、噛みつく。

				（血も美味いけど、やっぱり母さんの母乳の方が美味いな）

				　痙攣する野兎の血を容赦無く吸って空腹を癒しながら、ヴァンダルーは母の胸を恋しがっていた。

				　だがその日、戻ってくるはずの時間になってもダルシアは帰らなかった。

				

				
				　名　前：ヴァンダルー

				　種　族：ダンピール（ダークエルフ）

				　年　齢：６か月

				　二つ名：無し

				　ジョブ：無し

				　レベル：０

				　ジョブ履歴：無し

				・能力値

				　生命力：１８

				　魔　力：１０００００６００

				　力　　：２７

				　敏　捷：２

				　体　力：３３

				　知　力：２５

				・パッシブスキル

				　【怪力：レベル１】【高速治癒：レベル１】【死属性魔術：レベル２（ＮＥＷ）】

				　【状態異常耐性：レベル１（ＮＥＷ）】【魔術耐性：レベル１（ＮＥＷ）】【闇視（ＮＥＷ）】

				・アクティブスキル

				　【吸血：レベル１（ＮＥＷ）】

				・呪い

				　【前世経験値持越し不能】

				　【既存ジョブ不能】

				　【経験値自力取得不能】

				

				

				　　　　　　　

				

				　次の日の朝になってヴァンダルーが目を覚ましても、ダルシアの姿は無かった。

				（おかしい……嫌な予感しかしない。迎えに行った方が良いか）

				　普通なら生後半年の乳幼児が一人で外出するなんて無謀な考えだが、どっち道このままダルシアが帰らなければ今日中にヴァンダルーは外に出なければならなくなる。

				　まだ生け捕りにしてある野兎は一羽いるが、これも今日一日で生き血を飲みきってしまうだろう。その後は自力で離乳食を作らなければならないが、生後半年の胃腸は母乳と血以外の物を大量に受け入れるのは難しい。

				（赤ん坊は、見た目よりも食べる。一日に六回から五回は食事が必要だ。特に俺の場合は、魔術の練習や体力作りと、エネルギーの消費が激しいからな）

				　なので、ヴァンダルーには通常の赤ん坊よりも大量の食糧が必要だ。このまま赤ん坊らしく座して待てば、数日中に餓死する可能性がある。

				　人間ではなくダンピールだから、正確な時間は分からないが。

				（じゃあ、準備を始めるか）

				　ただ、ダルシアを迎えに行くと言っても走るどころか歩く事もままならない身体なので、色々と準備が必要だ。まず、移動のための足を確保しなければならない。

				『まずは……起きろ』

				　ヴァンダルーがそう念じると、彼本人が血を吸い尽くして殺した野兎がピクリと震え、何と動き出した。

				　息を吹き返したのではない。周囲に漂っていた雑多な霊を野兎の死体に魔術で憑りつかせ、アンデッド化させたのだ。

				　死属性魔術のアンデッド作成術である。

				（成功したか。まだスキルレベルが２だから出来るかどうか不安だったけど、魔力を多めに使えば何とかなるな。でもレベルが低いからなのか、作れるのはただ動けるだけの死体だけど足にはなる）

				　生前の俊敏さ等の特徴も無く、ただただ動くだけ。オリジンではこれで軍事施設からの脱走も企てたが、厳重な警備に断念するしかなかった程度の、こんな手駒しか作れない。

				　しかも、野兎一羽をアンデッドにするのに殺菌や殺虫とは比べ物にならない量の魔力を消費した。ステータスを確認すると、魔力が一万も減っていた。

				　殺菌一回で使う魔力が一なのに対して、あまりにも多すぎる。

				『でも兎一羽じゃ足りないな。もっと起きろ。お前も、お前も、後お前も起きろ。お前もだ、さっさと起きろ』

				　ダルシアがロープ代わりに使っていた蔦が、蛇のように這いずる。

				　料理に使っていた小さなナイフが、ふわりと宙に浮く。

				　ガタガタと木で組まれた粗末なベッドが音を立てて震える。

				　霊を憑りつかせられるのは、何も死体ばかりではない。蔦や木材、金属等の無機物だって可能だ。地球のファンタジーやオカルト作品で見た、悪霊が憑りつき持ち主が居なくても独りでに動く武器や、呪われた宝石や壺、ポルターガイスト現象で動く家具等が、その発想を生んだ。

				　尤も、無機物に霊を憑りつかせるのは死体に霊を憑りつかせるよりも何倍も魔力を消費するのだが。

				（今ので百万近く使ったな。頭が少し痛い……補給してから行こう）

				　残っていた最後の野兎の血を吸いつくして魔力を回復し、それもアンデッドにしてからヴァンダルーはベッドに乗って家を出た。

				

				『起きろ、起きろ、起きろ起きろ起きろっ！　町はどっちだ？　人が多い場所は何処だ？』

				　骨だけの鹿、毛皮を張りつかせた熊のミイラ、頭と内臓の無い猪、何故か白骨化していた人の死体。それらが、ヴァンダルーが乗るベッドを運んで進んでいた。

				　その光景を見た者がいたら、冒険者や兵士でない限り恐怖に震え上がった事だろう。

				　アンデッド達を率いる、白髪で真紅と紫紺のオッドアイの赤ん坊。恐ろしい光景だろう。

				　しかし、その実態はそれほど脅威ではない。

				　動物のリビングデッドに、リビングボーン。そしてアンデッド化した道具や家具類のカースドツール……全て一匹なら農夫が鍬を振り回すだけで撃退できるし、冒険者なら雑魚の集団と評するだろう。

				　それが分かっているから、ヴァンダルーは先を急ぎながらアンデッドの数を増やすのを止めなかった。

				（森に母さんが居ない）

				　アンデッド化した羽を持つ虫に森を探させたが、ダルシアの姿は無かった。森の中で彷徨(さまよ)う霊から聞き出したが、求めていた答えは得られない。

				　頭が湯立つ様に熱く、眩暈(めまい)が治らない。魔力をもう何百万使ったか分からない。でも嫌な予感が止まらない。

				（もっと早くアンデッド作成を試すべきだった！　そして作ったアンデッドを母さんに付けるべきだった！）

				　そうすれば、何処にいるのか分かった。何かあったら素早く察知する事が出来た。

				　いや、そもそもこんな事が出来るとダルシアが知っていたら、もっと早く森を出て生まれ故郷に向けて旅に出られたかもしれない。

				　なのに、試さなかった。スキルレベルが次に上がった時にしようと、安穏(あんのん)と過ごしていた。ダルシア母さんに甘えてしまった。

				（早く、町にっ！）　

				　残り魔力、五千万少々。ヴァンダルーが率いるアンデッドの群れが森から最も近い町、エブベジアに辿り着いたのは夜になってからだった。

				　エブベジアは村と村の間にできた小規模な町で、人口二千人程。ベステロ準男爵の領都である。

				　その周囲は魔物避けの外壁に囲まれ、東西南北の門からしか中には入れない。空でも飛べない限り。

				『お前達は森で待機。骨猿は俺を背負え』

				　森で見つけた大きな猿の骨から作ったアンデッド、命名骨猿の背中に掴まってこっそりと外壁へと近づく。

				　たった二千人しかいない小さな町で、強力な魔物や敵対国の脅威にさらされている訳ではないので、警備体制はヴァンダルーから見れば警備はザルだ。オリジンの軍事施設の警備担当者が見たら、憐れみすら覚えるかもしれない。

				　しかし、流石に夜になれば門は全て閉じられるし見張りも立つ。

				　そんな中に人間並みの大きさのスケルトンモンキーが近づいたら大騒ぎだ。だから、ヴァンダルーは門を無視して壁に向かう。

				　そして、壁の石材に魔力と適当な霊を押し込める。

				『俺達が通れるぐらいの、穴を開けろ』　死属性魔術によってアンデッドウォールと化した外壁の一部が、主人の命に逆らう訳がない。ゴゴゴガガガと小さな音を立てて形を変形させ、抜け穴を拵える。

				　残り魔力、四千九百万。

				《死属性魔術のスキルがレベルアップしました》

				　そんな脳内アナウンスが聞こえた気がするが、眩暈(めまい)が酷い。頭痛も、まるでハンマーでコメカミを絶え間なく殴られているようだ。

				『骨猿、人気のない路地を進め』

				　かしゃりかしゃりと骨が擦れる音を立てて、骨猿が進む。その歩みはぎこちなく、背中にしがみつくヴァンダルーへの配慮は皆無だったが問題無い。自力で歩く事は出来ないものの、ヴァンダルーの腕力は既に平均的な成人男性を上回っている。骨猿の肋骨を両手で掴んでいれば、十キロも無い身体を支える事は容易い。

				　そして、殆ど明かりの無い暗い町を、見回す。その視界は闇視のお蔭で、真昼のようにはっきりとしていた。

				『母さんを探せ』

				　虫アンデッドを放して情報収集する傍ら、町の中に漂う霊の内知能が残っている者から話を聞く。

				　アンデッドになっている訳でも無い普通の一般人の霊は、余程の精神力が無ければ死後急速に劣化する。だからあまりあてにならないと、思っていた。

				『……広場に居るよ』

				　だから、その答えを聞いた時は驚きで心臓が止まりそうになった。

				『広場にっ！』

				　骨猿が、がしゃりがしゃりと音を立てて疾駆する。

				　そして見えて来た広場に、ダルシアの姿があった。

				　あって(・・・)しまった。

				『ヴァンダルー……ごめんね……』

				　今にも消えそうな、霊になって。

				

				『母さんっ！』

				『ごめんね、お母さん死んじゃった。でも、ヴァンダルーの事、喋らなかったよ』

				『何が、あったの……？』

				　鞭の痕が幾つもあるダルシアの霊は、ヴァンダルーが求めるままに何があったかを話した。

				　ヴァンダルーを連れてダンピールでも殺されない安全圏であるダークエルフの里に逃げるため、旅に必要な情報をこのエブベジアで手に入れるつもりだった。

				『だって、ヴァンダルーはお父さんと同じ真紅の瞳と、お母さんと同じ紫紺の瞳をしているのだもの。顔を見られただけで、ダンピールだって気づかれちゃうもの』

				　だから、街道は使えない。魔物の出ない比較的安全なルートを探す必要があった。

				　しかし、誰かに密告されたようだ。ダルシアの名前と人相書きがアルダ神の教会関係者に渡っていて、それと時折町に来るダークエルフの女冒険者がそっくりだと。

				　何も知らずに町に入ったダルシアは、待ち伏せていたベステロ準男爵の騎士と教会の僧兵、雇われた冒険者達に囲まれ、抵抗するも捕まってしまった。

				『必死に戦ったんだけど、弓も精霊魔術も冒険者の人達の中に私より上手い人がいて、ダメだったんだ。その後、教会の人達が鞭で叩きながら言ったの、お前が産んだダンピールは何処だ、言え魔女めって』

				　教会がダルシアに加えた拷問は、苛烈だった。鞭で叩き、指を叩き潰し、焼き鏝を押し付けた。

				　その時の痛みが魂まで傷つけたのだろう、霊になったダルシアの肉体に傷跡となって残っている。

				『それでも黙ってたんだよ、偉いよね、頑張ったよね。でも、拷問しても無駄だって思った教会の人達に今日の夕方、火炙りにされちゃった』

				　準男爵と教会は自分達の手柄を喧伝するために、そして吸血鬼の誘惑に負けた女の末路を領民に知らしめるために、ダルシアを生きたまま公開処刑にかけた。

				『それで、生きたまま燃やされて死んじゃった。せめて幽霊になってヴァンダルーに会いに行きたかったんだけど、教会のゴルダン高司祭が、私の灰に聖水を撒いたんだ。お蔭で、会いに行くどころかここで消えないように頑張るのが精一杯になっちゃった』

				　ダルシアの言葉を聞く度に、ヴァンダルーは自分の身体が腐り落ちるような、視界が歪むような絶望と無力感を覚えた。

				　昨日の内に、探しに出れば間に合ったのに。もっと早くここに辿り着けば、間に合ったのに。

				　母は、自分がのんびりと惰眠(だみん)を貪っている間に綺麗なチョコレート色の肌に鞭を受け、野兎の生き血を飲んで満腹になっていた時に焼き鏝を押し付けられていた。

				　そして無様に森をさまよっている間に、晒し者にされて生きたまま焼き殺されてしまった。

				　ダルシアが生きていた痕跡は、広場の石畳の上に残った灰と墨の小さな山しかない。

				《精神汚染スキルを獲得しました！》

				『もっと俺が早く成長していれば、もっと魔術の腕を磨いていれば、以前から情報を集めていれば……強くなっていれば母さんを殺されずに済んだのに！』

				　狂おしい感情がヴァンダルーの精神を駆け巡った。表情そのものは大きく変わらなかったが、哀しみに体は震え、悔しさと怒りのあまり涙が止めどなく流れた。

				《精神汚染スキルのレベルが、２に上がりました！》

				　その様子を、ダルシアは悲しげに見つめていた。

				　彼女も、本心ではヴァンダルーに自分が殺されるまでに受けた仕打ちを聞かせたくなかった。だが、黙っている事は出来なかった。

				　何故なら彼女は消滅しかけている弱い霊で、死属性の魔術を使い莫大な魔力の持ち主であるヴァンダルーの望みに逆らう事は出来なかったからだ。

				　そして彼女が見ている前で、ヴァンダルーの下に虫アンデッド達が戻ってくる。虫達はエブベジア中からダルシアに関する情報を持ち帰っていた。

				『お館様、今日の公開処刑は盛り上がりましたな』

				『うむ。それに吸血鬼ではなく股を開いたダークエルフの方だけでも十分な手柄になる。陛下や教会の覚えも良くなり、私の昇爵も近づくという物だ』

				『ベステロ準男爵様から、準の文字が取れる日も近いですな』

				　上機嫌で晩餐を楽しみながらバラ色の未来に酔う領主と家令。

				《精神汚染スキルのレベルが、３に上がりました！》

				『あの魔女め、結局ダンピールの事を吐きませんでしたね』

				『フンっ、母親気取りのつもりか。火あぶりにした時も、命乞いの一つもすれば良いものを。最後まで悔い改めようとしないとは、まさに魔女よ』

				『今頃地獄の業火に焼かれているでしょう。それで、明日からは〝五色の刃〟達とダンピール狩りですか』

				『赤子等放っておけばいいのでは？　乳呑児が母親から離れてもう三日目。今頃死んでいますよ』

				『侮るなっ！　赤子と言っても吸血鬼との混血児だ、どんな能力を受け継いだか分からん！　奴の父親が従属種なら兎も角、貴種……もし原種だったらどうするつもりだ！』

				『も、申し訳ありません、ゴルダン高司祭』

				『だが、〝五色の刃〟を長々と雇う予算は無いし、これ以上手柄を上げられるのも気に食わん。それに奴らもこれ以上付き合うつもりはないだろう。所詮は冒険者、我々法命神アルダ様の使徒とは違う。山狩りはエブベジアの猟師達を道案内にして、準男爵殿の騎士達と共に行う』

				『分かりました』

				　教会では、ダルシアを魔女呼ばわりした高司祭と神殿騎士達が彼女を忌々しげに罵り、自分を見つけて殺すための相談をしていた。

				《精神汚染スキルのレベルが、４に上がりました！》

				『今日の仕事は楽だったな。あのダークエルフ、弓や精霊魔術の腕はそこそこだったが、精々Ｄ級程度だったし、俺達の敵じゃなかったぜ。なぁ、ハインツ』

				『どうしたの、ハインツ？　様子がおかしいけど』

				『……いや、なんでもない。ただどうにも後味が悪くてな』

				『あのダークエルフに同情してるのか？　俺達〝五色の刃〟のリーダーにして、二つ名持ちのＢ級冒険者が甘い事言うなよ』

				『吸血鬼の誘惑に負けたのか、不老不死になりたかったのか知らないけれど、あのダークエルフの自業自得よ。気にする事ないわ。それに、この依頼を受けようって言ったのはあなたよ。蒼炎剣のハインツさん？』

				『それはそうだがな、伯爵からの紹介状を見せられたんだ。仕方ないだろう』

				『まあ、稼いだ金で酒を飲んで、飯を食おうぜ。倒した魔物の肉を食うのと一緒さ。こうするのが供養って奴さ』

				　ダルシアを捕まえるために雇われた冒険者グループ、〝五色の刃〟は、彼女を捕まえて手に入れた金でご馳走を貪り、それを供養だと言った。

				《精神汚染スキルのレベルが、５に上がりました！》

				『カンパーイ！　準男爵様と高司祭様に乾杯！』

				『はっはっは、オルビーの根暗にも乾杯！』

				『おい、誰が根暗だっ！』

				『お前だよ、お前っ。町に来る美人ダークエルフに一目惚れして、振られた腹いせに襲おうと後を付けるような猟師仲間がいて、俺は誇らしいぜ』

				『なんだよ、そのお蔭であの女が手配書にあった魔女だってわかったんだろっ！』

				『でも、勿体なかったよな。あんな美人を火あぶりだなんてよぉ。それで、明日はダンピール狩りで小遣い稼ぎか。どうせ主役は騎士様達だろうけど、道案内で小銭ぐらいは貰えるだろうしよ』

				『何言ってんだ、俺達でダンピールを捕まえるんだよ。そうすれば小銭どころか、大金が手に入るぜ』

				『お前、まさかあのダークエルフの隠れ家が何処にあるか、言ってないのか!?』

				『でかしたぜ、オルビーっ！　ダンピールを捕まえれば、教会に魔術師ギルドに奴隷商人に、好きな所に売れるぜ！』

				　ダルシアを密告した猟師達が、下卑た笑い声を上げながら今度は自分を捕まえて売る算段をしている。

				《精神汚染スキルのレベルが、６に上がりました！》

				『良い子にしないと、魔女みたいに火あぶりにされてしまうよ』

				『ダンピールの方は見つかっていないのか。不安だな、早く退治されればいいのに』

				『吸血鬼が報復に来る事は無いだろうな？』

				『吸血鬼が出る町のワインなんて噂が流れたら大迷惑だ。さっさと終わって欲しいね』

				　そして町の人々……ごく普通に日常的な生活を過ごす人々の言葉。その中に、ダルシアに同情するものは無い。

				《精神汚染スキルのレベルが、７に上がりました！》

				　何という事だろう。

				　ヴァンダルーは、世界が自分を中心に回っているとか世の中が善意に溢れているなんて思った事は、三度の人生で一度も無い。

				　しかしここまで非情とは、ここまで悪辣とは、思ってもみなかった。

				　地球、オリジン、そしてラムダ。

				　三度も人生を生きているのに、何故一回も幸福になれないのか。ただひたすら奪い、苛み、耐える事を強いるのか。

				　どの人生でも、悪い事は何もしていないのに掛け替えの無い存在が失われ、その代わりに得る物は何も無い。

				　本当に存在した神でさえ、救おうともしない。

				『ごめんね、ヴァンダルー……』

				　そして、ヴァンダルーの目の前からもう一度ダルシアが失われようとしていた。

				『もう、お母さん限界みたい』

				　ただでさえ薄いダルシアの姿が、揺らめき、声も不鮮明になっていく。彼女の霊体が現世に留まる限界に近づいているのだ。

				『待ってっ！　母さん、逝っちゃダメだっ！』

				　このままでは死後の世界、あの輪廻神ロドコルテの下にダルシアが行ってしまう。ラムダでもヴァンダルーが母親を喪ったと知れば、奴は笑うだろう。もっと絶望しろと、さっさと諦めろと、嘲るだろう。ダルシアの魂の前で。それだけは嫌だった、とても容認できない、耐えられない。

				『ごめんね、こんな風にもっと沢山お話ししたかった。ヴァンダルーが大きくなって、大人になった姿を見たかった。お嫁さんを貰って、子供が生まれて、沢山幸せになった姿を見たかったよ』

				《精神汚染スキルのレベルが、８に──９──成長限界に達しました！》

				『解ったよ、母さん』

				　残りの魔力、四千五百万。それをヴァンダルーはダルシアの霊体に注ぎ込んだ。

				『えっ、あっ、あ、ああっ？　ヴぁ、んだ、あああああっ！』

				　アンデッドを作る時の要領で、ダルシアの今にも消えそうな儚い霊体に魔力を注ぎ込む。穴の開いたバケツに水を流し込むような物だったが、幾ら穴が開いていても水が莫大なら効果はある。

				『後は、母さんの魂が憑依(ひょうい)する憑代(よりしろ)があれば……』

				　適当な石や道具、骨ではいけない。それではダルシアの人格を長い時間保つ事が難しくなる。

				　本来なら本人の遺体が最も好ましいが、灰にされてしまった。

				『何かないか』

				　骨猿に灰の山を探させると、焼け焦げた骨が見つかった。それは、ヴァンダルーの小さな手の中にも収まってしまう様な、小さな欠片だった。

				『これでいい。母さん、この中に』

				　膨大な魔力を流し込まれているダルシアは、そう望む息子の言葉に逆らおうとした。

				　何故なら、それがこの子の為だから。

				　悲しいけれど、自分はもう死んでしまった。アンデッドになっても、生きていた時とは違う。そんな自分が傍にいるのは、息子の為にならない。寧ろ、悪影響を与えてしまう。

				　だから、本当はもっと傍に居たいけれどと、涙を堪えて離れようとしたが──。

				《死属性魅了のスキルを取得しました！》

				　傍に居たい傍に居たい傍に居たい、ずっと一緒に居たい！　この子の近くから離れたくないっ！

				『分かったわ、母さんはずっと一緒だよ』

				　思考が一色に塗りつぶされ、ダルシアは嬉々として自分の遺骨の中に宿った。

				『これで、母さんは霊体だけだけど取り戻した。いつか、新しい身体を作ってあげるからね』

				　霊体を維持する魔力と憑代(よりしろ)が揃ったが、所詮は骨の欠片だ。今のダルシアは自力で動く事も難しい、ヴァンダルーが声をかけるまで眠り続ける事しか出来ない状態だ。

				　だから、もっと死属性魔術の腕を磨いてダルシアが生前と同じように生活できる器を用意する。きっと。

				『でも、その前にこいつ等に復讐しないと』

				　準男爵とその家臣達に、教会の連中に、冒険者に、猟師達に、町の人々全てに、復讐を。

				　しなければ気が済まない、このまま奴らが何の罰も受けないなんて筋が通らない、あまりにも不条理だ。

				『でも、今は……限界だ』

				　残り魔力が、もう一割も無い。頭が痛い、喉が渇いた、空腹だ、眠い……生後半年の身体で、無茶をし過ぎた。

				『ごめんよ、母さん。復讐は、後で……骨猿、来た道を戻れ』

				　骨猿はヴァンダルーを抱え上げると、そのままカシャリカシャリと音を立ててエブベジアの町を出た。穴の開いた外壁はヴァンダルー達が通ると元通りになり、待機していたアンデッドの集団も大人しく骨猿の後に続いた。

				　人々はまだ知らない、恨みを買ってはならない相手から、高値で大量の恨みを買ってしまった事を。

				

				【高速治癒スキルのレベルが、２に上がりました！　限界突破スキルのレベルが、２に上がりました！　状態異常耐性スキルのレベルが、２に上がりました！】

				

				
				　名　前：ヴァンダルー

				　種　族：ダンピール（ダークエルフ）

				　年　齢：６か月

				　二つ名：無し

				　ジョブ：無し

				　レベル：０

				　ジョブ履歴：無し

				・能力値

				　生命力：１８

				　魔　力：１０００００６００

				　力　　：２７

				　敏　捷：２

				　体　力：３３

				　知　力：２５

				・パッシブスキル

				　【怪力：レベル１】【高速治癒：レベル２】【死属性魔術：レベル２】

				　【状態異常耐性：レベル２】【魔術耐性：レベル１】【闇視】

				　【精神汚染：レベル１０（ＮＥＷ！）】【死属性魅了：レベル１（ＮＥＷ！）】

				・アクティブスキル

				　【吸血：レベル１】【限界突破：レベル２（ＮＥＷ！）】

				・呪い

				　【前世経験値持越し不能】

				　【既存ジョブ不能】

				　【経験値自力取得不能】

				

				

				　　　　　　　

				

				　ヴァンダルーは今にも意識を失いそうになるのを耐えながら、母ダルシアの霊が宿る骨の欠片を握り、リビングボーンやリビングデッド達を連れて森の中の家に戻ってきた。

				　空腹で死にそうだったが、幸いな事にダルシアが仕掛けておいた罠に狸がかかっていたので、その血を吸血して飲み干し、気絶するように眠りについた。

				

				　そして目覚めた時は、既に昼間だった。

				『おはよう、母さん。皆』

				　目を覚ましたヴァンダルーは、静かだが仲間が増えた家を見回してそう言った。……実際には、「あうえう」と不明瞭な音を出しただけだが。

				『それで、猟師達は来た？』

				　ベッドの傍に佇む骨猿が、首を横に振る。どうやら、幸いな事にまだ来ていないようだ。

				『まず、昨日手に入れた情報を纏(まと)めると──』

				

				　・今日からエブベジアを治めるベステロ準男爵の騎士と、法命神アルダを信仰するゴルダン高司祭と配下の神殿騎士が、ヴァンダルーを狩りだそうと森を捜索開始。

				　・猟師のオルビーがこの家の場所を教えなかったので、暫く見当違いの場所を探すだろう。

				　・猟師のオルビーとその仲間達は、珍しい赤子のダンピールを捕まえるために今もここに向かっている。

				

				『対して、俺の戦力は……ただの猟師が三人程度なら勝てるかな』

				　昨日、自分が作り出した数百体のアンデッド。ただし、その大半がネズミや虫等の小動物で、戦えそうなのは骨猿を含めて三十体ほど。しかし、基本的に弱い。

				　骨猿も生前はきっとオランウータンのように人間の腕くらい軽く捥(も)ぎ取れる怪力を持っていたのだろうが、今はそれほどではない。それどころか、試したところヴァンダルーよりも力が無かった。この場合は、骨猿よりもヴァンダルーの力の強さに驚くべきかもしれないが。

				　敏捷さでも、普通の人間よりも劣る。耐久力も、骨や死肉だから弓矢やナイフには強いだろうが、鍬で何度か殴ればバラバラになる程度でしかない。

				　止めに、何故か確認できたステータス画面を見ると、パッシブスキルもアクティブスキルも何も持っていなかった。

				　今ヴァンダルーの手元に居るアンデッドは全てランク１。ラムダでは、一対一なら特に訓練を受けていない村人でも倒せる程度とされている魔物なのだから。

				　しかし、三十体もいる。なら、一工夫すれば何とかなるはずだ。

				『とりあえず、虫は索敵。骨猿達五体は家の中で俺の護衛。他は──』

				　ヴァンダルーは、まずオルビー達猟師を返り討ちにする事にした。ダルシアから父の事を含めて色々と話を聞きたかったが、その隙に猟師達が来たら面倒だから、先に捕まえて話を聞こうと。

				

				　　　　　　　

				

				　オルビーは昨日一緒に酒を飲んだ二人の猟師仲間を連れて、森を進んでいた。幾ら神殿騎士達が精鋭でも、この広い森の中でダークエルフが作った隠れ家をすぐに見つける事は出来ない。

				　絶対に自分達の方が先に赤ん坊を捕まえる事が出来る。彼らはそう確信していた。

				「おい、言っておくが──」

				「分かってる。金持ちになる前に、熊や狼の腹に収まる気は無ぇよ」

				　確信していたが、彼らはプロの猟師だ。この森は魔物が跋扈する魔境では無かったが、熊や狼といった危険な獣が生息しているし、ゴブリン等の弱い魔物も少数だが存在している。

				　それらを警戒しながら、彼らは進んでいた。

				「妙だな。これ、大猿の足跡じゃないか？　こっちにあるのは……熊？」

				　その警戒が幸いして、彼らは昨日ヴァンダルーがエブベジアの町まで往復した時に付いた、アンデッドの足跡に気が付いた。

				「そうか？　大猿や熊の足跡にしては、軽すぎないか？」

				　しかし、オルビーの目にはその足跡は軽すぎるように思えた。地面に付いた足跡は、その主の体重が重ければ重い程、深く刻まれる。しかし、見たところその足跡はとても軽い物のように思えた。

				「それに、形が変だぞ。若干小さいような気がするし、これは熊にしては指が少ない」

				　そう見えるのは足跡の主が骨だけに成ったリビングボーンなので、体重が生前の半分以下で肉球などが無くなっており、更に幾つか指の骨が欠けていたりしたからだ。

				　これが奇奇怪怪な魔物をメインに相手にする冒険者なら警戒しただろうが──。

				「いくつかの獣の足跡が重なって、そう見えるだけだろ」

				　オルビー達は、魔物は時たま小遣い稼ぎで狩る程度しか相手にしない猟師だったので深くは考えなかった。この森に魔物は殆どいないという認識も手伝って、彼らは足跡を『気のせい』として意識から外してしまったのだ。

				「もうそろそろだ。小さな崖に洞窟を掘って、そこを隠れ家にしてた」

				「よし、赤ん坊が死なない内に捕まえるぞ」

				　そしてオルビー達はダルシアの家までたどり着いた。

				　家の前は木がまばらになっていて、若干のスペースがある。煮炊きのために使っていた焚火の跡があり、生活の跡があった。

				「ん？　随分物が散らばっているな」

				「おい、まさか騎士様達に先を越されたんじゃないだろうな」

				　オルビー達が見回すと、隠れ家前の地面には幾つも掘り返したような跡があり、その上に蔦や動物の骨が散乱していた。

				「くそっ、中に入るぞっ」

				　舌打ちして赤ん坊がまだいるか確認しようと、扉に近づこうとした。

				『うぉぉぉぉぉぉんっ』

				　その時、怨嗟の声のような呻き声を上げて地面が盛り上がった！

				「な、何だ!?　ゴーレムっ!?」

				「あ、アースゴーレムだっ！」

				　地面に倒れたままじっと待機していた、土の身体のアースゴーレムが起き上がったのだ。

				「ひぃっ!?　ゴーレムの下にアンデッドが居るぞっ！」

				　しかも、その下には狼や熊のリビングボーンが隠れ潜んでいた。

				「に、逃げろっ！」

				「何処へだっ！　囲まれてるんだぞっ！」

				　しかも扉に近づいていたオルビー達は、ゴーレムとリビングボーンの包囲網の中に居た。

				　彼らの武器は弓矢と、短剣。ランクが最低でもゴーレムやアンデッドとは相性が悪い武器だ。

				「うおわぁっ!?」

				「へ、蛇だっ！　いや、蔦だっ、蔦が動いてる！」

				　そして、地面に散乱していたゴミであったはずの蔦が、蛇のように動きオルビー達に巻きつく。

				「ち、畜生っ！　離せっ、離しやがれぇっ！」

				　短剣を抜いて蔦を切ろうとしても、ゴーレムやアンデッド達が寄ってたかって押さえにかかり、鍋が宙を飛んで頭に向かって体当たりしてくる。

				　とても逃げ出せるものではない。こうしてオルビー達は生け捕りにされたのだった。

				

				『上手くいったか』

				　アンデッド化した蔦に巻きつかれて、口も聞けずに地面に転がるオルビー達を見てヴァンダルーはほっと息を吐いた。

				　家の前の地面に霊を憑依させてアースゴーレムを作り、その下にリビングボーン達を仕込んだ。アンデッドもゴーレムも呼吸もしないし、臭いはこの森の何処にでもある土の臭いだけだから、じっとさせれば猟師でも気がつかない。

				　蔦や鍋も同様だ。いちいちアンデッドかもしれないと、地面のゴミを警戒する事は無いだろうと思ったが、その通りだったらしい。

				『さて、じゃあ話を聞かせてもらいたいところだけど──』

				　オルビー達は、骨猿に背負われ自分達を見下ろすヴァンダルーの姿に、目を見開いて驚いていた。自分達が捕まえようとしていた赤子が、まさか既にアンデッドを使役するとは思ってもみなかったのだろう。

				　この辺りが部下を叱責したゴルダン高司祭との差だろうか。

				『でも、まずは会話を成立させないとな』

				　まだ不鮮明に「あうあう」としか声を出せないヴァンダルーでは、オルビー達と会話が成立しない。

				　そこで、ヴァンダルーは砂利や砂でサンドゴーレムを作った。

				『もごもが〜っ！』

				　起き上がった人間大の砂と砂利のゴーレムに、オルビー達が騒ぎ出す。きっと、殺されるとでも思ったのだろう。

				　しかし、サンドゴーレムはその重い拳を振り上げずに、彼らの前でザラザラと崩れると、砂利の粒で文字を作った。

				『騒ぐな、静かにしろ。質問に答えろ』

				（よし、出来た）

				　昨夜の様に、エブベジアの外壁の一部をゴーレムにして形を変えて抜け穴を作る事が出来るなら、サンドゴーレムの形を変えて砂文字を作れるはずだと思って試してみたが、大成功だった。

				　まあ、かなりの魔力をゴーレムに供給し続けないといけないし、それなりに精神力が削られるが。

				　ただ、一番の問題は砂文字が──日本語がオルビー達に通じるかという点だったが。

				　それを確認するためにも、静かに成ったオルビー達の口から蔦を離れさせる。

				「……な、何が聞きたいんだ、何でも聞いてくれ。その代わり、命だけは」

				「あ、ああ、知っている事は何でも話す」

				「この場所だって、黙ってる。だから見逃してくれ」

				　すると、口々に命乞いを始めた。どうやら、このラムダでは会話だけではなく読み書きも日本語が通じるらしい。

				（都合は良いけど、何でだ？　そう言えばロドコルテの知識に、昔ラムダ世界に異世界から勇者を招いたとかあったな。そのせいかな？）

				　まあ、それは後で余裕が出来た時に調べよう。

				　ヴァンダルーは筆談で質問し、オルビー達から情報を聞き出す事にした。ただオルビー達も平仮名や片仮名は読めても、漢字は殆ど読めないらしいので（最初の命乞いは、こちらの雰囲気を読んでしたらしい）、サンドゴーレムに作らせる文字の数が増え、ヴァンダルーの魔力と精神力がゴリゴリ削られる事になったが。

				　ただ、それで全ての質問に有益な答えが返ってくる訳でもなかった。

				『ジョブとは何だ？』

				「はぁ？　何だって、俺達のジョブを言えば良いのか？　勿論猟師だ」

				『経験値とは？』

				「えっ……？　経験値は、経験値だろ？」

				『法命神アルダとは？』

				「あ、ああ、神様だよ」

				　このラムダ世界におけるジョブとは何なのか、経験値とは何なのか。そう言った基本的な事を聞いているのに、オルビー達の答えは、参考に成らない物だった。

				　オルビー達からしてみれば、ヴァンダルーの質問が基本的過ぎるのだろう。地球で「空気って何？」、「水って何？」と聞くのと同じだ。それでも相手に教養と語彙があれば参考になる答えが期待できるが、オルビー達にそれを期待する事は出来ない事が分かった。

				（この辺りの質問は、後で母さんに聞こう）

				　ダルシアならヴァンダルーの質問が何でも分かりやすく教えてくれるだろう。何せ、子育て中の母親なのだし。

				『ベステロ準男爵と、その騎士団の事について話せ』

				　ならオルビー達が知っていそうな事だけ聞くかと、頭を切り替えたヴァンダルーは彼ら以外の仇について質問した。

				「領主さまは、十年ぐらい前に代替わりした人で、出世欲が強い人だよ。それ以外に特徴が無い、普通の御貴族様さ。他の貴族と比べて、特に何が優れてるって話も聞かないし」

				「騎士は五人で、他は俺達領民の中から腕っぷしが強いのを兵士って事で雇ってる。一応、訓練もするみたいだけどよ」

				「だ、だからそんなに強くないぜ。何なら、俺達が始末して来てやろうか。俺達とお前が組めば、簡単だぜっ」

				　最後のは無視するとして、ベステロ準男爵の手駒は、数も練度もそれ程ではないらしい。きっと、領民にとってここは平和な領地なのだろう。

				　領民にとっては。

				『質問にだけ答えろ。ゴルダン高司祭と、神殿騎士団について知っている事を答えろ』

				「高司祭様と神殿騎士様は、いつもは町にいない。あいつらがダンピールとそれを産んだ魔女が……貴方様とお母上がいらっしゃると、手配書を持って町に半月ぐらい前に、来まして……ええっと、吸血鬼殺しで有名な聖職者で、連れている神殿騎士も、精鋭ぞろいなんだとか」

				「ええ、聖職者の癖に腕っぷしで高司祭まで上り詰めたっていう変わり種で、今までも何匹も吸血鬼やその手下を……吸血鬼様と部下の皆様を、退治してしまっているそうです。何百年も生きている吸血鬼様も退治した事があるとかで、冒険者ならＢ級に勝るとも劣らないと噂になっておりますぜ」

				「だ、だけど土地鑑のある俺達が味方に付けば、奴らの裏をかく事なんて簡単だぜ。な、だから俺達を手下にしてくれよ」

				（なるほど。あの司祭は腕利きの吸血鬼ハンターなのか……じゃあ、次は〝五色の刃〟についてだけど、その前に……丁度良いから腹ごしらえをしよう）

				　三人目の猟師の男を、リビングボーン達に頼んですぐ前まで連れて来てもらう。

				「な、何だ？　俺を手下にしてくれるのか？　俺達は役立つぜっ、弓の腕ならエブベジアでも……ひぃっ！　本当に役立つんだっ、あんたのためなら何でもするっ、だから命だけはっ！」

				　骨猿に頭を掴まれ、首筋が動かないように押さえられた男は、上ずった声で命乞いをするがヴァンダルーは全く聞いていなかった。

				　ずぶりと、牙が男の首筋に突き刺さる。

				「ぎやぁぁぁぁぁぁっ！」

				「ヨハンーっ！」

				　ヨハンという男とオルビー達の悲鳴のコーラスを聞き流しながら、ヴァンダルーは喉を鳴らして血を貪った。

				（野兎よりも脂っこい気がするし、やや塩味が濃いような気がする）

				　そして当然、ダルシアの胸に抱かれて飲む母乳の方が美味しい。しかし、目が覚めてから初めて口にする食事なので、贅沢は言わずにヨハンが悲鳴を上げるのを止めて、ぐったりとするまで血を飲み続けた。

				『ふぅ……あ、骨猿、ちょっと軽く背中押して。そう、そこ……けぷっ』

				　赤ん坊らしくゲップを手伝ってもらってから、土気色になったヨハンをオルビー達に見せつける。

				　そして彼らに向けて、砂文字で告げる。

				『質問にだけ答えろって、言ったじゃないか』

				　オルビーともう一人の猟師は、全身の血液を吸われて死んだヨハンと彼を殺しても表情一つ変えないヴァンダルーを見て、首が千切れんばかりに頷いた。

				　相手は赤ん坊だが子供らしい甘さや情けを持ち合わせておらず、少しでも逆らえば躊躇いもなく殺されるという事にやっと気が付いたのだろう。

				『それで、〝五色の刃〟と蒼炎剣のハインツについて知っている事は？』

				　そこからはとてもスムーズにオルビー達から話を聞く事が出来た。見せしめが余程恐ろしかったのだろう。

				　〝五色の刃〟は五人組の冒険者パーティーで、ハインツはそのリーダーでありまだ十代なのにＢ級になった二つ名もちの出世株らしい。

				　他のメンバーもＣ級で、腕利きぞろいなのだそうだ。

				（やっぱり、ゴルダン高司祭も含めて今の俺では絶対勝てない相手だな）

				　次に聞いたのは、この辺りの地理について。ベステロ準男爵領の周りや、ゴルダン高司祭達が今探しているだろう場所の目星等。

				　これは中々助かった。骨猿達に憑依させた動物霊にも実は聞いたのだが、要領を得なかったからだ。

				　霊達は昨日よりも好意的に自分から進んでヴァンダルーに話をしてくれるのだが、何せ元が動物や虫だ。人間が基準に出来る具体的な方向と距離が分からないのである。

				　あっちとかそっちとかその場で道案内をさせるのなら問題無いが、地図に起こそうとすると混乱は必至である。

				（じゃあ、後は今の内に水と食料の確保だな）

				　ゴルダン高司祭達は、今は見当はずれな場所を探している。しかし、この森は実はそんなに広くないらしい。十日もあれば虱潰しにされてしまう。

				　かと言って、急いで逃げ出すのは悪手だ。

				　ヴァンダルーはダンピールの特徴である片方が真紅の瞳になるオッドアイであるため、正体を隠せないから人里には入れない。だが、この洞窟の家のような安全地帯を確保しないまま野外で生活するのは危険すぎる。

				　何故なら──。

				（生後六か月の俺には、長い睡眠が必要だ。実際、今もかなり眠い）

				　片親が吸血鬼だろうが、能力値が高かろうが、スキルを幾つも習得していようが、赤子である事に違いは無い。生後一か月の時よりだいぶマシだが、頻繁に眠くなるし夜更かしはきつい。

				　状態異常耐性スキルで睡魔を抑える事も出来るが、それではこれからの成長に悪影響が出てしまう。それはダルシアも望まないだろう。

				　よって、ゴルダン高司祭達が探索を諦めるまでこのまま隠れ潜む事をヴァンダルーは選んだ。まさか生後半年で引きこもり生活を余儀なくされるとは思わなかったが、これも生き延びるためだ。

				「お、おいっ、どうしたんだ？　もう聞く事は無いのかっ？」

				「だったら放してくれっ！」

				　オルビー達が騒ぎ始めるが、もう彼らの情報源としての役目は終わっている。再び蔦によって口まで縛られてしまった。

				「ま、待ってくれっ！　頼むっ、見逃してくれ！　俺にはむぐぅぅ──」

				　俺には、何なのだろうか？　婚約者？　妻？　幼い娘？　年老いた母？　幼い息子が居る母親を密告した癖に何を言うつもりなのだろうか。

				　それに何がいたとしても彼らの役割は変わらない。

				　ヴァンダルーはそれを砂文字で告げてやった。

				『お前達は、食料だ』

				　ぐぐもった絶叫が二つ、上がった。

				

				　　　　　　　

				

				　ずっと昔の時代。この世界には二柱の偉大な神だけが存在した。

				　黒き巨神ディアクメル。

				　白き巨神アラザン。

				　二柱の神は、お互いに争っていた。どちらが善で、どちらが悪であったかは既に誰も知らない。ただ、彼ら以外に何も無かったから、争っていたのだ。

				　無限に続くかと思われた神達の戦いは、ディアクメルとアラザンの相打ちという形で決着が付いた。

				　黒と白の巨神が重なり合って倒れ、その骸から新たな神々が生まれた。

				　生命と愛の女神ヴィダ

				　光と法の神アルダ

				　炎と破壊の戦神ザンターク

				　水と知識の女神ペリア

				　風と芸術の神シザリオン

				　大地と匠の母神ボティン

				　時と術の魔神リクレント

				　空間と創造の神ズルワーン

				　彼ら八柱の属性神に龍皇神マルドゥーク、巨人神ゼーノ、獣神ガンパプリオの三神を加えて、始祖の十一神と呼ぶ。

				　十一神は、孤独からその力をお互いに争う事にしか使わなかった巨神達の様にはなるまいと、協力してこの世界、ラムダを創った。

				　八柱の属性神は自分達を模して人間を創り、彼らを眷属として教え導いた。

				　龍皇神マルドゥークは龍種を、巨人神ゼーノは巨人を自らの眷属として創りだした。

				　そして彼らの食料として、獣神ガンパプリオは無数の鳥獣を生み出し、海に魚を放した。

				　戦神ザンタークと母神ボティンからドワーフの始祖が、女神ペリアとシザリオンからエルフの始祖が生まれ、人間は知恵ある種族の総称となり、それまで人間と呼ばれていた者達は人種と呼び方を改められた。

				　そうして出来上がった世界は、平和だった。人々は神々を信仰し、その頃の龍種や巨人種は賢く聡明で、野山には彼らが取り合わなくても十分食べていけるだけの鳥獣が群れ、海は豊かな恵みで満ちていた。

				　だが、この平和は星々よりも遥か向こう、深淵の彼方より現れた魔王グドゥラニスによって終焉を迎えた。

				　グドゥラニスはラムダに降臨すると、僕(しもべ)である悪神や邪神達を率いて世界を手に入れようと戦を起こした。

				　魔王の穢れた魔力によってラムダには今まで存在しなかったゴブリンやオークといった魔物が生まれ、魔王達はそれを僕(しもべ)にして神々と戦った。

				　それまで武芸を磨き競い合い、生活の糧(かて)に鳥獣を狩る事はあっても本当の殺し合いを経験した事のない人間達は混乱し、神々も劣勢に追い詰められた。戦神ザンターク、竜皇神マルドゥーク、巨人神ゼーノ達は眷属を率いて雄々しく戦い、魔神リクレントは人間達に魔術を授けて指揮したが、戦況を覆すには至らず、獣神ガンパプリオは善戦するも滅ぼされてしまった。

				　だが魔王の軍勢に対抗するため、空間と創造の神ズルワーンが七人の勇者を異世界から召喚した。

				　七人の勇者は人々に戦う術を教え、優れた武器を創る知恵を与え、自らが先頭に立って勇敢に戦った。

				　そして激戦に次ぐ激戦を経て、遂に魔王グドゥラニスは滅ぼされ、肉片の一つも残さず封印された。配下の悪神や邪神も力を失い、ある者は滅ぼされ、ある者は死に等しい封印に囚われた。

				　だが、残されたのは勝利とは言い難いものだった。

				　戦神ザンタークは邪神の呪いを受けて闇に堕ち、ペリアは海に没し、シザリオンは風に還った。ボティンは地中深くに封じられ、リクレントとズルワーンも力を取り戻すための眠りについてしまった。

				　マルドゥークは千々に引き裂かれ、ゼーノは心臓を砕かれた。彼らの眷属は力が衰え、龍種は数を減らし代わりに力に劣る竜種が増え、巨人族の多くが悪神や邪神を崇める魔物に成ってしまった。

				　そして勇者は三人まで数を減らし、人間は最も数が多かった人種にエルフ、ドワーフを加えてもギリギリ一つの町を維持できるかどうかというところまで数を減らしてしまった。

				　文明も文化も維持するには数が足りず、更に魔王は滅んでもラムダには魔王の軍勢との戦いで魔力に汚染され魔物が跳梁跋扈(ちょうりょうばっこ)する土地、魔境がそこかしこに存在し、そこから生き延びた魔物達が止めどなく数を増やしている状態だった。

				　力を残していた二柱の神の内アルダは、勇者達と共に生き残った人々を導く事を選んだ。しかし、女神ヴィダは新たな人間を、新しい種族を自ら生み出して生き残った人々と合流させる事が、ラムダが復興を遂げる近道だと考えた。

				　ヴィダは生命と愛の女神。彼女の力は、闘いよりも新種族創造に向いていた。

				　まず、魔物に成らず気高い精神と善性を保っていた太陽の巨人タロスと交わり、頑健で強靭な肉体を持ちながら人種の町でもギリギリ暮らせる大きさを保つ種族、巨人種を生み出した。

				　次に、生き残っていたマルドゥークの眷属の中で最も力を持っていた龍、ティアマトとの間にドラゴンの力と角を持つ人間、竜人族を生み出した。

				　更にガンパブリオの配下だった鳥獣の王達と交わって多種多様な獣人族を、ペリアの片腕だった海の神トリスタンとの間に人魚族を生み出した。

				　そして当時自分に仕えていたエルフの青年と交わり、エルフと同等の魔力を持ち肉体的に優れたダークエルフを生み出した。

				　その女神の行いをアルダは、ただでさえ荒廃したこの世界を更なる混沌に突き落とす行為だと咎めた。法の神でもあるアルダには、ヴィダが次々に新種族を生み出す事が我慢できなかったのだ。

				　だがヴィダも自分の正しさを信じていたため、二人の神の話し合いは常に平行線だった。

				　ヴィダは遂に魔物と交わりラミア、スキュラ、アラクネ、ケンタウロス、ハーピー、魔人族を生み出す。

				　そして魔王との戦いで命を落とした勇者の一人、ザッカートの骸(むくろ)に生命属性の力を与えてアンデッドにして交わり、吸血鬼を作り出した。

				　生まれた吸血鬼の真祖は、あらゆる面で神に匹敵する力を持っていた。そして、その力を人間に分け与える事が出来た。己の血を与える事で、その人間を吸血鬼にする事が可能だったのだ。

				　だがヴィダが魔物と交わった事、そして吸血鬼を生み出した事にアルダは激怒した。

				　世界の乱してはならない秩序に反した存在を生み出したとして、アルダは三人の勇者と共にヴィダと彼女が生み出した種族を滅ぼそうとしたのだ。

				　当然ヴィダも我が子である新種族を守るために、蘇った勇者ザッカートと共にアルダ達と戦った。だが紙一重で敵わず深い傷を負い、堕神として神の位から堕ち、勇者ザッカートと共に魔境に歿(ぼっ)した。

				　勝ち残ったアルダだったが、生き残った吸血鬼を含めるヴィダの新種族達を駆逐する力は残っておらず、更に生命属性の神が居なくなってしまったため、消耗した身体でヴィダの代わりをしなくてはならなくなってしまった。

				　アルダは光と法、そして生命神であると名乗り、信者達は法命神と称えるが、ヴィダとの戦いの後十万年余り、未だ世界は混迷の中に在る。

				

				『これがこのラムダの創世神話よ』

				『ありがとう、母さん。とても参考になったよ』

				　家に潜伏する準備を終えたヴァンダルーは、遺骨に宿ったダルシアの霊からこのラムダ世界の神話を聞いていた。

				　家にはオルビー達を含めた、罠で生け捕りにした獣等の非常食をアンデッド達に運び込ませ、ストーンゴーレムに形を変えさせて作った壺を使って、水の備蓄もたっぷり確保した。

				　その後洞窟の土や石でゴーレムを創りつづけ、『そのまま直立不動で待機』と命じて崩落防止の柱に、奥の土や石で出来たゴーレムを入口の方に移動させて洞窟を奥に拡張、そして入口でゴーレム化を解除して入口に蓋をした。

				　魔力さえあればゴーレムの形をある程度自由に出来たので、きっと建築にも活かせると試してみたら大正解だった。

				　入口に蓋をした時に壊した家具や壺の欠片を置いて、隠れ家にしていた洞窟が崩落したように見えるよう偽装しておいたが、ゴルダン高司祭が「ダンピールの死体を確認するまで洞窟を掘り起こせ！」とか言わない事を心から祈るばかりだ。

				　既に五十メートル以上奥に入口の方を埋めながら拡張したので、余程大規模な土木工事をするか腕利きの土属性魔術師を雇わないと無理だろうが。

				　空気は握り拳大の空気穴をこっそりあけてあるので、問題無い。照明は、闇視スキルのお蔭で要らない。

				　ヴァンダルーの地下生活の準備はこのように整っている。

				　そして出来た時間をダルシアから話を聞かせてもらって過ごしているのだ。

				『それで、ここはバーンガイア大陸の北西部、アミッド帝国の属国の一つ、ミルグ盾国。そして帝国とその属国は国教として法命神アルダを信仰している。道理で危険なはずだ』

				　アルダは吸血鬼等、ヴィダが生み出した新種族の存在が秩序を乱すと神同士で争うような神だ。当然吸血鬼との混血児は迫害の対象……どころか、討伐の対象らしい。

				　アルダ教の影響力が強いアミッド帝国とその属国にある冒険者ギルドでは、討伐依頼が堂々と張り出されている。ちなみに、討伐を証明するための部位……討伐部位は真紅の眼球なのだそうだ。

				　これは森に隠れ潜むのも納得である。

				　更にダルシアのようなダークエルフや獣人、竜人等の、魔王との戦い以後にヴィダが魔物以外の相手と交わって生み出した新種族も迫害の対象であるらしい。

				　アミッド帝国とその属国では、人種とエルフ、ドワーフのみが『人間』として認められ、それ以外の巨人種、ダークエルフや獣人、竜人は『亜人』と呼ばれ差別されている。その最たる例は、『人間』は犯罪奴隷以外認めないが、『亜人』は奴隷としての売り買い、所有、用途に制限が無い事だ。

				　吸血鬼を含める、ヴィダが魔物と交わって生み出した種族は、当然ながらただの魔物として討伐の対象である。尤も、吸血鬼やラミアをアミッド帝国の冒険者や兵士が殺して討伐部位を死体から剥ぎ取った数と同数か、それ以上の数の冒険者や兵士が返り討ちに遭い、一般市民が被害に遭っているという現実もある。

				　その問題に関しては、アルダの信者が「だから奴らは凶悪な魔物なのだ。我が神は正しかった！」と主張し、ヴィダの信者が「彼らが人に害をなす魔物染みた存在に成ったのは、女神の導きを失ったからだ！　つまり、アルダのせいだ！」と怒鳴り返すという不毛なやり取りが、何万年も続いているらしい。

				『じゃあ、次は父さんや吸血鬼、ダンピールについて教えてよ』

				『良いよ。でも、そろそろお昼寝の時間だから、続きは起きてからね』

				『はーい』

				

				《ゴーレム錬成のスキルを獲得しました！》

				

				
				　名　前：ヴァンダルー

				　種　族：ダンピール（ダークエルフ）

				　年　齢：６か月

				　二つ名：無し

				　ジョブ：無し

				　レベル：０

				　ジョブ履歴：無し

				・能力値

				　生命力：１８

				　魔　力：１０００００６００

				　力　　：２７

				　敏　捷：２

				　体　力：３３

				　知　力：２５

				・パッシブスキル

				　【怪力：レベル１】【高速治癒：レベル２】【死属性魔術：レベル３】

				　【状態異常耐性：レベル２】【魔術耐性：レベル１】【闇視】

				　【精神汚染：レベル１０】【死属性魅了：レベル１】

				・アクティブスキル

				　【吸血：レベル１】【限界突破：レベル２】

				　【ゴーレム錬成：レベル１（ＮＥＷ！）】

				・呪い

				　【前世経験値持越し不能】

				　【既存ジョブ不能】

				　【経験値自力取得不能】

                

                			

	








			
				　鈍い音を立てて頭蓋骨を陥没させたゴブリンが、崩れ落ちる。

				「ふんっ！　出て来るのはゴブリンばかりか！」

				　ゴブリンを愛用のメイスで撲殺した法命神アルダの高司祭、ゴルダンは悪態をついた。

				「ゴルダン高司祭、やはりもうダンピールは父親の吸血鬼と逃げたか、あの洞窟の崩落で生き埋めになって死んだのでは？」

				　彼に突き従う神殿騎士の一人がそう言うが、ゴルダンは納得できなかった。

				　ボーマック・ゴルダンは平民の出身でありながら、その信仰心と腕っぷし、そして生命と光の属性魔術で三十代という若さで高司祭まで伸し上がった傑物(けつぶつ)である。

				　そんな彼が最も執念を燃やすのが吸血鬼やラミア、スキュラ等のヴィダが産んだ魔物共の討伐だ。

				『現在このラムダ世界で唯一力を保っている法命神アルダが、存在そのものが悪であると断じる存在を滅する事こそ、我等信徒の使命！』

				　ゴルダンは他の熱心な信徒達と同じく、そう考えて疑わない。今回のダンピールとその母親の討伐も、誰に恥じる事無く正義の行いであると誇っている。

				　そのため、今も森を虱潰しにしてダンピールを探し出そうとしているのだが、この小さな森での捜索は難航していた。

				　道案内させるつもりだったダークエルフを密告した猟師達は連絡が取れず、他の猟師達を雇って領主の騎士達と協力して捜索するが、見つかるのは狼や熊、猪などの野生動物や、時々襲い掛かってくるゴブリン等の弱い魔物ばかり。

				　捜索五日目で何者かが暮らしていた洞窟が崩落し、埋まっているのを発見したが、結局ダンピールの死体そのものを発見する事は出来なかった。

				　ゴルダンは洞窟を全て掘り起こしてでもと思ったのだが、地盤が脆(もろ)く掘り返している最中に崩れる危険性が高かったので、諦めなければならなかった。土木工事の専門家や、ドワーフの坑夫等が居ればまだ望みがあったが、この領地で大規模な土木工事は現在需要が無く、鉱山も無かったので専門家も坑夫も居らず雇う事は出来なかった。

				　それでも森の探索を二か月も続けたのは、密告した猟師とその友人達合計三人が猟に出たまま行方不明になっているからだ。

				　土地勘のあるベテランの猟師が、三人一緒に行方不明。しかも、今に至るまで死体が全く出てこない。

				　ゴルダンの勘は、偶然や不幸な事故ではなく、彼らが何者かに復讐されたのだと告げていた。

				（例のダンピールはまだ赤子らしいが、あり得ない話ではない。過去には、生まれて三年でＤ級冒険者のパーティーを皆殺しにしたダンピールの報告例もある）

				　ここで諦めれば将来に大きな禍根を残す。なんとしてもダンピールを見つけ出し、灰にしなくては。

				「ゴルダン高司祭、我々だけではこの森を、これ以上詳細に捜索するのは不可能です」

				「ベステロ準男爵の騎士団は、騎士を引き上げてしまいましたし」

				　しかし、ゴルダンの情熱と危機感を全ての人間が理解してくれるわけではない。領主であるベステロ準男爵は、捜索初期は五人の騎士と兵士の半分を捜索のために出してくれたが、今は一兵卒も人手は出せないと渋い顔だ。

				　普段治安維持のために働いている騎士と兵士達を森での捜索に長時間割く事は出来ないと。

				　それどころか、「高司祭様には、もっと人々のために働ける場所があるのでは？」と捜索の打ち切りを打診された。

				「……エブベジアの民から不満が出てきている事は知っておる」

				　この森は町の民の狩猟と採集に必要な資源であるため、高司祭が「ダンピール捜索中は危険なので森に入ってはならん」と言って、そのまま二か月も経てば不満に思うのも当然だ。

				「いえ、民達ばかりではありません。冒険者達も快く思っておりません。まあ、Ｆ級やＥ級等の取るに足らない者達ですが」

				「奴等、我々に仕事を奪われているとギルドに訴えているのです」

				　冒険者達が依頼を受けて駆除するゴブリン等の魔物も、ゴルダン達の捜索によって生息数を大幅に減らしていた。当然、彼らの収入は激減する。

				　他にもエブベジアは他の村や町との交易の中心地に在る街だから、商人や裕福な旅人の護衛の依頼はあるが、それを冒険者が受けるとエブベジアで活動する冒険者の数が減るので、当然冒険者ギルドの支部は面白くない。

				　更に冒険者が減る事は、ベステロ準男爵も歓迎しがたい。今はゴルダン高司祭達がゴブリンの数を減らしているが、彼らはこの町に永住する訳ではないのだ。彼らが去った後、繁殖力旺盛なゴブリンを定期的に駆除するために十分な数の冒険者が戻って来るか分からないのだから。

				「どうしろと言うのだ！　まさか襲い掛かってくるゴブリン共を見逃せとでも言うのか!?」

				「ですから、そろそろ諦めては如何ですか？　領主の言葉ではありませんが、我々を必要としている場所は他に幾らでもあります」

				「むぅ……」

				　実際、吸血鬼はこうしている今も暗躍している。他のヴィダの魔物も、人々を害し続けている。

				　これ以上手がかりも見つからないダンピールの捜索に時間を費やして良いものか？

				「仕方あるまい。明後日エブベジアを発つ」

				　ゴルダンの苦りきった顔は、赤い夕陽に染まっていた。

				　これから訪れる闇夜で、ダンピールが自分達を嘲笑っている。そんな予感がした。

				

				　そのダンピール、ヴァンダルーはゴルダン高司祭達がエブベジアを去ったその日の昼、思いっきり日光浴を楽しんでいた。

				「にっこう……らぶ……」

				　最近舌足らずではあるが喋れるようになった口で、日光に求愛しながら。

				　それだけ地下生活は過酷だったのだ。

				　長くても一か月だろうと思っていたら、二か月もゴルダン達が粘ったせいでずっと暗い土と岩の中での生活。

				　死属性魔術まで駆使して死を遠ざけてやったが、オルビー達は半月程しか持たなかった。それからはダルシアが残していた麦の粒や干し肉を骨猿達にすり潰してもらって、水でふやかして作った冷たい離乳食で飢えをしのぎ、それでも我慢できなくなった時は、土の中の虫を必死に探した。

				　その過程で地下水脈と繋がった時は、溺れ死ぬかと思ったが結果的には幸いだった。水の備蓄も少なくなっていたし、地下水のお蔭でオムツを洗う事が出来るようになったから。

				　それまでは使い終わったらアースゴーレムを作って変形させて、掘った穴に落として埋めていたから使い捨てだったのだ。ダルシアが作って残していた分では足らず、オルビー達の死体から服を剥ぎ取り自作していたが、限界が近かったので助かった。

				　死属性魔術で殺菌する事は出来るが、流石に垂れ流しは耐えがたい。人として。

				　ここ数日はミミズや木の根の汁で生き延びていた。新しく覚えなおした、死の危険性がある物や現象を感知する事が出来る【危険感知：死】の魔術で、致死毒の有無が分かるから死にはしなかったが、何故か状態異常耐性スキルのレベルが上がった。きっと、口にした中に死ぬほどではないけど有毒な物があったのだろう。

				（もう二度と、モグラを捕まえられた事を奇跡だと喜ぶような生活はしないぞ）

				　そう心に決めた。

				　ヴァンダルーは確かにダンピールで、暗闇も真昼のように見る事が出来る。だが、日光が必要無いわけじゃない。半分はダークエルフなのだから。

				　お蔭でビタミン欠乏症にかかって死ぬのではないかと不安に苛まれたじゃないか。

				（ゴルダン高司祭御一行様、冒険者パーティー〝五色の刃〟様、どうかお元気で）

				　ヴァンダルーは今日エブベジアとベステロ準男爵領を離れるゴルダン高司祭達と、二か月前に旅立った〝五色の刃〟の無事を心から祈った。

				（俺が殺すまで、死なない様に）

				　誰かに殺されたり、病気や事故で死んだりしない様に。心から、祈った。

				（人間は暗闇に九十時間だったかな？　それぐらい閉じ込められると精神に異常をきたすらしいけど、意外と何とかなるもんだなぁ）

				　日光浴も落ち着いたので、骨猿達に野兎等を捕えるための罠を仕掛けさせながら、ヴァンダルーは二か月前から自分の精神状態に変化が無い事にほっと安堵していた。

				　ステータスを確認したところ、【精神汚染】という物騒な名前のスキルレベルが１０もあったが、これは復讐を誓ったからだろうか？　まあ、精神耐性スキルも兼ねるようだから別に良いかと、その程度に考えていた。

				　死属性魅了については、オリジンでも無意識に使っていたスキルだろうと思った。オリジンでは自分をモルモットとしか思っていなかった老研究者が、脳卒中で突然死して霊になった瞬間掌を返して自分に涙ながらに謝罪した事が何回かあったからだ。

				　不愉快に思わないでもなかったが、霊達との会話が無ければオリジンで肉体が死ぬ前に、精神が崩壊していただろう。

				　ただ、死んで霊になったオルビー達も擦り寄って来た時は、嫌悪感のあまり吐きそうになったが。

				　彼らは成仏させるのも嫌だったので、今も洞窟を支える石の柱に憑依(ひょうい)させている。

				（とりあえず、もう少し大きくなるまで大人しく潜伏していないといけないな）

				　この二か月で、ヴァンダルーには牙以外の歯が生え揃いつつある。頭が大きくバランスが悪いので危なっかしいが、歩けるようにもなった。

				　だが相変わらず睡眠時間は長く必要だし、走れない。よたよたとしか歩けないので、一日かけても短い距離しか移動できない。

				　ここから出て旅に出るにはまだ成長するための時間か、移動するための準備が必要だ。

				　だから、ベステロ準男爵と騎士達、エブベジアの民に復讐するのは延期しなくては。

				　もう手段は思いついているし、達成させる自信もあるから歯痒いが、今は忍耐だ。

				（季節は、もう冬か。そう言えば、まだこの世界の歴史について母さんに教えてもらってないな。でもそれより……血が吸える獲物、捕れるかな？）　

				　折角外に出たのに冬の寒さに餓死の予感を覚えたヴァンダルーは、この世界は厳しいなとため息をついた。

				

				　　　　　　　

				

				　このラムダには、吸血鬼は大きく分けて四種類存在する。

				　ヴィダとアンデッド化した勇者ザッカートの間に生まれた最初の吸血鬼、名も失われ既に滅んだとされる『真祖』。

				　次に真祖から直接祝福を受けた、若しくはそれに連なる『原種』。

				　原種から世代を重ねて血が薄まった『貴種』。

				　そして原種や貴種が僕(しもべ)として血を与えて作り出す、吸血鬼の力の内魅了の視線などの魔術的な物を持たず、怪力や再生能力等の肉体的な能力しか持たない『従属種』。

				　力は原則的には真祖に近づくほど強くなり、遠ざかるほど弱くなる。ただ吸血鬼は個体差が激しく、貴種よりも強い従属種も存在する。そのため冒険者ギルドが行う魔物のランク付けも、参考程度にするようにと言われている。

				　共通する特徴は日光と、アルダの信者達に伝わる対アンデッド用の生命属性魔術に弱い。そして生命維持に血を必要とする事だ。

				　ヴァンダルーの父親は『原種』……に仕える『従属種』だった。それも、貴種よりも強いとかそんな優秀な従属種じゃない、ごく平凡な人間出身の従属種だった。名はヴァレン。元はただのスラムのチンピラだった。

				　そのヴァレンのただ一つ凡庸でない点は、太陽に対する耐性だった。通常の人間と比べても変わらない程太陽への耐性が強かったヴァレンは、そこを主人である原種に評価され表社会で数々の工作や情報収集を命じられた。

				　ダルシアと出会ったのも、その時だ。

				　一昔前の恋愛物語のように、二人は一目見て恋に落ちた。

				　ただ、現代の吸血鬼は大きく分けて二つの派閥があった。アルダに倒され没したヴィダを信仰し続ける保守派と、見切りをつけて邪神や悪神に鞍替えした過激派だ。そして、前者に比べて後者の方の数は圧倒的に多かった。

				　ヴァレンの主人が保守派だったらダルシアとの恋は何の問題も無かったが、主人は過激派で同じヴィダによって生み出された種族と言えど、他種族との混血は血を汚すと激怒した。

				　ヴァレンは昼間でも影響無く力を振るえる己の特性を活かして、身重のダルシアとの逃避行を続けるが、彼女とお腹の中の息子を守るため、遂に追っ手に討たれてしまった。

				　そしてこの森まで逃げ延びたダルシアは、生まれた我が子に夫の名と自分の名を半分ずつ与えた。

				『っで、ヴァンダルーだと』

				『そうよ。気に入ってくれた？』

				『うん、気に入った。とても良い名前だよ』

				　久々に虫と木の根の汁以外の食事をとれたヴァンダルーは、ダルシアから何十回か目の父と吸血鬼に関する話を聞いていた。

				『良かった。きっとお父さんも喜ぶわ。生まれてくる子が男の子だったらヴァンダルー、女の子だったらヴァルシアって名前にしようって話していたから。ええっと、何処まで話したかしら？　そうだわ、吸血鬼についてだったわね』

				　にこにこと笑顔でついさっき話し終った事を最初から話し始めるダルシア。彼女の記憶力は、早くも破綻しつつあった。

				　肉体が死んだ後、霊は地上に居る間劣化し続ける。強い怨念や執念、精神力に支えられていれば一〇〇年経っても人格を維持している場合もあるが、ダルシアは消滅して成仏寸前の状態だった上にヴァンダルーと再会した事で未練が叶ってしまっている。

				　そのせいで彼女自身の遺骨に憑りつかせても、霊体が回復しない。

				（……俺が魔力を供給し続ければ、それでも一〇〇年は持つ）

				　ダルシアの話を聞きながら、ヴァンダルーはその一〇〇年までの間に母の新しい身体を用意しようと思っていた。

				　若干記憶力に難があるものの、ダルシアは生前の事は良く覚えていてヴァンダルーに知っている事は何でも教えてくれた。

				　ラムダでの時間や暦は地球と同じで一日は二十四時間で、一年は十二か月の三六〇日。

				　日本語が通じるのは、魔王が倒された後生き残った人々の間で勇者の故郷の言葉として広まったから。現在ではほぼ共通語として日本語が通じるが、庶民は平仮名や片仮名が読めるぐらいで、漢字が読めるのは高度な教育を受けた貴族や商人、一部の人間に限られる。

				　経験値は、人の人生経験を数値化した物。ラムダの人は、普通に生活するだけでも経験値を少しずつ増やしている。勿論魔物を倒しても、経験値は稼げる。ただ、どんな経験でどれくらいの量の経験値を稼げるのかは、就いているジョブによる。

				　そしてジョブとは、魔王が現れる前から存在する『神々からの祝福』であるらしい。神と比べてか弱い人間が、何時か神々と並び立てるようにと、成長を願って贈られたのだとか。

				　人はジョブに就くと能力値やスキルの取得に補正を受けられ、レベルを１００まで上げると別のジョブにチェンジする事が出来る。

				　例えば見習い戦士のレベルが１００になれば、戦士にジョブチェンジできるという風に。

				　ジョブには戦士や魔術師以外にも、農夫や職人などがあり、戦士や魔術師等の戦闘職になると実戦で魔物や敵を倒した時に最も経験値を得る事が出来て、農夫は日々の農作業や農業に関する研究で、職人は物作りで、最も経験値を稼ぐ事が出来る。

				（まあ、戦士ジョブの冒険者が農作業で経験値を大量に稼ぐのも変な話だしな。職人が魔物を討伐して、物作りの腕が上がるのも変だし）　

				　つまり農夫は農夫、戦士は戦士でそれぞれの得意分野で頑張れという事だろう。

				　因みに魔物にはジョブは無いがレベルがあり、レベルが１００に到達するとランクアップして上位の魔物に変化、若しくは進化するらしい。

				　なので、ヴァンダルーの父、ヴァレンはランクアップするまで生き残れば従属種から上位の魔物に変化出来る可能性があったという事だ。もしそれが出来ていたら、生き残れたかもしれない。

				（しかしロドコルテの呪いの内残り二つ、既存ジョブ不能と経験値自力取得不能がどれだけ嫌な物かが分かったな）

				　既存ジョブ不能……つまり、過去に確認されたジョブには就けないという呪いだとすると、厄介だ。これまでない新ジョブが出なければ、何時まで経ってもジョブ無しのままだ。

				　そして経験値自力取得不能の呪いの方は、もっと深刻だろう。周りの他人が着々とレベルを上げる中、ヴァンダルーはどんなに努力して訓練や修業を重ねても、実戦を経験しても、経験値を一点も稼ぐ事が出来ないのだから。

				（実際、生まれてから八か月。普通の赤ん坊よりずっとハードな経験をして、魔術の修行と使用を重ね、ついでにオルビー達を捕まえたのに、レベルアップしてないし）　

				　このままでは、大人になってもレベル０のまま成長できない。ダンピールであるお蔭で能力値は高いが、とても冒険者や兵士として食べていくのは無理だ。

				　かと言って、農夫や職人等の生産系ジョブで生きていくのも難しいだろう。

				　ジョブに就けないから、スキルの取得に補正が無い。つまり、ジョブに就いている他の職人の何倍も努力しなければ、技術で張り合えないのだ。

				　それに、自分は対人コミュニケーション能力に乏しいという自覚が、ヴァンダルーにはあった。

				　実力の無い、厄介な生まれのコミュ障。

				（考えれば考えるほど、人生が詰んでいる気がする。……考えるの、止めよう）

				　そろそろ寝よう。寝る子は育つって言うからな。

				　ウッドゴーレム化させた薪同士を擦り合わせて火を起こした焚火を骨猿に消してもらうと、見張りをアンデッド達に任せて、ヴァンダルーは毛皮に包まって眠った。

				　ダルシアの霊が歌ってくれる子守唄が耳に心地よいが、やはりできれば温もりを感じたいなと思いながら。

				　因みに、ダンピールに関してはダルシアがヴァンダルー以外のダンピールを知らなかった事と、ダンピールの存在自体が珍しいため、彼女も詳しい知識を持っていなかったので聞く事は出来なかった。

				
				　名　前：ヴァンダルー

				　種　族：ダンピール（ダークエルフ）

				　年　齢：８か月

				　二つ名：無し

				　ジョブ：無し

				　レベル：０

				　ジョブ履歴：無し

				・能力値

				　生命力：２１

				　魔　力：１００００１２００

				　力　　：２８

				　敏　捷：４

				　体　力：３０

				　知　力：２７

				・パッシブスキル

				　【怪力：レベル１】【高速治癒：レベル２】【死属性魔術：レベル３】

				　【状態異常耐性：レベル３（ＵＰ！）】【魔術耐性：レベル１】【闇視】

				　【精神汚染：レベル１０】【死属性魅了：レベル１】

				・アクティブスキル

				　【吸血：レベル２（ＵＰ！）】【限界突破：レベル２】

				　【ゴーレム錬成：レベル２（ＵＰ！）】

				・呪い

				　【前世経験値持越し不能】

				　【既存ジョブ不能】

				　【経験値自力取得不能】

				

				

				　　　　　　　

				

				『特訓だ』

				　ヴァンダルーは手駒のアンデッドを洞窟の前に整列させて、そう念じた。

				

				　ロドコルテの呪いによって、レベルアップやジョブチェンジをして自力で強くなる事が出来ないと思ったヴァンダルーは、『自分が強くなれないなら、僕(しもべ)を強くすれば良いじゃないか』と考え方を変えて手駒を強くする事にした。

				　強いアンデッドを従えていれば、これから出来る事の幅が広がると考えたからだ。

				『町に連れていくのは厳しいかもしれないけど、母さんが言うには魔物を従えるテイマーや従魔術師、召喚術師といったジョブに就いている冒険者も居るらしいし、何とかなるだろう』

				　将来的には魔物に安定して勝てる程度の戦闘力が欲しいが、今は自分を背負って生きていた時と同じくらいの素早さで走れるようになれば、この森から離れて旅に出るには十分だ。

				『それに、今のままだと魔物どころか野生の狼や熊にも負けるからな。このまえ、ゴブリンに骨ゴブリンが殴り壊されたし』

				　作ったばかりのアンデッド達は、とても弱かった。ランク１相当のアンデッドばかりだから当然だが、では最初から強い魔物を作れば良いじゃないかと思うが、ランク２以上の強いアンデッドの作り方をヴァンダルーは知らなかった。

				　死属性魔術を初めて習得した前世では、自分以外をアンデッド化させた経験が殆ど無かったからだ。

				『あの施設の研究者が、俺に手駒を集めさせる隙を与えるはずがない。とっくに体も魔術も自由が利かなくなっていた。それが無ければ連中がしていた不死身の兵士研究とか、色々分かったのに。結局その研究は失敗したらしいけど』

				　頭を切り替えて、まずは現在ある戦力の確認。

				　虫等の情報収集用のアンデッドを除いて、戦闘が出来そうな物を整列させる。

				　骨猿、骨狼、骨人、骨熊、骨鳥、見込みがありそうなのはこんなところだろうか。他にも骨猪や骨兎、骨ゴブリン等々いるが、骨が足りなかったり大きく欠けていたりして、全ての骨が大きな傷も無く揃っているのはこの五体だけなのだ。

				『さて、じゃあ早速特訓を……特訓って、何をさせればいいんだ？』

				　はたと、骨猿達に何をさせれば良いのか全く分からない事に気が付いたヴァンダルーは、愕然とした。

				

				　強くなるための特訓と言えば、素人でもある程度は思いつくだろう。

				　走り込みをして持久力を、筋力トレーニングで筋力を向上させる。

				　格闘技や武術の型を習得する、実戦形式の組手を行う、等々だ。

				　しかし、ヴァンダルーの前に並ぶアンデッド達に効果的な、経験値を稼ぐ事が出来るトレーニングとは何だろうか？

				　走り込み──意味が無い。心臓も肺も無いのに、そもそも疲れ知らずのアンデッドが持久力の向上を目指して何になる。

				　筋力トレーニング──やはり意味が無いだろう。そもそも筋肉が無い骨だけの身体で腕立て伏せや腹筋運動をして、何が鍛えられるというのか。

				　格闘技や武術の型を習得──そもそもヴァンダルーが知らないので、教える事が出来ない。

				　実践形式の組手──アンデッド達の知能が低すぎて、戦えというとどちらかがバラバラになるまで戦うので、ただの潰し合いになってしまう。

				　そもそもヴァンダルー自身、戦闘訓練の類を受けた経験が無い。地球では平均程度には運動は出来た方だと思うが、中学や高校での体育の授業で柔道を習った程度で、とても実戦で使えるものではない。オリジンでは、言うに及ばずだ。

				『……オルビー達の霊に──いや、無理か』

				　あいつらが知っているのは、弓の技術だ。そしてアンデッド達には、まだ弓を使う知能が無い。これでは教える意味が無い。

				『とりあえず、ステータスを改めて確認してみよう』

				　以前ダルシアがヴァンダルーのステータスを確認できたらと嘆いていたが、ヴァンダルーはアンデッド達のステータスを確認する事が出来た。

				　親子でも不可能な事が可能だったのは、恐らくアンデッド達がヴァンダルーに従属しているからだろう。ダルシアも魔物を従属させる従魔術師やテイマーといった種類のジョブやスキルに付いて詳しくは知らなかったので、確証はないが。

				　アンデッド達のステータスは、以下の通りである。

				

				
				　名　前：骨猿　骨狼　骨熊　骨人　骨鳥

				　ランク：１

				　種　族：リビングボーン

				　レベル：０

				・パッシブスキル

				　【闇視】

				・アクティブスキル

				　【無し】

				

				

				『弱い……弱すぎる』

				　アンデッド達は、材料になった骨の種類に関わらず全て同じ種族で、ステータスの内容は同じだった。

				　リビングボーン。それは死後骨だけになったのに動き出した死体である。それ以外に特徴は無い。

				　動き出してはいるが、所詮骨なので動きは鈍く力も平均的な成人男性よりもずっと弱い。敏捷性はゆっくりと動く事しか出来ず、走る事は出来ない。また、骨の主が生前持っていた能力やスキルを使う事も出来ない。

				　骨だけに硬いが、関節部分を攻撃すると意外と簡単に倒せる事が多い。

				　知能も本能も殆ど無く、見習い冒険者の練習相手として最適である。

				　つまり、戦力として当てにできないアンデッドなのだ。

				『そのこいつらをどうやって強くすれば良いんだ？　創ってから二か月たつのに、レベルは０のままだ。だから、これまではリビングボーンにとって経験値になるような事をしてこなかったという事だ。じゃあ、何が経験値になるんだ？』

				　剣士は実戦と剣の訓練で、農夫は農作業で、武器職人は武器の製造で経験値を稼ぐ。だったらアンデッドは何で経験値を稼ぐ？　魔物はどうやって経験値を稼ぐ？

				『人間を殺すとかかな？』

				　思いついたのは、魔物らしく人間を害する事だが……もし正解だったとしてもこれは実行しがたい。

				　エブベジアの人間を幾ら殺してもヴァンダルーの心は痛まないだろうが、人を殺して冒険者ギルドから討伐依頼を出されたら、またあの地下生活に逆戻りして隠れなければ殺されてしまうからだ。

				　アンデッドだけを囮にして、逃げ延びる事は出来るかもしれない。しかし、骨猿のような大きな動物の全身の骨は、簡単には見つからない。際限なく使い潰して良い駒ではないのだ。

				『じゃあ、兎や野鼠のような生き物を殺してみようか』

				　今まではヴァンダルーが母乳の代わりに新鮮な生き血を必要としていたため、アンデッド達は野兎等の獲物が罠にかかっても、生け捕りにしていた。それをヴァンダルーが牙で噛み、血を吸っていたのだ。

				　だから、もしかしたらアンデッド達が自分の手で殺せば経験値を稼ぐ事が出来るかもしれない。

				

				　次の日、アンデッド達はゴブリンを一匹生け捕りにする事に成功した。

				　ゴルダン高司祭一行に随分数を減らされたはずだが、絶滅はしていなかったようだ。流石冒険者ギルドが討伐依頼を常設させるだけはある。

				「ぎぃぃっ、ギャゲェー！」

				　ただの威嚇なのか、それともゴブリン語で罵り声を上げているのか分からないが、ゴブリンがアンデッド達に押さえつけられたまま、耳障りな叫び声をあげる。

				（これがゴブリンか……）

				　それを見つめるヴァンダルーは、無表情なまま感動していた。流石ファンタジー世界だと。

				　ゴブリン。数々のファンタジー作品で代表的な雑魚モンスターとして扱われる存在は、ラムダでも例外ではないらしい。

				　魔物が数多く生息する魔境以外の普通の森や草原でも生息する、下級の魔物。暗緑色の肌の身体は大人の胸ほどしかなく、耳はエルフのように長いが顔は比べ物に成らないぐらい醜い。

				　力は人間と同じか若干下回る程度で、特に敏捷という訳でも無い。知能は三歳児程度で、武装は木の枝を振り回し、獣の皮を身体に巻きつけていれば上等な方。

				　ランクは１でリビングボーン単体よりは強いが、一匹なら農夫に鍬で殴り倒される程度の雑魚。ただし、複数の上位種が存在するため注意が必要。

				　そして、ゴブリンが最も恐れられるのはその繁殖力と適応能力である。

				　ゴブリンは一度の繁殖で最低でも三匹、多い時で八匹もの子供を産み、生まれた子供は半年で大人になる。そして増えたゴブリンは灼熱の砂漠から極寒の永久凍土まで幅広く適応しながら広がって行くのだ。

				（後、ファンタジー物によくある人間の女を攫う設定もあるらしい。オーク程じゃないらしいけど）

				　ダルシアから聞いた知識を反芻するが、目の前のゴブリンはそういう事はしていないだろうと思った。単純に、それが出来るほどの戦力が無いという意味で。

				『とりあえず……みんなで止めを刺して』

				　感動の時間も終わったので、早速アンデッド達が経験点を手に入れられるかどうか試す事にする。

				「ぎぎゃぁぁぁぁっ！」

				　悲鳴を上げるゴブリンの頭部を骨猿と骨人が殴る蹴る、骨熊と骨狼が噛んで引っ掻き、骨鳥が突っつく。惨たらしい方法だが、リビングボーン単体ではゴブリンに一撃で致命傷を与えられないので仕方がない。

				　そしてゴブリンは十数秒で動かなくなった。それから骨猿達のステータスを確認すると──

				

				
				　名　前：骨猿　骨狼　骨熊　骨人　骨鳥

				　ランク：１

				　種　族：リビングボーン

				　レベル：２

				・パッシブスキル

				　【闇視】

				・アクティブスキル

				　【無し】

				

				

				　レベルが０から２に上がっていた。

				『おお、レベルアップした。これでアンデッドは生き物を殺せば経験値を稼ぐことが出来るとはっきりした訳だ』

				　死属性魔術で創ったアンデッドでもレベルアップする事がはっきりして、ヴァンダルーはほっとすると同時に高揚した。

				　これならアミッド帝国とアルダ神の影響力が及ばない場所で、冒険者として生きていく目途が立つと。とてもいい気分だ。

				『ん？　若干良い気分すぎるような気が……ステータス』

				　気になったので、今度は自分のステータスを確認する。

				

				
				　名　前：ヴァンダルー

				　種　族：ダンピール（ダークエルフ）

				　年　齢：８か月

				　二つ名：無し

				　ジョブ：無し

				　レベル：３（ＵＰ！）

				　ジョブ履歴：無し

				・能力値

				　生命力：２１

				　魔　力：１００００１２０３

				　力　　：２９

				　敏　捷：４

				　体　力：３１

				　知　力：２９

				・パッシブスキル

				　【怪力：レベル１】【高速治癒：レベル２】【死属性魔術：レベル３】

				　【状態異常耐性：レベル３】【魔術耐性：レベル１】【闇視】

				　【精神汚染：レベル１０】【死属性魅了：レベル１】

				・アクティブスキル

				　【吸血：レベル２】【限界突破：レベル２】

				　【ゴーレム錬成：レベル２】

				・呪い

				　【前世経験値持越し不能】

				　【既存ジョブ不能】

				　【経験値自力取得不能】

				

				

				　驚くべき変化が起きていた。

				『レベルが０から３に上がった!?　呪いは残っているのに、一体なんで？』

				　このラムダに生まれ出でて八か月余り。今までは何をしてもレベルが上がらなかった。死属性魔術の修行をしても、野兎を吸い殺しても、オルビー達を同じように殺してもだ。

				　ステータスをもう一度確認しても、見間違いではない。しかし、相変わらず経験値自力取得不能の呪いは消えた訳ではないようだ。

				　では何故と考え込んだヴァンダルーは、ふと思った。

				『もしかして、骨猿達が経験値を稼ぐとその一部が俺の物になるのか？』

				　地球では仲間にしたモンスターや主人公の分身が経験値を手に入れると、その一部が主人公に加算されるというシステムのゲームが存在していたらしい。

				　それと同じ事が起きたのではないだろうか？

				『呪いの効果は、あくまでも自力で経験値を稼ぐ事が出来ないだけで、僕(しもべ)にしたアンデッドに稼がせるのは有効なのか。……仮にも神の呪いにしては大きな穴だな』

				　死属性魔術を使うヴァンダルーを絶望させ自害を促すための呪いなのに、アンデッドを使えば経験点を得られる事を見逃す。思わず何かの罠じゃないかと疑う程の、大きな抜け道だ。考えなくてもヴァンダルーがアンデッドを作る事なんて、すぐ予想できただろうに。

				　しかし、ロドコルテの事を考えるとただの間抜けのように思えてきた。

				『そういえば、あいつのやっている事は基本的に投げっぱなしだったな。力や機会を俺達……俺以外に与えて、後は細かい指示もフォローも何も無し。だったら、これくらい気がつかなくても無理はないか』

				　恐らく、ロドコルテはヴァンダルーや雨宮寛人達を凄く上から眺めているのだ。貴族と平民とか、そう言った次元ではない。シミュレーションゲームをプレイするプレイヤーと、画面の中のゲームキャラクター。それぐらいの差がある。

				　だからヴァンダルーにしたような仕打ちをしても「悪い事をしたな」で済ませて、その上復讐を諦めさせるために絶望して自害させようと促すなんて、惨い真似を平気な顔で出来る。

				　だからロドコルテはヴァンダルーの事を深く考えない。彼にとってヴァンダルーは、百と一居るキャラクターの中の一体でしかないからだ。

				『だからこんな呪いになるのか。この分なら、ジョブの方も何とかなるかもしれないな』

				　喜びと安堵を覚えるヴァンダルーだったが、思い返すとまたロドコルテに対する怒りが湧き起こる。

				　そして絶対自害なんてしないと、何度目かの誓いを新たにするのだった。

				　因みに、ゴブリンの死体はそのまま埋めた。ゴブリンの血は不味いし、剥ぎ取れる素材は無いし、討伐部位は冒険者でなければ買い取ってもらえないからだ。死体をアンデッドにする事は考えたが、育成する個体を増やすと手間が増えるので今回は見送った。

				

				　　　　　　　

				

				　太陽が完全に沈んだ森の洞窟の前に、焚火が燃えていた。

				　その焚火で燃える赤い炎を囲むのは、虚ろな眼窩に青白い炎を灯す五体のアンデッド。そして、炎に照らされてもゾッとする程の白さを保つ、まだ赤ん坊と言える大きさの幼児。

				　そして幼児の横に寄り添うように現れたのが、美しいが体中に痣や傷を作っている姿のダークエルフの霊。

				　旅人が通りかかったら恐怖のあまり一目散に逃げ出すだろう光景だ。

				　そして、ダークエルフの霊がおもむろに口を開いた。

				『〜♪』

				　それはたどたどしい歌だった。遥か昔、勇者達が誕生日を祝う時に歌ったとされる誕生歌で、今でもラムダ世界で誕生日を祝う時はこの歌が歌われている。

				　カッカッカ、カシャカシャカシャ、コツコツコツ。

				　骨だけのアンデッド達が、歌の代わりなのか歯や嘴をかみ合わせ、手拍子や足踏みで骨が擦れる音を立てる。

				『一歳の誕生日おめでとう、ヴァンダルー！』

				　霊の祝福に合わせて、幼児は大きく息を吸い、短い言葉と共に焚火に向かって吐き出した。

				「【奪熱】」

				　魔力の籠った息を吹きかけられた焚火は、熱を奪われてパッと消えた。辺りは暗闇に満たされるが、この場に集まった者達の心は太陽のように明るかった。

				『一歳の誕生日、おめでとうヴァンダルー。母さん、とっても嬉しいわ』

				「ありがとう、母さん」

				　日本の初夏と比べると湿気はそれほどではない、ミルグ盾国の六月。ヴァンダルーは今日満一歳に成った。

				　その誕生日を祝っている訳だが、地球やオリジンの一般家庭の誕生日パーティーと比べると貧相としか言いようがないのは、否定できない。

				　誕生日ケーキもプレゼントも無し。ご馳走はタヌキの骨で出汁をとり、肉を細かく刻んで香草と一緒に煮て作ったスープモドキ。

				　そして、新鮮な狸の血。

				　硬くて臭い狸の肉を無理矢理食べられるようにした物で、とても上等な食事とは言えない。ダンピールであるヴァンダルーにとっては、血だけが救いだと言える。

				『ごめんね。母さんが生きていたら、ご馳走を作ってあげられたのに』

                			

	








			
				　だが、ヴァンダルーは嬉しかった。

				「謝る事は無いよ、母さん。俺は、とても嬉しいから」

				　地球、オリジンと生きたヴァンダルーだったが、誕生日を祝われる事は初めてだった。オリジンではモルモットの誕生日を祝う研究者なんて居なかった。奴らにとっては、データの年齢欄の数字を一つ増やす日ぐらいの意味しかなかったのだろう。

				　地球では、伯父家族と暮らしていたが「お前は将来一人で生きて行かなければならないのだから、子供の内から誕生日だのクリスマスだの祝って甘やかしたら、ダメになる」と言われて、ケーキもプレゼントも無しだ。おめでとうの一言すら、言われた事が無い。伯父夫婦の子供には、ちゃんと祝っていたのに。

				　だから、これが初めての誕生日パーティーなのだ。

				『ヴァンダルー……』

				「それに、今日は嬉しい事が沢山あった記念日だから」

				　うるうると瞳を潤ませるダルシアに、ヴァンダルーは他にも記念すべきことが沢山あったと言う。

				　まず、ちゃんと喋る事が出来るようになった。これは意外と重要な事で、言葉を話せるようになった事で、今までは出来なかった呪文の詠唱が出来るようになったのだ。

				　今までは呪文の詠唱が出来なかったので、魔力を過剰に消費してゴリ押しで術を発動していたのだ。お蔭で、通常の数倍の魔力を消費し、更にそれで効果は通常の半分以下という割の合わなさだ。ヴァンダルーが莫大過ぎる魔力を持っていなければ、とてもやっていられなかっただろう。

				　ただ、無詠唱で魔術を使い続けていた結果、喋れるようになった直後に【詠唱破棄】スキルを獲得したので結局呪文の詠唱はしなくて良くなったのだが。

				　ダルシアも驚くほどのレアスキルだったが、タイミングの悪さにちょっと落ち込んだ。

				　そして骨猿達が全員レベル１００に到達し、ランク２にランクアップした。

				　相変わらずスキルは闇視以外何も無いが、ランクアップの恩恵は大きかった。

				　ボーンアニマルになった骨猿達は、全体的に能力値が上がり生前と同程度にまで能力値が上がった。後、ヴァンダルーの命令に従うだけではなく、獣並の知能を取り戻している。

				　骨人だけはランクアップ先の種族がスケルトンだったが、これは材料が人骨なのだから当然だろう。人間並みの力に、人間並みの俊敏さを持つスケルトンは、冒険者から見ればまだ雑魚だがヴァンダルーにとって頼もしい戦力である。

				　オルビー達から剥ぎ取って置いたレザーアーマーを着せ、短剣とウッドゴーレムを錬成して作った木の盾を装備させれば、立派な骸骨戦士の出来上がりだ。尚、弓矢は現在練習中である。

				　ついでに、ヴァンダルーもレベルが１００に到達した。しかし、ジョブ【無し】のレベル１００なので、能力値もあまり上がらなかった。これで一応ジョブチェンジの条件を満たしたが、現状ジョブチェンジに必要な施設……各種ギルドや神殿に在る特別な部屋を使う事が出来ないため、意味が無い。

				　そして戦力はある程度整ったが、エブベジアに復讐するにはまだ早いとヴァンダルーは思っていた。まだまだ力が足りない。復讐を実行して完了する事は、今でも出来る。でもその後エブベジアから逃げて、ミルグ盾国からダンピールが町中でも安全に暮らせる場所に辿り着くには心もとない。

				　エブベジアに復讐して満足する訳にはいかないのだから、今は戦力と物資を充実させなければならない。

				「だから、明日から山賊を狩ろうと思うんだ」

				　山賊。モンスターではなく、武装して徒党を組み、野外で強盗を働く犯罪者である。

				　つまりは、人間だ。

				　何故戦力と物資の充実を目指す事が、積極的に人間を殺す事になるのかというと合理的な理由があった。

				「最近、野兎や狸を幾ら狩っても骨人達のレベルが上がらなくなったし、この森じゃゴブリンよりも強い魔物はいない。でも、エブベジアは他の村に繋がる街道の中心だから、山賊なら探せば幾つか居ると思う。山賊を殺せば骨猿達の経験値になって、溜め込んだ物資も手に入る。一石二鳥だと思って」

				　更にいえば山賊を殺しても、そして山賊が被害者から奪った盗品を懐に入れても、この世界では罰する法が無いのだ。地球やオリジンで犯罪者の殺害、更に盗品の横領を行えば立派な犯罪者になる。しかし、ラムダでは山賊を一般人が殺しても罪に問われる事は無い。

				　良くやったと賞賛される事はあっても「人殺し」とか「人権を軽視している」とか非難される事も無い。

				　盗品の横領も、それは山賊を討伐した者の正当な権利とされている。持ち主がどうしても取り戻したい場合は、討伐した者と個別に交渉するべきだという考え方なのだ。

				『でも、山賊退治なんて危ないよ。冒険者でも、Ｄ級相当の仕事よ』

				　ヴァンダルーを心配するダルシアに、ヴァンダルーは大丈夫だよと微笑む。

				「ちゃんと奇襲するから大丈夫。それに、もう山賊の居場所に幾つか目星がついているから」

				　そして次の日からヴァンダルーは、冒険者でもＤ級相当の仕事を一歳にして自主的に行うのだった。

				

				
				　名　前：ヴァンダルー

				　種　族：ダンピール（ダークエルフ）

				　年　齢：１歳

				　二つ名：無し

				　ジョブ：無し

				　レベル：１００（ＵＰ！）

				　ジョブ履歴：無し

				・能力値

				　生命力：３４

				　魔　力：１００００１２２３

				　力　　：３２

				　敏　捷：７

				　体　力：３３

				　知　力：４５

				・パッシブスキル

				　【怪力：レベル１】【高速治癒：レベル２】【死属性魔術：レベル３】

				　【状態異常耐性：レベル３】【魔術耐性：レベル１】【闇視】

				　【精神汚染：レベル１０】【死属性魅了：レベル２（ＵＰ！）】

				　【詠唱破棄：レベル１（ＮＥＷ！）】

				・アクティブスキル

				　【吸血：レベル３（ＵＰ！）】【限界突破：レベル２】

				　【ゴーレム錬成：レベル２】

				・呪い

				　【前世経験値持越し不能】

				　【既存ジョブ不能】

				　【経験値自力取得不能】

				

				

				　　　　　　　

				

				　七人の山賊は、簡易的なアジトで今日の獲物から奪った酒を飲んでいた。

				「今日は中々の収穫だったなぁ」

				「ああ、持って帰れば村の皆も喜ぶさ」

				　その様子は、まるで畑仕事を終えた農夫達が仲間内で一杯やっているようにしか見えなかったが、彼らは紛れもなく山賊である。

				　その証拠に、彼らが一杯やっているワインは依頼料をケチって冒険者の護衛を雇わなかった行商人から、命と一緒に奪った物だ。

				　彼らの武装は古くて修繕の跡が幾つもある皮鎧に、手製の槍や弓矢、薪割に使う様な斧と、貧相極まりない。その上。練度は正式な訓練を受けた事の無い、良く言えば実戦重視の喧嘩殺法。悪く言えば武器を振り回せるだけといった程度の集団だ。

				　実際、彼らの殆どがジョブも農夫で戦闘訓練なんて受けた事が無い。そんな彼らが何故山賊なんて真似をしているのかと言うと、貧しさからだった。

				　様々な理由で貧しくなった村の若い衆が、村から離れた場所で犯罪に走る。そんな事がこのラムダでは少なくないのだ。

				「さて、そろそろ見張り立てて寝るか」

				　山賊達のアジトは背の高い草が生い茂る草原の中に草を刈って広場を作り、テントを幾つか張っただけの簡素な物だった。一応見張り櫓も組んでいるが、彼らにはそれを役立てるつもりが無いらしい。

				　実際、この草原は野生の獣しかいないので火さえ焚いていればほぼ安全なのだ。それでも見張りを立てるのは、時折群れからはぐれたゴブリンが襲い掛かってくるせいだ。

				　しかし、そのゴブリンもぎゃーぎゃーと喧しく喚きながら近づいて来るので、見張りのやる気は低かった。

				　だから足音を忍ばせて静かに近づいてくる敵には気づきようも無かった。

				「ひっくっ、ちょっと飲み過ぎ──うぉっ？」

				　ワインを飲み過ぎたらしい見張りは、草の壁から伸びた骨熊の腕に掴まり、そのまま掻っ攫われた。

				　そのままボキバキと鈍い音が響くが、テントから出てくる者はいない。その代わりにというように草の壁から出てきたのは、骨人や骨猿、骨狼とその背に乗る骨鳥。

				　そして最後尾のヴァンダルーだった。

				「残り六人。手早く始末して」

				　カシャリと、骨が擦れる音。

				　山賊達が村に帰る事はなくなった。

				

				　ヴァンダルーにとって、山賊のアジトを探す事は山賊が凶悪であればある程簡単だった。山賊が殺した被害者の霊を情報源に出来るのだから。

				　山賊に襲われ、荷物だけではなく命まで奪われた被害者達。その無念と加害者に対する憎しみは凄まじく、虫アンデッドが見つけるのは容易だった。

				　そして離れた場所にいる霊でも、一度見つけてしまえば【降霊】の術を使って呼び出して話を聞く事が出来る。

				　そして霊から手に入れた情報を基に虫アンデッドを放てば、数日でアジトを見つける事が出来るという訳だ。

				　この方法でヴァンダルーは、ベステロ準男爵領周辺で活動する山賊団を既に四つ見つけていた。

				　そして見つけた後も情報収集を続けて、山賊達の人数や武装を調べ上げた。今日襲った村人崩れの山賊達は、その中でも最も規模が小さく、最も武装が貧弱な山賊団だった。

				「よし、練習は無事成功だ。皆、良くやってくれた」

				　山賊団の全滅を確認したヴァンダルーは、見た目は無表情だが内心は上機嫌でアンデッド達を労った。

				　勿論アンデッド達は皆骨なので笑う事は無いが、喜ぶように眼窩の青い炎が揺らめく。彼らのＭＶＰは見張りをベアハッグで始末した骨熊で、その後更に一人の山賊を鉤爪で葬っている。

				　骨人も短剣で二人を刺殺し、骨猿と骨狼もそれぞれ一人ずつ絞め殺したり噛み殺したりしている。

				「えーっと、大丈夫。その内飛べるようになるって」

				　ただ一匹落ち込む骨鳥は、ヴァンダルーがゴーレム化させた地面に首から下を埋めて身動きが取れない山賊の頭を、延々嘴で突くという地道な作業の結果、一人倒していた。

				　一羽だけどうしようもなく足手まといだが、それも仕方がない。何故なら、骨鳥は飛べないのだから。

				　考えればすぐ分かる事だが、羽毛の無い骨だけの翼で飛べるはずがないのだ。

				「経験値を貯めてランクアップすれば、きっと飛べるようになる。自分を信じろ」

				　ヴァンダルーに励まされると、骨鳥はカシャカシャと骨翼を羽ばたいて喜びを表現する。分かった、頑張ると言っているのだろうか。

				　それを微笑ましい気分で眺め、頭蓋骨を撫でてやった後、ヴァンダルーは山賊団が溜め込んだお宝を確認していった。

				　まず目についたのは、三つの大きなワイン樽が乗った荷車。山賊達が開けて飲んでいた、その残りだ。

				　エブベジアはワインが特産の町なので、きっとそれなりに良いワインなのだろう。

				「……他に何かないかな」

				　一歳児には水未満の価値しかないが。換金手段もないし、仲間は骨しかないので意味が無い。精々料理に使うぐらいだろうか。

				　いや、飲む事は出来るだろう。状態異常耐性スキルをレベル３で持つヴァンダルーなら、一歳児の身体でもワイン程度なら余程大量に飲まなければ酔いもしないはずだ。

				『ダ〜メ♪　一歳なのにお酒を飲むなんて、将来酒精に溺れたらどうするの』

				　しかし、保護者の許しが出ないので飲料は止めておこうと思うヴァンダルーだった。

				「でも、一樽ぐらいは持って行こうかな。荷車もあるし。後は──」

				　荷車の周辺やテントの中を探るヴァンダルーだが、結果は普通の冒険者や兵士なら「しけてるな」の一言で済ませる程度だった。行商人から奪ったらしい銅貨や銀貨が入った布袋に、地球ではペットや家畜の餌になっていた粟や燕麦等の雑穀や安価な麦が詰まった袋が一山。川魚の干物が少々。後は、山賊達が使っていた日用品。

				　目玉は、五キロほどの塩が詰まった壺だろうか。

				　かなり細やかなお宝だが、それも当然かもしれない。なんといっても、この山賊団は普段はただの農夫をしている男達が、たった七人で活動していたのだから。

				　当然儲けの大きい獲物──冒険者の護衛を雇うような馬車は、狙わなかったはずだ。

				　しかしヴァンダルーにとってはそれなりの収穫だ。

				「大収穫だ。そろそろ肉と血だけの食事には飽きて来たところだったし、母さんが持っていた塩はとっくに無くなっていたし。後、布が手に入ったのが嬉しい」

				　これまでヴァンダルーの生活は、森の獣を狩る事で支えられていた。麦やチーズ、野菜、塩等の備蓄は、ダルシアが殺された後、割とすぐに尽きてしまったのだ。元々一人分、その上旅に出る準備段階だったので、彼女が持って行ける量しか備蓄がなかったのだ。

				　そしてヴァンダルーは成長と共に、どんどん食べる量が増えている。

				　食事を全て血で賄うのは大変だし、吸血鬼に近づきすぎて太陽に弱くなったら厄介だから普通の食事で済ませたい。しかし、血を抜いて焼いただけの肉は味も単調だし、そもそも狸やら狐やら肉が美味くない獲物しか手に入らない時もあった。それでもゴブリンだけの時よりは、数段マシだが。

				　それに、着ているのは服ではなく毛皮を適当に巻きつけただけという有様だ。

				　まるで蛮人の子供である。

				「山賊の着替えを使えば、服を作れるかもしれない。後は、金だけど……まあ、使う時もあるかな？」

				　アミッド帝国とその属国の通貨は、アミッド。一アミッドが地球の円に換算すると大体百円で、硬貨は下から半アミッド小銅貨、一アミッド銅貨、十アミッド銅貨、百アミッド銀貨、千アミッド金貨、一万アミッド白金貨となる。

				　尚、ほぼ大商人や上級貴族しか扱わないが紙幣も存在し、十万アミッド札や百万アミッド札等が存在するそうだ。正確には紙幣ではなく、国債や手形のような物かもしれない。

				　山賊団が溜め込んでいた現金は、約千アミッド。都市部の労働者の平均的な月収の二倍程だ。

				　ただ、ヴァンダルーが町に入ろうとすると警備兵や冒険者が問答無用に殺しに来るだろうから、使う機会があるかは不明だ。

				　しかし、その内他国に行った時に両替できるかもしれないので、持っておくことにする。

				「ん？　この袋は？」

				　硬貨が入っている袋の下に、更に小さな革袋がある事に気が付いた。重さは軽く、振るとカチカチと小さな音がする。

				　紐を解いて中身を見てみると、中には色のついた微妙な透明度の石が二個入っていた。宝石の一種にも見えるが、あまり綺麗に見えない。

				「母さん、これ知ってる？」

				『これは魔石ね。魔物から採れる物で、この大きさと色ならゴブリンのだと思う。確か、一個十アミッドで買い取ってもらえるはずだけど』

				　魔石とは、魔物が体内に持つ魔力が死んだ瞬間に結晶化した物質の事らしい。様々なマジックアイテムやポーション等の霊薬類の材料に成り、また魔力の少ない一般人でも使える汎用のマジックアイテムの動力源にもなる。

				　動力源として使う場合は、籠っている魔力が無くなればただの石になってしまうため使い捨てだが、錬金術で精製すれば魔術師が魔力を再び込める事で何度でも使える魔晶石に加工できる。

				　ただゴブリン程度の低ランクモンスターの魔石では、態々精製したりせずそのまま使い捨てにするそうで、買い取り価格も激安のようだが。

				『ちなみに、低ランクの魔物は倒しても魔石が無い事の方が多いの。ランク１の魔物から魔石が出る確率は百匹倒してやっと一個手に入るくらいね。逆に、高ランクの魔物からはほぼ確実に魔石が手に入るわ。ランク５以上なら、確実に魔石が手に入るのよ』

				　ダルシアが今まで魔石の事をヴァンダルーに教えなかったのは、今まで倒した魔物がランク１のゴブリンが数匹だけだったので、教える意味が無いと思ったからだったらしい。

				　因みに、ランクが低くても魔石を出しやすい魔物や、本来のランクよりも高品質の魔石を出す魔物等もいるそうだ。

				　だが、今は魔物よりも山賊を狩るのに忙しいヴァンダルーには、参考程度の知識でしかない。

				　早く冒険者ギルドに登録して、冒険者に成りたいものだ。

				「最後に骨人達のステータスを確認しておこう……おお、あんな弱い山賊を二人殺しただけなのに、三十レベルも上がっている。骨熊もだ。骨猿達も、一人殺しただけで十レベル以上あがっているじゃないか」

				　不意打ちで禄に戦闘らしい事もせず農夫崩れの山賊を一人二人殺しただけで、この急激なレベル上昇。ゴブリンや森の獣とは比べ物にならない量の経験値だ。

				　これがアンデッド以外の魔物にも共通するなら、魔物にとって人間は良い経験値稼ぎの獲物だという事か。

				　魔物が人間に対して好戦的なのも納得だ。

				「よし、この辺りの山賊を狩りつくして骨人達のレベルを上げよう」

				　この大幅なレベル上昇を見ては、もう地道な獣狩には戻れない。

				　まだこのベステロ準男爵領の周辺には山賊団が、今日全滅させたのと同じ規模が一つ、十数人規模が一つ、そして二十人ほどが一つある。

				　全滅させる頃には、骨人達は全員がランク３にランクアップしている事だろう。

				『南の連中は、俺達を殺せたなら楽勝だぁ』

				『ここから西に行った所の連中は、三つ隣の村の連中だ。人数は多くても楽勝さ』

				『でも北にいる連中はプロの山賊だ。頭がどっかの町で警備兵だったとかで、手下にも腕っぷしが強いのが集まってるらしい。俺達も上納金を脅し取られた』

				　山賊団の霊から情報を収集しつつ、彼らの遺体はアースゴーレムを作って埋める。後は荷車に収穫を乗せて、ヴァンダルーは惨劇の跡から去った。

				

				　一歳の誕生日を迎えてから、早一か月。毎夜【殺虫】で蚊を落す季節になった今日この頃、ヴァンダルーは遂にベステロ準男爵領で最も規模が大きく練度が高い山賊団の攻略に臨んでいた。

				　街道を旅する旅人や警備隊に発見されないように移動し、更に森や深い草原でヴァンダルー自身と骨人達の訓練を行い、スキルを磨いた。

				「相手はこれまでの山賊とは、一線を画する。頭は兵士崩れで、手下は頭からある程度の訓練を受けている。つまり、武器を掲げて被害者を脅すだけではなく、『戦える』敵だ」

				　それもこれも、この日の為だ。

				『オォォォォォォ……』

				『グルルルルゥゥゥゥ……』

				　ヴァンダルーの演説を聞くのは、眼窩に文字通り炎を宿したアンデッド達だ。山賊殺しで稼いだ経験値で、骨人はスケルトンソルジャーに、骨猿と骨熊、骨狼はボーンビーストにランクアップしている。

				　スキルもアンデッド達は【怪力】と、山賊を不意打ちで倒してばかりいたせいか【忍び足】を習得していた。お蔭で、スキルを使用している時はカシャカシャと骨がぶつかり合う音を全く立てなくなった。更に、骨人は【剣術】と【弓術】、【盾術】のスキルも習得した。

				　まだレベル１だが、ゴーレム相手の模擬戦約一か月で身に着けたにしては上出来だろう。

				『……』

				　骨鳥はまだ、ランク２のままだが。でも、既にレベル９０台なので今夜の襲撃が成功すればランクアップするだろう。

				「だから今日は注意して戦うように。スペア用の骨は十分あるけど、頭蓋骨は砕かれないように気を付けて。後、山賊っぽくない人間……縄で縛られているか檻に入れられている人間が居たら、殺さないように。最後に、援護魔術をかけたら作戦開始だよ」

				　いつもの無表情に淡々とした口調で、内心の緊張を表せないままヴァンダルーは呪文を口にした。

				「まず【殺傷力強化】を武器や牙、爪に。次に【エネルギー奪取】を防具や骨に」

				【殺傷力強化】は生物に対する攻撃力を上昇させる魔術で、鎧や盾越しでも敵に触れればその生命力を削り取れる。

				【エネルギー奪取】は魔力、そして熱や電気更に運動エネルギーまでも吸収してしまう魔術で、このラムダでは魔術と物理攻撃、両方に効果のある防御魔術になる。

				　どちらも強力な効果を持つ魔術だが、死属性魔術ではそれほど難しい術ではないため制御は容易い。

				『オォ……』

				　青黒い魔力を纏(まと)ったアンデッド達の内、まず骨人が動いた。

				　山賊のアジト──いくつかの簡易的な小屋を木の柵で囲った物──の見張りをしている物見櫓に向けて、オルビー達から奪った弓に矢を番えて弦を引き絞る。

				　狙われている物見櫓の山賊は弓を持ち、矢筒を背負ってはいたが、やる気は全く無かった。

				「全く、ついてないぜ。明日撤収って日に見張りなんてよぉ」

				　彼らは今日、これまでの稼ぎを持って別の場所に移動する予定だった。途中で捕まえた人質の身代金を受け取って、そのまま他の領地や国まで行って、そこで改めて山賊業を始めるつもりなのだ。

				　最近他の山賊団が突然姿を消しているようだし、噂では街道の治安悪化に業を煮やした領主が討伐隊を組んだらしい。ならそろそろ頃合いだ。

				　引っ越しに邪魔な荷物になる余分な酒や食料をぱっと食ってしまおうと、今夜は山賊団の宴会の最中だったのだ。

				　それに参加できない見張りの山賊は不運だったが、その不運に気を取られ過ぎた。

				「がっ!?」

				　ひゅっと闇夜を裂いて飛来した骨人の矢が、喉に突き刺さる。短い断末魔の悲鳴を漏らすと、そのままバランスを崩して櫓から落下した。

				　酒に酔って良い気分になっていた山賊達も、櫓から落ちた見張りの仲間が喉に矢を生やしていたら、酔いからさめる。

				「て、敵襲だ！」

				「野郎共！　武器を取れっ！」

				　山賊達が斧やメイス、槍といった武器を手に立ち上がろうとした瞬間──

				　バギィィィィ！

				『グオォォォォォォン！』

				『ウォォォォッ！　ウォォォォォ！』

				　木の柵を骨熊と骨猿がぶち破り、木片を撒き散らしながら突入する。

				「あ、アンデッドっ！　魔物だっ、魔物の襲撃だ！」

				「落ち着け馬鹿共っ！　得物が斧とメイスの奴は前に出ろ！　剣や槍の奴は持ち替えて来い！　弓もだ！」

				　山賊団の頭は冷静に手下に指示を出し、自身もハルバードを構える。

				　この男は、兵士だった時にスケルトンやゾンビ等との戦闘経験があった。それでアンデッドに対しては手下達のような新兵に毛が生えた程度の技量なら、剣や槍のような斬る、若しくは刺すような武器よりは、斧や棍棒のように叩き割る、若しくは砕くような武器の方が有効だと知っていたのだ。

				「ランク１や２程度の魔物が何匹かなら、二十人いる俺達の敵じゃねぇっ！　やっちまえっ！」

				　仲間の死と派手な襲撃で萎みかけていた山賊達の士気が、頭の指示と激によって持ち直した。山賊達は宴会に水を差した無粋なアンデッド達を返り討ちにしようと殺到する。

				『グオォォォォ！』

				「ぎゃっ!?」

				　斧を振り上げた山賊が、後ろ足で立ち上がった骨熊の前足を受けて跳ね飛ばされる。

				　ぐしゃりと、骨猿が山賊の頭蓋骨を卵のように握り潰す。

				　骨狼の牙が山賊達の足に突き刺さり、倒れたところを今度は喉を噛み切る。

				『オォォ……゛オォォォォッ』

				　骨人は弓を置くと、他の山賊団から奪った長剣を抜いて山賊団に切りかかって行く。

				「ひぃっ!?　ぎゃぁぁぁっ！」

				　骨人と山賊。お互いに正式な武術を習っていない者同士の切り合いは、骨人にすぐ軍配が上がった。

				　技量はドングリの背比べ程度の差しかないし、骨人が持つ長剣は他の山賊団から奪った鉄製の、それも粗悪な鋳物の剣なので、武器は寧ろ相手の方がやや上。

				　しかし、ランク３のスケルトンソルジャーの身体能力は並の人間を上回り、特に筋力では【怪力】スキルを持つ骨人の方が圧倒的に勝っている。

				　元々身体能力や特殊能力を持たない人間が、魔物に対抗するために技術を磨いて習得したのが武術や魔術なので、技量が同じなら人間が魔物に適うはずがないのだ。

				『゛オ゛オ゛オォォォ……』

				　返り血を浴びて紅く染まった骨人は命を奪い経験値を得る快感に震え、更なる経験値を得るため次の獲物に切りかかった。

				「頭っ！　こいつ等ランク２じゃねぇっ！」

				「とても俺達じゃ敵わねぇよぉっ、助けてくれよ頭ぁっ！」

				　劣勢に陥り、数を減らして行く手下の情けない悲鳴に頭は舌打ちした。

				（役立たずがっ！　こうなったら俺だけでも逃げるしかないか）

				　山賊団の頭は、迷わず逃げる事を選択した。手下のためにアンデッドと戦おうなんて、一瞬たりとも考えない。

				　そもそも、彼の技量ではランク３以上の魔物と一対一で戦っても勝ち目がないのだ。

				　頭は確かに兵士崩れで、ハルバードを扱う【槍斧術】のスキルもレベル２で持っている。しかし、所詮は町の警備兵崩れだ。冒険者の等級では、その戦闘能力は精々Ｅ級と言ったところだろう。

				　そしてランク３の魔物を一対一で倒すには、Ｄ級程度の腕が必要だと言われている。

				　手下達を上手く使えば、骨人達の内一匹くらいは倒せるかもしれない。

				　だが、アンデッドは四匹。いや、五匹か。

				『…………』

				　倒れたまま動かない虫の息の山賊を嘴で突いて、止めを刺している骨鳥に気が付いた頭だが、あれは例外だと考える。

				　一匹倒したところで、残りに殺されては意味が無い。一矢報いても、生き残れないなら無意味なのだ。

				「テメェらっ！　弱気になるなっ、押して行けっ！」

				　まだ生き残っている手下に無茶な指示を出し、頭自身は手下達に気がつかれないよう静かに後ろに引く。このまま商人から奪った馬車に飛び乗り逃げるのだ。逃げ切ればまた山賊団を組織できる。

				「起きろ」

				　そんな頭の思惑は、突然自分の背後に出現した、地面から生えた土の壁によって打ち砕かれた。

				「うおっ!?　な、何だ!?　錬金術師かっ!?」

				　手下の断末魔の悲鳴とアンデッド共の怨嗟の咆哮を縫って聞こえた、幼い少女の声のような甲高い声の主の仕業だと直感した頭は、その声の主の姿を探す。

				　すると、すぐに見つけた。

				　赤ん坊と言っても差支えの無い、ボロを着た子供がやや離れた所に立っているのを。

				（このガキの仕業だってのか!?）

				　信じられないと目を剥く頭だが、子供……ヴァンダルーの異様さは見誤りようが無かった。

				　白髪に、虚ろな真紅と紫紺のオッドアイ。そしてこれだけ血腥い戦場なのに、まるで亡霊のように気配が希薄。もし声を出さなかったら、足元に居ても気がつかなかったかもしれない。

				「お、お前がアンデッド共を操ってるのか？　だ、だったら降参だ、降伏する、お宝は全部お前にやるよ、冒険者ギルドでも何処にでも突き出してくれよ」

				　ハルバードを落して、頭は両手を上げて降伏した。

				　勝てないなら逃げる、逃げられないなら降伏してでも生き延びる。意地やプライドは一アミッドにも成らない。

				「降伏？」

				「ああ、そうだとも」

				　平坦な口調で聞き返すヴァンダルーに、頭は愛想笑いらしいものを浮かべて頷く。

				「俺の首には賞金がかかっているし、この辺りの他の山賊団の情報だって持ってる。それに、犯罪奴隷として売った金の半額がお前の懐に入るんだ。どうだ、生きたまま捕まえた方が特だろ？」

				　頭が言ったのは、全て本当だ。自分が生き残るためなら他の同業者だって売るのが、この男だ。

				　それに生け捕りにされた山賊は負傷の度合いにもよるが、大抵の場合犯罪奴隷として売買される事になる。多くは鉱山や軍での雑用などで酷使される事になる。その販売価格は侮れ無い物があり、生け捕りにした人数によっては山賊団のお宝よりも高くなる事が珍しくない。

				「……あなたは馬鹿ですか？」

				　しかし、返って来たのは幼児に自分の頭の出来を聞かれるという屈辱的な返事だった。

				「何だとっ!?」

				「俺は、見ての通りダンピールです。あんたを冒険者ギルドに突き出せは、俺はそのまま殺されます。あんたが犯罪奴隷として売られる前に、俺はあの世行きです」

				　ダンピールは法命神アルダを国教とするアミッド帝国とその属国では、人間ではなく魔物の一種でしかない。そのため、山賊を捕まえても町に入れば兵士や冒険者が山賊よりも優先して殺しに来る。

				　山賊の頭は冒険者でなかった事と、去年のダンピール騒ぎについて知らなかった事もあって、ヴァンダルーがダンピールだと気が付くのが遅れたのだった。

				「じゃ、じゃあ俺を手下にしてくれ！　俺は役立つぜ、あんたのアンデッドも強いが、一人くらいは人間の部下も必要だろっ!?」

				　そう瞬時に切り返すあたり、この山賊は見た目よりも頭がいいのだろうとヴァンダルーは彼への印象を改めた。

				　実際、頭の言っている言葉は前々からヴァンダルーが痛感している事だった。自分の言う事に絶対服従の骨人達。霊体のダルシア。それだけでは日々の生活の細々とした不便が解消できないのだ。

				　しかし、それを目の前の男を使って解消する事は考えられない。

				「確かに生きている仲間は欲しいけど、手下を見捨てて自分だけ逃げようとする山賊は要りません。でも、死んだ後なら仲間にしてあげても良いですよ」

				　前半で希望を、後半で絶望を浮かべた頭を指差して、「やっておいて」と骨熊達に頼む。

				「ま、待ってくれっ！　俺は、俺は死にたくないっ！」

				「……？　いや、あなたが殺してきた人達もそうなのでは？」

				　こいつ、よく分からない事を言うな。そう思ってヴァンダルーが振り返った時には、骨熊が頭の首を圧し折っていた。

				『グ、グルゥ』

				　やべ、やっちゃった？　みたいな様子の骨熊に「いいよいいよ」と手を振って、ヴァンダルーは深く息を吐いた。

				「あー、緊張した。ダルシア母さん以外と会話するのは初めてだから、ドキドキしたよ」

				　ただでさえ地球、オリジン、そしてラムダと三つの世界で共通するコミュ障なのに、こんな血の臭いが濃い場所で見つめ合って会話とか、勘弁して欲しい。

				「血の匂いが濃すぎて、腹が減る。でも山賊の血を吸って吸血鬼に近づきすぎるのは嫌だから我慢、我慢。……とりあえず、生き残りが居ないか確認しよう。【生命感知】」

				　食欲を刺激する濃い血の匂いから意識を逸らすために、範囲内の生命を感知する死属性魔術を使う。

				　虫や雑草、菌にカビ等の雑多な反応は無視して大きな動物や、魔力を宿した人間や魔物の生命反応を探す。

				　反応は……大きな小屋の向こうに大きな動物の反応が三つ。多分、馬だろう。後、小屋の地下にも反応が一つ。この反応は、人間だ。

				　霊から聞いた情報では、山賊の数は二十一人。死体の数も、二十一。

				「小屋の地下に一人いるけど、新入り？」

				『い、いや、手下じゃねぇ。何日か前に、捕まえた行商人だ。うげっ、隣のマッジオ子爵領の町に実家の商家があるとかで、身代金が期待できるから、生かして置いてあっ、る。く、首、首がっ』

				　死ぬ瞬間に受けた致命傷の衝撃と恐怖のせいで、霊体になっても首が歪んでいる山賊の頭の霊から事情を聞いたヴァンダルーは、眉間に皺を寄せた。

				　面倒な事になったと。

				

				
				　名　前：骨人

				　ランク：３

				　種　族：スケルトンソルジャー

				　レベル：３９

				・パッシブスキル

				　【闇視】【怪力：レベル１（ＮＥＷ！）】

				・アクティブスキル

				　【剣術：レベル１（ＮＥＷ！）】【盾術：レベル１（ＮＥＷ！）】

				　【弓術：レベル１（ＮＥＷ！）】【忍び足：レベル１（ＮＥＷ！）】

				

				

				　名　前：骨猿　骨狼　骨熊

				　ランク：３

				　種　族：ボーンビースト

				　レベル：２４〜３２

				・パッシブスキル

				　【闇視】【怪力：レベル１（ＮＥＷ！）】

				・アクティブスキル

				　【忍び足：レベル１（ＮＥＷ！）】

				

				

				　　　　　　　

				

				　行商人のルディは、自分は恵まれていると思っていた。

				　マッジオ子爵の御用商人の家の三男として生まれたルディは、生まれた順番のせいで家を継ぐ事は出来なかったが、両親も兄二人も彼を差別せず育ててくれた。長男次男と同じ高度な教育を施し、「お前は家を継げないから」と早くから独立のための準備をさせた。

				　そして成人したルディは、まず行商人として経験を積む事から始めた。実家からの援助金を受け取ったのは独立した時の一度だけで、様々な苦労を経験しつつもそれなりにやって来られた。

				　そして行商も三年目。そろそろ貯めた金で馬車を買って他の商人を誘い隊商を組むか、それとも何処かに腰を落ち着けて店を開くかと考える程度には、商売は上手くいっていた。

				　だが、数日前山賊団に襲われた事でルディは運が尽きたと思った。

				　護衛にＥ級の冒険者を二人雇っていたが、山賊団は二十人程いて数の暴力の前にやられてしまい、もっと護衛を雇うべきだったと後悔したがもう遅い。

				　商品と金を奪われ、命も取られそうになった時に叫んだ言葉は「私の家族なら身代金が払える！」だった。最低の命乞いだ。

				　だが、誇り高く死ぬのは商人の仕事じゃない。家族に迷惑をかけてしまうが、何とか生き残って商売を立て直さなければ。家族が払ってくれた身代金は、その商売で返せばいい。

				　一番良いのは、颯爽と現れた冒険者や騎士の一団が山賊団を討伐して自分を助けてくれた上に、奪われた金と商品を奪い返してくれる事だが、世の中そんなに上手くはいかないだろう。

				　そう思いながら、暗くジメジメした地下牢での監禁生活に耐えているルディの耳に、物音が聞こえた。

				（誰か地下に下りてきた？）

				　梯子で誰かが下りてくる小さな音に気が付いたルディは、粗末でやや臭う毛布から身を起こすと木の格子の外側を見つめるが、真っ暗で何も見えない。

				　山賊が下りて来たなら、蝋燭や生活魔術の灯を灯してくるはずだ。気のせいかと思ったが、ヒタヒタと裸足で何者かが近づいてくる足音が聞こえる。

				　そしてその足音は、牢の前まで来ると止まった。しかし、闇の中には相変わらず何者の姿も見えない。

				「だ、誰だ？」

				　得体のしれない恐怖に声を上ずらせながらそう問うと、地面の方から声がした。

				「ああ、すみません。ここが暗い事に気がつきませんでした。【鬼火】」

				　ぼぉっと、青い握り拳程の大きさの炎が、地下牢を照らした。

				「っ!?　ゴッ、ゴースト!?」

				　ルディの目に映ったのは、ボサボサに乱れた白い髪に屍の様に白い肌の、布きれ以上服未満のボロを纏(まと)った幼児だった。

				　その生気の無い姿に、ルディはこの幼児は山賊団に殺された子供が化けて出たアンデッドだと思い込み、毛布を抱きしめて震え上がった。

				「……いえ、生きています」

				　ルディの悲鳴に『もしかしてこの人も霊が見えるのかな？』と驚いたヴァンダルーだが、自分が怖がられているだけだと知って、肩を落とした。一応助けに来たのにそこまで怖がらなくてもと、自分の外見を棚に上げて不機嫌になるが、気を取り直して話を続ける。

				「貴方を捕まえた山賊団は、全員始末しました。それで俺は見ての通り冒険者ではなく、ダンピールです」

				　淡々と言葉を続けるヴァンダルーに、ルディは徐々に落ち着きを取り戻していった。ただ、あまり自分の立場が好転していない事に気がついて、顔を青くしたが。

				「ダンピール……じゃあ、私を殺すのか？」

				　ダンピール。ルディが生まれ育ったこの国では、魔物の一種であり討伐対象だ。特に、法命神アルダの神官達は特殊なアンデッドであると言って憚らない。

				　なので冒険者や騎士団と違って自分を助ける義理は無いどころか、こうして顔を見てしまった以上口封じに殺される可能性が高い。

				　しかし、目の前のダンピールの子供は首を横に振った。

				「いいえ。俺の事を黙っていてくれるなら、殺すつもりはありません」

				「ほ、本当か？」

				「はい。あなたは一度山賊に捕まったけれど、山賊団同士の抗争のどさくさに逃げ出す事に成功した。そういう事にしてください。その代わり、俺については誰にも、一言も話さないでください」

				　半信半疑といった様子のルディ。彼から見れば、善良な悪魔にでも出会ったようなものだから無理も無いが。

				　実際、ヴァンダルーもこの若き行商人の口を封じてしまった方がいい事は分かっている。しかし、彼にはルディを出来る限り殺したくない理由があった。

				『日ごろの行いは、出来るだけ良くしておきたい。将来のために』

				　と言う、シンプルな理由である。

				　自分の身を守るためなら、ラムダ全体で殺しても罪に問われない山賊等なら、別に良いのだ、殺しても。しかし、ルディのようなただの被害者を、自分の安全のために殺してしまうのは外道と言うしかない行いだ。

				　そうした行いは、たとえ他人に知られなくても自身の人格に甚だしい悪影響を与えると、ヴァンダルーは考えていた。

				　実際、地球で自分を差別した叔父家族、フェリーを爆弾で自分達ごと爆破沈没させたテロリスト達、オリジンで自分を含めて大勢の人間に人体実験を行っただろう科学者達は、外道に堕ちた狂人にしかヴァンダルーには見えなかった。

				　彼らと同じ外道に堕ちた狂人になる訳にはいかない。

				　彼らを嫌悪しているから、同じ存在になりたくないという気持ちが無いわけではない。だがそれ以上に、ヴァンダルーはこのラムダで、地球やオリジンでは味わえなかった幸福な人生を歩みたいという願いがある。その願いを叶えるためだ。

				　裕福で快適な生活に、家族や友人に囲まれた温かい人間関係。それを外道狂人の類が築き、破綻させずに維持する事が出来るだろうか？

				　それに、あと半世紀程先だろうが将来転生してくる雨宮寛人達チート共に、もし外道に堕ちていたら正義の名のもとに粛清されかねないという問題もある。

				　奴らはチートなので、証拠一つ目撃者の一人も残さなくても過去の罪を暴き出しそうな気がする。きっと人の心を読んだり、過去を見たり、直接的に罪を暴くような特殊能力を持っているのが何人かいるだろうし、魔術の適性も高いはずだから。

				　なので、出来ればルディの様なただの被害者を殺すような事は避けたいのだ。

				「それでいいなら、分かりました。私は冒険者でもなんでもないからね」

				　そして幸いな事にルディは熱狂的なアルダ信者という訳では無かったので、ヴァンダルーの条件を飲んで生き残る方を選んだ。

				　更に彼が賢明だったのは、ヴァンダルーを見た目の幼さで侮らなかった事だ。自分の腰よりも、更に低い所に頭があるこの子供を恐れて慎重になった事だ。

				　尤も、ルディにとっては当然の対応だったが。

				　見た目にそぐわない大人びた口調に、漂わせている不気味な気配。とてもただの幼児には思えない。

				　がちゃりと、山賊団の頭が持っていた牢の鍵を使って南京錠を外す。自由になったルディはほっと安堵の溜め息を吐くが──

				「ああ、もし俺の事を誰かに話したら悪霊を放つので、心変わりはしないでくださいね」

				　念のためにとヴァンダルーに脅されると、ルディは青い顔でガクガクと頷いていた。

				　縄梯子を上って地上に出たルディは、転がる山賊達の死体と血塗れのアンデッド達、そしてランクアップして全身を青白い淡い光に包んだ骨鳥が、不吉な鳴き声を上げながら歓喜しているのを見て震え上がった。

				　そして、たとえ白金貨で山を作られても絶対にこの事は秘密にしようと誓ったのだった。

				

				　山賊達が飲んでいた酒を飲んで恐怖を紛らわせながら朝を迎えたルディは、ヴァンダルーから山賊団に奪われた自分の荷物を受けとった。更に「生きている馬は使えないので」と渡された山賊団の馬を、同じくヴァンダルーから譲られた荷車に繋いで、去って行った。

				　護衛も無い一人旅だが、周辺を縄張りにしていた山賊団はヴァンダルーに全滅させられているので、ゴブリンの群れに出くわすような不運に見舞われない限り、無事目的地にたどり着く事が出来るだろう。

				　期せずして馬を手に入れた彼は、これを機に馬車を買い隊商を組んで商売を広げる事になるのだが、それはヴァンダルーにはあまり関係の無い話だ。

				　一方ヴァンダルーは夜が明けるまでの間に、アンデッド達の欠けた骨を予備パーツ……これまでに手に入れた動物や人の骨と交換し、ファントムバードにランクアップして霊体の翼を手に入れ飛行する事が可能になった骨鳥と遊んだり、山賊の死体を埋めたりして朝まで過ごし、その後ぐっすり昼近くまで眠った。

				　ルディの見送りは、骨人達に投げっぱなしで。

				　ヴァンダルーにとってルディはただの他人に過ぎないとは言え、あんまりかもしれない。

				　そして目覚めたヴァンダルーは、山賊達の食べ残しで昼食を取った。

				　メニューは塩を振って焼いた肉に、パンとチーズ。サラダ代わりの野菜の乾物に、干し魚のスープ。デザートは森で手に入れた果物。

				「山賊の方が食生活豊かだ……」

				　食べながら、気がつきたくなかったその事実にヴァンダルーは若干落ち込んだ。

				　山賊を襲撃してその食料を手に入れているお蔭で、硬くて臭い狸や狐の肉を我慢して食べていた時よりは、大分食事事情も改善した。しかし、カース・ツール等のアンデッド化させた調理器具を使って料理をすると、中々上手くいかない。

				　カース・ツールは悪霊に憑りつかれて自ら動き出した道具の魔物だが、力も器用さも無い。そのため、料理にははなはだ不向きな魔物だった。

				　なら骨人にでもやらせればいいのだが、骨人も宿っている霊は人の物ではなく元々虫やネズミ等の小動物の霊なので、料理という概念を持ってない。「野菜を切れ」と頼めば、野菜に向かって剣を思い切り振り下ろしてまな板まで切断するだろう。

				　剣や弓を覚えただけでも、成長としては十分すぎるのだ。

				　そしてヴァンダルー自身はというと──

				『ダメ！　まだ一歳なのに料理なんて！　火傷したらどうするの!?』

				「でも母さん、干し肉や焼き固めたパンを直接食べるのは一歳児の胃腸には悪いと思うよ。俺は普通の一歳児の数倍顎の力はあるけど」

				『ダメったらダメ！　火傷したらどうするの!?』

				「……水と【奪熱】で冷やす」

				　死属性魔術は生命属性の反対なので、回復の類は苦手だった。無い事はないのだが、それは「致命傷や重病は治せるけど、命に影響のない軽傷は治せない」という、非常に微妙なものだ。

				　全身大火傷なら治せるが、手の皮膚がケロイド状になるくらいだったら今のヴァンダルーの技量では難しいだろう。

				『じゃあダメっ！』

				「はーい」

				　恐らく生前、「子供が小さい内は火傷を負わないように気を付けよう」と強く意識していたせいだろう。それが死後、霊になった事で暴走気味になっているのかもしれない。

				　ただ、一歳になったばかりのヴァンダルーの手足は短く、鍋を扱うと思わぬ怪我をする可能性があるのは確かであるため、ダルシアの主張も間違ってはいない。

				　結果、現在はウッドゴーレム化した薪に身体を擦り合わせさせて火種を作ってもらってお湯を沸かし、そこに骨人達が砕いたパンと千切った干し肉を投入して煮込んだ物が、ヴァンダルーの常食になっていた。

				　味は……まあタヌキやキツネのミートボールよりはマシ。

				「いいんだ。大人になったらたくさん稼いで、腕の良い料理人を雇って毎日美味しいご飯を食べるから。ええっと、それよりも今日の収穫は……」

				　まず、山賊達の武器。他の山賊団ではナイフを木の棒に括り付けた手製の槍や、棍棒、弓矢等品質が低い物ばかりだったが、流石この辺りでは最大規模の山賊団だ。全員良い武器を持っていた。

				　材質は普通の鉄だが、型に金属を流し込んで作った鋳物ではなくちゃんと職人が焼きを入れた物だ。その内幾つかは刃毀れしていたり骨猿達に砕かれていたりするが、抵抗の余地なく一撃で殺されたために無傷の武器も多い。

				　それは山賊達が着ていた皮鎧も同様で、修繕に修繕を重ねていた他の山賊団の物と比べればずっと上物だ。

				　きっと、武器商人の馬車でも前に襲った事があるのだろう。

				　後は馬車の中に在った財宝。ルディの荷物は全て渡したが、それでもかなりの量が三頭立ての馬車の中に詰まっていた。

				　まず現金が約五万アミッド。次に、詳しい価値は分からないがアクセサリー類が少々。色も綺麗な上物の生地が一山、上物らしいワインの樽が二つ。更にミルグ盾国では生産されていないため高級品になっている砂糖。

				　そして山賊達の予備の武器に、食料。

				　馬車本体も含めると、二十万アミッド以上の価値になるだろう。日本円に換算すると二千万と、大金ではあるが財宝という程では無いように感じるだろうが、エブベジア以外に町がないこの辺りでこれほど略奪したのは中々のものだと言えるだろう。

				　この場合山賊団の手際を褒めるのではなく、警備隊の不手際を責めるべきかもしれないが。

				「まあ、食料以外はあまり意味無いけど」

				　相変わらず現金は使う機会が無いし、生地は頑張って服作りに挑戦した結果今着ているボロしか出来なかったし、山賊のお宝を活用しきれないヴァンダルーの現状は変わらなかった。

				　だが武器と鎧は骨人が使えるし、皮鎧をバラバラにすれば骨猿や骨熊の骨を守る防具に出来るだろう。

				　だが、幾らお宝があっても運搬手段が問題だ。馬は全てルディに渡してしまったので、残っているのは馬車の荷台のみ。骨熊達に引っ張らせるつもりだとしても、馬車の改造が必要になる。

				　しかし、ヴァンダルーには考えがあった。

				「さて、誰にしようかな」

				　ヴァンダルーが周囲の霊を見回して呟くと、死んだばかりの山賊以外では珍しく生前の姿形を保っている細身の中年男性の霊が進み出た。

				『どうか私に、このサムめにお任せください！　私は生前ある貴族の下で馬番と御者を兼任しておりました！　馬車の扱いなら誰にも負けません！』

				　生前馬車を扱っていたらしいサムの霊がまだ成仏せずに残っていた事は、ヴァンダルーにとって幸運だった。それに、魔力を供給されている訳でもないのに生前の形を保っているところを見ると、精神力も期待できそうだ。

				　ある意味、サムの霊こそが一番の収穫かも知れない。

				『ヴァンダルー様には、私と娘達の仇を討っていただきました！　奴らに、慰み者にされて殺された娘達の恨みをっ！　ご恩返しに娘達共々終生お仕え致します！』

				　多分、そう言うサムの後ろで佇んで頭を下げている二つの霊が、サムの娘達なのだろう。どちらも黒焦げになっていて体の輪郭が辛うじて女の物と分かるくらいなので、見分けがつかないが。

				　多分、慰み者にした時やり過ぎて商品にならなくしてしまったか、それともこの山賊団は奴隷商人と伝手が無かったか。そのどちらかが原因で殺されてしまったのだろう。

				　山賊団の霊を見つめると、震え上がったから多分それで正解だ。

				「じゃあ頼みました、サム」

				　山賊達の霊は使い潰そうと心に決めて、サムの霊を荷台だけの馬車に降ろす。

				「起きろっ」

				　そしてヴァンダルーが魔力を注ぎ込みながらそう命じると、ギシギシと音を立てて馬車の荷台が軋んだ。

				「……前進」

				　そして一言そう言うと、馬車は肝心の馬が居ないのに車輪がゆっくりと回転を始める。それを確認してヴァンダルーは満足げに頷いた。

				「サムのカース・キャリッジ化成功。これで移動の足は手に入った。じゃあ森に戻りながら、ゴブリンでも轢き殺させてレベリングしよう」

				　二日後、ルディから山賊団の情報を聞いた街道警備隊が山賊団のアジトに踏み込んだが、彼らが見たのは山賊の死体が埋められ盛り上がった土と、掘り起こしてそれを貪る獣やゴブリンだけだった。

				　馬車の車輪の跡が外に続いていたが、それは山賊同士の抗争を勝ち残った連中だと考えられ、特別な捜査が行われる事は無かった。

				　馬車の跡に、馬の蹄の跡が無かった事に警備隊長は首を傾げたが、態々報告書に残すような事は無かった。

				

				　　　　　　　

				

				　ベステロ準男爵は、この一年の間、上機嫌だった。

				　あの魔女を捕まえて処刑してから、良い事ばかりが続く。確かにあの後二月(ふたつき)ばかり高司祭達に森を占領されたり、三人ほど猟師が行方不明になったりしたが、そんな事は些細な事だった。

				　死体こそ確認していないがダンピール討伐を認められ、ミルグ盾国王より勲章を授与された。それにより周辺の領主からも一目置かれ、『ワインしか取り柄の無い田舎領主』という嘲りを掻き消した。

				　そして今年はワインの出来もその材料になるブドウの出来も良いし、ここ何年かの頭痛の種だった山賊による治安の悪化も、初夏の頃から収束している。

				　街道警備隊や子飼いの騎士どころか、冒険者の手柄でもないのが不満だが山賊問題は重大な問題だったため、たとえ抗争による同士討ちだったとしても、喜ぶべき事だった。

				　そして極めつけが、昇爵だ。

				　まだ正式に決まった訳ではないが、近々アミッド帝国の帝都に召喚を受ける事になるだろうと、内々に知らせが来た。

				　彼の曽祖父、初代ベステロ準男爵からの悲願だった男爵位。それが手に入る。

				　それを確信した今、たとえグラスの中身がワインではなく酢だとしても気持ち良く飲めるだろう。それほど浮かれていた。

				

				　　　　　　　

				

				　夏の蒸し暑い夜、エブベジアの外壁の外でうろつく影があった。

				「入れ、入れ、入れ」

				　無数の霊を引きつれたヴァンダルーは、その霊を一つ一つ外壁に宿らせていた。

				　もしその姿を見かけた者がいたとしても、ヴァンダルーが何をしているか全く分からなかっただろう。死属性魔術に適性があるか、霊媒師でもなければ魔物化してアンデッドになっていない霊の姿を人が見る事は出来ないのだから。

				　警備兵に気がつかれれば矢を射られたかもしれないが、彼らの仕事は外壁を越えて中に入ろうとする魔物や賊を防ぐ事で、夜間に外壁の外側に出る魔物や賊を退治する事ではない。彼らの警戒心は門とその周辺に限られていた。

				　明かりも持たずに外壁から離れた所を移動する幼児の姿に気が付く可能性は、限りなく低い。

				　若しくは、魔力感知スキルを持つ冒険者や歴戦の騎士なら気が付いたかもしれない。しかし、ヴァンダルー自身まだ気が付いていないが、死属性魔術に適性を持つヴァンダルーの魔力は他人から感知されにくいという性質を持つ。

				　そのため、レベル１やレベル２の魔力感知スキルでは目の前で魔術を行使されても気が付けない。

				　レベル３以上でも余程集中していなければ無理だが、そもそも近くに強い魔物が出現する魔境やダンジョンが無いエブベジアの冒険者ギルドでは、腕利きでもＤ級が精々なので魔力感知をレベル３以上で取得している者はいなかった。

				　そしてエブベジアの外壁を半周した辺りで、ヴァンダルーはふぅっと息を吐いた。

				「これで終わりか……二日かかったけど、準備は完了。後は一言言うだけで復讐も達成できる。

				　でも、明日の朝にしよう」

				

				　翌日、昨日までと何も変わらない朝日に照らされるエブベジアの人々は、誰も気が付いていなかった。

				　この日、エブベジアの名がミルグ盾国は勿論、アミッド帝国にまで鳴り響く運命の日だという事を。

				　ただし、『奇怪な事件が起きた町』として。

				「崩れろ」

				　ミシリと、これまでゴブリン等の魔物や危険な野生動物、そして山賊から町を守っていた、高さ五メートルの石の壁が音を立てた。

				　警備兵が訝しげな顔をしたその時、ボゴンっと音を立てて外壁が崩れた。

				『ウォォォォォォォン！』

				　外壁が崩れたかと思うと、次々に巨大な人型になって立ち上がり怨念を滾らせる悪霊の声のような咆哮を青空に轟かせた。

				　そして、ズンズンと音を立ててそのまま歩き去っていく。

				「な、何だっ!?　何が起こったんだ!?」

				「隊長！　外壁が、外壁がゴーレムになってしまいました！」

				「そんな事は見れば分かる！」

				　警備隊長が叫んでいる間も、彼らが守っていた門までゴーレムの一部と化してそのまま歩き去っていく。

				「ぼさっとしてないでゴーレムを止めろ！」

				「ですが隊長、暴れもしないでただ歩いていくだけですよ。町の方に行くなら兎も角、態々手出ししなくても……」

				　慌てる隊長に対して、部下は彼の命令に乗り気ではない様子だ。だがそれも当然だろう、誰が高さ五メートルの石材で組まれた巨人の前に出たいと思うのか。

				　そもそも、警備兵が持つ鉄の槍でストーンゴーレムをどうしろというのか。平警備兵達からすれば、隊長の正気を疑っても無理はないだろう。

				「馬鹿者！　あれは町の外壁だぞ！　あれが無くなったら今夜からどうやって町を守るつもりだ！」

				　しかし、平警備兵達もはっとするような、重大な問題があった。

				　外壁が無ければ夜に活発に活動する猪や狼、熊が町に入って作物や家畜を食い、更には人間を襲う。ゴブリンだって山賊だって入り放題だ。

				　警備隊の数は限られた数の門を守るのには十分でも、外壁の代わりに町の周囲を全て守るには不足過ぎる。

				　そんな重大な問題を認識しても、どうにもならない事もあった。

				「で、ですが……っ」

				　焦燥を滲ませる警備兵達だったが、事態が重大だからと言って彼らの実力がそれに比例して上がる訳ではない。

				　彼らは、町から離れていく外壁だったストーンゴーレムの後ろ姿を眺める事しか出来なかった。

				

				　外壁が突然ゴーレムになって歩き去っていく。その珍事にエブベジアの全ての人々は気が付いたが、咄嗟(とっさ)の事で対処できずにいた。

				　ベステロ準男爵は愕然と立ち尽くし、騎士と兵士達は狼狽し、冒険者ギルドでは緊急依頼を出そうと職員が大慌てで叫び、町の人々は唖然とした。

				　だが、それだけでは終わらなかった。

				「土が、土がゴーレムになったぞ！」

				「あれは俺の畑だっ！　俺のブドウ畑の土だっ！」

				「待てっ、俺の麦畑！　待ってくれ〜っ！」

				　畑の土が生えている作物や木ごと起き上がり、ゴーレムになると一足早く町から離れたストーンゴーレムを追って歩き出したのだ。

				　それに気が付いた農民達は、必死の形相で走り出した。

				　材質が土とはいえ自分より大きなゴーレムを止めようとはただの農民としては大した勇気だが、農民だからこそ、彼らはあのゴーレムをこのまま逃がす訳にはいかなかった。

				　ゴーレムが背中に生やした作物や木を取り戻す事以上に、ゴーレムの身体を作る土こそが彼らの命だ。

				　農業に重要なのは、土だ。作物を実らせるには、彼らが肥料をやり耕し、何年もかけて作って来た土が必要不可欠。

				　それが無くなってしまえば、一から土を作るところから始めなくてはならない。すぐに肥料が手に入る地球やオリジンなら兎も角、このラムダではより時間がかかるだろう。

				　葡萄畑を持つ農民は、それに合わせて木も育てなければならないのでより深刻だ。

				　そして畑だけではなく──。

				「うわっ！　領主さまの館が！　館が二階から崩れて次々にゴーレムになっていく!?」

				「冒険者ギルドもだ！　あそこには仲間が居るんだぞ！」

				　領主の館、冒険者ギルドの建物も、次々にゴーレムになって町の外に歩いていこうとする。

				　ゴーレム達の動きは鈍い。しかし、身体が大きいためそれに比例して歩幅も巨大だ。町の人間や騎士、冒険者はゴーレムの討伐に、瓦礫の回収にと追われる事になった。

				

				　その様子を、ヴァンダルーは清々しい気持ちで眺めていた。

				　外壁、畑、冒険者ギルドと領主の館。これらに雑多な霊を宿らせて待機させるのは大変だった。外壁だけでも二日かかり、畑や冒険者ギルド等はそれぞれが一日がかりの作業になった。

				　だが、始めるには一言言えばそれだけでよい。まるで苦労して作ったドミノが成功した時のような、実に爽快な復讐劇だ。

				「ほら、母さん。母さんを嗤った奴等が全員情けない顔で喚いているよ」

				　外壁や建造物がゴーレムになって動き出した時点で、エブベジアは死に体だ。ゴーレムを倒して建物だった残骸を取り戻しても、結局修理しなければならないのは変わらない。

				　残骸によっては使えない物も多いだろうし、何とか掻き集めてもそのまま元に戻せるのは畑の土くらいのものだろう。

				　これからエブベジアはあの高くて分厚い外壁を建て直さなければならない。そうしなければ、危険な魔物が存在するこのラムダでは、町の運営が出来ない。

				　勿論、立て直す間の警備も整えなければならない。警備兵の増援、冒険者への依頼、材料の発注に石工職人や労働者の手配、莫大な時間と、何より金がかかる。

				　ベステロ準男爵が館の立て直しを後回しにして、更に私財を擲っても賄えない程の金が。

				　当然ミルグ盾国の政府に泣き付くだろうし、それで昇爵も立ち消えだ。

				　更に、実はワイン蔵にもヴァンダルーは手を伸ばしていた。

				　蔵の中のワイン樽に、【腐敗】の魔術をかけてワインを全て腐らせた。更に、【殺菌】で蔵が保存している酵母を一匹残らず死滅させておいたのだ。

				　まだ誰も気が付いていないようだが、エブベジアの産業は既に抹殺されたも同然だ。これを立て直すには、冗談でもなんでもなく十年単位の時間がかかるだろう。

				『うん、母さんのためにありがとう、ヴァンダルー。大変だったでしょう？　この優しい復讐をするの』

				　ダルシアの霊は、莫大な魔力を持つ小さな息子を愛おしげに見つめた。この復讐の何処が優しいのかと、異論を唱える者は多いだろう。しかし、彼女の言う通りヴァンダルーの魔術と魔力量を考えれば優しいと言えなくも無いのだ。

				　外壁で作ったゴーレムを町の外ではなく内側に向かわせれば、それだけで町に大きなダメージを与えられたし、死傷者を大勢出せる。ここに領主の館や冒険者ギルドの建物から作ったゴーレムを加えれば、壊滅的な被害を出せるはずだ。

				　ゴルダン高司祭や〝五色の刃〟のハインツ達は、この町をとっくに去っているのだから。

				　他にも井戸水を【猛毒】の魔術で毒にするか、単純に【病】の魔術で疫病を流行らせるという手段もある。

				　やろうと思えば、エブベジアの人間を一人残らず殺す事だってできるのだ。

				　それをやらずに、外壁を崩すのも朝を待って行った事を指して優しいとダルシアは思ったのだ。

				「あいつらが俺にした事と同じ事をしただけだよ」

				　ヴァンダルーはダルシアの言葉を肯定も否定もしなかった。だが、町の人間に慈悲をかけたつもりはなかった。彼にとって、エブベジアに罪の無い人々は一人もいない。一人残らず、処刑されたダルシアを見世物にして嗤った罪人だ。

				　だから、同じ事をしてやった。

				「俺はこれから何年も、何十年もかけて母さんを取り戻す。母さんの霊に合う、新しい肉体を作るんだ。だから、この町の連中も何年も、何十年も頑張れば元の生活に戻れる程度で済ましただけだよ」

				　今回の件で、直接の死者は誰一人出ていない。出ないように、外壁や建物が途中で崩れないようゴーレムが動き出す順番にも気を配ったのだから、当然だ。

				　だから、取り返しのつく物しか壊れていない。

				『そうね、チャンスをあげたんだもの、やっぱりヴァンダルーは優しい子だわ』

				　考え方によっては、何十年も耐えなければ元に戻らない被害を与えたと言えるのだが……既に死属性魅了スキルの効果で魅了されているダルシアに、それを指摘する意思は無い。

				　ヴァンダルーは触れる事が出来ないダルシアの手に撫でられると、目を僅かに細めた。

				「じゃあ、そろそろ行こう。骨鳥、宜しく」

                			

	








			
				『グェェェェェ』

				　首を絞められた人の呻き声のような鳴き声を上げて、ファントムバードにランクアップした骨鳥が骨翼を広げる。

				　ダルシアの骨片を懐に仕舞い、骨鳥の左右の足をそれぞれ掴む。

				　青白く光る霊体に包まれた骨翼が羽ばたき、ヴァンダルーはカース・キャリッジで待つ骨人達の所に空を飛んで戻ったのだった。

				

				
				　名　前：ヴァンダルー

				　種　族：ダンピール（ダークエルフ）

				　年　齢：１歳

				　二つ名：無し

				　ジョブ：無し

				　レベル：１００

				　ジョブ履歴：無し

				・能力値

				　生命力：３４

				　魔　力：１００００１２４７

				　力　　：３２

				　敏　捷：７

				　体　力：３３

				　知　力：４５

				・パッシブスキル

				　【怪力：レベル１】【高速治癒：レベル２】【死属性魔術：レベル３】

				　【状態異常耐性：レベル３】【魔術耐性：レベル１】【闇視】

				　【精神汚染：レベル１０】【死属性魅了：レベル２】【詠唱破棄：レベル１】

				・アクティブスキル

				　【吸血：レベル３】【限界突破：レベル２】

				　【ゴーレム錬成：レベル３（ＵＰ！）】

				・呪い

				　【前世経験値持越し不能】

				　【既存ジョブ不能】

				　【経験値自力取得不能】

				

				

				　名　前：骨鳥

				　ランク：３

				　種　族：ファントムバード

				　レベル：１７

				・パッシブスキル

				　【闇視】【霊体：レベル１（ＮＥＷ！）】【怪力：レベル１（ＮＥＷ！）】

				・アクティブスキル

				　【忍び足：レベル１（ＮＥＷ！）】【高速飛行：レベル１（ＮＥＷ！）】

				

                                			

	








			
				　謎の外壁ゴーレム化事件でエブベジアが青色吐息で復興のための大型公共工事に精を出し、冒険者ギルドでは町の警備をＥ級冒険者の人海戦術で回し、盾国政府が高名な魔術師や冒険者に指名依頼を出して事件の捜査を進めようとする中、真犯人は馬車の旅を楽しんでいた。

				　荷台でクッション代わりに敷いた獣の皮の上で、虫の鳴き声を聞きながらそろそろ秋かなんて呟く。

				「そういえば、旅って初めてだ」

				　正確に言えば、地球では修学旅行に行ったが途中でフェリーが爆破されて溺死したので、ノーカンだ。それに、いまいち楽しくなかったのを覚えている。

				　旅と言えば──。

				「日常生活とは違う空間、新しい体験、珍しい風景、美味しい食べ物、家族や友人との語らい。……いや、それは旅じゃなくて旅行か」

				『旅と旅行って、何処が違うの？』

				「行楽が目的なのが旅行、そうじゃないのが旅」

				　地球の辞書には、別の事が載っているだろう。

				『そうだったんだ。ヴァンダルーはお母さんより物知りだね』

				　うふふと嬉しそうなダルシア。このやり取りだけを聞いたら、楽しげな母子の旅の一ページかもしれない。

				　しかし母は仄かに光る霊体に惨たらしい拷問の痕が残る、ダークエルフの霊。

				　そして子は真っ暗な荷台で真紅と紫紺の瞳を輝かせる、霊よりも存在感が薄い一歳のダンピール。

				　二人が乗る馬車は引く馬も御者も無く車輪を回す、ランク２のアンデッドモンスター、カース・キャリッジ。

				　上空を旋回しながら警戒するのは、骨だけに成った身体を青白く輝く霊体で包んだランク３のファントム・バード。

				　そして馬車の前後左右で護衛しているのは、何れもランク３のスケルトンウォーリアー、熊と大猿と狼のボーンビースト。

				　そんな集団が深夜に進む光景は、どう見ても魔物の行進であり、小規模だが百鬼夜行であった。

				　近くに冒険者が居たら切りかかるか逃げるかのどちらかしかしないだろう。

				「そろそろ寝ようかな……空が白み始める前に、適当な所に隠れてね」

				　それが分かっているので、ヴァンダルー達は夜間に街道を移動していた。

				　アミッド帝国と数百年もの間戦争を繰り返しているオルバウム選王国を目指して。

				　当初はダルシアが生きていた時のように、彼女が生まれ育ったダークエルフの里に行く予定だったが、それはダルシア本人に止められてしまった。

				『母さんの生まれ故郷には、行かない方が良いかも。私が死んでしまったから、ヴァンダルーが私の子供だって証明できないし、今の私の言葉を皆が信じてくれるか分からないの』

				　ヴァンダルーの肌の色は死人のように白い。耳は尖っているが、肌の色のせいで片親がダークエルフには見えないのだ。

				　ダルシアによると、このラムダでもエルフとダークエルフの仲はあまり良好ではないらしい。中にはダークエルフに友好的なエルフの部族もいるそうだがそれは少数派で、多くのエルフは『ヴィダによって生まれた穢れたエルフ』として嫌っているそうだ。

				　そして自分達を嫌っている連中にダークエルフがどんな感情を持つかと言えば、考えるまでもないだろう。

				　ダルシア本人が居ればダークエルフ達も信じただろうが、残念ながら死んでいる。霊としては存在しているが、その霊の姿を見る事が出来るのはヴァンダルーを除けば霊媒師等希少なジョブに就いている者だけだ。

				『それに、お父さんの事を許してくれるか分からないのよ。お父さんは、邪神を信仰していた吸血鬼の従属種だったから』

				　ダークエルフは女神ヴィダによって生み出された種族なので、その多くはヴィダと精霊を信仰して暮らしている。同じくヴィダが生み出した新種族達と交流しながら。

				　なので、当然吸血鬼とダンピールにも友好的なのだが、それはアルダや邪神悪神の類以外の神々を信じる者にはという前提が付く。

				　ラミアやスキュラ等魔物を片親に持つ新種族も存在するが、魔物は当時からテイマーが従魔にする等すれば共存できる存在だったので問題視されない。しかし、魔王の眷属だった邪神や悪神は現在進行形で敵だ。それを信仰する者は、たとえヴィダによって生み出された種族でも裏切り者という事だ。

				「……世知辛い世の中だね、母さん」

				『うん、だからオルバウム選王国に向かうのが良いと思うのよ』

				　オルバウム選王国は、このバーンガイア大陸をアミッド帝国と二分する大国である。

				　バーンガイア大陸は『ザンタークの戦鎚』と評される形、つまりＴの字型をしている。その内、戦鎚の柄の部分は堕ちた勇者ザッカートが二度目の最期を迎えた場所とされ、高い山脈と無数の魔境によってその殆どが冒険者でも足を踏み入れた事のない、人跡未踏の地と化している。

				　対して鎚の部分は西をアミッド帝国、東をオルバウム選王国に別れて何百年もお互いに大陸統一を巡って争っていた。

				　これから向かうオルバウム選王国は、五百年前台頭するアミッド帝国に対抗する為に当時まだ中小の国の集まりだった東部の国々が組んだ同盟から生まれた国だ。

				　ただ元は複数の国の集まりだったので、それを纏(まと)めるために選王制という選挙制度を作り、王国に加盟した国の王族を公爵としその中から国王を決めるようになった。

				　国王の任期は十年で、再任は一回まで可能。尤も、殆どの場合再任されるので、実際の任期は二十年という事になる。

				　そのため選挙で選ばれた国王の性格や方針によって政治が変わるが、敵国であるアミッド帝国の国教である法命神アルダの力は弱いはずだ。

				『公爵の中には獣人や巨人種の人もいるそうだから、ダンピールのヴァンダルーでもきっと大丈夫よ』

				　ダルシアもオルバウム選王国に行った事が無いので確かな事は言えないが、王候補の公爵に獣人や巨人種が居るのだから、ヴィダの種族の扱いがアミッド帝国と違うのは確実だろう。

				　それでオルバウム選王国に向かっているのだが、真っ直ぐ最短コースという訳ではなかった。タイミング悪くもうすぐアミッド帝国とオルバウム選王国の戦争が近いらしいという情報が入ったのだ。

				『うへへ、これは秘密なんですけどねぇ、特別な国家機密情報なんですけどねぇ〜』

				　と、死んでから数か月たって良い感じに壊れてきたアミッド帝国の密偵の霊が教えてくれた。

				　正直信用して良いかヴァンダルーも迷ったが、信用しないでミルグ盾国とオルバウム選王国の国境まで行ったら戦争が始まっていましたでは堪らない。当然警備は厳しいだろうし、それを掻い潜って密出国出来ても密入国できるか分からない。

				　精神が高ぶっている兵士に敵の密偵ではないと証明するのは骨だ。そもそも兵士から見たら自分達一行はアンデッドの小集団だ。一目でそれと分かるモンスターテイマーは居ないし、「とりあえず話を聞こう」ではなく、「とりあえず討伐しよう」という対応を取られる事は間違いない。

				「運が良ければ俺は保護してもらえるだろうけど、せっかく育てた骨人達が破壊されるのは嫌だし、母さんも見つかったら何をされるか分からない」

				　ヴァンダルー自身は一歳二か月の子供なので、遠くから馬車ごと攻撃魔術で吹き飛ばされたりしなければ保護してもらえるだろうが、アンデッド達は無理だろう。

				　ダルシアの場合は霊媒師ジョブの兵士なんていないだろうから見つかる事はないだろうが、宿っている遺骨を取り上げられて葬られたら、今度こそ消滅してしまうかもしれない。

				　そういう訳でオルバウム選王国の国境に最も近いミルグ盾国北東部ではなく、大陸南部の山脈や魔境と接している南東部に向かっていた。

				「山脈や魔境を越えるのは大変だろうけど、人間の目を掻い潜るよりはマシ」

				　地球でもよく在った。一番怖いのは、生きている人間だという話が。きっと今の自分が置かれている状況もそうだろう。

				　因みに、今までヴァンダルーがゴーレムやゾンビ系の魔物を育てようとしなかったのも、この旅を見据えていたからだ。

				　ゴーレムは動きが鈍いし、それをカバーするために大きく作ると夜間でも目立つ。ゾンビもやはり同様に動きが鈍いからだ。地球の映画では陸上選手並みのダッシュ力を持つゾンビもいたが、フィクションをリアルに求めてはいけない。そう、この世界はファンタジーだが同時にリアルなのだ。

				　それに、ゾンビの場合山賊やオルビーの死体を材料にする事になるが、四六時中見ていたい顔じゃないという切実な理由もあった。

				　そんな訳でヴァンダルーの一行は骨だらけなのだ。

				

				　ヴァンダルー達の旅は、昼間動けない事を除けば順調に進んだ。

				　日の在る内は街道を外れた森の中などに潜み、暗くなってから移動する。夜に野営している行商人や冒険者の一団が居た時は、夜でも街道を外れて進み、街道警備隊の詰所や砦があった場合もやはり街道を外れて進み……。

				　順調に進んでも普通の旅人の半分以下のペースだったが、それは仕方のない事だ。

				「早く堂々と街道を旅できる身分に成りたい」

				　何も悪い事はしていない（復讐は除く）のに、理不尽な世の中だ。

				　街道を外れると獣や魔物、山賊の襲撃が心配だが、それも少なかった。

				　獣や山賊は馬車を守る骨人や骨猿の姿を遠目に見たら、それだけで近づかないからだ。

				　野生の狼や熊などの獣は本能的に、明らかに自分より弱い場合を除いて魔物を恐れる。山賊だって同様だ。彼らが狙うのは商人や旅人であって、魔物ではない。

				　勿論魔物を倒せば素材や、ランクによっては魔石が手に入るので収入を期待できる。しかし、そもそも魔物に勝てる腕があるなら山賊ではなくて冒険者になって稼いでいる。

				　そして骨人達と同じ魔物の場合だが、アンデッド、それも骨だけしかないスケルトン系のアンデッドを好んで襲う魔物はほぼ存在しない。

				　魔物が他の魔物を襲う理由はまず捕食するためだが、スケルトンには食べる所が無いからだ。

				　他にも縄張り争いや自衛のため等の理由も存在するが、ヴァンダルー達が自分の生息域や縄張りの奥まで入って来ないので様子見ぐらいで済んでしまう。

				「ぎぎゃぁぁぁ！」

				　まあ、時折判断力の低い魔物が突撃をかまして来るのだが。

				　骨狼は虫の息で痙攣しているゴブリンを、ぽいっと馬車の車輪の前に放り出す。

				　するとボキバキと音を立てて、ゴブリンが潰されていった。

				「最近、ゴブリン程度じゃレベルが上がらなくなって来たな」

				　ヴァンダルーもすぐにゴブリンの事は忘れて、そのまま放置だ。討伐証明の右耳は勿論、魔石を探しもしない。

				　ダルシアに聞いたところ、ランク１の魔物から魔石が見つかる可能性は一〇〇分の一らしいので、ある程度上級の冒険者はゴブリンを倒しても放置する事が多いらしい。なので、どうせ換金の当ても無いので先達に倣う事にする。

				　それよりも関心があるのは、アンデッド達のレベルの上がり難さだ。

				　ランク１の時はゴブリン一匹をみんなで殺しただけでレベルが上がったが、今では一人で何匹殺しても１レベルも上がらない。

				　ランク２の馬車はまだゴブリンを何匹か轢き殺せば上がるが、ランク３の骨狼達は全く上がらない。

				「やっぱり山賊じゃないとダメかな？　山脈越えの前に馬車もランク３ぐらいになって欲しいんだけど」

				『ヴァンダルー、普通の人達の間ではランク３って結構強いのよ？　ランク２でも普通の人は何人も集まって、やっと一匹追い払えるぐらいなんだから』

				　ランク３だと、普通の人が何人集まっても一方的に蹂躙されるだけという脅威度だ。少なくとも一般市民の中でのケンカ自慢や、腕っぷしが強いという程度のエブベジアの警備兵レベルではどうしようもない。

				「でも母さん、これから行く通る所に普通の人なんて居ないだろうし、現状俺自身が強くなれないのでその分皆に強くなって欲しいと思うんだ」

				『それもそうだね〜、でもヴァンダルーならすぐゴーレムを作れるし、大丈夫よ』

				　この母親、死後も結構楽天家である。

				

				　　　　　　　

				

				　アミッド帝国は遥か昔、神々に導かれてこの世界に現れた勇者ベルウッドの子孫から始まった。

				　勇者ベルウッドは魔王率いる魔物の軍勢に劣勢を強いられていた人々の先頭に立ち、果敢に戦った。この世界に降り立って十日でドラゴンを討伐して囚われていた姫君、後の第一夫人を救出。

				　一月で巨人の軍勢を後の第二婦人となる女戦士と共に退け、半年で魔王が差し向けた暗黒騎士団と後の第三夫人である高司祭を守りながら戦って勝ち──最終的には十年で後の堕ちた勇者ザッカート達を喪いつつも、魔王を倒してこの世界に平和を齎(もたら)し、他の生き残った勇者と協力しその知恵で復興を助けたと言われる。

				　勇者の知恵の多くは失伝してしまったが、残った物が世界で使われる共通の文字、ひらがなやカタカナ、漢字等であり、そしてアミッド帝国の前身である復興の村、アミッドである。

				　そして何万年も経った後現れた、アミッド帝国の偉大なる初代皇帝バルシュミットこそがベルウッドの直系の子孫なのだ。

				

				「嘘臭い上に不愉快」

				　ヴァンダルーは山賊達の略奪品の中に紛れ込んでいた本を閉じると、乱暴に投げた。

				　活版印刷の技術も無いラムダでは、本は全て写本で作っている。そのためかなりの高級品だ。

				　しかし、アミッド帝国の始祖である勇者ベルウッドと、初代皇帝バルシュミットの活躍について書かれた物語に、ヴァンダルーは銅貨一枚分の価値も見いだせなかった。

				　まず、全体的に嘘くさい。

				　アミッド帝国の初代皇帝が勇者の子孫って、何の証拠があるのか全く不明だ。約十万年前の先祖の事が分かるはずもないだろう。その辺りをこの本では運命とか予知夢とか、勇者の幻影が現れて話しかけてきたとか、そんな演出で誤魔化している。

				　次に、羨ましすぎるから不愉快だ。

				　勇者ベルウッド……多分、日本では鈴木と呼ばれていた人だろう。その人はラムダに来た途端チート能力だか何かを発揮して、十日でドラゴンを倒して竜殺しの英雄になると同時にお姫様を救出。その後も一か月、半年と武勲と出会いを重ねて、十年で大英雄だ。

				　それに対して自分はどうだろうか？　そうヴァンダルーは思わずにはいられない。

				　生後一年と三か月。話した異性は母さんだけ。十年経っても大英雄に成れるとは思えない。

				　勿論勇者鈴木には鈴木なりの苦労と苦悩があっただろうし、そもそも命がけの戦いを生き残っている。しかし、神から加護を貰えるのと加護の代わりに呪いを受けるのとでは、ここまで差があるのだと思い知らされずにはいられない。

				「これも全てロドコルテが悪い」

				『そうね、ロドコルテって神様のせいよね。でも母さんは少しだけ感謝しているのよ。その神様が、ヴァンダルーを私の子供にしてくれたんだもの』

				「母さん……」

				　ささくれ立った心が癒されていく。確かに、ダルシアが母親だった事だけはロドコルテに感謝しても良いかもしれないと、ヴァンダルーは思い直した。

				　ただ、ロドコルテの呪いが無ければオリジンで二度目の死を迎える前と同じ水準で死属性魔術が使えていた。数え切れないほどのゴーレムを自在に使役し、数多の霊を操り、湖を全て猛毒に変える事も、猛毒を清水に浄化する事も自由自在。もしそうだったら、ダルシアを殺されずに済んだのではないか。そう思うとその感謝も消し飛ぶのだが。

				　そんな事を考えていた矢先、人目を避けて間道を進んでいた馬車が不意に止まった。

				「何だろう？」

				　敵に囲まれたとか、強力な魔物が目の前にいるとか、そういった非常事態で無いのは【危険感知：死】の魔術で分かる。あの魔術は毒茸や毒草だけではなく、魔物や人間が発する殺気も感知できるからだ。

				　なので、危険な状態ではないはずだが……っと、荷台から顔を出すとそこには地下に通じる門があった。

				「門？　山賊が使っていたアジト……にしては、しっかり作られているような？　何かの遺跡かな？」

				　首を傾げるヴァンダルーに、門の正体を教えてくれたのはサムだった。

				『ご主人様、これはダンジョンではないでしょうか』

				「ダンジョン？」

				『はい、ダンジョンです』

				　荷台に宿っているため姿は見えないが、サムの声はしっかりとヴァンダルーに聞こえていた。

				　ダンジョン。元は魔王が配下の魔物達を短期間で数を増やし個体としての力も強化するために作り上げた、特殊な飼育施設であり、後に時と術の魔神リクレントの秘術によって、人間達が修業や物資の調達に使えるようにされた物だ。

				　基本的に発生原理は特定の場所が長期間一定量の魔力によって汚染されると、一定の確率で発生する。形状や規模、危険度はダンジョンごとに千差万別であり、法則性は最初のダンジョンが発生して以来十万年近くが過ぎた今でも発見されていない。

				　普通の洞窟と見分けがつかない形状で、ゴブリンのような弱い魔物ばかりしか出ない地下一階で終わりのダンジョンもあれば、砦のような形状でＡ級冒険者でも苦戦するような上級モンスターがうようよしている、一〇〇階以上の広大なダンジョンも存在する。

				　そして、土地が魔力で汚染される事が発生条件であるためダンジョンの殆どが魔境に存在するのだが……。

				「ここ、魔境だったっけ？」

				『多分、違うわね。魔境だったらもっと沢山の魔物が出て来るはずだし。多分、珍しい魔境以外の場所に出来たダンジョンなのよ』

				　ダルシアの言うように、普通の森や草原にダンジョンが出現するケースが極稀に発生する。ただ、その場合はダンジョンの危険度はかなり低い物になるらしい。

				　しかし、あまり放置しておくとダンジョン内で増えた魔物が外に溢れだして、結局周囲が魔境と変わらない環境になってしまうらしい。

				　ラムダにはそれが何度も繰り返されて、大陸全土と周辺の海域が魔境になってしまった魔境大陸が存在しているそうだ。

				「じゃあ、この中にはそれほど強くない魔物がいっぱいいると。門の前まで草が茂っているところを見ると、冒険者も暫く入っていないようだし……よし、寄って行こう」

				　ダンジョン。ファンタジーな響きと冒険の予感に、ヴァンダルーはワクワクしていた。

				　まあ、実際に冒険するのも魔物と戦うのも骨人達なのだが。

				　仕方ないじゃないか、まだ一歳三か月なのだから。

				

				　ヴァンダルーが初めてのダンジョンに入ろうとしていたその頃、テロウの町の冒険者ギルドではギルドマスターのデガンが三人の冒険者の睨みあいを困り顔で見つめていた。

				　その三人の男女は、それぞれがテロウの町ではそれなりに名の知れた冒険者パーティーのリーダーだ。

				　Ｄ級冒険者パーティー〝風追い〟のリーダー、カッシュ。同じく〝鋼の翼〟のリーダー、バーン。同じく〝白い星〟のリーダー、ミランダ。

				　ミルグ盾国全体で見れば無名と言っても差支えが無いし、実力の方もＤ級の域を出ない程度でしかない。しかし、近くに魔境の無いただの中小商業都市のテロウでは、トップクラスの冒険者だ。

				　実際、彼らの活躍で山賊団を何度も撃退し、コボルトの大発生を乗り切った。テロウの町では英雄と言っても良い者達だ。

				　そんな彼らが合同ではぐれオーガの討伐依頼を受けて町に近い森を探索していたのだが、その帰りにダンジョンを発見した。

				　まだここに居るメンバーと町の領主とその側近しか知らないが、重大事件と町が発展する大チャンスが一度に起きたと、デガンは舞い上がった。

				　確かにダンジョンは危険だ。放置すれば魔物が内部から湧き出て、町に押し寄せるかもしれない。

				　しかし、定期的に冒険者が内部を探索して魔物を間引けば金の卵を無限に生む鶏だ。魔物が無数に湧いて出るという事は、その魔物から出る素材も無数に取れるという事で、更にダンジョンでだけ取れる貴重な植物や鉱石、更にダンジョン内に出現する宝箱から高価なマジックアイテムが手に入る事もある。

				　そしてそのダンジョンを目当てに冒険者が町に集まり、その冒険者が落す金を目当てに商人が集まり、そして町が発展する。

				　このように、ダンジョンは攻略さえできればリスクよりリターンが大きい、資源なのだ。

				　尤も、素材が殆ど取れないゴブリン等の外れ魔物ばかり出る上、宝箱の中身も貧相な、存在するだけで厄介なダンジョンという物もラムダには幾つかあるが。

				　そうした外れなのか、それとも当たりなのか。そして何より危険度を調べるためにまず冒険者を派遣しなければならないのだが、ダンジョンの発見者がその権利を得るのが暗黙の了解となっている。

				　勿論猟師等の冒険者以外の者が発見した場合や、冒険者でも実力に自信が無い者の場合はギルドを通して他の冒険者パーティー等に初探索の権利を買い取ってもらう事が出来る。

				　一度に複数の冒険者パーティーが発見した場合も金銭などで譲り合うか、いっそ合同で初探索に挑む事が多い。

				「俺達〝風追い〟がダンジョンを探索させてもらう！」

				「何を言ってる！　俺達〝鋼の翼〟こそが適任だ！」

				「私達〝白い星〟に任せて、あんた達はゴブリンの耳でも集めてなさい！」

				　しかし、彼らが譲り合いの精神を発揮する、若しくは硬い絆で団結する事は期待できないようだ。

				「困った。元から競い合う関係ではあったが……」

				　この三つのパーティーは、以前から町一番の冒険者パーティーの称号を奪い合っていた。ただ、冒険者としての倫理観はしっかりと持ち合わせていたため、コボルトの大発生など町の危機に対しては協力し合っていただけに過ぎない。

				　発見されたダンジョンは、今のところ魔物が外に出ている形跡も無かったので急いで探索しなければならないという訳ではない。それに、魔境以外の場所で出来るダンジョンは総じて危険度が低く規模も小さくなりやすい。

				　なので、別に協力せずに自分達だけで挑戦しても問題無い。

				　それどころか初探索を成功させればギルドからも高く評価されるので、上手くすればＣ級にランクアップできるかもしれない。他の二つのパーティーから抜きんでるチャンスだ。

				「俺達〝風追い〟には罠の解除が得意なメンバーがいる！　お前らのパーティーの盗賊は、気配を消して斥候するのが精々じゃないかっ、とてもダンジョンの探索は務まらないな」

				「何だとカッシュ!?　貴様のパーティーには治癒術師が居ないじゃないか、ポーションだけに頼ってダンジョンに潜るのは危険すぎる！　その点俺達〝鋼の翼〟は怪我も毒も病気もたちどころに治せる治癒術師が二人もいるぞ！」

				「何言ってんのよ、要はバランスが悪いだけじゃない！　言っておくけど私達〝白い星〟は、アタッカーと盾職が一人ずつ、弓術師に盗賊に、更に治癒術師に攻撃魔術師が揃ったパーフェクトバランスパーティーなのよ。私達にこそ、初探索を任せるべきよ！」

				　今にも殴り合いを始めそうな権幕の三人に、ギルドマスターのデガンは眉間の皺を押さえた。

				「君達……この話し合い、もう三日目なんだけど」

				　いっそ、殴り合いを始めてもらった方が早く結論が出るのではないだろうか。デガンはその甘美な誘惑を振り払うのに忙しかった。

				

				　　　　　　　

				

				　私はサムと申します。以前は、ある貴族様の下で馬番と御者をしておりました。

				　貴族の使用人とは平民の方々（まあ、私も平民ですが）が思う程、裕福な暮らしをしている訳ではございません。ですが、使用人として恥ずかしくない格好をさせなければ主人の格が問われますので、きちんとした制服を支給して頂け、日々の食事も保障されております。

				　そういった点では、確かに恵まれておりました。

				　特に私は屋敷でメイドをしていた妻と出会い、当時の主人の勧めもあって結ばれ、娘を二人授かりました。

				　上の娘のサリアは淑やかで、下のリタは元気で明るい娘に育ちました。

				　そして娘達も同じ貴族家に使用人として仕える事になり、あの頃は本当に幸せでした。

				　ですが、ある冬に妻が流行病にかかり、数日で逝ってしまいました。その悲しみから立ち直る時間も無く、今度は当時の主人が階段を踏み外してお亡くなりになり、代替わりとなりました。

				　新しくその貴族家を継いだ方は先代と確執があり、我々使用人も一新すると宣言され、私と娘達は解雇されてしまったのです。

				　生まれてこの方馬の世話と御者しかした事のない私は、大きな町でなら乗合馬車の御者をして生活できるのではないかと、思い切って新天地を目指す事と致しました。

				　娘達も、都市部なら良い縁談や就職先があるだろうと。

				　しかしその旅の途中で私達は山賊団に襲われ、娘達は私の前であの獣共に辱められ、そして私共々殺されてしまいました。遺体は獣や魔物を呼び寄せないようにと燃やされ、打ち捨てられました。それが余程辛かったのでしょう、サリアとリタの姿は今も焼かれた時のままです。

				　私達は当然山賊団を恨みました。地上に留まり、奴らの破滅をこの目で見るまではと。もし周囲に魔境があれば、その魔力で悪霊と化していたかもしれません。

				　しかし現実ではただただ奴らを憎むだけで、何もできない日々が続いていました。

				　そんなある日、今のご主人様であるヴァンダルー様とその配下の方々が奴らのアジトを襲撃し、皆殺しにしてくださったのです。

				　そして今では私自身もご主人様の配下に加わる事となりました。まさか死後に新しい、第二の人生が始まるとは分からないものです。

				　そしてただの馬番兼御者だった私が今、ダンジョンの中にいるというのも驚きです。

				『ご主人様、ダンジョンの中では外よりも強力な魔物が数多く出現すると聞いております。もし危ないと思いましたら、すぐに私にお申しつけください』

				　私の新しい身体は、山賊団が奪った馬車の荷台です。ただ、三頭立てで広く頑丈な事だけが取り柄で、幌が付いている以外荷馬車と変わりません。

				　ですが私が憑りついて直接動かしているため、馬車なのに後ろに真っ直ぐ下がる事が出来ます。なのですぐ逃げる事が出来るのです。

				「わかった。ところで前から思っている事だけど……ご主人様ってどうにかなりませんか？」

				　主人のヴァンダルー様は荷台から空の御者台に話しかけますが、どうにかとはどういう事でしょうか？

				『お坊ちゃんの方が宜しいですか？』

				　確かに、ご主人様はまだ一歳と三か月なのでこの方が似合うかもしれません。

				「いや、そうじゃなくて……」

				『ヴァンダルーは照れているのよ。サムさんみたいに話しかけてくれる霊は少ないから』

				『なるほど、そうでしたか』

				　ヴァンダルー様のお母上、ダルシア様の言う通りヴァンダルー様の配下は私以外言葉を発しません。これは愛想や礼儀の問題ではなく、単純に話せないのです。

				　骨人や骨猿達は人ではなく小動物の霊なので、大まかな感情を伝える事はあっても言葉は話せません。

				「ギャァァァァ！」

				　他にもヴァンダルー様以外には見えませんが、私の娘達のように無数の霊を引きつれています。ですが、ヴァンダルー様から話しかければ答える事もありますが、自分から話しかけるような事は出来ません。

				　霊になると一つの感情に支配されやすく、何かなければ延々同じ行動を繰り返しているものだからです。私の娘達も、例外ではありません。

				「ゲヒィィィィ！」

				『ですが、私は坊ちゃんの従魔でございますから、敬うのは当然かと。それに……私が骨人達のように振る舞っても、嬉しくないでしょう？』

				　骨人の見かけは動く人骨です。ですが、その中身は実は小動物の霊ですから暇なときは坊ちゃんに撫でてと甘える時もあります。

				「ギギャガガガガ！」

				　坊ちゃんは霊が見えるので違和感を全く覚えていないようですが、私の場合それが問題になります。

				『髪の薄い四十代の中年男の私が、坊ちゃん撫でて♪　等とせがむのは大変躊躇いを覚える次第でして』

				「あー……確かに。じゃあ、坊ちゃんで良いです」

				　微妙に不満そうではありますが、納得していただけました。

				「グゲェェェェ！」

				　因みに、先程から上がっている聞き苦しい断末魔の悲鳴は、私が轢き潰しているゴブリンソルジャーのものです。

				　ゴブリンソルジャーはランク２の魔物で、ゴブリンが知能をやや発達させ武器の扱いを覚えた魔物です。

				　ランク１のゴブリンも棍棒ぐらいは持っている者もいますが、あれは適当な木の枝を振り回しているだけで棍術とはとても言えないものです。

				　もしゴブリンが幸運にも剣や槍を手に入れたとしても、木の枝と同じように振り回す事しか出来ないでしょう。

				　ゴブリンソルジャーは剣なら剣の、槍なら槍の、棍棒なら棍棒の使い方が出来るゴブリンです。ただしその技量は素人に毛が生えた程度で、一対一なら経験を積んでスキルを習得した冒険者や兵士ならまず勝てる程度だそうですが。

				　ただし見た目が普通のゴブリンとほぼ変わらないので、油断して追い払おうとした農夫や猟師が痛い目を見る事が時折あるそうです。

				　そんなゴブリンソルジャーですが、既にランク３のスケルトンソルジャーやボーンビースト、ファントムバードに達している骨人や骨狼、骨鳥の敵ではありません。

				　現れる度に剣で頭を叩き割られ、牙に切り裂かれ、射出された霊体の羽に撃たれて、次々に倒れていきます。

				　そしてその中でまだ微かに息がある者を、骨人達が私の車輪の前に放るのです。お蔭で私でも経験値を得る事が出来るという訳です。

				「げぎっ、ギギギギギゲェ！」

				　ミシミシと内臓を押し潰し、ボギバギと骨を車輪で踏み砕くこの感触。なんと──素晴らしい。

				『恥ずかしながら、癖になりそうです』

				「癖にはならないで欲しいな、人身事故が多発するのは困るし。あ、でも山賊は轢いていいよ」

				『ありがとうございます』

				　山賊共を私の車輪で轢き潰す。その光景を思い浮かべるだけで、胸が躍りますな。

				　因みに、馬車の後方は骨猿と骨熊が守っており、私が轢き潰したゴブリンの死体に魔石が発生していないか抜け目なく調べております。ランク２だと五匹に一匹は魔石を出すそうですので。

				『しかし、まだ一階だというのにゴブリンソルジャーやゴブリンアーチャーが出て来るとは、中々危険なダンジョンですな』

				　因みに、ゴブリンアーチャーはソルジャーが近接武器の代わりに弓矢の扱いを覚えた魔物で、ランクは同じく２です。

				「……危険には思えないけど」

				『そりゃあ、骨人達が出て来た端から倒しているからそう見えるけど、ダンジョンに入ったばっかりなのに十匹以上の魔物と遭遇するのは、そう無いのよ。まあ、私もダンジョンに潜るのはこれが初めてなんだけど』

				　ダルシア様は生前冒険者だったそうですが、基本的にソロで活動されていたそうでダンジョン攻略の経験は無いそうです。

				『魔物の数に関しては、このダンジョンの攻略を冒険者があまりやってないからかもしれないけど』

				『そんな事があるのですか？』

				『偶にね。冒険者が戦争に傭兵として大量に雇われたり、大規模な緊急依頼で人手が足りなくなったり、後はダンジョンに旨味が無くて攻略に消極的な冒険者ばかりの時とか』

				「まあ、出て来る魔物がゴブリンだけなら、苦労する甲斐も無いだろうし。人は利益が無いと動かない生き物だから」

				『坊ちゃんは賢いですね、とても一歳児には見えませんので他人の前ではご注意ください』

				『その通りだけど、相変わらず大人びた言葉ばっかり。前世もその前も大人になれなかったって言っていたのに、誰が教えたのかしら。あ、そろそろ今日は限界のようだから後はサムさんよろしくね。お休み、ヴァンダルー』

				『畏まりました』

				「お休み、母さん」

				　ダルシア様が宿っている遺骨の中で眠りについた後も、ダンジョンの探索は続きました。

				　ですが、特に激闘が繰り広げられるといった波乱の無い、順調すぎる探索でした。

				　地下一階は壁や床が石で作られた遺跡風の内装で、出て来たのはゴブリンソルジャーやアーチャーだけでした。数は合計で数十匹と多かったですが、被害は骨人の剣が刃毀れしたぐらいです。

				　収穫はランク２の魔石が六つ程。

				　地下二階は自然の洞窟風になっていて、地下一階は仄かに天井が光っていたのですが、真っ暗になっていました。

				　普通の冒険者パーティーなら松明やランタン、【灯】の魔術を使ったでしょうが我々は坊ちゃんを含めて【闇視】スキル持ちばかりです。中途半端な照明よりも、闇の方が鮮明に見えるぐらいなので逆に快適に進めます。

				　出現する魔物はジャイアントバットやジャイアントモール、ジャイアントワーム、ジャイアントスパイダー等、体長一メートル以上に巨大化した動物や虫系の魔物が増え、代わりにゴブリンは出なくなりました。巨大蜘蛛以外はランク１で、ランク２の巨大蜘蛛も巣にかからなければ楽に倒せる魔物であるため、やはり苦戦しませんでした。

				　その代わり採れる素材も無く、食用には特に適さない魔物ばかりでしたが。

				　収穫は巨大蜘蛛の魔石が一個手に入った程度でした。

				　そして下りた地下三階は、何と湿地帯になっていました。坊ちゃんと驚いて呆然としていても、風景も水と泥の臭いも消えません。空を見上げると、太陽の様な光まである始末。

				　ここは本当に地下なのかと驚いていると、目を覚ましたダルシア様に「ダンジョンっていうのはそういう物らしいわよ」と教えて頂きました。

				　そういう事ならそうなのでしょうと私は思いましたが、坊ちゃんは暫く首を傾げていました。

				　それは兎も角、三階で出て来た魔物はジャイアントスラッグ、ビッグフロッグ、ジャイアントリーチ、ジャイアントリザード等のランク１の湿地帯に出る虫や動物系の物ばかりで、これも二階に続いて快勝かと思いました。

				　しかし奥に進むとランク２の魔物が出てきました。酸性の粘液を出す大ナメクジ、アシッドスラッグ。舌から神経毒を分泌するポイズンフロッグ。素早い動きと人体に容易に突き刺さる鋭い嘴をもつ小鳥、ダガーフィンチ。

				　どの魔物もランク１や同じランク２でもゴブリンソルジャー等と比べれば、ずっと危険な魔物です。ですが、やはりランク３に達している骨人達の敵ではありませんでした。

				　被害はアシッドスラッグをただのジャイアントスラッグと間違えて剣を振った骨人の剣が、ボロボロになった事ぐらいでしょうか。

				　斬りつける度に武器が摩耗するのでは勿体ないので、アシッドスラッグは坊ちゃんが泥から作ったマッドゴーレムで生き埋めにして出て来られない間に進みましたが、他は完勝でした。元々骨しかないアンデッドに毒は効きませんし、ダガーフィンチに刺されて骨に何か所か穴が開いても、替えのパーツと交換すればなんともありません。

				　勿論、身体が馬車の私も同様です。ちょっと幌に穴が開いただけで、何の影響もありません。

				「後で縫うのは俺ですけどね」

				『申し訳ありません、坊ちゃん』

				　収穫はランク２の魔石が七個と、ジャイアントフロッグとポイズンフロッグの後ろ足と内臓。そしてダガーフィンチの嘴です。嘴はそのまま柄を付ければナイフや槍の穂先になります。

				　そして二種類のフロッグの後ろ足は大変美味で、内臓は薬の材料になります。

				　尚、魔物の解体は骨猿と骨人が行いました。幾つか内臓を潰したり嘴を砕いたりしてしまいましたが、おおむね上手くいったようです。

				『坊ちゃん、薬を作るのですか？』

				「作り方知らないから、無理です。とりあえず【鮮度維持】の魔術をかけて袋に仕舞っておく」

				　死属性魔術を使えば痛みやすい内臓も、数年は鮮度を保つ事が出来るそうです。何とも便利な事です。

				「今日のご飯はカエルの後ろ足の塩焼きにしよう。まず火を起こしましょう」

				『坊ちゃん、【鬼火】の術は使わないので？』

				「残念だけど、【鬼火】の炎は熱くならない。寧ろ、熱を奪うから逆に冷える」

				　死属性魔術も万能ではないようですな。夏は涼しそうですが。

				　因みに、骨猿に焼いてもらったカエルの後ろ足の塩焼きは、焼きすぎて一本ダメにしましたがとても美味しかったと、坊ちゃんの舌を楽しませました。

				「野兎の血より美味しい」

				　坊ちゃん、その感想ではいまいち美味しさが解りません。

				

				　地下四階は再び洞窟のようになっていて、そこで出て来たのは何とアンデッドばかりでした。それもランク１のリビングデッドやリビングボーンではなく、骨人達と同じランク３のスケルトンソルジャーやゾンビウォーリアー、ボーンビースト、それに物理攻撃が効かないレイス等、強敵ばかりでした。

				『おお、なんと恐ろしい不死の怪物でしょう』

				「サム、君もアンデッドなんだけど」

				『そういえばそうでした』

				　今回ばかりは苦戦必至、一度上の階に戻って作戦を考えましょうと私が提案しようとしたその時、驚くべきことが起こりました。

				　何と、スケルトンやゾンビ達が我々に道を開けたのです。

				「……通っていいの？」

				　眼窩に青い炎を宿すスケルトンや、どろりと濁った瞳のゾンビは『゛う゛あぁぁ……』と呻き声を上げながら、坊ちゃんの問いに同意するように、武器をその場に落としました。

				　ガシャンと錆びた武器が床に落ちる音を響かせ、それ以上アンデッド達の反応は何もありません。

				「サム、皆、前進」

				『宜しいのですか？　何かの罠では？』

				「殺気が無いから大丈夫だと思う」

				　坊ちゃんの【危険感知：死】の魔術を信じてアンデッド達が開けた道を進みますと、本当に彼らは我々に手出しをしませんでした。

				　我々が通り過ぎて暫くしてから、ゆっくりと落とした武器を拾う以上の動きは何も見せませんでした。

				『きっとあの人達もヴァンダルーの事が好きになったのよ』

				『流石坊ちゃんです』

				「いや、普通に【死属性魅了】のスキル効果じゃないかな？　まさか、既に発生しているアンデッドにまで効くとは思わなかったけど」

				　この四階にはアンデッド系の魔物しか出現しないようで、そのアンデッドは坊ちゃんに対して戦意を全く見せないので、私達の探索は何の障害も無く進みました。勿論魔石等の収穫もありませんが、ランク３の魔物と戦闘になるリスクを考えれば歓迎すべき展開です。

				『ヴァンダルー、宝箱よ。でも本当にダンジョンに宝箱が出るのねー』

				『そうですな。一体誰が置いたのでしょう？』

				『それが分からないのよね。人間を危険なダンジョンに誘うために仕掛けた魔王の罠とか、魔神リクレントが人間のやる気を鼓舞し、修練の褒賞として与えるために出現するようにしたとか、色々言われているけど』

				　ダンジョンには階層によって宝箱が出現する事があるそうです。何故出現するのかは不明ですが、宝箱の中には価値のある物品が入っており、冒険者の懐を温める燃料となっています。

				　勿論宝箱には鍵がかかっており、場合によっては罠も仕掛けてあります。それを解くのは盗賊の役目なのですが、我々の中に盗賊はおりません。

				「じゃあ、とりあえず開けようか。……起きろ」

				　されど流石坊ちゃん。盗賊が居なくても、宝箱そのものに霊を憑りつかせてアンデッド化させ、宝箱自身に鍵や罠を解除させる事が出来るのです。

				　宝箱を一つ開ける度に魔力を一万も使うそうなので、莫大な魔力を持つ坊ちゃんだからこそ出来る方法でしょう。

				「中身は……何だこれ？　一見毒っぽいけど」

				　宝箱の中身は、高価なガラス瓶に入った青色の液体でした。おお、これはポーション、それもかなりの高級品ではありませんか！

				『坊ちゃん、これは毒などではありません。ポーションです！』

				「ポーションって、怪我が治るアイテムの事？」

				『そうよ、飲んだり傷にかけたりすると直ぐに傷が治る冒険者の必需品のポーションよ。でも、このポーションかなりの高級品ね』

				『はい、ダルシア様。以前私が仕えていた貴族家でも、これほどの品は見た事がありません！』

				　ポーションには幾つか等級がありまして、生命力が三十回復する五級品が一般的に流通している物です。この程度なら少々裕福な行商人や兵士なら一本ぐらい持っていますし、冒険者や傭兵なら必ずと言って良い程荷物に入っています。

				　しかし四級品以上ポーションは一気に高くなり、生半可な貴族では常備しているのは三級品程度です。勿論値段に相応しい効果があるのですが。

				『ポーションの品質は色で見分ける事が出来るのよ。明るい青色になる程高くて、暗くなるほど低くなるの。この色なら、二級品ぐらいかな』

				『二級品ともなれば、手に入れるにはアミッド帝国の帝都等の大都会の店か、腕の良い錬金術師に直接依頼しなければなりません。値段もこれ一本で十万アミッドは下りますまい』

				「十万……効果は？」

				『流石に切り落とされた手足を新しく生やすなんて事は出来ないけど、傷口にかければ大抵の傷は治ると思うわ』

				『飲めば傷だけでなく疲労や、魔力も若干回復するそうです。多少の毒や病気なら完治させてしまうとか』

				「それで味は？」

				『……品質が高くなればなるほど、不味いわ』

				『ええ、その昔特級ポーションを飲んだ伝説の冒険者はあまりの不味さに意識を失い、目覚めた後素直に死んだ方がマシだったと語ったそうです』

				　そういう意味では、最初に坊ちゃんが毒と間違えたのも無理はありません。

				「良薬は口に苦しって言うけど、苦すぎじゃないだろうか？」

				　私は生前ポーションを飲んだ経験は有りませんし、今は飲む事が出来ないのである意味幸いですが。

				　坊ちゃんもポーションは飲み物ではないと認識したようです。

				　その後、いくつかの宝箱を発見して中身の宝物を手に入れました。その全てが結構な高級品だったと思います。ただの馬番兼御者だった私には価値の分からない物も多かったので、確かではありませんが。

				「これは……多分マジックアイテム。これも、多分マジックアイテム。あ、これはただの宝石……じゃなくてマジックアイテムかな？」

				『坊ちゃん、多分が多いような気が致しますが』

				「一歳少々の俺に鑑定眼を期待しないでほしい」

				『しかし、前世とその前を含めると四十歳近いのでは？』

				　因みに、数日前に坊ちゃんから坊ちゃんの抱える事情はダルシア様や娘達と一緒に聞かせて頂きました。驚くべき事でしたが、ダンピールとはいえ一歳少々の坊ちゃんが莫大な魔力をその身に宿し、しかも誰に教わった訳でも無いのに未知の魔術を使いこなしている事も十分以上に驚くべき事です。

				　なので、話を聞いた時は逆になるほどと思ってしまいました。

				　勿論、坊ちゃんが抱える将来のリスクも説明されましたが、ダルシア様も私も坊ちゃんから離れる気は欠片も湧きませんでした。

				　私にとって坊ちゃんは命の恩人であり、主人です。坊ちゃんが私の馬車を必要としているのに、使用人がお暇を頂いてどうします。

				　そもそも坊ちゃんから離れた私は、ただの野良アンデッドモンスターでしかないという事情もありますが。

				「確かにそうだけど地球には魔術が無いし、オリジンでは魔術はあってもマジックアイテムに触れた事が無い。正確には、実験器具以外のだけど」

				　だから、鑑定眼や魔力の感知能力は磨く機会が無かったと坊ちゃんは言いました。

				　ナイフ、ダガー、ブロードソード、銀製のアクセサリー、宝石の嵌った指輪等を次々と発見しましたが、魔力が込められているという以上の鑑定が出来なかったため、結局価値は分かりませんでした。

				　後でダルシア様に聞いたところ、『外れだとただのナイフとか石で出来たネックレスとかが入っている事があるから、マジックアイテムってだけで十分当たりらしいのよ』と教えて頂きました。

				　そして地下五階に下りますと、そこもアンデッドの巣窟となっておりました。

				『……コォォォォォ』

				『ブモォォォォォ……』

				　ただ地下四階で現れたランク３のアンデッドより更に強力な、ランク４のアンデッドでした。

				　全身を返り血で赤く染めた骸骨戦士、レッドスカル。生前以上の突進力を誇るオークゾンビ。アンデッド化しても魔術の行使が可能な魔術師のゾンビ、レッサーリッチ。

				　そして死者の怨念が宿り、誰が纏(まと)っている訳でもないのに動き出したリビングアーマー。

				『コォォォォォ』

				「あ、どうも。失礼します」

				　地下四階と同じように、ランク４のアンデッド達も立ちはだかるのを止めて壁際に寄り、坊ちゃんに道を譲るのですが。

				「あ、止まれ骨人、骨狼。床に罠が仕掛けてある気がする」

				　唯一の障害はダンジョンに仕掛けられた罠でした。しかしそれも坊ちゃんの【危険感知：死】によって、存在を感知出来るので対処可能でした。

				「床の広い部分から死を感じるから、多分落とし穴かな？　とりあえずゴーレムを作って床を覆えば大丈夫だろう」

				　壁の一部をゴーレムにして、床を覆って罠を無効にしました。こんな解除方法は坊ちゃんしか出来ないでしょう。

				「じゃあ、進もうか」

				　この地下五階では地下四階以上の宝箱を発見し、幾つもの宝物を手に入れました。

				　そして一際大きな扉を開けますと、中は巨大な部屋になっており強力な魔物が我々を待ち構えていたのです。

				　二メートルを超える身体を金属鎧で固め、牛も両断できるだろう巨大な斧と堅牢な城壁を思わせる盾を構えたスケルトンジェネラル。

				　骨だけになっているとは思えない迫力に、私もないはずの背筋に寒気が走ります。

				　そしてスケルトンジェネラルの周囲には、将軍に従う騎士のようにリビングアーマーが十体も居ました。

				『きっと彼らがダンジョンボスね』

				　目を覚ましたダルシア様によりますと、ダンジョンには必ずボスが出現するのだそうです。

				　特に最下層に出現するボスは、ダンジョンの他の場所で出現するボスとは討伐の難易度が桁違いなのだとか。

				『゛オ゛オ゛オ゛オ……』

				「ご丁寧にどうも。え？　くれるの？　それは助かるけど、良いの？」

				　しかし、そのボスモンスターも今までのアンデッド同様に坊ちゃんに道を譲るばかりか、その手に持っていた一目で業物と分かる斧と盾を坊ちゃんに差し出す献身ぶりです。

				「ただで武器と盾を貰うのは悪いから、代わりにこれを」

				　坊ちゃんは馬車の中からバトルアックスとラージシールドを出すと、スケルトンジェネラルに渡しました。渡したのは山賊団が使っていた物やその略奪品の中でも質の良い物ですが、マジックアイテムという訳ではありません。ただの金属製の武具です。

				「これだけだとお釣りにもならないから……」

				　そう言うと坊ちゃんの身体から膨大な魔力が湧き出しました。その圧力に意識が持って行かれないよう耐えるので、精一杯です。骨鳥など羽ばたくのを止めてしまい、地面に落下しました。

				　その私の見ている前で、バトルアックスとラージシールド、更にはスケルトンジェネラルとリビングアーマーに坊ちゃんの魔力が注がれていきます。

				『゛オ゛オ゛オ゛オ!!』

				　見る見るうちに快感に震えるスケルトンジェネラルの白い髑髏が黒く染まり、リビングアーマーも先程までは無かった禍々しい気配を漂わせるようになりました。

				『坊ちゃん、ランクアップしているようですが……一体何を？』

				「ただ【殺傷力強化】や【エネルギー奪取】を、通常の一万倍ぐらいの魔力を使ってかけただけなんだけど……なんでだろ？　余程死属性の魔力と相性が良かったのか、アンデッドだけに。今度骨人達で試してみよう」

				　魔力を十万程度使うだけで魔物をランクアップさせられるなら、魔力を一億以上持つ坊ちゃんにとっては手軽に従魔を強化できるという事ですから、喜ばしい事です。

				「リビングアーマーも、良さそうな鎧を手に入れたら作ってみよう。骨人は金属鎧が装備できないから」

				　骨人は体が骨なので、素材に伸縮性のある皮鎧は装備できても金属鎧は身に着ける事が出来ないのです。肉が無いのでサイズが余ってしまい、動く度に鎧が動くので邪魔になるためですね。

				　そのため、金属製の防具は盾以外我々では持て余す事に成ります。

				　すぐ近くにいるダンジョンボスのスケルトンジェネラルは、金属で出来たフルプレートアーマーを着ていますがそれは高ランクモンスターだけに、何か秘訣でもあるのでしょう。

				　ですがその秘訣よりも、私としては坊ちゃんが新しくアンデッドを増やす予定がある事の方が重要です。

				『坊ちゃん、でしたら是非娘達を使ってやってください。娘達も身体を与えられれば、生きていた時のように話せるようになると思うのです』

				　何時までも焼死体の姿の霊のままでは不憫だと思っていた私は、これはチャンスだと坊ちゃんに娘達を使ってくださいとお願いしました。

				『サリアとリタはただのメイドでしたので武器の扱いは知りませんが、家事は出来ますし料理も本職の料理人には遠く及びませんが、簡単な物でしたら問題ありません』

				　坊ちゃんは目を瞬かせてしばし黙り込むと、「良いよ」と返事を下さいました。

				「ただ、良さそうな鎧が手に入ったらだから、暫く待ってもらう事になると思うけど。まさか町に買いにいくわけにもいかないし、山賊は皮鎧が多いし」

				『分かっております。ありがとうございます、坊ちゃん』

				　何か月後、何年後になるか分かりませんが、将来、以前のように親子三人で話せる日が来るかもしれない。それだけで十分すぎる希望なのですから。

				　しかし、私の希望は思っていたより早く叶えられそうです。スケルトンジェネラルの背後に在った扉の奥は宝物庫になっており、今まで手に入れた宝物の総量と同じくらいの宝物がありました。

				　その中に坊ちゃんの言う「良さそうな鎧」が、あつらえたように二つあったのです。

				『おおっ、これはまたマジックアイテムではありませんか』

				　魔力が込められた金属の鎧。デザインも女性向けで、本来は無骨になるべき防具に優美な曲線が描かれており、装飾も凝っています。

				　具体的にどんな魔術が込められ、どれほどの性能があるのかは門外漢の私には分かりませんが、美しい鎧である事は分かります。

				『坊ちゃんっ！　是非この鎧で娘達をリビングアーマーにお願い致しますっ』

				「……念のために確認するけど、良いの？　この鎧で？　本当に？」

				　何故か坊ちゃんは気が進まないようでした。私が『勿論です』と答えると、もう一度鎧を見て半眼になって呟きました。

				「幾らファンタジーだからって、ハイレグとビキニそっくりの形の鎧があるとは思わなかった」

				『ハイレグ？　ビキニ？　地球ではこういう形の鎧をそう言うのですか？』

				「いや水着……この世界、水着ってあるのかな。まあ、いいか。考えてみれば躊躇うような事じゃなかった」

				　そして坊ちゃんはサリアをハイレグと評した方の鎧に、リタをビキニと評した方の鎧に入れると、魔力を込めて無事リビングアーマーにしてくれました。

                			

	








			
				　必要な魔力がストーンゴーレムを作る時の十倍以上というアクシデントはあったものの、娘達が無事新しい身体を手に入れられた事に、心から感謝です。

				　ですが宝物庫の奥には地下へ続く階段等は無く行き止まりとなっており、どうやらこのダンジョンは地下五階までで終わりのようです。

				　私達の初ダンジョン探索は終わり、スケルトンジェネラルに見送られて来た道を帰る事になりました。

				　帰り道、また襲ってきたゴブリンを踏み潰した時に当初の目的だった私のランクアップが起こりまして、ランク３のゴーストキャリッジに進化いたしましたのも、嬉しい出来事でした。

				　尚、このダンジョンで最も苦戦したのは、階段の上り下りだったと言っておきましょう。坊ちゃんが階段をゴーレムにして変形させ、急なスロープにしたのを無理矢理上り下りしてきたのですが、中々難儀しました。骨熊や骨猿に支えてもらいながら下り、押してもらいながら上るのは。

				【悪路走行】スキルを獲得した今なら、平気なのですが。スキルというのは、何故最も欲しいと思った時を乗り切った後で覚えるのでしょうね。

				

				
				　名　前：サム

				　ランク：３

				　種　族：ゴーストキャリッジ

				　レベル：３

				・パッシブスキル

				　【霊体：レベル１（ＮＥＷ！）】【怪力：レベル１（ＮＥＷ！）】

				　【悪路走行：レベル１（ＮＥＷ！）】【衝撃耐性：レベル１（ＮＥＷ！）】

				　【精密駆動：レベル３】

				・アクティブスキル

				　【忍び足：レベル１（ＮＥＷ！）】【高速走行：レベル１（ＮＥＷ！）】

				　【突撃：レベル１（ＮＥＷ！）】

				

                			

	








			
				　ヴァンダルーが去って一週間後、冒険者ギルドテロウ支部で初探索の権利を勝ち取った〝風追い〟のリーダーカッシュとその仲間達は、張り切ってダンジョンに入っていった。

				　彼らが初探索の権利に拘ったのは、何も名誉や昇級だけが理由ではない。ダンジョンで手に入る宝物も大きな理由だった。

				　ダンジョンで出現する魔物のランクや、手に入るアイテムの質や価値はある程度決まっている。しかし、それは定期的に冒険者が入る、発見済みのダンジョンの場合だ。

				　誰も入らず魔物を討伐しない期間が長くなると、ダンジョン内の魔物は数を増やし魔物同士の殺し合いを行って、勝ち残った者がレベルを上げ、場合によってはランクアップしてしまう。そのため攻略の難易度が跳ね上がるのだが、ダンジョン内で手に入るアイテムの価値もそれに合わせて跳ね上がる。

				　それが今まで誰にも探索された事の無い未発見のダンジョンだったら、尚更だ。初探索とは、ハイリスクであると同時に、ハイリターンなのだ。

				　そのためカッシュ達も装備を整えて危険に備えながらも、大量の収穫を期待していた。

				　しかし、入ってみると拍子抜けだった。地下一階で出て来るのはただのゴブリンが殆どで、その中に時折ゴブリンソルジャーやアーチャーが混じる程度。地下二階は持って来ていたランタンに火をつけて、警戒して進めば手こずる程ではなく、地下三階も、足元のぬかるみに注意すれば楽勝だった。

				「出て来る魔物は殆どランク１だな。偶にランク２が居るけど、数は少ないし」

				「これはもしかして、ダンジョンの中でも攻略難易度が低いＦ級ダンジョンなんじゃないか？」

				　ダンジョンには難易度に応じて冒険者ギルドが等級を付ける。それはその等級と同じ冒険者が、何名かのパーティーを組んで攻略するのが望ましいという基準で付けられる。

				　Ｆ級ダンジョンというのは、ダンジョンの中でも最も攻略難易度が低い、新米冒険者の修行場として使われる迷宮だった。

				　勿論、ダンジョン内で得られる収穫はＤ級冒険者のカッシュ達から見れば、小遣い程度でしかない。

				「しかし、何でこのダンジョンの階段は坂になっているんだ？　あそこの上り下りが一番きついぞ」

				「さぁ？　足腰を鍛えろって事じゃないか？」

				　そんな風に雑談に興じる余裕があったのも地下三階まで。地下四階に下りたら、彼らは懸命に戦わなければならなかった。

				『オォォォォォォ』

				『死ネェェェェェェッ！』

				「なんでいきなりランク３のゾンビソルジャーやレイスが出て来るんだよっ！」

				「カッシュっ！　奥からスケルトンアーチャーが狙ってるぞ！」

				「ひぃっ！　ストーンゴーレムまで来たぞ！」

				　地下三階まではヴァンダルーが魔物を一度討伐していため、ランク２の魔物は大分数を減らしていた。しかし、地下四階からは一体も倒していないのでそのままだった。

				　しかも罠を回避するためにヴァンダルーが作って放置していたストーンゴーレムまで、ダンジョンのモンスターと混じって襲ってくる。

				　そして【死属性魅了】のスキルを持っていないカッシュ達に、アンデッド達は猛然と襲い掛かったのだった。

				　カッシュ達〝風追い〟はＣ級への昇級を狙うだけあって、ランク３だけではなくランク４の魔物とも戦った事があるし、パーティー全員の力を合わせてランク５の魔物を倒した事もある。ランク３の魔物なら、パーティーメンバーの倍の数と戦っても勝てるだろうベテランだ。

				　しかし、際限無くランク３の魔物と戦い続けられる程じゃない。

				「クソっ！　一旦引くぞっ！」

				　被害が大きくなる前に戦略的撤退を選んだカッシュ達はテロウに戻り、功績の独り占めを諦めて〝鋼の翼〟と〝白い星〟と協力して再びダンジョンに挑む事になる。

				　ベテランのＤ級冒険者が十五人も居たので地下四階を難なく突破し、地下五階も何とか攻略したが、ボスモンスターのランク６、ブラックスカル・ジェネラルと、その配下ランク４のカースアーマー十体に大苦戦する事になる。

				　結局また撤退する羽目になった上に、ダンジョン初攻略を冒険者ギルドが依頼したＣ級冒険者パーティーに譲る事になるのだが、結局そのＣ級冒険者も落胆する事になる。

				「未攻略と聞いていたから期待していたが、これっぽっちか」

				　無事ブラックスカル・ジェネラルを倒した彼らだったが、宝物庫にＣ級冒険者達が期待するような財宝は無く、彼らの感覚からすれば小遣いのような価値しかないものばかりだったからだ。

				　ブラックスカル・ジェネラルが持っていた武器と盾も、戦っている最中は魔力を吸収する等厄介な力を持っていたが、倒した途端ボロボロに崩れてしまって手に入れる事が出来なかった。

				　アンデッド系の魔物は他の魔物よりも魔石が出現しやすいとはいえ、元々ランク４以上の魔物からは大体魔石が手に入る。

				　彼らは落胆と共にこのダンジョンを外れだと判断して後にするが、自分達より先に冒険者でもなんでもない幼児が攻略していたとは夢にも思わなかった。

				　後に、このダンジョンはＥ級ダンジョンであり、未攻略時地下四階以下に強力な魔物が出現したのは冒険者に間引かれなかった期間が長かったためだと判断される事になる。

				　そして後世新米冒険者の修行場として利用されるのだった。

				

				　　　　　　　

				

				　魔物の皮の上に金属で装甲を追加し、裏地にはやはり軟らかい魔物の毛を使用して柔肌を傷つけないようにした丁寧な作り。更に込められた魔力によって各種耐性が付与されるため一見薄く脆い観賞用の物だが、実際には下手な板金鎧よりも優れた防具となっている。

				　青いハイレグ型の鎧は切れ込みが鋭い股間の上でＶの形に分かれ、臍と重要な内臓が収まっている腹が無防備にさらされる事になる。更にその上の胸の膨らみの三分の二ほどしか隠さないだろうし、背中は尻のすぐ上まで剥き出しになるだろう。

				　赤いビキニ型の鎧も面積の少なさでは負けていない。やはり胸の膨らみは三分の二程しか隠さないだろうし、ボトムの方は獣人のような尻尾のある種族が着用する事も考慮しているのか、かなりのローライズとなっている。

				　そんな水着のような胴体部とは違って、肩当てや手甲、脚甲はしっかりとした作りになっている。そのアンバランスさがまるで着用者があられもない格好で拘束されているように見え、見る者には刺激的な光景になるのではないだろうか。

				　女の子が着ていたらだが。

				「やっぱり、気にするような事は何も無かった」

				　ヴァンダルーは、しみじみと自分の前に立っている二着の鎧、ハイレグアーマーとビキニアーマーを見て頷いた。

				　そう、鎧だけだ。

				　正確に言えば、ハイレグアーマーにはサムの娘の内長女のサリアの霊が。ビキニアーマーの方には次女のリタの霊が宿っている。

				　二人とも年頃の娘で、サムが言うには母親似の可愛い娘らしい。

				『………………』

				　しかし、鎧に宿っている今はその鎧しか見えない。死属性に適性を持つヴァンダルーの目でもだ。

				　霊の姿は黒焦げの焼死体だったので見えない方が良いのだろうが。

				　サムに頼まれこの鎧に彼女達を憑りつかせリビングアーマーにする時にも言ったが、実際こんな露出度の高い鎧に宿っていても彼女達の肌は小指の先ほどもさらされていないので、気にする必要が全く無いのだ。

				　胸を覗きこんでも、見えるのは胸の谷間ではなくて鎧の裏地だけだし。

				「まあ、ランク３の仲間が増えたと思えば十分か。じゃあ早速実験の方をやってみよう」

				　そう言いながらヴァンダルーはサリアとリタに魔力を過剰に注ぎ始めた。死属性を帯びた黒い魔力が、何十万何百万とサリアとリタの二人に吸い込まれていく。

				『……………っ！』

				　身悶えするように二人が震え出すが、暫く続けてみてもそれ以上の変化は無さそうだ。

				　ステータスを確認しても、ランクもレベルも変化は無い。ただのリビングハイレグアーマーと、リビングビキニアーマーのままだ。

				　何故か気持ちよさそうだが。

				「やっぱりダメか」

				　骨人達にも同じ事をしたが、やはり何も変化は無かった。……心なしか骨が艶々していたり、ヒビが消えていたりした気がするが。

				　ダンジョンで遭遇したスケルトンジェネラルやリビングアーマーは、目に見えて強そうになったのだが。

				『もしかしたら、ランクアップ条件を満たしていないのかも』

				「条件？」

				『ええ、魔物のランクアップについて私は詳しく知らないけど、人間のジョブと同じような物ならレベルアップ以外にも条件があると思うのよ』

				　ダルシアが言うには、ジョブチェンジにはレベルが上限に達する以外にもいくつかの条件が付く場合がある。例えば、見習い魔術師のジョブに就いている冒険者がレベル１００に到達しても、魔術師にランクアップするには何かの魔術スキルを一定の水準で、正確にはレベル２以上のスキルを一つ以上獲得していなければならない。

				　スキル以外にも騎士にジョブチェンジするには騎士叙勲を受けていなければならないし、魔剣使いにジョブチェンジするには魔剣を所持していなければならない等、一定の儀式や名誉、所持品が条件に関わる場合もある。

				　他にも獣闘士にジョブチェンジする事が出来るのは、獣人種のみという生まれが条件になる場合もある。

				　ダルシアは魔物のランクアップにも同じような条件があるのではないかと言っているのだ。

				「じゃあ、あのスケルトンジェネラルやリビングアーマーは既にレベルは上限に達していたけど、条件が満たされていなかったからランクアップできなかった。そこに俺が魔力を注いだから条件が満たされて、ランクアップした？」

				『そうなるかもしれないわ』

				「なるほど」

				　確かに言われてみれば尤もだ。ゴブリンもランクアップしてゴブリンメイジになったから魔術を使えるようになる訳ではなく、魔術の才能を持つゴブリンがそれを磨いた結果、ゴブリンメイジにランクアップできたと考えるのが自然だ。

				　つまり魔力を込めるだけでランクアップするような楽な話は無いという事だ。

				「じゃあ、今度レベル１００に達してもランクアップしないアンデッドが居たら試してみよう。

				　サリア、リタ、実験に付き合ってくれてありがとう。後は皆と一緒に武器の練習をしていて」

				　彼女達はメイドだったので、当然武術の心得は無い。なので、一からスキルを身に着けるべく訓練を続ける必要があるのだ。

				　そのため二人にはそれぞれ武器を選んでもらう事にした。多分初心者らしく剣か、槍を選ぶだろうと思ったら……。

				『…………』

				　サリアはハルバードを、リタはグレイブを手に取った。いずれもダンジョンの宝物庫で発見した、具体的な効果は不明だがそこそこ強力なマジックアイテムなのだが……素人向けとは言い難い気がする。

				「……それで良いの？」

				　尋ねるヴァンダルーに、ブンブンと武器を振って「大丈夫！」とアピールするサリアとリタ。流石リビングアーマーというべきか、生前だったらとても持ち上げられない重量級の業物を危なげ無く上下させている。

				「なら良いけど、難しかったら剣や槍に替えるんだよ。重い武器が良いなら棍棒とかもあるから」

				　ヴァンダルーがそう言うと、二人は嬉しそう（多分）に骨人達と一緒にスキルを磨くための訓練を始めた。

				　経験則からスキルは使えば使う程レベルアップしていくと分かったので、睡眠も休憩も必要としないというアンデッドの特性をフル活用して訓練を実施しているのだ。

				　とは言っても、ヴァンダルーを含めてハルバードやグレイブの使い方を知っている者は誰も居ないので、上段から振り下ろしてみたり、槍のように突いてみたり、横薙ぎに振ってみたりといった素振りを延々行うぐらいだが。

				　実戦よりずっと効率は悪いが、常に経験値源のゴブリンや山賊を探し回る修羅のようなレベリング作業をしながら旅をするのは、骨人達が大丈夫でもヴァンダルーが付き合いきれない。それに、何故自分がミルグ盾国内の治安維持に貢献しなければならないのかという気持ちもある。

				「じゃあ、俺は昨日とった胡桃でも処理していよう」

				　まだ日が高いし、まだ眠くないから昼寝も後で良い。一人怠けているのも落ち着かないので、ヴァンダルーは昨日拾った胡桃の処理を始めた。

				　食料は十分すぎるほど足りているのだが、味付けが塩のみでは飽きるので胡桃でソースを作るのだ。

				　まず、昨日の昼に採取した壺一杯の胡桃。まだ青く、果肉が付いているのでこのままでは食べる事が出来ない。これを地面の上に広げる。

				「一月分くらいか。【腐敗】」

				　そして死属性魔術で腐敗を一月分ほど急速進行させる。すると、青かった果肉は黒くドロドロになる。

				　ゴーレムに汲ませておいた湧水で腐った果肉を洗い流すと、種子が出て来る。後はこの殻を剥けば中の胡桃が出て来るが、慌てて握り潰したりしてはいけない。そうすると殻の欠片と胡桃が混じってしまい、食べられる量が減るからだ。

				　そこでウッドゴーレムにした薪に自力で擦り合わさせて起こした焚火で、胡桃をアースゴーレムに軽く炒めてもらう。すると殻が割れやすくなるのだ。

				『後は、冷めた後ナイフで殻を割れば大丈夫よ』

				　以上、ダルシアの豆知識。流石森の民だけあって、彼女は森の幸について詳しかった。

				　ヴァンダルーは【奪熱】で熱を奪って冷ました胡桃の殻を爪で割った。ナイフでと言われたが、最近爪がある程度なら自由に伸ばせるようになったので、早速活用している。

				「将来的には、これで戦えるようになったりして」

				　亡き父親は格闘術の達人で、鉤爪で戦うのが得意だったらしい。これも遺伝だろうか？　そう思うヴァンダルーにダルシアは何か思ったのか、口を開いた。

				『将来かぁ……ヴァンダルーは将来なりたいものってあるの？』

				「将来？　上級冒険者になって手柄を立てて貴族になりたい。そして社会的名声を手に入れたい」

				『……前半は子供らしいけど、後半はちょっとどうかと思うの、母さんは』

				「でも、俺には一番必要なものだよ、社会的名声」

				　パキパキと胡桃の殻を爪で割りながら、ヴァンダルーは答えた。

				「将来雨宮寛人達が転生して来た時に、ロドコルテに何を吹き込まれても俺に社会的な名声があれば滅多な事は出来ないだろうから」

				　最近気が付いた事だが、ヴァンダルーと雨宮寛人達には共通点がある。地球に帰れず、死ぬまでラムダで生きていかなくてはならないという点だ。

				　雨宮達がどんなチート能力を持っていても、社会を敵に回す事は簡単には出来ないだろう。何故ならこの世界に転生して来ている段階で、彼らにはこの世界の親兄弟が、肉親がいる。そうして育つうちに友人だってできるだろうし、もしかしたら恋人も出来ているかもしれない。

				　ヴァンダルーがもし社会的な名声を手に入れていたら、そんな彼らは迂闊に手出し出来なくなっているはずだ。それは自分の肉親や関係者に、迷惑をかける事になるから。ヴァンダルーが貴族になっていたら尚更だろう。

				「母さん、権力と名声があれば社会は俺の盾になるんだ」

				『う〜ん、ちょっと私が聞きたかった事と違うような気がする。ヴァンダルーは、そのアメミヤって人達をどうにかできたら、どんな夢があるの？』

				「あいつ等をどうにかしたら……」

				　ここまで言われれば、ダルシアが聞きたい事が何なのかヴァンダルーにも察する事が出来た。つまり、将来の夢、成りたい職業や叶えたい願望を彼女は知りたいのだ。地球の子供が、メジャーリーガーやサッカー選手、アクションスターになりたいというような、あどけない夢を。

				　しかし、困った事にヴァンダルーは夢見る子供ではない。

				　昔は飛行機のパイロットに憧れていた気がする。しかし伯父の家族と暮らすようになってからは、マッチョに憧れた。丸太のような二の腕、割れた腹筋になる事を夢見た。それぐらい強くなれれば、この伯父の支配から抜け出せると。

				　でもそれもダルシアが聞きたい事とは違う気がする。

				　ではなんだろうか？　オリジンで夢見たのは自由の二文字だけだったし。

				「……幸せになりたいなぁ」

				　しばし黙考した結果、出たのはシンプルすぎる結論だった。

				　ゴリゴリゴリ。殻を割って穿りだした胡桃を石の皿の上ですり潰しながら、ヴァンダルーは遠くを見つめた。

				「幸せになって、温かい家庭や人間関係を築いて、そして贅沢に暮らしてみたい」

				　何とも曖昧でよくある夢だが、これがヴァンダルーの本音だった。地球で死ぬ前に考えていた、理想だった。

				　とは言っても、別に助手席に美人を座らせたキャデラックやフェラーリのような高級車に乗りたいだとか、服を高級ブランドで固めて腕には高級時計を嵌めたいとか、都心に豪邸を建てたいとか、そういった贅沢ではない。

				　ヴァンダルー自身が自覚していない事も含めて言えば、彼は根深い贅沢コンプレックスにかかっている。

				　ヴァンダルーが天宮博人だった地球での人生で彼を育てた伯父は、両親が居ない彼が大人になってから一人でも強くしっかりと生きられるように、厳格に育てようとした。

				　そのため彼に甘える事を過剰に禁止し、更に甘やかさないようにと一切の贅沢を禁止した。クリスマスや誕生日を彼にだけ祝わないのは、まだ序の口だ。

				　地球時代のヴァンダルーは、伯父が「贅沢」だと思う事は全て禁止だった。

				　ゲーム、玩具は贅沢だから友達から貸してもらっても遊んではいけない。流行り物も贅沢だから禁止。ヨーヨーが流行っている？　ベーゴマが人気？　変わった形の消しゴムを集めるのがブーム？　全て禁止だ。持っていたら今すぐ捨てろ。

				　ステーキ、ケーキも贅沢。ハンバーグステーキはステーキだから贅沢なので禁止。だから学校の給食でも食べるな。食べたら全て吐け。お徳用パック？　得をしようとするのは甘えだから禁止だ。ステーキ味のスナック菓子も禁止だ。ああ面倒だ、甘い物は全て禁止だ。

				　外食は贅沢だからファーストフードだろうとなんだろうと禁止、旅行は贅沢だから学校の遠足も禁止、レジャーは贅沢だから一人だけ留守番、新品の衣服は贅沢……。

				　贅沢アレルギーなのではないかと思う程、伯父はヴァンダルーの贅沢を禁止した。カップラーメンやコンビニの菓子パンでさえ、商品名や宣伝文句に「贅沢」とか「極上」とかそういった言葉が付いているだけで、「親もいないのに贅沢しやがって、甘ったれるな」と罵声を叩きつけ平手で打つ。

				　海外の貧しい子供達のドキュメンタリーがテレビで放送された後は、最悪だった。何もしていないのに、突然この子達はこんなに苦労しているのに、親もいない身分でこんなに甘ったれて恥ずかしくないのかと怒鳴られて平手打ちを何度受けた事か。

				　そのため私服は伯父夫婦の同い年の実子のお下がり、食事は何時の頃からか自分の分だけ自炊。普段から挙動がおかしかったので、友達も出来ず教師からも警戒され、と良い事無し。

				　しかも伯父は握り拳で殴るのは虐待だが、平手で打つのは躾だという信念の持ち主なので伯父が自主的に反省する事も無かった。

				　勿論、伯母と従兄弟も伯父を止めない、ヴァンダルーを助けるために伯父を止めるよりも、止めずに放置した方が自分達は安全だからだ。

				　もしこれらの仕打ちは金が無くて仕方なくというのなら、まだ納得の余地もある。だが金はあったのだ。ヴァンダルーの地球での両親が残した遺産に、生命保険金。そして事故の加害者から支払われた賠償金。

				　合計すれば、当時の価値で子供を三人程赤ん坊から育てて私立大学を卒業させても尚残る程の金額だ。

				　なのにあの仕打ちなので、もう言う事は何も無い。

				　高校の修学旅行だけはアルバイトして自分で貯めた金で行けたが、その結果テロリストによって船が沈没したので踏んだり蹴ったりだ。

				　家を出る時に両親の遺産の内まだ残っている金額全てを渡すという話だったのに、結局全て伯父夫婦の物になってしまった事も考えると、特に。

				　そして始まった二回目の人生は、オリジンでの実験動物生活。贅沢どころか自由すらない人生では堪ったものではない。

				　だから三度目の今生でこそ、幸せになって贅沢に暮らしたいとヴァンダルーは望んでいた。

				　とりあえず、お金が使える社会で暮らしたい。

				「具体的に何が贅沢なのかは、オルバウム選王国に行ってから考えるけど」

				『そう？　でも上級冒険者になったらその時点でとてもお金持ちになっていると思うけど』

				「ああ、大丈夫だよ。ちゃんとゴルダン高司祭とハインツは殺すから」

				『う、うん、ありがとう。でも無理しないでいいのよ？』

				「分かった。あいつらを余裕で殺せるくらい強くなるね、母さん」

				『それなら、安心して良いのかしら？　でも無理はしないでね』

				　微妙に言いたい事がずれて伝わっている気がするダルシアだが、軌道修正出来る可能性が低い事を悟って諦めた。実際、オルバウム選王国で貴族になるならアミッド帝国とその属国で活動するゴルダンとハインツは、敵になる可能性が高い人物であったし。

				　ヴァンダルーが殺す必要があると思うのなら、必要なのだろう。

				　すり潰した胡桃に森で手に入れた香草を加えて、出来上がり。本当はここに香りの良い油を加えたいところだが、無いので我慢だ。これで今日の夕食も美味しくなるとヴァンダルーは満足げに息を吐いた。

				「でも、焼き固めたパンじゃなくてご飯が食べたいなぁ」

				　伯父の贅沢アレルギーも、流石に米には滅多に発動しなかった。しかし地球で生きていた時は何とも思わなかったが、最後に米飯を食べてから二十年以上経っている今ではとても懐かしく思う。

				『ご飯って、お米の事？　確かオルバウム選王国で作っているって聞いた事あるわ。パンのアミッド、米のオルバウムって言うし』

				「マジで!?」

				　ヴァンダルーの中で、オルバウム選王国の株が上がった！

				

				　　　　　　　

				

				　ヴァンダルーが一歳四か月になった十月。秋が深まり冬の近づく時期に、ようやくミルグ盾国の東端まで辿りついた。

				　これ以上東は自然と魔境しかない土地だ。ヴァンダルー達はそれを更に越えて山脈越えをしなくてはならない。

				　だが流石に冬に山脈越えを試みるのは無謀だろうと思うので、春まで周辺の山賊を襲撃しながら森の中に潜伏しようか。今、日が沈むのを魔境に近い林の中で潜伏しているように。

				　ヴァンダルーはそんな事を考えていた。

				「そういえばスキーってした事ないな。今の身体能力ならすぐ滑れるようになるかな？」

				　ステータス上の数字なら、ヴァンダルーの身体能力は唯一低かった敏捷でも既に平均的な成人男性を上回っている。だが、流石に未経験者が自然の斜面を滑るのは無謀だろう。

				『スキー？　それも地球の物ですか？』

				　御者台に座る白いぼんやりとした人影。サムが話しかけてくる。ゴーストキャリッジになったサムの霊体だ。彼は同じく霊体の馬の手綱をそこで取っている。

				　その姿は心霊写真に写った幽霊のように不確かだが、姿がまったく見えない時よりも話がしやすいとヴァンダルーは思っていた。

				「地球のスポーツだよ。板を足に付けて雪の斜面を滑るんだ。こっちの世界には無い？」

				『聞いた事はありません。ソリなら聞いた事がありますが』

				　サムやダルシアと話していてヴァンダルーが知ったのは、このラムダには地球のようなスポーツが殆ど無いという事だ。正確には、純粋に競技やレジャーとして楽しむ類のスポーツが無いのだ。剣や弓矢の技術で競い合う事はあるが、それは魔物の討伐や人間同士の戦争で使われる事が前提になっている。陸上競技や馬術もそうだ。

				　例外なのは俗にいう王侯貴族の嗜みとして習う物ぐらいらしい。

				　ラムダには野球やサッカーといった球技や、サーフィンやスキーといったレジャースポーツが存在しないのだ。

				　それは魔物という強力で多数の外敵が存在する事で、地球よりも余裕が無い事が理由として挙げられるだろう。そんなスポーツ競技に優れた身体能力を費やすくらいなら、戦えという事だ。

				　スポーツ競技として発展しているかは兎も角、十万年もあればソリからスキーくらい発明されていても良いだろうとは思うのだが。その辺りがロドコルテに劣等世界扱いされる由縁かもしれない。まあ、サムが知らないだけで実は雪国に似たような物があるかもしれないが。

				「サム、スキーっていうのは──」

				　スキーについてヴァンダルーが話そうとしたその時、微かに声が聞こえた。

				「女の悲鳴？」

				『そのように聞こえましたな』

				　そして、風に乗って微かに香る食欲の湧く良い匂い。血だ。

				　この風が吹いて来た向こうで、女が悲鳴を上げて血を流している。つまり、何者かに襲われている。

				『どうなさいますか？』

				　何故サムがこんな事を聞くかというと、自分達が「助けに行く」とか「関わり合いになるのを避ける」といった普通の対応を取るとは限らない集団だからだ。

				　なんといっても全員がこのミルグ盾国では討伐対象の魔物だ。可哀想な女の人を助けたら、女の人がお礼に討伐依頼を受けた冒険者の集団を連れて来てくれましたなんて展開が、容易に想像できる。

				　なので、合理的にリスクを考えるなら無視して旅を続ける事を選ぶはずだ。

				　だからと言って顔も知らない赤の他人の女の人を助けないという選択肢も、ヴァンダルーの性格と目標を聞いた今では選ぶとは思えない。

				「サム、風上に向かって。骨鳥は先行偵察、骨人とサリア、リタは馬車に乗って」

				　ヴァンダルーの選択は、『とりあえず危なそうだったら助けてからその後の事を考える』というものだった。

				　日和見的ではあるが、女の人が殺されてしまった後で「やっぱり助けよう」と女の人を生き返すなんて事は出来ない。だがそれに対して、この選択肢を実行すれば「やっぱり助けるのを止めよう」と殺して口封じする事が出来る。

				　なので、合理的に考えてこの選択が正しい。そうヴァンダルーは思った。

				『ゲェェェ』

				　骨鳥が鳴きながら霊体の翼を羽ばたかせて飛び上がり、それまで訓練にいそしんでいた骨人やサリア達が馬車に飛び乗る。

				『了解しました、坊ちゃん』

				　霊体の馬が緩やかに走り出す。一行の中で数少ない会話可能なアンデッドであるサムだが、彼はヴァンダルーに意見は言う事はあっても、反対はしない。

				　そしてヴァンダルーは骨鳥と視界を魔術で同調させる。これで骨鳥の視界を自分のもののように見る事が出来るのだ。

				　高く、高く飛び上がると林に近い森の魔境の外れ、森と草原の境目で数人の人間が何かをしている。

				　骨鳥の視力は眼球が無いためか、それともヴァンダルーの魔術が未熟だからか、生きている鳥程には良くない。

				　しかし、人間達の様子を大雑把に知る事は出来た。数は全部で五人……いや、六人。

				　その内、立っているのが三人。倒れているのが、一人。その倒れている一人に跨るようにして中腰になっているのが一人。

				　倒れている一人以外は、全員男。金属鎧を身に着けているのが三人。皮鎧が一人、ローブ姿が一人。跨っているのは、金属鎧の一人。

				　装備がばらばらである事から、恐らく冒険者だと思われる。一応周囲を警戒しているようだが、彼らの警戒は魔境から魔物が出てこないかであって、林の方から襲撃される事は想定していないようだ。

				　骨と淡く光る霊体だけで身体が構成されている骨鳥を昼間に、それも離れた空を見上げて見つけるのは難しいので、偵察に気がつかれる可能性は無い。

				　そして倒れているのは、髪の長い変わった肌の色の……灰褐色の肌の女。半裸の格好で、血を流している。

				　今、中腰になっている男が女の胸に手を伸ばした。

				「サム、忍び足で全速力。皆、奴らを皆殺しにしよう」

				　それを見た瞬間、ヴァンダルーの頭に血が上る。そして冷静に、彼は男達を皆殺しにする事を決めた。彼らは冒険者のようだが、程度の低い、山賊紛いの連中なのだろう。

				　こんな所にも『蒼炎剣』のハインツのような奴らが居るとは、この国の冒険者にはモラルは無いのかと嘆かわしい気分になる。

				『畏まりました、坊ちゃん』

				　サムが手綱を上下に揺らし、馬車の速度を一気に上げる。だが、それでいて馬車の中は揺れないし、しかも音が信じられない程小さい。

				【悪路走行】スキルで舗装されていない草原を、【高速走行】スキルを起動して走る事を可能とする。発生するはずの音は、馬が霊体でありサムの一部であるため蹄の音も【忍び足】スキルで消す事が出来る。しかも、激しいはずの揺れも【衝撃耐性】スキルによって、軽減している。

				　サムも馬車としてはチートである。是非高級リムジンを目指してもらいたいものだとヴァンダルーは思った。

				　その馬車の横を骨熊、骨狼、骨猿が野生のスピードで並走する。

				「骨人は俺の合図を待って弓で皮鎧を先制攻撃。多分盗賊だから、逃げられると厄介だ。サムなら追いつけるだろうけど、念のため。ローブ姿の魔術師らしいのは、俺が無力化する。皆は、他の金属鎧の三人を二人一組で相手して」

				　骨人が弓に矢を番えるのを横目に、ヴァンダルーは言った。

				「さぁ、女の子を助けよう」

				　これこそが善行である。

				

				
				　名　前：サリア

				　ランク：３

				　種　族：リビングハイレグアーマー

				　レベル：１

				・パッシブスキル

				　【特殊五感】【身体能力強化：レベル２（ＮＥＷ！）】

				　【水属性耐性：レベル２（ＮＥＷ！）】【物理攻撃耐性：レベル２（ＮＥＷ！）】

				・アクティブスキル

				　【家事：レベル２】

				

				　名　前：リタ

				　ランク：３

				　種　族：リビングビキニアーマー

				　レベル：１

				・パッシブスキル

				　【特殊五感】【身体能力強化：レベル２（ＮＥＷ！）】

				　【火属性耐性：レベル２（ＮＥＷ！）】【物理攻撃耐性：レベル２（ＮＥＷ！）】

				・アクティブスキル

				　【家事：レベル１】

				

				

				　　　　　　　

				

				「さて、今日は言っておいた通り草や茸、植物について教える」

				　その日ザディリスは、集落から若い女衆を三人外に連れ出した。

				「長老、食べられる草や薬草についてならもう皆知ってますよ？　それに何で集落から離れて、魔境の端近くまで行くんですか？」

				　三人の中でも若輩の方の、意見を言う事が多いビルデが、そう尋ねてくる。実際、集落の周囲に生える植物については、もう教え込んでいる。

				　それだけで十分薬は作れるし、獲物があまり取れない時に食べる非常食を作る事が出来る。

				　しかし、日常的な「十分」では足りなくなる事態が起こるのが人生だ。それをザディリスは知っている。

				「確かにその通りじゃ。しかし何かあって今ある集落から住処を移さなければならない時が来たら、集落の近くの植生しか知らないのでは困るじゃろう？」

				　そうザディリスが上目使いで諭すと、ビルデを含めた女衆は「なるほど」と頷いた。

				　魔境の植生は、特に植物が多い密林や森林の魔境は、ほんの少し移動するだけで異なる場合が多い。詳しくない者には、一見大きな違いは無いように見える。しかし専門家が見ると、一キロ程移動するだけで生えている苔やシダ植物の種類が異なったり、似ているが違う種類の蔓植物が繁茂していたりする。

				　かと思ったら、離れた場所に生えている葉の色が全く異なる樹が、実は同じ種である場合もある。異なるのは色だけで、葉や汁を材料に同じ薬を作れる植物をザディリスは何種類か知っている。

				「儂も全てを知っておる訳ではないし、お主達が独学で新たに発見する場合もあるじゃろう。しかし、儂が既に知っている分だけでも学んでおけば、全て自力で見つけ出すよりもかかる時間はずっと少なくて済む。

				　その大切さは分かるな？」

				「「「はい、長老っ！」」」

				　ビルデ達が声を揃えて返事するのを見て、ザディリスは満足げに頷いた。

				　そのザディリスの笑みを見て、ビルデ達は思った。可愛いと。

				「やっぱりザディリス長老って可愛いっ。頭撫でたい！」

				「上目使いで見られると、キュンと来ちゃって逆らえないよね」

				「なんだか妹みたいだよね。子供の頃はお姉さんだったけど」

				　そうザディリスの可愛さについて囁き合う。本人は長老としての威厳と、今まで蓄積してきた知識で若い世代を引っ張っているつもりなのだ。上目使いで話すのも、単にビルデ達よりも小柄だから自然とそうなってしまうだけだ。

				　だが、実態は半ばマスコット扱いであった。

				　ここ十年程得意の魔術も歳のせいで使えなくなりつつあるので、ますますその傾向が強まっている。

				「これっ、私語を挟むでない！」

				　そして歳のせいで耳がやや遠くなっているため、本人の耳にはビルデ達の囁きは届かず、今日も気が付かないのだった。

				　そして集落を出たザディリス達四人は、途中で現れたゴブリン等の弱い魔物を倒しながら、魔境の外周部に向かった。

				　基本的に、魔境に出現する魔物は外側になる程弱くなる事が多い。だから、集落から外側に向かう分にはランク４のマッドボアやクリムゾンベア等の強敵に出くわす事はほぼ無い。

				　そのため、魔境の外側の地域は比較的安全に植物の採集を行う事が出来る。

				　尤も、オーク等魔境に訪れる冒険者の女を狙う魔物は、逆に好んで外側に集落を構成する場合もあるため注意が必要だが。

				（まあ、オークはこの辺りでは十年程見ておらんから、問題あるまい）

				　オークは人種だけではなくザディリスやビルデの種族の女も好んで襲う、本来なら注意が必要だ。しかし、ゴブリン程頻繁に出現する魔物ではない。

				「長老っ、やっぱりバスディアも連れて来れば良かったんじゃないですか？　頼りになるし」

				「あの娘の強さは男顔負けだものね」

				「これこれ、バスディアは他の戦士衆と狩りに出ておるのは知っているじゃろう。娘が頼りにされるのは鼻が高いが、あの娘が帰るのは早くても明日じゃ」

				　バスディアとは三人いるザディリスの末の子で、ビルデ達よりも更に年若い。ただ魔術の素質に恵まれず、代わりに男よりも武術の才に優れている。今では斧を振るって獲物を取る、立派な戦士の一員に成長していた。

				　立派な娘ではあるのだが、ザディリスは彼女の将来がやや心配ではあった。

				　しかし、将来が心配なのはビルデ達にも言える事だ。

				「この場にいない者に期待する暇があったら、弱い魔物ぐらい魔術を使わず自力で倒せるよう研鑽を積む事じゃ。魔力は有限。特に、儂等は冒険者の様に上質な杖や魔晶石を揃えられる訳ではないのじゃからな」

				　やはり若い者は、短所よりも長所を伸ばす事を優先したがる傾向が強い。それも間違ってはいないのだが、長所だけでは何れ限界が来る。

				　それをザディリスは身を持って理解していた。

				「儂の様に魔術の腕だけ伸ばしておると、将来狩りにも出られなくなるのじゃからな。儂のようになってはならんぞ」

				「「「はーい」」」

				　実感を込めてそう教えるが、やはり帰って来るのは気の無い返事だ。若い頃はこんなものだろうから、今更怒りはしないが。

				（ヴィガロ辺りに女衆も鍛える様に、頼んでおくかの）

				　自分に変わり実質的に集落の長を務めている人物の顔を思い浮かべて、そう思う。

				　そして小言や説教ばかりしている訳にもいかないので、予定通り植物について教えていく。

				　この草は潰して傷に塗れば化膿止めに、その根は煎じると解熱剤に、あの木の実は磨り潰して乾かすと虫除けの材料になる。

				「どれもこれも【錬金術】とは言えんし、魔術やマジックアイテムと比べると効果は格段に落ちる。しかし、材料と方法さえ知っていれば誰でも作れる物じゃ。故に、ちゃんと覚えておくのじゃぞ」

				「「「はいっ、長老っ！」」」

				　ビルデ達の返事と態度に満足げな様子で頷くザディリス。今彼女が教えている植物は、人間の錬金術師や薬師なら見向きもしない程度の効果しかない代物だ。

				　しかし、だからと言って人間の町に行って略奪出来る訳でも無い。手の届く範囲内の物を使って出来る物を手にするのが、分相応というものだ。

				　それが生き残る秘訣だ。勿論、手の届く範囲を広める努力を否定する訳ではないが……。

				（儂はその努力をするには歳を取りすぎた。それは下の世代の者に任せよう。さて、次はヒュージボアが嫌う胞子を出す茸の見分け方を──はっ!?）

				　遠くなったはずの耳にパキリと小枝が折れる音が届いたのはザディリス達にとっての幸運か、それとも誰かの不幸の結果か。

				「グルァ！」

				　音のした方を視線も向けず、ザディリスは獣のような声を上げた。彼女達の種族に伝わる、戦闘時に使う言語だ。日常会話には不向きだが、非常時の意思伝達には便利だ。

				　そしてザディリスの声には「敵襲」という意味がある。ビルデ達は視線を上げ、杖や短状を構え呪文の詠唱を始める。

				「っ！　気づかれた！」

				「ヘマを踏みやがって！」

				　茂みの向こうから複数の男の声がしたかと思うと、矢と石が飛んでくる。

				　それは明らかに焦って放たれ狙いが甘かったため、咄嗟(とっさ)に避ける事が出来た。しかし、現れた男達の姿を目にしたザディリス達に戦慄が走った。

				（冒険者、それも五人じゃと!?）

				　現れたのはゴブリンやコボルトではなく、五人の冒険者だった。全員男で、金属鎧を着こんだ戦士が三人に、短弓を持った斥候職らしい男、そして杖を携えた魔術師らしい男。

				「文句を言う暇があるならさっさと囲め！」

				「逃がすんじゃねぇぞっ」

				　仲間同士でそう言い合いながら、ザディリス達の退路を断とうとする冒険者達。その動きから察すると、冒険者達の腕はそれ程高くはなさそうだ。それに身につけている鎧や武器には補修の痕が目立ち、安物か使い古した品だと一目で分かる。

				　依頼に失敗したのか賭け事や酒で身を持ち崩したのかは知らないが、見るからに食い詰めている様子だ。実際、一人はスリングも使わず素手で石を投げている。

				　冒険者全体で考えれば、男達は下の部類だろう。

				（よりにもよって、この季節は滅多に現れん冒険者に、それも五人も遭遇するとは！）

				　しかし、ザディリス達四人にとっては強敵だった。

				　まず数の上で負けているし、冒険者にはザディリス達には一人もいない純粋な前衛が三人もいる。その分魔術師は一人だけの様だが、魔術戦に持ち込む前に前衛の冒険者に押し込まれたら圧倒的に不利だ。

				　更に最悪な事に、この冒険者達の狙いはザディリス達のようだ。

				（儂等から採れる素材は、冒険者共にはさほど需要は無いはずだと思っていたのじゃがな）

				　ザディリスの知識とは裏腹に、冒険者達は飢えた獣のような目で彼女やビルデの肢体に視線を這わせている。とても見逃してくれそうにない。

				「グルルルっ、ガア！」

				「「「グルゥ！」」」

				　戦闘言語で指示を出し、ザディリス自身も呪文の詠唱を始める。

				「っ！　早くしろっ！　そいつらは俺達には唸り声にしか聞こえない特殊な言語で呪文を唱えるんだ！」

				「そう言う事は事前に説明してくれ！」

				「網を投げろ！」

				　戦闘言語について知っていたらしい魔術師が叫び、前衛の戦士二人が盾やマントの裏に隠していた網を慌てて投げる。

				　盗賊と残り一人の前衛は、矢とナイフをそれぞれ放った。

				　それに対してビルデ達の魔術は猛烈な風を引き起こし、網を冒険者達に跳ね返し、矢とナイフの軌道を大きく狂わせた。同時にザディリスが放った閃光の魔術が、冒険者達の視覚を潰す。

				「ぐああああっ!?」

				「め、目がぁ！」

				「ガル！」

				　冒険者達の悲鳴の合間に聞こえたザディリスの指示に従って、目を瞑っていたビルデ達は集落に向かって走り出した。集落には若長のヴィガロが居る。そこまで逃げ切れば、安全だ。

				（そうじゃ、逃げよ！）

				　そしてザディリスはビルデ達とは反対方向に、冒険者達に向かって走り出していた。自分が放った網に絡め取られてもがいている戦士の脇を抜け、目を押さえている魔術師の足に行き掛けの駄賃とばかりに蹴りを放って転倒させて、そのまま集落と反対方向に駆けていく。

				「ガァァァッ！」

				　ビルデ達にそのまま走り抜けるよう伝えるために、そして冒険者達の気を引くために戦闘言語で叫ぶ。

				「クソっ！　追えっ！　逃げられるぞ！」

				「そっちじゃないっ！　追うなら外側に逃げた奴だ！」

				　そして冒険者達は、ザディリスの作戦通り彼女に狙いを定めた。

				「何でだっ？　あんなチビ一匹より、他の三匹を狙った方が良いんじゃないか？」

				「奴らは魔境の奥に逃げたんだぞっ、他の魔物に邪魔されたらどうする！」

				　魔物は別に逃げたビルデ達の味方ではないが、冒険者の敵だ。そして魔境の奥程強い魔物が出現するので、それを警戒しながら彼女達を追うのは難しい。

				「だがっ、それじゃあ儲けが！」

				　仲間の指示通りにザディリスを追いかけながらも、戦士の一人が不満そうな声を上げる。

				「それも問題無いっ！　あのチビはメイジだ！　他の三匹を合わせた金額よりも高く売れる！」

				「なにっ？　本当か!?」

				「間違いない！」

				　だが魔術師の男はザディリスがメイジである事に気がついたようだ。だったら不満は無いと、より熱心にザディリスを追い駆ける。

				「そっちに行ったぞっ！」

				「クソっ、すばしっこいっ！　逃がすなよっ！」

				「気を付けろっ、そいつはメイジっ、上位種だ！　油断するなよっ！」

				「誰が油断するかっ、こいつを捕まえないと冬が越せないだろっ！」

				　ザディリスの狙い通り冒険者達は全員彼女を追い駆けている。だが、狙いを越えて冒険者達は執拗だった。

				（むぅっ、幻も見破り攻撃しても諦めんとは。侮っていたか）

				　逃げながら唱えた光属性魔術の幻術はすかさず投げられた石によって見破られ、風属性の攻撃魔術で足を止めさせようとしても、すかさず前に出た盾職の戦士や魔術師が防いでしまう。

				（かと言って、今更足を止めて戦っても勝ち目はない）

				　全盛期の彼女なら一人で冒険者五人と戦っても、無傷とはいかないだろうが勝てる見込みはあった。しかし、今ではとても無理だ。

				「はっ、はっ、はっ」

				　それどころか、まるで犬か何かのように勝手に息が早くなる。心臓が早鐘を打ち、苦しくて仕方がない。

				（もう息が上がるとはっ！　魔力も底を突きかけているようじゃ。やはり、寄る年波には勝てんか）

				　そう嘆くザディリスのすぐ左を矢が通り過ぎていく。冒険者が狙っていると、ザディリスは反射的に右に曲がった。

				「あぁっ!?」

				　その三秒後、足が宙を蹴った。崖だ。森と森の外の境界線にある、小さな崖だ。落ちても死ぬ事は無いし、普段なら、森の中なら簡単に飛び下りられる高さの崖だ。

				　だが、この時は致命的だった。

				　まともにバランスを崩したザディリスは、毬のように崖の斜面を跳ねて転がるように落下した。

				「ぅっぐっ」

				　ざざっと地面を転がり、うつ伏せの状態で止まる。起き上がろうとしたが、手足に力が全く入らない。命の危機だというのに、そんな事より休むのが先だと、いう事を聞きやしない。

				　ただでさえ息が上がっていたのに、魔境から出た事で影響を受けているのだ。本当に歳は取るものではない。

				『だが、まあよい。儂一人が死んだところで、一族が滅びる訳ではない』

				　次の長にはヴィガロがいる。頼りになる男衆もいる。次代を担う若い者達は逃がした。

				　余命十年ほどの自分にしては良くやった方じゃないか。これ以上耄碌(もうろく)する前に、そろそろ死んでおいた方が良いだろう。

				　複数の笑い声と足音が近づいてくる。冒険者達だ。きっとこれからザディリスにトドメを刺し、魔石や素材になる部位を奪うのだろう。

				　それは別に構わない、似たような事は今までザディリス自身数え切れないほどやって来た。積極的にはしなかったが、冒険者を殺した事だってあったのだ。

				　恨みはすまい。一思いにやるがよい。

				　うつぶせのまま静かに目を閉じるザディリスだったが、冒険者達は彼女を足に引っかけて仰向けにさせた。

				　止めを刺すなら背中から刺し殺せばよいだろうに何故？　そう訝しく思って目を開けたザディリスの視界には、下卑た笑みを浮かべる冒険者達の顔が映った。

				「へぇ、追いかけ回している時から思ったが、上玉じゃないか」

				「そうか？　俺はもう少し育ってる方が好みだが」

				「お前の好みなんか聞いてねぇよ。重要なのは、こいつが高値で売れるかどうかだ」

				　売るという言葉に、殺す前に素材の吟味でもしているのかと思ったザディリスだがそうでない事がすぐに分かった。

				「こいつらの雌は裏の奴隷商に高く売れるからな。お蔭で今年の冬は楽に越せるぜ」

				　冒険者達はザディリスを殺して魔石と素材を採るために追いかけていたのではなく、彼女を生け捕りにして奴隷商に売り飛ばすつもりだったのだ。

                			

	








			
				　冗談ではないとザディリスは目を見開いた。負けた以上殺されるのも仕方がないが、奴隷にされて死ぬまで慰み者にされるなんて御断りだ。

				「貴様等っ！」

				「おお、言葉が分かるのか。流石メイジだ、これは相場より高く売れるぜ」

				　牙を剥いて睨みつけるザディリスの眼光を見下ろす冒険者達は、笑みを深くするだけだ。何とか残り少ない力を振り絞り、一人ぐらいは道連れにしてやろうとしたが、冒険者の一人がナイフを彼女に突き刺した。

				「あぐっ！　あっ、ああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!?」

				　その途端、激痛がザディリスの全身を駆け巡った。

				　目の前が真っ白になり、まるで小娘のような悲鳴を上げるのを我慢できない。

				「痛いよなぁ、お前等は痛みに強いが、このナイフはペインアップっていう魔術が付与されたマジックアイテムで、このナイフで傷つけられると通常の三倍以上の痛みを感じるのさ」

				「この前捕まえた山賊も、このナイフで軽く切られただけで泣きながらアジトの場所をゲロしたからな」

				「あぐぅっ……はーっ……はーっ……」

				　激痛からザディリアがやや持ち直した時には、もう気力は何時の間にか零した涙と一緒に流れ落ちてしまっていた。

				「へへっ、どうせやりまくってんだろう？　だったら売り飛ばす前に味見してもいいよなぁ」

				「おいおい、気を付けないと引っかかれるぜ」

				「良いけどあまり無茶はするなよ。後、さっさと済ませろ、他の魔物が来たら面倒だ」

				　冒険者の一人がザディリスに跨るように腰を下ろし、彼女の服を脱がしにかかる。灰褐色の胸の膨らみを露わにして、鷲掴みにするが彼女から男が期待する反応は返って来なかった。

				「チッ」

				　それが不満だったのか、男がザディリスに刺さったままのナイフに手を伸ばした。

				「ひっ」

				　またあの激痛を味わうのかと、ザディリスは悲鳴を上げようとしたが──。

				「ぎゃあ!?」

				　森から魔物が出てこないか警戒していた冒険者達の内、盗賊の男が濁った悲鳴を上げた。

				　盗賊の背中には、矢が生えていた。ザディリスは咄嗟(とっさ)に、集落の仲間が助けに来てくれたのかと思った。冒険者達も、同じ事を考えたようだ。

				「こいつを助けに来たのか!?」

				　ザディリスに跨っていた男も含めて、冒険者の戦士達が武器を抜いて森に対して構える。だがローブ姿の魔術師は、盗賊に刺さった矢を抜いてやりながら叫んだ。

				「馬鹿野郎！　森からじゃないっ、後ろだっ！」

				　魔術師の視線の先には僅かな音しか立てず、しかし猛スピードで近づいてくる馬車と、骨だけの獣の一団があった。

				「あ、アンデッドモンスター!?　なんで魔境じゃなくて草原の方からくるんだ!?」

				「知るかっ！　それより弓矢を持ってる奴がいる、さっさと前に立ってくれ！」

				　狼狽える盾職の仲間に、身に着けているレザーアーマーのお蔭で致命傷を免れた盗賊の男が怒鳴ってからポーションを口にする。

				　そうして傷を癒し態勢を整えようとしている冒険者の一団に、ヴァンダルー達は襲い掛かった。骨人が矢を番え、第二射を放つが、これは盗賊の男に回避されてしまった。仕方ない、所詮スキルレベル１だ。

				　遠距離攻撃の手段が少なすぎる。サリアとリタにも弓矢を覚えさせようかな。

				　そう思いながら荷台に隠れているヴァンダルーは、呪文を唱えているらしい魔術師に向かって術を放った。

				「……【吸魔の結界】」

				　黒い魔力の塊が、魔術師の男に向かって飛んでいく。彼は咄嗟(とっさ)に何かの防御魔術を使って防ごうとしたが、黒い魔力の塊はその術の魔力を吸収して無効にしてしまう。

				「う、うわぁっ!?　あのゴーストキャリッジ、妙な魔術をっ！　何だこれは!?」

				　魔術師の男を黒い魔力の塊がドーム状に包み込むが、今のところ何のダメージも受けていないように見える。

				「それより早く術を唱えろっ！」

				　剣や槍、斧と盾を構える前衛達が迎え撃たんと前に出るが、次の瞬間整いかけていた戦線が大きく崩れる。

				『はぁっ！　退かなければ踏み潰して参りますぞ！』

				　ゴーストキャリッジの御者台で手綱を握るサムが、そう叫びながら加速を指示したのだ。白い朧のような馬が嘶きながら、猛スピードで迫ってくる。

				『突撃ぃぃぃぃぃっ！』

				「に、逃げろぉぉぉぉっ！」

				　盾職の男が叫ぶと、冒険者達が一斉にサムの進行方向上から飛び退く。幾ら防御力があろうが、【石盾】や【石壁】といった盾術や鎧術の武技があろうと、三頭立ての馬車がアンデッド化したサムの【高速走行】＋【突撃】のコンボを受け止めきる事は出来ない。

				　早めに逃げたお蔭で冒険者達は全員が回避に成功し、サムはザディリスの爪先から二メートル離れた位置で華麗なドリフトターンを決める。これも、霊体の馬が実際はサムの一部だからこそ出来た芸当だ。

				　本来ならシェイクされるはずの荷台の中も、【衝撃耐性】スキルのお蔭でヴァンダルー以外は体勢を保っている。

				『ガァァァァァ！』

				『グォォォォォン！』

				　そして体勢と戦列を崩した冒険者達に、骨狼や骨熊、骨猿が襲い掛かる。それでも冒険者達はそれなりの腕を持っていたのか、何とか武器を構え直してそれぞれ初撃を回避する。

				『ゲェェェェェ！』

				『オォォォォォォ』

				　上空から襲撃する骨鳥の鉤爪と、背後から襲撃する馬車から飛び降りた骨人が加わった事で劣勢どころか早くも敗色が滲んでくる。

				「な、何でランク３の魔物が魔境の外にいるんだ！」

				「知るかっ！　【一閃】っ！」

				「おいっ、援護の魔術はまだか!?」

				　盾を叩き割る勢いで振るわれる骨熊の前足をある男は何とか防ぎ、ある男は剣術の基本武技【一閃】を骨猿に回避され、最後の一人は何時までも援護しない魔術師に振り向かないまま怒鳴りつける。

				「炎よ、我が手に集まり……ダメだ！　魔術が、魔力が吸われて魔術が使えない！」

				　魔術師も言われるまでもなく呪文の詠唱をしているのだが、体内の魔力を練り上げる度に奪われていく。それはヴァンダルーが放った【吸魔の結界】の効果だ。結界内で魔術を使おうとすると、完成する前に魔力を奪われてしまう。

				　結界を破るには吸収できない程の魔力を放出するか、耐結界用の魔術を使うか、単純に纏(まと)わりついて来る結界が追い付けない速度で逃げればいい。だがヴァンダルーが桁外れの魔力を注ぎ込んで唱えたこの結界を破れるのは、魔術の大達人ぐらいだ。

				　当然、この魔術師には魔力や術では不可能だ。だったら全力で走ればもしかしたら結界を振りほどけるかもしれないが、まさかそんな方法で脱出できるとは思わない魔術師は只管狼狽していた。

				「ち、畜生っ！　何だこいつ等!?　何処を攻撃すればいいんだ!?」

				　一方、盗賊はサリアとリタを相手に戦っていた。本来なら純粋な戦闘力では劣る盗賊が正面から魔物と、それも一対二で戦っては分が悪い。

				　しかし、サリアとリタはそれぞれの武器を何とか振り回しているだけの状態で、俊敏な盗賊にとって彼女達の攻撃を回避するのは難しくない。

				　だが盗賊は短剣を握ったまま二人に対して攻めあぐねていた。通常のリビングアーマーなら、倒すのは難しくない。短剣を鎧の隙間に突き入れ、兜や胴体の繋ぎ目を破壊してパーツごとにバラバラにしてやればいい。

				　だが、サリアとリタには兜の部分が無い。特にリタは、胴体部分も上下で既に分かれている。

				　バラバラにしようにも、既にバラバラなのである。リビングハイレグアーマーとビキニアーマーの彼女達は。

				「頭は、急所は何処だ、チクショーッ！　ギャン!?」

				　冷静になろうとするが、頼りになる前衛の仲間達は劣勢。魔術師は役立たずと化している。混乱した盗賊は、戻ってきたサムに轢かれて、ゴム毬のように跳ね飛ばされ犬のような悲鳴を上げた。

				　逆転の機会を潰され続けた冒険者達は、骸となって横たわった。

				　ヴァンダルー一行の被害は、骨狼や骨熊の骨が何本か折れたのとサムの荷台で一人転がっていたヴァンダルーの怪我ぐらいだ。

				『も、申し訳ありません、坊ちゃん』

				「……良いって。すぐ治るから」

				　思いっきり額が切れていて血が流れているが、【高速治癒】スキルがあるから何日かで治るだろう。

				　骨達の骨も、最近死属性魔術でアンデッドの損傷を治せる事が分かったのですぐ回復可能だ。

				　結果、損害は軽微と言える。

				「ふぅ、反省が必要だな」

				　しかし、ヴァンダルーは反省していた。軽はずみに冒険者達を襲撃した事を。

				　今回簡単に勝てたのは奇襲が上手くいった事と死属性魔術による初見殺し、そして冒険者達の腕がそれほど高くなかったからだ。

				　ギルドカードという冒険者ギルド発行の身分証を確認したが、冒険者達はＤ級だった。これがＣ級以上なら返り討ちに遭っていた可能性が高い。

				　パッと見て強さが分からない冒険者を襲撃するのは、それだけ危険度が高い行為なのだ。

				　でも、女の子を襲う暴漢を見逃すという選択肢は無い。

				「次は、もっとちゃんとしっかり奇襲しよう」

				　反省終了。

				　冒険者達の身ぐるみを剥いで死体の始末や、早速擦り寄ってきている冒険者達の霊から情報を収集するのは後にして、まずは襲われていた女の子を助けなければ。

				【生命力探知】でさっき調べた時は、今すぐ死ぬような状態ではなかったが大分弱っているようだった。もしもの時はこの前ダンジョンで手に入れたポーションの出番だろう。

				「うっ……」

				　一方ザディリスはてっきりこれから殺されるのだと覚悟していた。冒険者を殺したのは仲間ではなく、アンデッドなのだから、当然自分も殺すだろうと思っていたからだ。

				「大丈夫ですか？」

				　思っていたが、何時まで経ってもアンデッドは彼女に対して襲い掛からず、それどころか何時の間にか近くに立っていた、額から血を流している幼児にそう話しかけられた。

				　驚きと困惑、もしかしてこの幼児は死霊の類ではないかという恐れ。そして何よりまだナイフを生やしたままジンジンと激しい痛みを訴える傷のせいで、質問に答える事が出来ない。

				　そんなザディリスを見下ろして、ヴァンダルーは「肌の色は変わってるけど、可愛い子だな」と思った。

				　年齢は十代半ばか、その前後ぐらいだろうか。可愛らしい顔立ちに、濡れた瞳が庇護欲を駆りたてられる。地球なら余裕でアイドルデビューできる容姿だ。

				　灰褐色の肌というのは変わっているが、ここは異世界だしそう珍しくはないのかもしれない。

				　露わになっている胸も──。

				（おっと、これ以上見るのはいけない）

				　あっさりとヴァンダルーは美少女の胸から視線を逸らした。精神的には兎も角肉体的には乳幼児なので、性欲に目覚めていないのが幸いか。視線が嫌らしくなっていなければ良いのだが。

				　まあ、実際にはアンデッド並に生気の無い死んだ瞳なので、じっと見つめられると羞恥心や嫌悪より恐怖心の方を抱かせる視線なのだが。

				　それに気がつかずに、ヴァンダルーはまずは傷の治療だとザディリスの腹に刺さっているナイフの柄に手を伸ばした。

				「まっ、やめ……っ！」

				　だがそのナイフは痛みを増すマジックアイテムだ。抜かれればまたあの激痛を味わう事になると、ザディリスはヴァンダルーの手を止めようとした。

				「……【無痛】」

				　痛みが激しいのかと気が付いたヴァンダルーは、死属性魔術でザディリスが感じている痛みを消した。

				「っ!?」

				　一瞬で痛みが消えて驚くザディリスの腹部から、ヴァンダルーはナイフを一気に引き抜く。そして三級ポーションを傷に振りかける。

				　するとまるで冗談のように傷が塞がっていく。肉が覗いていた傷口が見る見るうちに塞がり、新しいつるりとした皮膚が出来る。傷跡が全く残っていない。

				　外科的な治療と傷跡を残さない整形技術と、地球で同じ事をするには時間と手間がかかるのにラムダではポーションをかけるだけ。こういう分野ではラムダの方が地球より進んでいるなと、ヴァンダルーは思った。

				　三級ポーションの正確な販売価格を知ったら、その感想も吹き飛ぶだろうが。

				「俺はヴァンダルーといいます。良ければ身体を洗う水や、拭く布を用意しましょうか？」

				　呆然とした様子で自分を見上げる女の子に話しかける。きっとパニック状態なのだろう、荒くれ者に刺されたうえに強姦されかけたのだから無理もない。

				（地球ならこういう時婦人警官が対応するんだろうけど……）

				　女性なのは幽霊のダルシア（ヴァンダルーとアンデッド以外には見えない）、サリアとリタ（動く鎧にしか見えないので女性と認識してくれるかどうか不安）だけだ。なので、消去法でヴァンダルーが彼女に対応する事になる。

				（絶対不適材不適所だと思うけど）

				　地球とオリジン、どちらの人生でも異性と碌に付き合いの無かった自分に、性犯罪の被害者に対応するなんてデリケートな真似が出来る訳がない。

				　その証拠のように、女の子の目に涙が浮かんでいる。傷を治す前から涙や汗で顔が濡れていたが、再び泣き出しそうだ。

				「うっ……うぁぁぁぁぁぁぁっ！」

				　そして案の定泣き出し、その上ヴァンダルーを抱きしめた。

				　その勢いは猛烈で、反射的にサリア達がザディリスからヴァンダルーを取り戻そうとしたぐらいだ。それを手で制して、彼女の成すがままに抱きしめられているヴァンダルーは夢心地……っと、いう訳では無かった。

				　彼女が見た目よりずっと力が強かったからだ。

				　流石に骨が折れる程じゃないが、呼吸がし辛い。ついでに爪が地味に食い込んでいる。

				（け、結構苦しい……でもオリジンで受けた改造手術や人体実験程じゃないし）

				　そう強がるが、流石に可愛い女の子に抱きしめられる事を喜ぶ余裕は無かった。

				「いや、本当に助かった。主は儂の命の恩人じゃ、冒険者達を倒してくれたのみならず、貴重なポーションまで使ってくれて、何と礼を言えばよいか」

				「はぁ……」

				　ガラガラとヴァンダルー達は魔境の中を進んでいた。ザディリスが落ち着くのを待ち、冒険者達の死体から装備を剥ぎ取ったあと、ヴァンダルー達は魔境に入ったのだ。

				「すまんな、集落まで後少しじゃ」

				　ザディリスを送り届けるために。

				　何故魔物が跋扈する魔境の中に彼女の集落があるのかというと、彼女が一般的には魔物と呼ばれる種族出身だったからだ。

				「儂らグールは痛みに強いが、あのマジックアイテムはまさに地獄の苦しみじゃった。その上まさか奴隷にして売り飛ばそうとは……人間は恐ろしいわい」

				　そう、ザディリスはグールだったのだ。

				　肌の色からもしかして人種以外の種族かもしれないとは思っていたが、まさかグールだとは思わなかった。

				　しかし、御者台に腰かけているザディリスの腿に腰かけるようにして抱かれているヴァンダルーは、自分の持つグールのイメージが彼女と違い過ぎて、どうにも違和感を覚える。

				「グールって、アンデッドじゃないんですか？」

				　そもそもヴァンダルーの中のグールのイメージは、アンデッドの一種でゾンビより強く死肉を特に好んで喰らうモンスターという物だ。後、爪や牙に毒を持っているくらいか。

				　しかしザディリスからは、ダルシアが殺されてからは感じた事の無かった心地良い人のぬくもりが伝わってくるし、そもそも【生命感知】で彼女から生命力を感知している。彼女は人間ではないかも知れないが、紛れも無く生物なのだ。

				『坊ちゃん、私達一般人の間ではグールは吸血鬼に近いゾンビの上位種だと言われております』

				　サムが言うには、ラムダ世界のグールは吸血鬼の劣等種のような扱いらしい。生きているし、子孫も残す。しかし人を襲う凶暴な魔物であり、力が強く痛みに対する耐性を持ち、手足の爪から毒を分泌する。

				　そして新鮮な死体を邪悪な儀式で同族に変化させてしまうらしい。

				「うむ、ゾンビの上位種ではないが前半はやや正解じゃ、サム」

				　しかし、ザディリスが言うには実態は違うらしい。

				　グールは吸血鬼の劣等種というか、劣った親戚のような関係らしい。そしてゾンビとは全く関係無い生態をしている。

				「簡単に言えば、儂らグールの始祖は吸血鬼の始祖の双子の弟、若しくは妹だったらしいのじゃよ。グールもまた、女神ヴィダの子という事じゃな」

				「母さんから聞いた神話に、グールは出てこないけど？」

				「まあ、正確には分からん、儂も先々代の最長老から聞いただけじゃからな」

				　ヴァンダルーがダルシアから聞いた神話では、ヴィダはラミアやスキュラ、ハーピィー、アラクネ、ケンタウロス等を生み出したらしいが、そこにグールが加わるとは聞いていなかった。

				　だがまぁ、ダルシアも全てを知っている訳ではないし、地方によって神話の内容が変わるのはあり得る話だ。その話は彼女が起きた時に聞いてみればよい。

				　だが少なくともザディリスが属する集落のグールは、彼女が語った話を信じているらしい。……だからと言って、別に人間に友好的な訳ではないが。誰だって、自分を魔物の一種として殺そうとする連中と仲良くしたいとは思わないものだ。

				　実際、ザディリスも若い頃は何人もの冒険者を返り討ちにしたし、仲間を冒険者に殺されている。

				「しかし、まさか奴隷にして売り飛ばそうとは。殺されるのなら負けた以上仕方がないと、諦められるのじゃがなぁ」

				　ザディリスにとって、自分が人間の性欲の対象になるというのは衝撃の体験だったようだ。だが、彼女が知らないだけで裏社会ではそういう事は珍しくないのが現状だった。

				　魔物の中には肌の色や一部の形が違うだけで後は人間と姿形は変わらないという種族がいるため、その種族の女を奴隷として売り買いしようと人間達が思いつくのは当然だった。

				「全く、オークのように女なら何でもいいというものでもあるまいに。そう思わんか？」

				　そう問いかけられたヴァンダルーは、ザディリスを見上げて首を横に振った。

				「あなたは魅力的だと思いますよ」

				　グールだと聞いた後で改めてザディリスを見ても、ヴァンダルーの目には彼女が可愛らしく映った。

				　黄色い瞳と灰褐色の肌はエキゾチックだなと思うし、牙も八重歯のように見えて可愛い。幼さの残る頬の曲線に、その癖艶めかしい唇は、もし彼がもっと年上の普通の少年なら初恋に落ちたとしてもおかしくない。

				　その点、なんだか損をしているような気がするヴァンダルーだったがそれはさて置き、つまりザディリスには奴隷としての価値が十二分にある。

				「だから連中は女なら何でもいいとあなたを襲った訳ではなく、最初から狙いを付けていた可能性があると思います。これからは気を付けた方が……どうかしました？」

				「い、いや、何でもないっ」

				　言葉通りの意味で魅力的だと言ったヴァンダルーの言葉に、ザディリスは妙な胸の高鳴りを覚えていた。

				（待て待て、幾ら命の恩人と言えど赤子と言っても良い子供相手に何を考えている）

				　そう思っても、高鳴りは中々収まらない。

				（みょ、妙な坊やじゃな。アンデッドを使役したり、未知の魔術を使ったり。それに、じっと見つめられると妙な気分に……こ、これが吸血鬼の魅了の視線かっ!?）

				　ダンピールに関して中途半端な知識があるため、ザディリスはヴァンダルーに対する気持ちを若干誤解するのだった。

				「確かにそうじゃなっ、これからは気を付けねばなるまい。集落の女衆にも注意を促さねばならんな。老い先短い儂が狙われたんじゃ、若い者が狙われないとも限らん」

				　そしてザディリスはグールコミュニティの最長老だった。なんと、今年で二九〇歳らしい。そしてグールは三〇〇年前後が寿命らしい。老い先短いと言う自己申告に嘘は無かった訳だ。

				　ヴァンダルーが【生命感知】で調べた時、弱っているように感じられたのは腹の刺し傷のせいではなく老いのせいで弱っていたからだったのだ。

				「……冒険者にグールの実年齢は分からないと思いますけど」

				　皺ひとつない十代の瑞々しい肌を保っているザディリスに言うと、苦笑いを浮かべた。

				「ふむー、グールだけで暮らしているとそういう事に鈍くなるようじゃな。儂らグールの女は、初めて子供を身籠った歳で外見が止まるが、集落の者は大体女の歳を知っておるからな。ん？　どうした坊や？　眠いか？」

				「いえ……」

				　俯いて溜め息を吐いたヴァンダルーは、ザディリスの言葉を聞いて理由も分からずがっかりしていた。

				「そうか？　なら、今の内に約束して欲しいのじゃが……儂が小娘のように泣きじゃくった事は秘密にしてくれんか？　無論、サム殿もじゃ」

				「構いませんよ」

				『私は坊ちゃんに従うだけですので』

				「うむ、重ね重ね感謝じゃ。っと、話している内に何か来たようじゃな」

				　穏やかに会話しているが、今ヴァンダルー達が進んでいるのは魔境だ。他の通常の森林や原野と比べ物にならない数の魔物が、高密度で生息している。サムの周囲を骨人や骨狼が守っているため、今まではとち狂ったゴブリンが一匹襲い掛かって来て返り討ちにされただけだったが。

				　ザディリスに言われて【生命感知】を使用すると、五十メートル程前方に人間大かそれよりやや大きな生命反応が、十数個存在する。

				　しかし、常に発動している【危険感知：死】には反応が無いので、血に飢えた魔物が待ち伏せている訳ではないようだ。

				『坊ちゃん？』

				「とりあえず、そのまま進もうか」

				　森なので骨鳥に空から偵察させても効果が薄いだろうと、そのまま様子を見ていると木の陰や茂みから魔物が姿を現した。

				　現れた魔物は五体のある人と大まかには同じ形をしていた。しかしその頭部は獅子の物だった。それも百獣の王らしい誇り高さを凶暴さにすり替えたような、牙を剥き出しにし鬣(たてがみ)を振り乱している獅子の頭だ。

				　首から下は灰褐色の肌に、背筋を伸ばして直立していても地面に指が付きそうな程長い腕といった異様さに目が行きがちだが、野生の肉食獣のような強靭さと柔軟さを併せ持つ筋肉が付いている事も見逃してはいけない。

				　同じ人型の魔物でも、これまでヴァンダルー達が倒してきたゴブリンとは一線を画する存在だ。

				　しかし、何故かその魔物達は殺意ではなく困惑を浮かべていた。

				「おお皆よ、良く迎えに来てくれたっ」

				　っと、ザディリスがヴァンダルーを抱いたまま立ち上がった。

				「長老様、おで達、ビルデ達から報せを聞いて助けに……なのに、何故アンデッド連れて戻ってきた？」

				「無事なの嬉しい……だども、そいつら何？」

				　グルグルと唸るような口調で、しかし獅子の口で器用に言葉を話す魔物達。この状態は一体と彼ら同様に困惑するヴァンダルーに、サムが小声で囁いた。

				『坊ちゃん、グールは雄とめ……男と女で大きく姿が違うと聞き及んでいます。実際に見るのは、初めてですが』

				　同じ種族なのにザディリスは肌の色と牙を除けば人間そっくり、片や男はどう見ても人外の姿。グールというのは随分個性的な生態をした種族のようだ。

				「うむ、冒険者共に襲われて危ないところをこの坊やに助けられたのじゃ。アンデッドもこの坊やが従えている」

				「その小さな子供が冒険者を!?」

				「それにアンデッドを従えている……？」

				　一方、ザディリスの言葉にグールの男達は信じられないと顔を見合わせた。まあ、すぐには信じられないだろうなと、ヴァンダルーも思う。

				　すると、ぬっと森の奥から他のグールの男達よりも二回りは大きい、背の高さが二メートルまで達しているであろう巨大なグールが姿を現した。

				　モンスターの皮を使ったレザーアーマーを身に纏(まと)い、鮮やかな鳥の羽根飾りで鬣を飾っている。

				　背中には、ヒグマでも両断できそうな巨大なバトルアックスを背負っている。恐らく、このグールが男達のまとめ役だろう。

				「ヴィガロ、お主まで出て来たのか。長が軽々と集落を空けるなと、何度教えた」

				「まだ長はお前だ、ザディリス。長の危機なら、戦士長の我が出るのが当たり前だ」

				「実質的な長はお主じゃ。儂が居なくてもお主が居れば集落は回る」

				「じっしつてき？　集落がまわる？　お前は何を訳の分からない事を言っている？　冒険者に襲われた時に頭を打ったのか？」

				「……前言撤回じゃ。この物知らずめ、後しばらくは頭の方を鍛えねばならんな」

				「ゼンゲン？　言っておくが、我は頭も鍛えている。十年前も、オークを頭突きで倒した」

				　自信満々に胸を張るヴィガロに、深々とザディリスがため息をついた。吐息が後頭部に当たってくすぐったい。それにしてもあのヴィガロってグール、丸太のような二の腕だ。どうやったらあれぐらい筋肉が付くのだろうか？　ぜひ教えて欲しい。

				「それで、その子供はどうするつもりだ？」

				「無論、集落で持て成すつもりじゃ。この坊やは気前が良くての、宴で出す肉まで提供すると言ってくれておる。問題あるまい？」

				「ぐる……」

				　ヴィガロはザディリスの言葉に首を傾げた。普段の彼女なら、幾ら命を助けられたとはいえ、他の種族の者を集落に入れる事を許しはしないからだ。

				　そもそもグール達が暮らすのは魔境であり、同族以外の生物は天敵兼獲物という環境だ。場合によっては他の集落のグールと殺し合いになる事も珍しくない。

				　だからザディリスも、そしてヴィガロも、排他主義でありそれは生き残るためには間違っていない。

				　ヴァンダルーがダンピールだという事にはヴィガロも気がついている。提供してくれるという肉にも興味はある。しかし、集落の場所を知られるのは危険ではないかという思いの方が強かった。

				　まるでオークのスープに浮かぶ眼球のように生気の無い瞳で、ザディリスを見上げているヴァンダルーから敵意や危険性は感じないが……いや、何かが妙だ。

				　あの死んだ瞳に自分を映して欲しい、この子供のために何かしてやりたい。そんな気持ちになっている自分にヴィガロは気が付いた。

				「ダメなら俺達はここで失礼しますけど……」

				　そうヴァンダルーに言われると、ヴィガロや彼に従うグールの男達は胸を締め付けられるような感覚に小さく呻いた。罪悪感、そしてここで引き止めなくてはヴァンダルーが去ってしまうという焦り。

				「ダメじゃねぇっ！　我達の集落まで案内するっ、是非歓迎させてくれっ」

				　咄嗟(とっさ)にヴィガロはそう叫んでいた。おお、っと歓声を上げる男衆。

				「ヴァンダルー、お前は我達の客だ、歓迎する。グルルルルルルルルウゥゥゥゥゥゥゥ!!」

				　そして突然天を仰ぐと、猛獣の咆哮のような大声を上げるヴィガロ。ビリビリと空気を震わせる大音声に驚くヴァンダルーに、ザディリスが言った。

				「集落の者に伝えているのじゃよ。長老は無事、客が来る、宴の準備をしろとな」

				　こうしてヴァンダルーは、生まれて初めて自分に友好的なコミュニティに迎えられたのだった。
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				　野望を胸に中央に進出したコボルトのギャオンは、柄頭が大きく欠けた斧を捨てて身軽になりたい誘惑と戦いながら、仲間達と共に巣に向かっていた。

				　コボルトといえば、ゴブリンと並んでポピュラーな魔物だ。基本的なランクは２で、特殊な能力も持たない。直立した犬そっくりな姿をした、成体でも大人の胸ほどにしかならない小柄な種族だ。

				　ただ犬や狼のように群れを作り連携して戦うので、ゴブリンより手ごわいとされる。

				　ランクアップした上位種が群れに存在しなければ、新人冒険者が集団戦を学ぶ格好の相手だ。

				　その上位種が、この群れには複数存在した。ギャオン本人もその一匹で、彼はランク４のコボルトジェネラルである。

				　ただ群れのリーダーは熟練のコボルトメイジで、サブリーダーはギャオンより経験を積んだジェネラルだった。そう、だっただ。

				　コボルトメイジはギャオン達が暮らすこの密林魔境の覇権を握る事を夢見ていた。群れの数も増えていたし、ギャオンを含めた若い世代がランクアップして、上位種が揃っていた。

				　そのためには、魔境の中央を目指す必要があった。何故ならギャオンの集落の周囲には、複数のグールの群れが存在していたからだ。

				　特に厄介なのが百匹のグールを束ねるグールメイジの群れだ。ギャオン達が一度に襲い掛かってもまず敵わない。それに、奴らはコボルトだろうとゴブリンだろうと襲って喰らう、凶暴な連中だ。

				　そのグールとの生存競争に勝ち密林魔境の覇権を握るためには、一度グール共から離れた新天地で群れの数と戦士の質を上げる必要があった。

				　その新天地を求めて巣を出発した三十匹のコボルト。リーダーのコボルトメイジに、ギャオンともう一匹のコボルトジェネラル、他にコボルトアーチャーにナイト。ただのコボルトでも、レベルが高い者を中心に揃えた。

				　それが今や、十匹しかいない。

				「クゥ～ン」

				「ワウゥ……」

				　血と泥に塗れ、耳と尻尾をだらりと垂らす満身創痍の十匹ほどの仲間。コボルトメイジともう一人のジェネラルの姿は無く、残っているのは後衛にいたアーチャーと運が良かったナイトとただのコボルトのみ。

				　強敵に遭遇しても、撤退できるだけの戦力を揃えての威力偵察のはずだった。だがギャオン達が魔境の中央で遭遇したのは、彼等が想定していた『強敵』を超える敵だった。

				　オークだ。

				　ランクは３で突進と怪力、生命力に優れる魔物だ。しかし、その分頭が悪く棍棒等の単純な道具を使う最低限な知力しかないと言われる。

				　実際、遭遇したのが数匹のオークならギャオン達にとっては容易い獲物、経験値と食料を得る機会でしかなかった。

				　だが遭遇したオークの群れは十匹ほど。オークジェネラルとメイジに率いられた、全員がそれなりにしっかりした鎧と武器を使いこなす武装集団だった。

				　しかも、奴隷にしたらしいゴブリンやコボルトを連れていた。

				　結果ギャオン達はオークや奴隷のゴブリンやコボルトを数匹倒したが、その代わりに仲間のリーダーとサブリーダーを喪って命からがら敗走する事になった。

				　この場に居ない仲間は、生きていればオーク達に捕まり奴隷にされているだろう。

				　だが、その方が幸せかもしれない。

				「ワウゥン」

				　これからどうすれば良い？　ギャオンは欠けた耳を垂らして不安に喘(あえ)いだ。

				　巣に戻っても、残っているのは未熟なコボルトと身重の雌、子供だけだ。留守番役のコボルトナイトとメイジの弟子が一匹ずついるが、それが何の足しになるというのか。

				　コボルトは数か月もあれば成体になる。日々の狩りぐらいなら何とかなるだろう。しかし、それでは中央のオークも周囲のグールにも勝てない。二つの強敵の隙間で、縮こまって生きていくしかないのか。

				「ルルルルゥ」

				　それは、一度は野望に魅せられたギャオンにとって耐え難い屈辱だった。だが、結果が分かりきっている勝負をするほど、自棄にもなれない。

				「グルル！」

				「キャウゥン!?」

				　仲間達が突然騒ぎ出した。はっとして顔を上げたギャオンが見たのは、自分達に対して向かって突進してくる巨大なオーク……いや、マッドボアだ。

				「ブギイィィィ！」

				　体長三メートルのヒュージボアが数多の獲物を喰らいランクアップした、血に飢えた暴食の猛獣。ランクはギャオンと同じ４で同格の相手だが、怪我と疲労で消耗した今とても互角に戦えるとは思えない。

				　特にオークに似た頭が、まだ瘡蓋も出来ていない敗北の記憶を刺激する。

				　混乱し棒立ちになる仲間に、ギャオンは逃げろと叫ぼうとした。マッドボアも所詮は猪だ。勢いは在っても小回りは利かない。バラバラに逃げれば、この場は生き延びられるはずだ。

				　そう、この場は。だが、次は？

				　気がついたらギャオンは仲間を追い越し、突進してくるマッドボアに向かって駆け出していた。

				「ウォォォォォン！」

				　強い奴が群れを率いるのが掟。なら、今のリーダーは自分だ。「何をすれば良い？」と迷っている場合ではない。

				　自分が群れを導き、そのために何が必要か決断しなければならない。

				「ギィィィィ！」

				「オォォォォォン！」

				　雄叫びをぶつけ合うマッドボアとギャオンは、そのまま正面から雌雄を決した。

				　轢き殺そうとする巨大猪。その猪の頭に飛びかかったギャオンは、壊れかけた斧を全身全霊の力を込めて振り下ろした。

				　鈍い音を立てて、マッドボアの頭蓋骨とギャオンの斧が砕ける。

				　ギャオンはそれまで成功させた事が無かった、【斧術】の武技【断鉄】の発動を土壇場で成功させたのだ。そのままマッドボアは瞳から輝きを失い、地響きを立てて倒れ込む。

				「ギャオン!?」

				「ワォンッ、ワォオン！」

				　唖然とギャオンの行動を見守っていた仲間達に、ギャオンは獲物の上に立ったまま応えた。

				「ウオォォォン！　ワオオォォォォン！」

				　群れの仲間達よ、この獲物を喰らえ！　喰らって力を取り戻し、我が野望を叶える戦士となれ！

				　雄々しいギャオンの遠吠えに、敗北に打ちのめされていたコボルト達は気力を取り戻した。

				　ここに新たなリーダーが……いや、キングがコボルトの群れに誕生したのだった。

				

				　　　　　　　

				

				「乾杯！　長老と恩人に乾杯！」

				「うめぇっ、恩人がくれた肉うめぇっ！」

				　最長老であるザディリスを助け、戦士長にして次期族長であるヴィガロに認められて迎え入れられたグールのコミュニティは、魔境の奥に在った。

				　グール達の集落はヴァンダルーが思っていたよりはずっと広く、そして文明的であった。

				　森というよりは密林といった様子の魔境の木々を切り開いて作った広場に、木の葉を編んで作った屋根の竪穴式住居が立ち並んでいる。

				　建物の形状上湿気は大丈夫なのかと気になるところだが、ここは本物のアマゾンではないし亜熱帯気候でもないため問題無いのだろう。

				　後は井戸などを掘って水を確保し、原始的で規模も家庭菜園程度だが畑もある。あと周囲の密林で手に入れた植物を発酵させて酒を作ったり、狩りで手に入れた獲物を加工して保存したりしている蔵まであるそうだ。

				　グール達の生活は、ヴァンダルーが地球のテレビ番組で見た森で暮らす少数民族といった様子だ。少なくとも完全な狩猟採集に頼るゴブリンやコボルト等の魔物より、余程文化的で生産的なコミュニティと言えるだろう。

				（そして、俺の今までの生活よりもずっと人間らしい生活をしていると思う）

				　山賊からの略奪を含むが狩猟採集に頼る生活を続けているヴァンダルーは、やっぱり安定した生活基盤って重要だなとグール達を見て再認識したのだった。衣食住揃って、人は初めて人らしい生活が出来るのだと。

				　そしてグール達はヴァンダルーが提供した肉と、思った以上に使わなかったのでついでに提供した山賊のワインで宴会を開いていた。

				　その数およそ一〇〇人。他に数日かけてゴブリンを狩りに行っている戦士達が十人程居るので、更に増えるらしい。魔物の生態にいまいち詳しくないヴァンダルーだが、魔境に存在する魔物の集落としては最大規模だろうと想像するのは難しくない。

				　因みに、そのゴブリン狩りに出ている戦士達のリーダーがザディリスの末娘らしい。何でも、女だが魔術よりも戦士としての才に恵まれているのだとか。

				　そして獅子に似た頭と足より長い腕を持つグールの男と、灰褐色の肌以外は人間の女と大差ないグールの女が、口々にザディリスを助け肉と酒を提供したヴァンダルーを称え、料理に舌鼓を打っている。その様子は、ヴァンダルーに「良い事したなぁ」と和ませるのに十分だった。

				　肉の正体を知っていても、その感想は変わらない。

				　やっぱり、食事は皆で食べたほうが美味しいし。

				「ヴァンダルー、お前も食え」

				　ヴィガロがよく焼けた肉の刺さった串を差し出すが、ヴァンダルーは首を横に振った。

				「ちょっと人肉を食べるのには抵抗があるので」

				　そう、ヴィガロ達が串に刺して焼き、香草等と一緒に煮て食っているのはヴァンダルーがザディリスを助けた時に殺した、五人の冒険者の肉。つまり、人肉だった。

				　アンデッドではないなど、ヴァンダルーの持っているイメージとは違ったグール達だが、人肉を喰うという特徴は当てはまっていた。

				「そうか？　ポイズントードの足より美味いぞ？」

				　ヴィガロはヴァンダルーが食べているポイズントードの後ろ足の丸焼きを見て首を傾げるが、隣に座っているザディリスが彼を窘めた。

				「あまりしつこく誘うな、ヴァンダルーはダンピールなのじゃから血は飲んでも肉は食わんのじゃろう」

				「そうか？　じゃあ、酒はどうだ？」

				「ヴァンダルーはまだ一歳じゃぞ、酒は毒にしかならん。宴の席で耐性スキルでも付けさせる気か！」

				「一歳!?　そうなのか？　我はてっきり体が小さいだけでもっと歳を取っていると思ったぞ」

				　ヴィガロが目を見開いて驚くが、ヴァンダルーの言動を見ていると見かけよりずっと年月を生きているように思っても不思議は無い。いや、思い込む方が自然だろう。

				「まあ、魔術を使ってアンデッドを何体もテイムして冒険者を五人倒すような坊やじゃ。身体が小さいだけの大人と思っても不思議は無いが……」

				「そうですか？　まだまだ若輩者の一歳児なんですけど」

				『見えん、見えん』

				　声を揃えて首を横に振るザディリスとヴィガロ。ヴァンダルー本人も「だろうな」と思ったので、気にしないが。

				　実際、魔術やアンデッドの事を除いても今のヴァンダルーを見て「あどけない一歳児」と思う人間は居ないだろう。無表情で、生気の無い死んだ瞳、目の前にいるのに希薄な存在感。髪はダルシアが生後半年の頃に殺されたせいで伸び放題で、着ている物はボロ布以上服未満の代物。

				　どう好意的に見ても幽霊の類だろう。

				「長老、私達も恩人に挨拶しても？」

				「是非お願いしますっ」

				　しかしグールの女達が持った印象はそうでは無かったようだ。数人のグールの女達が黄色い瞳を輝かせてヴァンダルーを見つめている。

				　その視線を受けて、ヴァンダルーは目を瞬かせた。これまでの人生で、霊以外の誰かからの人気を勝ち取った事が無かったので、驚いているのだ。

				「うむ、坊や、この者達は集落の中でも若い女達でな、今儂が色々と教えているところなのじゃよ」

				　ザディリスが紹介した女達は、確かに若く見えた。大体の者が十代半ばから二十歳前後に見える。ただ、彼女達に長老と呼ばれるザディリスの方が幼い容姿をしているのだが。

				「ザディリス長老を助けてくれてありがとう～っ！」

				「可愛いぃ、髪の毛が鬣(たてがみ)みたい」

				「綺麗な瞳、左右で色が違うのね」

				　だが精神的には確かにザディリスより彼女達の方が幼いようだ。紹介された途端ヴァンダルーを争うように代わる代わる抱き上げる。

				「お、おい、あまり乱暴にしてはいかんぞ」

				　足を掴んで持ち上げたり、逆さまに抱き上げたり、一歳児にするにはかなり乱暴な扱いだった。ヴァンダルーはダンピールだったお蔭で、既に成人男性以上に頑丈だったから平気だったが。

				　しかし平気でも普通ならこんな扱いを受ければ不快に思うのが当然だ。しかし、ヴァンダルーは彼女達の荒っぽい歓迎に少しも怒らなかった。

				（あれ？　これってもしかして……モテてる？）

				　今までの人生でこんなに異性にチヤホヤされた事は無い。人生三度目にして、初めて到来したモテ期か!?　ヴァンダルーの思考は、そこで止まっていたので扱いの乱暴さに腹を立てるどころではなかったのだった。

				　グールの女達は誰もが容姿の整った美女か美少女で、その上密林のような魔境に集落を構えている関係で皆露出度が高かった。人間の男でも彼女達に纏(まと)わりつかれたら鼻の下を伸ばすだろう。

				　彼女達も人肉を喰っていたという事実が気にならなければだが。

				「俺はヴァンダルーといいます。よろしくお願いします」

				　そしてヴァンダルーは欠片も気にならなかった。

				　考えてみれば、あの冒険者達は人間の女の子を襲って強姦した上に奴隷にして売り飛ばそうとしていた訳ではない。彼らが襲っていたのは、社会的に魔物と認定されたグールのザディリスだ。

				　勿論奴隷として彼女を売り飛ばすのは違法行為だが、それは「テイムした訳でもない魔物を町にいれた」という罪状なので、人間の少女を違法に売り飛ばすのを禁じる法とは趣旨が違う。

				　そしてヴァンダルーが襲撃した時点では、彼らはただ魔物の雌を強姦しようとしていただけだ。それは別に犯罪でもなんでもない。何処の国が「魔物の雌を強姦、又は辱めてはならない」なんて法律を施行するのか。いや、妙な病気が流行らないようにという意味でならするかもしれないが。

				　倫理的には女性冒険者やギルドの受付嬢は顔を顰めるだろうし、軽蔑するだろう。しかし、ルールには違反していないのだ。

				　そもそも冒険者は魔物を退治して人々を守るための存在だ。そしてグールは女神ヴィダにルーツを持つが、アミッド帝国とその属国では魔物と定義されている。

				　だから殺す前に強姦しても法的には何の問題も無い。

				　よって、ヴァンダルーが冒険者を殺した行為はただの襲撃であり、死体から装備品を剥ぎ取った行為は山賊そのものだ。

				　しかし、そこで更に考えると「だからどうした」と言い返せる。

				　何故ならヴァンダルーはダンピール。アミッド帝国とその属国では、人間でもなんでもない「魔物」と定義されている存在だ。

				　つまりグールと同じだ。人間を襲い、害をなす存在だ。

				　だったら油断している冒険者の一団を襲撃して皆殺しにして装備品を略奪し、その挙句肉を振る舞って何が悪いというのか。

				　なんたってあの冒険者にとってヴァンダルーはゴブリンやポイズントードと同じ存在だ。気にする必要が何処にある。

				　もしヴァンダルーがアミッド帝国の勢力圏でダンピールの人権保護活動をするつもりなら、気にする必要があるかもしれないが……そんなつもりはサラサラ無かった。頼まれても御免だ、そんな面倒な事。

				　こうして歓迎してくれる分人間よりもグールの方に親しみを感じるぐらいなのだ。こんなに喜んでくれるなら、山賊の死体も保存しておけばよかったかな？　今度からはそうしよう。

				　そんな事を浮かれながら考える。

				「うちの子もヴァンダルーみたいに強くなってくれると良いんだけど。もう三十歳なのにまだ親離れ出来ないのよ」

				「ねぇ、あたしのお腹撫でてくれない？　赤ちゃんがあんたみたいな強い子に生まれるようにって」

				「私、ビルデって言うの。今度生まれる子供が男だったら、あんたの名前をもらっても良い？」

				　一気にガクッと落ちたが。彼女達の全員が母親か、もうすぐ母親になる予定らしい。お腹がまだ平らだから気がつかなかった。

				　別に彼女達とそういう関係になれると思っていた訳ではないし、強く希望している訳でもない。何せ、まだ一歳児なのだから、なりようがない。しかし、どうしようもなく気分が盛り下がるのを感じるのだった。

				　同時に、そんな事でガッカリする自分自身の性格はどうなんだ？　っと、冒険者達を始末した時にも覚えなかった自己嫌悪に苛まれるのだった。

				「ええいっ！　疲れてぐったりしているではないかっ、さっさと坊やを放すのじゃっ！」

				　傍から見るとただぐったりしているだけにしか見えなかったのだが。

				　グール、最低でもランク３のアンデッド系の魔物。他のゴブリンやオーク、コボルト等の亜人系魔物よりも高い知能と社会性を持ち、性別で外見が大きく異なる。

				　共通して黄色い瞳に灰褐色の肌を持ち、力が強く、爪から麻痺毒を分泌し、肉食を好む。また毒と痛みに強く、生命力旺盛である。

				　雄は獅子の頭を持ち、戦士としての能力に優れ、特に力と麻痺毒の強さが雌を上回る。

				　対して雌は総じて美しい女の姿をしており、身体能力では雄より劣るがその多くが魔術的な素質を持ち、簡単な魔術を使う事が多い。

				　ただ雌でも優秀な戦士や、雄の魔術師が存在しない訳ではない。

				　また、グールは人間の死体を同族に変化させる特殊な儀式を行う事がある。

				　上位種としてグールウォーリアーやグールバーサーカー、グールメイジ等が存在し、過去にはさらに上位のグールタイラントやグールエルダーメイジ等が確認されている。

				『これが私の知っているグールに関する情報だけど……そのグールの集落で春になるまで過ごすつもりなの？』

				「はい。あと母さん、グールはアンデッドではなく吸血鬼と同じでヴィダにルーツを持つ種族らしいです」

				　心配顔のダルシアに、ヴァンダルーはいつも通りの無表情で応えた。

				『だから余計に心配なのよ。アンデッドだったらヴァンダルーのスキルで友好的になるけど、違うのよ？　あの人達のお腹が減って、ヴァンダルーを食べようとしたらどうするの？』

				　目覚めたばかりでザディリス達を直接見ていないダルシアにとって、その心配は至極真っ当なものだった。

				「大丈夫だと思うよ。多分だけど。少なくとも、エブベジアに忍び込んだ時みたいな『死の気配』はここでは感じない」

				　ヴァンダルーは彼らの友好的な態度に、完全ではないにしてもある程度気を許していた。

				　尤も、ダルシアもヴァンダルー本人もまだ気が付いていないが、彼の死属性魅了のスキルはグール達にもしっかり効いていたのだが。

				「それに、適当な場所で春まで過ごす必要があるのは変わらないので。ザディリス達からは何時まででも居て良いと言われているし」

				　既に春まで居て良いかと打診して、コミュニティのトップ達に快諾されているヴァンダルーだった。魅了系スキルと肉は偉大である。

				「あと、春までの間に色々とザディリスから教えてもらいたいので」

				『それはオルバウム選王国についてからで良いじゃない……とは言えないのね？』

				「はい、ギルドカードの問題があると分かったので」

				　ヴァンダルーは酒を降ろしたため幾分広くなった馬車の荷台に置いた、五枚のギルドカードに視線を走らせた。それは宴に供した冒険者達の持ち物で、彼らの名前と彼らがＤ級冒険者である事が書かれている。

				　勿論後で処分するつもりだが、冒険者達の霊からとても重大な情報を聞いたので、その前に少し調べていたのだ。

				　ギルドカードは、他人に自分のステータスを表示する機能がある。本来専用の魔術やマジックアイテムを使わなければ見られない、他人のステータス。

				　ただ、ステータスを何処まで見せるのかはカードの持ち主が調整できるらしい。名前と現在のジョブだけか、今までのジョブ履歴まで見せるか、能力値やスキルまで見せるのか。それが持ち主の自由なのだそうだ。

				　だが、初めてギルドカードを作る時は全ての情報がギルドの職員に対して表示されてしまう。

				「っと、いう訳で冒険者になった瞬間、俺のスキルやら呪いやらがばれます」

				『うーん、厄介だよねぇ。普通なら、報奨金が貰えるねって喜ぶところだけど』

				　冒険者ギルドでは、未知のジョブやスキルの発現や獲得を見せた冒険者に報奨金を支払っている。

				　そしてヴァンダルーが既に獲得している【死属性魔術】や、【死属性魅了】は未知のスキルだった。

				　それをダルシアはヴァンダルーが前世や前々世について説明した時に、初めて聞かされている。正確には息子のスキル構成を聞いて、その中に初めて聞かされるスキルがある事に気が付いたのだが。

				『ギルドに登録した瞬間、有名人になっちゃうよね。魔術師ギルドは間違いなく注目するだろうし。あと、呪いについてもきっと騒がれると思う』

				「でも今更スキルを忘れたり、呪いを前もって解いたりする事は出来ないので、ギルドに登録する前にある程度の知識と技術、力を手に入れておこうと思います」

				　この世界で両親の無いヴァンダルーが人間社会で生活するには、身分の保証が必要であり、そのためには何処かのギルドに登録する必要がある。そしてどのギルドでもギルドカードが存在するため、どうやってもヴァンダルーのスキルと呪いは明らかになる。

				　ただ、ギルドは基本的に会員を守るための組織なので、幾ら未知のスキルや呪いの解明の為だと言ってもヴァンダルー自身の身柄を不当に拘束、拉致する事は無い。他の会員にしても、会員以外の者達にしても、未知のスキルや呪いを受けているからといって、ヴァンダルーをどうにかする事は出来ないはずだ。

				　表向きには。

				　世の中の誰もが規則や倫理観を守る善良な人々ばかりではないのは、よく分かっている。

				『仕方ないか。ザディリスって人は魔術も使えるみたいだし、色々教えてもらうのよ。魔術その物は習得できなくても、きっと死属性の魔術に応用できるはずだから』

				「はい、母さん」

				　こうしてヴァンダルーは暫くの間、グールコミュニティで生活する事になったのだった。

				【死属性魅了スキルのレベルが３に上がった！】

				【眷属強化スキルを獲得しました！】

				　そして次の日から始まったグール達との新生活。ヴァンダルーの手には奇妙な物体が在った。

				　あるグールから「食べてみろ」と手渡されたのだが、一見するとそれは青紫色をしたヒレ型の何かとしか言いようのない物だった。触れてみるとぬるっとした手触りで、中途半端に軟らかい。

				　少なくとも、食べ物だとはとても思えない物体だった。

				　本当に食べられるのか？　何かの冗談じゃないのか？　そう訝しみながら、ヴァンダルーはそれを一口食べてみた。

				　やはり微妙な歯ごたえと、若干苦く若干辛い微妙な味と、その癖臭い訳ではないが香ばしい訳でも無いという微妙な匂いが鼻孔に漂う。

				　原料が何なのか聞いていなければ、肉なのか魚なのか、それとも野菜かと首を傾げる所だ。

				「どうだ、ヴァン。ゴブゴブの味は？」

				「……美味しいです」

				　自分の名を縮めた愛称で呼ぶ長身の女グールに感想を聞かれたヴァンダルーは、つい反射的に心にもないお世辞を口にしていた。この辺りに治る事のないコミュ障の影響が表れている。

				「ヴァン、今まで何を食べていたんだ？　これを美味いと思うグールはいないぞ」

				　そのお世辞にしてもヴァンダルーが無表情なので全く効果が無いのだが。黄色い瞳に憐れみが浮かんでいる女グールに何か言い返そうとして、自分の食生活があまり言い返せる物でない事に気が付いた。

				「……巨大カエルの後ろ足」

				　母乳と血以外ではそれが一番美味しかった。

				「まあ、魔境には美味い魔物や果物が幾らでもある。お前はまだ一歳なんだから、気にするな」

				　そう言いながらヴァンダルーの頭を撫でる女グールの名はバスディア。朝方戻ってきた、ゴブリン狩りに赴いていた戦士達のリーダーで、ザディリスの末娘だ。

				　一九〇センチを超える長身に、鍛えられた筋肉と女性らしい豊かな曲線を併せ持つ二十代半ば程の美女だ。地球なら美しすぎる女性アスリートとか格闘家とか呼ばれるかもしれない。

				　そしてザディリスによく似ていた。彼女達を見れば、誰もが歳の離れた姉妹だと思うだろう。ザディリスが妹で、バスディアが姉だと思い込んで。

				「しかし、人間はゴブゴブを作らないのか。人間達の集落ではそれほど美味い物が沢山食えるのか？　だとすれば、冒険者共の美味さにも納得だが」

				「いや、単純にゴブゴブの作り方を知らないだけだと思います」

				「知らない？　何故だ、材料なら何処にでもあるし、冒険者共がよく狩っているじゃないか」

				　何処にでもあるし、冒険者達がよく狩っているとバスディアが言うゴブゴブの材料。それはゴブリンとゴブブ草の汁だった。

				　まず、ゴブブ草というのは一般的に草のゴブリンと呼ばれる紫色の雑草で、繁殖力が強く潰すと紫色の汁を出す。一応は魔草の一種だが、直接的な害は無い。ただ人が世話している畑に何時の間にか生え、畑の養分を旺盛に吸って生え茂るという、農家の天敵のような草だ。

				　そして魔草の一種だが、不味くて食用に適さず更に薬の材料等にもならないという厄介な存在だ。

				　繁殖力が高いだけの、百害あって一利無しである所からゴブリンのような草、ゴブブ草と名付けられた厄介者だ。

				　そしてゴブリンだが、誰もが知っている通り肉は臭くてとても食えたものではない。血も、内臓も同様だ。ヴァンダルーもゴブリンの血と虫の搾り汁。どちらかを飲まなきゃいけないなら後者を選ぶ程の不味さを誇る。

				　そのゴブリンの肉を適当な大きさに切った物を、ゴブブ草を潰して作った汁に丸一日漬ける。するとゴブリンの肉から臭みが抜けて、美味くはないものの不味くもない程度の味になる。しかも、一年程は腐らないため保存食としても使えるゴブゴブになるのだ。

				「獲物が取れない時に、私達はこのゴブゴブで凌ぐのだぞ」

				「手間も技術も干し肉を作るよりもかからない、便利な非常食兼保存食だとは思いますけど……人間はそこまでしてゴブリンを食べようとは考えないでしょうから」

				　ヴァンダルーの言う通り、人間ならゴブリンをどうにかして食用にしようと工夫を凝らすより、ゴブリン以外のもっと美味しい物が無いか探し、栽培や狩る事にその労力を使うだろう。

				「そう言うものか」

				　納得したのか、それとも理解を諦めたのか、バスディアは肉切り包丁で血抜きしたゴブリン肉を切る作業に戻る。これから十数匹分のゴブリン肉でゴブゴブを作る仕事が残っているのだ。

				　バスディアは若いグールの中では男も含めて一番腕が立つのだが、集落での地位はあまり高くない。グールの社会では男は強さ、女は魔術の腕と産んだ子の数で地位が決まるそうで、彼女は魔術が苦手で更にまだ子供を産んだ事が無いので、武術が幾ら達者でも上の立場にはなれないらしい。

				　地球にいるその手の問題解決に熱心な人達が「差別だ」と怒り出しそうだなと、ヴァンダルーは残りのゴブゴブを食べながら思った。いや、魔物扱いをされているグールの社会形態に文句をいう程暇じゃないか。

				「早く子供を産んで偉くなりたいものだ。偉くなれればゴブリン狩りやゴブゴブ作りではなく、もっと美味い狩り甲斐のある獲物を狩りに出る事や、雑事をしている時間を強くなる事に集中できるのだが」

				　家事や日用品作り、家や集落を囲む柵の手入れ等は地位の低いグールの仕事なのだそうで、それにゴブゴブの材料のゴブリン狩りやゴブブ草の採集といった仕事も含まれる。

				　例外なのは武器や鎧作りで、それが出来るグールは弱かったり子供を産んだ事が無かったりしても、集落から尊敬されるそうだ。

				「やっぱり偉くなって強くなりたいですか？」

				「ああ。私は強い奴が好きだし、強くなりたいからな」

				　パッと見て女戦士といった姿のバスディアは、やはり女戦士らしい性格をしているようだ。

				「それに、歳の事もあるからな」

				　バスディアは今年で二十五歳になったらしい。グールの女性は子供を妊娠するまで外見の歳が止まらないそうなので、このままでは外見年齢がザディリスの倍になってしまうと悩んでいるそうだ。

				　見る限り……見上げる限り、気にする必要は無いとヴァンダルーは思ったが。

				「ヴァンがもう少し大人だったら、種を貰うのだがな」

				「ぶっ!?」

				「どうした、ゴブゴブが喉に詰まったか？　大丈夫か？」

				　驚いて牛の首も落とせそうな肉切り包丁を落として、ヴァンダルーを持ち上げるバスディア。その貌には特に恥じらいとかそういった物は浮かんでいない。

				「いえ、しみじみとした口調でとんでもない事を言うから、驚いただけで」

				　種を貰うなんていきなり言われて、驚かない訳がない。しかし、バスディアは「そうか？」と首を傾げた。

				「母上が言うには、昔は集落に中々妊娠出来ないグールの女が居る時に人間の男を生け捕りにしたら、命を助ける代わりに種を要求する事は何度かあったらしい。人種等の他種族の種の方が、グールの種よりも子供が出来る可能性が高いそうだ。人間の男の方も、協力的で上手くいく事が多いらしい」

				「そりゃあ、命がかかっているなら必死になって協力するでしょうね」

				　男なら、死ぬか子作りかだったら誰だって後者を選ぶのではないだろうか。特にグールの女性は肌や瞳の色を気にしなければ、人間の女性と変わらない姿をしているし。その上──。

				「グールの女の人は、皆魅力的ですからね」

				　昨日からヴァンダルーが見るグールの女達は、誰もが美女か美少女ばかりだ。命が助かる上にセックスできるなら、余程貞操観念が強固か熱狂的なアルダ神信仰者の男でもない限り「ＹＥＳ！」を連呼するのではないだろうか？

				　少なくとも、自分だったらそうする。

				「人間の目から見てもそうか。それは嬉しいが、私では無理だろうな」

				「何故ですか？」

				「私は二十五になってしまった。冒険者の中で最も多い人種では二十五歳を超えると、年増と呼ばれて馬鹿にされるそうだ」

				　このラムダでは医療技術が地球やオリジンよりも遅れているため、平均寿命が短い。代わりに魔術があるのだが、魔術の恩恵に預かる事が出来るのはある程度財産がある者だけだ。そして産婦人科関係の魔術を使える魔術師の割合は少ない。

				　そしてこの世界では子孫を作る事は重要な課題である。機械技術が未発達であるため、産業の主体が全て人であるためだ。畑を耕すのも人、服を作るのも人、家を作るための石材を切り出すのも人、国を守るために戦うのも人、全て人の手を必要とする。魔術だって人が唱えるし、マジックアイテムを作るのも全て人だ。

				　そのため人種では二十五歳までには結婚するのが一般的だ。女冒険者の場合はそれを過ぎる場合が珍しくないが、それはその女冒険者が財産を持ちコネを持っている事が多いから。もしくは、書類上は結婚していなくても既に事実上の配偶者がいる場合等だ。

				　勿論、この世界の女性の妊娠率が地球に比べて低いという事はなく、四十代でも妊娠する可能性は残っている。しかし二十代半ばを過ぎた女性を急かす意味でも、年増呼ばわりする事が多いのだった。

				　だが、そんな人間社会の事情をバスディアが知っている訳が無いので、冒険者達の雑談を盗み聞きしたグールの、又聞きの又聞きというあやふやな知識に基づいての認識だったが。

				「あまり気にする事は無いと思いますよ。バスディアさんはとても若いと思います」

				　ヴァンダルーにしても人間社会の事情や風潮に詳しくないので、「この世界の人間って、年齢にこだわり過ぎじゃないか？」とやや反感を覚えた。地球で高校生、オリジンでも二十歳までしか生きた事が無い彼に、子孫を残す重要性と世界によって異なる医療体制について、すぐに理解を示すのはやや難しい。

				「そう言ってもらえると、嬉しいな」

				　そう言ってほほ笑むバスディアは、本当に綺麗で魅力的だった。抱き上げられた事で近づいた彼女の肌は綺麗で、深い胸の谷間はもし彼が思春期なら、思わずじっと見つめてしまいそうな程深い。

				　肉食中心の食生活でこんなに綺麗なのは、きっと人間とグールの体質の違いによるものだろう。

				「そういえば、母上から聞いたがヴァンダルーは珍しい術がつかえるそうだが、どうにかして私に種を付けられるようになる術は無いか？　生命属性の術には、身体の一部を急成長させる物があるらしいが」

                			

	








			
				「……ちょっと無理っぽいです」

				　だが、バスディアのコンプレックスはヴァンダルーが思うより深いらしい。今度山賊や冒険者を襲撃する機会があったら、生け捕りにして彼女に提供しようかとも思ったが、それはそれで複雑な気分になるのだった。

				

				「そうか、娘が無理を言ってすまんの」

				　自分の家で話を聞いたザディリスは、軽くヴァンダルーに頭を下げた。彼女としても、当然娘の子作りは重大関心事である。

				「ヴァンダルーが普通に種を付けられる歳になるまで、大体十年。それまであの子の年齢では待てんじゃろうからな。儂も初孫が見たいと、急かしすぎたかもしれん。……それよりも儂は、種云々の意味を坊やが知っている事の方に驚いたが」

				「まあ、そういう事もありますよ」

				　そういえば、普通の一歳児は種だのなんだの言われても意味が分からないのが普通だった。それに気が付いたヴァンダルーは、とりあえず曖昧に誤魔化す。ザディリスやヴィガロ、バスディアには好感を持っているが、流石に前世云々について打ち明ける事は躊躇われたからだ。

				「それより初孫ってどういう事か……は、説明しなくてもわかりますけど」

				　ヴァンダルーは、木とその葉で編まれた天井と壁で出来た竪穴式住居の隙間から聞こえる男女の嬌声に、やれやれと小さい肩を竦めた。

				　嬌声の主は、集落のグール達だ。どうやらグールには結婚という制度や価値観が無く、複数の異性と夜を過ごすのが一般的であるらしい。

				　これはグールが危険な魔境で生活している事、女は早く妊娠しないと老化が止まらない事、そして寿命が長い分人種よりずっと子供が出来にくい事が理由として挙げられる。

				　たった一人の相手だけに拘っていたら、集落を維持できないのだろう。

				　バスディアの将来産む子をザディリスが初孫と言うのも、そのせいだろうとヴァンダルーは推測していた。

				　彼女はバスディアの前に二人息子を生んでいるそうだが、その息子達の子供が存在するのかＤＮＡ検査がこの世界に無いため、知る事が出来ないからだ。

				　それに実際、昨日の宴会では誰も「夫」や「妻」、「孫」や「祖父母」を紹介していない。

				「うむ、そういう事じゃ」

				　ザディリスも否定しない。やはり、これがグールの社会形態なのだろう。

				「まあ、バスディアの場合は父親が誰かは解っておるが」

				「誰なんですか？」

				「ヴィガロじゃよ」

				　バスディアは二十五歳。ザディリスが彼女を産んだのは、二六五歳という事になる。その年齢ならグールでも十分老齢で、体力的な事を考えて子供を作るような事はしないのが普通だ。

				　しかし、その時はコボルトとの抗争に勝った宴で、奴らが人間から略奪した酒を手に入れ、それを飲んでいたらしい。

				「その酒が集落で作っている酒よりもずっと強くてのぉ。それで酔っ払って気が付いたら同じ寝床で朝を迎えた訳じゃ」

				「……そうでしたか」

				　ロマンスの欠片も無い出生秘話だった。

				「坊やも、酒には気を付けるのじゃぞ。酒は飲んでも、飲まれるなじゃ。さて、ではそろそろ魔術の手解きをしてやろうかの」

				　ザディリスは老齢で弱っているが、グールメイジだ。勿論死属性魔術は使えないが、彼女の手解きはヴァンダルーにとって有益だろう。

				　そして骨人やサリア、リタはヴァンダルーが手解きを受けている間、グールの戦士達から武術を教えてもらう事になっている。

				　サムや骨鳥達はそれぞれ集落の手伝いをする事になっていた。魔境の魔物を狩る手伝いは、やはり彼らの経験値となり、成長を促す事だろう。

				　こうしてヴァンダルーの、初めて行う独学以外の修行が始まったのだった。

				

				
				　名　前：ヴィガロ

				　ランク：５

				　種　族：グールバーバリアン

				　レベル：７８

				　ジョブ：無し

				　ジョブレベル：１００

				　ジョブ履歴：無し

				　年　齢：１６７歳

				・パッシブスキル

				　【暗視】【怪力：レベル４】

				　【痛覚耐性：レベル４】【麻痺毒分泌（爪）：レベル１】

				・アクティブスキル

				　【斧術：レベル４】【格闘術：レベル２】

				　【指揮：レベル３】【連携：レベル２】

				

				　名　前：バスディア

				　ランク：４

				　種　族：グールウォーリアー

				　レベル：１７

				　ジョブ：無し

				　ジョブレベル：１００

				　ジョブ履歴：無し

				　年齢：２５歳

				・パッシブスキル

				　【暗視】【怪力：レベル２】

				　【痛覚耐性：レベル２】【麻痺毒分泌（爪）：レベル３】

				・アクティブスキル

				　【斧術：レベル２】【盾術：レベル１】【弓術：レベル２】

				　【投擲術：レベル１】【忍び足：レベル１】【連携：レベル１】

				・状態異常

				　【不妊】

				

				

				　　　　　　　

				

				「ではまず、坊やの使う魔術や覚えているスキルに付いて教えてはくれんか？　勿論、坊やが話したくないのなら詮索はせんが」

				「いえ、あなたを信頼していますから。……将来的に、知っている連中が一〇〇人くらい出て来る予定ですし」

				　ザディリスに魔術の手解きを受ける上で、彼女にヴァンダルーが使う事が出来る魔術や覚えたスキルについて話すのは、重要な事だ。その上でザディリスの知識と経験に基づいた指導と助言を貰う事が出来る。

				　ただ、その代わりヴァンダルーが使う死属性魔術に関する情報がザディリスに渡る事になる。そうでなくても、普通冒険者でも魔物でも自分のスキルについて軽々しく他人に話す事は無い。それは自分の弱点をさらすのと同じだからだ。

				　だがある程度の信頼関係があれば、そう珍しい事では無い。冒険者だってパーティーを組む仲間にまでスキル構成を秘密にしては、連携も何も無いからだ。魔物の場合は分からないが。

				　それにヴァンダルーの死属性魔術に関してはまだ数十年単位で先の事だが、オリジンからやって来る一〇〇人の転生者全員が知っている事だ。

				　たとえロドコルテが奇跡的に死属性魔術に関して教えなくても、ヴァンダルーが囚われていた研究所にまだ資料が残っているだろうし、ヴァンダルーの死属性魔術を利用して作ったマジックアイテムは既にオリジンの複数の国に広く流通していた。当時は死属性魔術ではなく、独自開発した生命属性魔術から創りだしたと偽装していたようだが、とっくに露見しているだろう。

				　なのでヴァンダルーがオリジンで死んだ後、雨宮寛人達が死属性魔術について知るのは当然。寧ろ、知らずにいるのが難しいぐらいだ。

				　だから、ザディリスのように信頼できる相手に秘密にする理由をヴァンダルーは思いつかなかった。

				「一〇〇人？　まあ、良いがそれで坊やの魔術についてじゃが──」

				　この時、ザディリスはヴァンダルーの魔術は特殊な生命属性魔術だと思っていた。生命属性の魔術とアンデッドには一見関連性が無いようだがこのラムダでアンデッド使いとは生命属性魔術師だったからだ。

				　死体に無理矢理生命力を注ぎ込み、人工的に動く模擬生物に創り変えるのだ。勿論無理な状態を強いるので、そうして作り出されたアンデッドは、魔境やダンジョンに発生するアンデッドよりも基本的に弱い。

				　その問題点を克服した特殊な術を使えるのだと思っていたので、ヴァンダルーに死属性魔術について聞かされると彼女は絶句した。

				「し……死属性？　新しい……九番目の属性じゃと？　そんな物が、本当にあるのか……いや、本当なのじゃろうな。実際、アンデッドを従え儂も知らない魔術を唱えておったし」

				　オリジンでは死属性は八番目の属性だったが、ラムダにはオリジンに無かった、時属性が存在するので九番目の属性という事になる。

				「やっぱり驚きます？」

				「当たり前じゃっ！　新しい属性魔術の価値を知る魔物なら、誰だって興味を示すわ！」

				　魔物にとって魔術は生きていくための力であり、そして力が強い者が上に立つ実力主義社会で伸し上がっていくためのものだ。

				　そして未知の魔術は、誰も知る者がいないだけに対抗手段を誰も知らない。だというのに、属性全体が未知となれば初見殺しの手段が豊富だという事になる。

				　ラムダではオリジン同様に属性魔術は素質が無ければ習得できない。それは魔物も同じなので全ての魔物が飛びつく訳ではないが、メイジの名の付く魔物ならどうにかして奪えないかと悪知恵を巡らせる事だろう。

				「なるほど。あの冒険者共の魔術師が術を唱えられなかったのは、死属性魔術のせいという訳か」

				　自分を襲った冒険者の、特に魔術師の男の死に様を思い出して思わずゾッとするザディリス。魔術師が魔術を奪われる事の恐ろしさは、グールメイジである彼女にとって想像に難くない。剣士から両腕を奪って蹴りで戦えというようなものだ。

				　そう思うと、今更だが彼らに同情すら覚える。

				「そうなると、光と風属性の適性しかない儂には死属性の術を直接教える事は出来んが、応用には活かせるはずじゃ。魔術とは、そういうものじゃからな」

				　火属性と水属性は一見すると正反対の性質を持っているように思える。しかし火属性の神髄は熱を、水属性の神髄は液体と冷気を操る事に在る。

				　なので火属性でも達人と呼ばれる魔術師は熱して燃やす事も、熱を下げて凍てつかせる事も自由自在。水属性の達人は溶けて液体になった溶岩を手足のように操ってみせる。

				　他にも地属性の術者が水銀や溶岩を操ったり、風属性の術者が空気から燃える要素を取り出し大爆発を起こしたり出来るそうだ。

				「その辺りの事が、儂が子供の頃当時の長老から見せてもらった本に書いてあってのぉ」

				　冒険者からの略奪品からザディリスはその知識を手に入れていた。魔物にとって本は人間か、他の魔物から奪うしかないので、手に入れるのが大変なのだそうだ。

				「つまり重要なのは適性がある属性の数ではなく、どれほど技術を高めるかじゃ。勿論、複数の属性が使えた方が便利じゃ。じゃが、複数の属性魔術が使える器用な、しかし小手先だけの冒険者の魔術師が火属性しか使えんゴブリンメイジにやられる事がある」

				「そう言われると、やる気が出てきますね」

				　オリジンでは散々「死属性と魔力以外見るべきものは無い」と研究者達に貶されてきたヴァンダルーにとって、ザディリスの教えは新鮮で、何より嬉しいものだった。感動すら覚えた。

				　無表情なので見た目に変化は無いのだが。

				「それで、その技術に重要なのが魔力じゃ。魔力の多さは魔術の修練に使える時間の長短に直結するからの。坊やの魔力はどれくらいなのじゃ？　それによって修行の時間を変えねばならんからの」

				「はい、一億くらいです」

				「そうか、一億か。……なにぃっ!?」

				　またギョッとして驚くザディリスの、外見年齢に似合う表情は可愛いなと思うヴァンダルーだった。

				「い、一億……本当か？　儂でも一万に届かんのじゃぞ、それを坊やが……いや、未知の属性魔術も併せて考えれば……不自然ではない、のか？」

				　ザディリスはヴァンダルーが自己申告した魔力総量の信じ難い数字に、困惑していた。普通なら笑うにも値しない下手な嘘だと思うが、目の前の子供にはそれが出来ない説得力がある。

				　少なくともザディリスにはそう感じられた。

				　それに実際下手な嘘をつく意味がヴァンダルーには無い。多少多めに言って見栄を張るなら兎も角、一億なんて大口どころではない。しかもこれから魔術の手解きをするのだから、真偽はすぐに分かってしまう。

				「……まぁ、良い。坊やの魔力量に関してはすぐに分かるじゃろう」

				　何とか驚きを飲み込んだザディリス。一方ヴァンダルーは、やっぱり魔力が一億あるのは異常なのかと彼女の反応でやっと確信を持ったのだった。人間社会に出たら、あまり言わないようにしよう。……ギルドに登録する時にはばれるのだが。

				「では、魔術に関連するスキルはどうじゃ？」

				「とりあえず【詠唱破棄】スキルがありますね。あと、【ゴーレム錬成】は魔術関連のスキルでいいんでしょうか？」

				「……坊や、儂の寿命をどれだけ縮ませる気じゃ？　寧ろ、どうやって【詠唱破棄】を習得したのか、儂に手解きして欲しいぐらいなのじゃが。あと【ゴーレム錬成】というのは聞いた事が無い」

				　【詠唱破棄】スキルの希少さはダルシアからも聞いていたが、三〇〇年近く生きているザディリスも驚くとは、その希少さはヴァンダルーの想像以上の様だ。

				　ただ【ゴーレム錬成】についてザディリスは【錬金術】を習得しているそうなので、ヴァンダルーは知っていると思っていた。ゴーレムは錬金術で作る物だと、地球で得たサブカルチャー知識で思い込んでいたからだ。

				「【詠唱破棄】の手解きと言っても、呪文の詠唱が出来ない状態で魔術を使いまくるだけですよ？」

				「それが出来るのは坊やくらいじゃ、この魔力お化けめ」

				　呪文の詠唱が出来ない状態で魔術を普段と同じ効果を発揮できるように使うには、通常の何十倍、何百倍の魔力を必要とする。なので、熟練の魔術師が一日に一回出来るかどうかなのだ。スキルが習得できる程乱発できるのはヴァンダルーの異常な魔力量があってこそなのだ。

				　普通【詠唱破棄】スキルを獲得できるのは、余程の天才か幾つもの魔術系ジョブを極めた練達の魔術師、若しくは伝説級の魔物ぐらいらしい。

				「この分では儂が手解きする必要が無いのではないか？　どうせ無属性魔術や【魔術制御】も完璧なのじゃろ？」

				　ややいじけた様子で言ったザディリスの言葉に、今度はヴァンダルーが驚いた。

				「無属性魔術って、なんですか？」

				「なんで知らんのじゃ、魔術の基礎じゃぞっ!?」

				　結局ザディリスも驚かせたが。

				　無属性魔術とは、文字通りどの属性にも変化する前の魔力を使った魔術である。どの属性も帯びていないので魔力があれば誰でも使えるため、魔術師はまず無属性魔術を覚えて魔力の制御等の基本的な修業を行うのが一般的だ。

				　あと、無属性魔術の効果は他の属性魔術に比べて弱くて単純な物しかないが、単純故に使い勝手が良いという特徴もあった。

				「魔境で暮らしている儂らでも知っておるのに」

				「独学で修行していましたから」

				　それに何より、ヴァンダルーの前世であるオリジンには無属性魔術が存在しなかった。

				　本当に存在しなかったのか、それとも研究所の人間がヴァンダルーに意図的に教えなかったのか……十中八九後者だろうが、確認する方法が今は無い。寛人達が転生して来て、話す機会があったら聞いてみよう。

				　少なくとも、研究者達はヴァンダルーの前で無属性魔術の事を一言も漏らさなかった。霊達は知っていただろうが、彼らは基本的にヴァンダルーが質問した事以外は、勝手に戯言を垂れ流すだけだ。

				　ダルシアにしているように、ヴァンダルーが魔力を供給していれば人格を崩壊させずに保つ事が出来ただろうが、その当時の彼は自分の魔力を自由に使えなかったのだ。

				　勿論そのダルシアは無属性魔術について知っていた。後で聞いたら、自分が教えるまでもなく知っていると思い込んでいたらしい。

				『だってヴァンダルーったら誰に教わるでもなく魔術が使えるようになっていたから、てっきり……』

				　と、いう事だ。

				「では、無属性魔術から教えるか。何、儂はスキルを獲得するまで三年かかったが、坊やなら一年とかからんじゃろう。坊やの魔力量なら一日中修行しても余裕じゃしな」

				

				　　　　　　　

				

				　グールの戦士長、ヴィガロはふと足元に生えていた雑草を見て、もうそろそろ春だなと思った。

				　暦がある訳でも無く文明的な農業をしている訳ではないグール達にとって、季節とは何となく感じるものでしかない。空気がジメジメして雨が続けば雨季、そのまま暑くなって夏、やや涼しくなって他の季節より果物の数が多くなれば秋、空気が乾燥して寒さを覚えるようになったら冬。

				　そして温かくなってこの名も知らぬ雑草が生え始めたら春だ。

				「お前達が来てから、もう半年近くか」

				　ペタリと、自分の背に親猿の背中にくっつく子猿の様に張り付いているヴァンダルーに声をかける。普段彼は集落でザディリスに修業を付けてもらうか、女達と一緒に胡桃のソースを作っている事が多く狩りには参加しないが、今回は気分転換にと付いて来ていた。

				　ヴァンダルーが来てからの半年は、ヴィガロが今まで生きてきた年月を考えれば大した時間では無い。

				　しかし、その短期間でヴィガロが一〇〇年以上生きてきた集落の生活には変化が起きていた。

				「もうそんなに経ちますか」

				　見た目よりも強い力で張り付いているヴァンダルーは、日々「お世話になっていますから」と死属性魔術で食料の保存をしてくれるようになった。【鮮度維持】という魔術で、これまで季節によってはグールの丈夫な胃腸でも数日しか持たなかった生肉を数か月持たせる事が出来るのだという。

				　これまで保存食といえばゴブゴブか晴れの日に干した肉片ぐらいだった暮らしに、圧倒的な余裕が生まれた。お蔭でグール達は毎日狩りに出なくてよくなり、日々の鍛錬や訓練に回す時間が増えたし、無理をしなくてよいから負傷する者も減った。

				　グールは本来なら怠惰な性質の種族なので余裕が出来たから怠ける者も出てきている。日々研鑽と努力を重ねる事の重要性を説いて来たザディリスと、実感で知っているヴィガロのお蔭でそれほどではないが。

				「ああ、お蔭で格別に美味い肉を毎日喰える」

				　ヴァンダルーは、ヴィガロ達グールが日々食べる肉に、調理する直前に【熟成】の魔術をかけていた。こうする事で地球なら温度や湿度を管理した部屋で数日から数週間以上かけて作る熟成肉を、この竪穴式住居と蔵しかない集落で食べられる。

				　これはグール達にとって恩恵という他ない。

				「俺も食べていますから、気にしないでください」

				「そうは言うが、美味い肉を喰っているせいか身体の調子も良いし、前よりも強くなった気もする。我達からすれば大助かりだ」

				　そう言いながらヴィガロは、人間よりずっと長い腕を背中に回してヴァンダルーの頭と背を掻いてやる。

				　するとヴァンダルーは無言無表情のままで小刻みに震える。怒っているのではなく、実はくすぐられて笑っているのだと分かる程度には、二人は親しくなっていた。

				　そんな親しくなったヴィガロ以外にも、春になったら出て行くつもりらしいヴァンダルー達に何とか集落に留まってくれないだろうかと思っている者は数多い。

				　大人だったら女を何人か専用という事にして宛がうのだが、二歳未満の幼児では流石にそれは難しい。

				「そう言えば、バスディアとはどうだ？　お前好みだろう」

				「確かに彼女は素晴らしい肉体美をしていますが、ヴィガロの広背筋も素晴らしいですよ」

				　試しに聞いてみてもこれだ。やはり二歳未満では早いか。

				　だがザディリスによるとスキルの習得にもう少しかかるらしいので、夏頃まではいてくれるかもしれない。

				　こいつは良い奴だから修業は上手くいって欲しいと思うが、同時に出来るだけ長く集落に留まっても欲しい。何とも複雑な気分だった。

				　そんな複雑な気分のヴィガロの前で、彼の弟子達が強敵相手の狩りに挑んでいた。

				「ワオォォォォォォン！」

				「ガァァァァ！」

				「弓を持っている奴を──いや、杖を持っている奴を先に殺せ！」

				　集団戦を繰り広げる獲物とヴィガロの弟子である集落の若い衆。

				　とは言っても、獲物は冒険者ではない。ヴァンダルーが想像していた以上にヴィガロ達は冒険者を襲わないし、そもそもこの魔境に冒険者はあまり来ないのだ。

				　最長老であるザディリスが若い頃冒険者の集団に集落の三分の二を狩られた事があるため、それ以後冒険者は出来るだけ襲わない事が集落の掟になった。冒険者を見つけても隠れてやり過ごし、闘うのは相手から襲い掛かって来た時のみとした。

				　冒険者の肉の美味さと戦利品の貴重さをグール達は知っているが、それ以上に冒険者達の怖さを知っているのだ。

				　他のグールの集落では、どうなっているのかまでは知らないが。

				　そして魔境に来る冒険者の数が少ない理由をヴィガロ達は知らなかったが、それはこの魔境の環境に原因があった。

				　この魔境は広さも出現する魔物もＤ級からＣ級の冒険者に丁度良い水準の物だ。しかし、人間達の町まで三日の距離がある。

				　更に町、バルチェブルグには数時間で行き来できる距離にヴィガロ達がいる魔境と同じ大きさの魔境が存在し、しかもダンジョンが複数発生している。

				　そのため町から近くてダンジョンのある魔境の方に冒険者達は自然と集中する。勿論魔境の魔物の数が増えるままに放置して魔物の大氾濫が起きてしまったら大事だが、その危険性は少ないと冒険者ギルドでは判断していた。

				　何故ならヴィガロ達の魔境には亜人系の魔物が多いからだ。ゴブリン、コボルト、オーク、そしてグール等の種族の集落が乱立し、お互いに争うので冒険者が間引かなくても勝手に数を減らしてくれる。

				　だから態々行かなくても別にいいという判断だった。ただ完全に放置するのも問題なので、一定の間隔で調査依頼をギルドで出している。それと同業者が少ないから収穫が期待できるかもしれないと考える少数の冒険者と、ザディリスを狙った冒険者達のような特殊な目的がある者達が来るくらいだ。

				　そのため集落のグールが冒険者と遭遇して戦いになるのは、年に一回あるかどうかだ。ではヴィガロの弟子達が何と戦っているのかというと、それはコボルトだった。

				「ワオォォン！」

				「ガルルルルッ！」

				　人間と比べるとやや小柄な、犬が直立したような姿の魔物だ。力は人間と同じか、少々劣る程度。その代わり敏捷性に優れ、群れでの戦闘を得意とする等ゴブリンより数段頭が良い。

				　平均的なランクは２で、上位種にはコボルトチーフ、コボルトジェロニモ、コボルトメイジ、コボルトキング等が存在する。

				　今弟子達と戦っているのは短剣や弓で武装した通常のコボルトが三十匹、それより一回り以上大きく剣や槍で武装し鎧を着たランク３のコボルトチーフが五匹、そして杖を持ったランク４のコボルトメイジが一匹。

				　対してヴィガロの弟子は十三人＋三頭と一羽の編成だ。数では圧倒的に不利だが、グールはランク３の魔物だ。質では勝っている。

				　それなのに苦戦しているのが、まだ半人前の由縁だろうか。

				「お前もいるし、最近獲れていない分肉は大目に確保したいな」

				「コボルトの肉って、美味しいのですか？」

				　犬の頭をしているので、ヴァンダルーから見るとコボルトはあまり美味しそうには見えない。日本でも犬を食べたらしいが、それは彼が産まれるずっと前なので当然馴染みも無い。

				「普通に食うと硬くて不味くて、ゴブリンの生肉程じゃないが喰えたもんじゃない。だが、特別な方法で調理すると美味くなる」

				　実際不味いらしいが、グールはゴブゴブ同様にコボルト肉を食べるための方法を編み出しているらしい。亜人型の魔物が多い魔境で生きていくには、必要な事なのだろう。

				「だが、思ったより苦戦しているな。大丈夫だとは思うが」

				　グールの出生率は低いため、簡単に同族の数を減らす訳にはいかない。いざとなったらヴィガロも自ら加わるつもりだが、苦戦はしても弟子達は最終的には勝てるだろうと思っていた。

				　何故なら弟子達には突出した戦力が幾つかあるからだ。

				『槍斧技、【一閃】！』

				　強烈な勢いで振るわれたハルバードの刃が、正面のコボルトとその横にいたコボルトの首を纏(まと)めて刎ね飛ばす。

				『姉さんっ、右は任せて！　薙刀技　【二段突き！】』

				　右から回り込もうとしていたコボルトの喉と鳩尾に、グレイブの刃が突き刺さり背から切っ先が顔を出す。

				『数が多いわね、それに素早い。皆っ、焦らずに行くわよっ！』

				『前衛は私達に任せて、囲まれないように気を付けて！』

				　リビングハイレグアーマーのサリアと、リビングビキニアーマーのリタだ。彼女達は半年余りの間ヴィガロ達グールから武術を学んだ。結果、スキルをまだレベル１だが習得し、武技も使えるようになった。

				　武技とは前衛職が技と武器に魔力を纏(まと)わせて放つ、通常の攻撃よりも優れた技の事だ。

				　達人なら一瞬で数十の突きを放ち、ただの鋳物の剣で巨大な鋼鉄の塊をバラバラに切り裂いてしまう程の武技を使うが、レベル１の初心者の段階では通常の横薙ぎよりも威力の高い『一閃』や、二回突く『二段突き』が精々だ。

				　だが、見ての通り初心者レベルの武技でも十分戦いには有効だ。

				　あと、レベルが上がったせいか喋れるようになっていた。これにはサムとヴァンダルーだけではなく、ヴィガロ達も大いに喜んだ。それまで顔も無い珍妙な鎧だけの二人に、どうコミュニケーションを取れば良いのか困惑し続けていたからだ。

				『ゴアアアアア！』

				『ウォォォォォォォン！』

				　そして骨猿、骨狼、骨熊はランク３のボーンビーストから、ランク４のロトンビーストにランクアップしていた。

				　通常種のコボルト等既に相手にならないレベルになっている三頭だが、今回は弟子達の訓練なので後衛で様子を見ている。

				　時折毒のブレスを吐いてコボルトを牽制し、吠え声を上げて威嚇している。

				『グェェェェ』

				『我が子の成長を死後も見守れるとは、私は果報者です』

				　そして骨鳥とサムはヴィガロと共に戦況を見守っている。骨鳥は偵察で活躍し、サムは戦闘終了後に活躍する予定だ。

				　戦況は、グール側に傾きつつあった。

				

				　　　　　　　

				

				「グルルッ」

				　ヴィガロ達とは反対方向の茂みの奥で、コボルトキングのギャオンは配下達を引き連れて戦い様子を見ていた。

				　この半年の間に、ギャオンは群れの勢力を中央のオークに敗北する前よりも大きくする事に成功していた。

				　コボルトはゴブリン程ではないが繁殖力が高い種族だ。半年もあれば、新しく生まれた子供が十分戦える戦士に成長する。

				　更にギャオンはコボルトキングに至った己の威光を使って、周囲に存在した他のコボルトの群れを吸収した。キングの名を持つ魔物は同一の種族の魔物に対して高いカリスマ性を発揮し、群れに入った者全てを強化する【眷属強化】スキルを所有している。

				　その効果もあり、コボルト達はギャオンが姿を見せるだけで自ら彼の兵に加わるのだ。

				　だがまだだ。この密林魔境をコボルトが支配するためには、まだ力が足りない。中央を支配しているオークも繁殖力が高い種族だ。一度に産ませる子供は一匹だけだが、今でも互角になれたとは思えなかった。

				　あの敗北の屈辱を拭い、豚共を王座から追い落とす。そのために必要だとギャオンが求めたのが、グールの雌だ。

				　以前は天敵だったグールの集落を襲い、グールの雌を大勢手に入れる。そしてグールの雌にコボルトの子を産ませるのだ。

				　グールの雌は人間の雌同様、コボルトを含める亜人型の魔物の良い苗床になる。そしてグールの雌は人間の中でも数が多い人種の雌よりもずっと丈夫だ。

				　その分強く、魔術を使う者が多くて攫った後生かしたまま大人しくさせるのが難しいが、それでも十分な見返りがある。

				　そのために、ギャオンはグール達が若い戦士達を連れて訓練をしているのを発見すると、配下の中でも若い者を中心にした部隊に襲わせた。

				　囮である。

				　囮がグールの未熟な戦士達を追い詰め、後方で様子を見ている精鋭のグールが助けに入ったところで、ギャオン直々に率いる精鋭部隊が襲い掛かる。

				　そして、戦士が殆ど居なくなったグールの集落を襲撃する。幾らグールの雌の殆どが魔術を使えても、前衛になる雄が殆ど居なければ勢いで押し通す事が可能なはずだ。

				　その予定だった。

				　だがこのままでは、後方の精鋭が出て来る前に囮が全滅する。ギャオンの目には戦況はそう映っていた。

				「ワウオン、ワオオン？」

				　やはり、もっと小規模なグールの群れを襲うべきだったのでは？　元は他の群れの長だったコボルトメイジがそう気弱な事を言うが、ギャオンは彼を睨みつけて黙らせた。

				「グルルッ」

				　グールはコボルトやゴブリンと違い、有事の際には群れの垣根を越えて協力し合う。そのため、小さな群れから順に襲うと、残った大きな群れが纏(まと)まって逆襲に来るという厄介さがある。

				　その頃にはギャオンの群れは拉致したグールの雌とその雌が産む子を食わせなければならなくなっている。死んだらもう子を産まないし、子は戦士にはならないからだ。

				　とてもグールの大連合を返り討ちに出来る状態では無い。勝てたとしても、折角大きくした群れの半分以上を失うはずだ。

				　だから、まず大きな群れから襲う必要がある。そして必要な雌の数を確保すると同時に、将来組織されるグールの連合の数を減らすのだ。

				　その意味が分からんとは、これだから先の事を考えられない奴はとギャオンが苛立つ間にも、囮のコボルト達が追い詰められていく。

				　尤も、囮を任せた若いコボルト達が無能だからとは言えない。グールの中に妙な連中が混じっているからだ。

				「グル？」

				　あれはなんでしょうと首を傾げるコボルトジェネラル同様、ギャオンも何なのか分からない。

				　まずそれぞれハルバードとグレイブを振り回す、鎧だけの何か。形からすると、多分人間やグールの雌が身につけるための物だろう。だが、その鎧は誰も着ていないのに前線でコボルトと刃を交わしている。

				　それが何なのか、ギャオンには分からなかった。コボルトキングにランクアップした事で、能力値としての知力は上昇したが、それだけで知識が突然身につく訳ではない。

				　配下のコボルトメイジに【鑑定】の無属性魔術を使わせても良いが、それでは相手に居場所を気付かれる可能性があった。

				「ワウゥウン？」

				　それに後衛で時折毒々しい紫色のブレスを吐く、アンデッドは何なのか。その後ろにある馬車は冒険者から奪った略奪品だとしても、何故グールがアンデッドと一緒に行動している？

				　グールの中にテイマーがいて、それがテイムしたのか？　いや、テイマーがいたとして、そもそもアンデッドはテイムできるのか？

				　ギャオンも幾度か巣を守るためにアンデッド、主にスケルトンと戦った事はある。だが、奴らは他の魔物とは明らかに異なっていた。幾ら同類が倒されても動揺せず、淡々と動かなくなるまで攻撃してくる。

				　とても他の魔物のようにテイムできる存在とは思えない。

				　では不可能を可能とする、ギャオンが考えるよりも優秀なテイマーがあのグール達の中に居るのか？

				　それとも、あの妙な鎧も含めてグール達が手に入れたマジックアイテム……命令通りに戦うゴーレムのような存在なのだろうか？

				　どちらにしても、ギャオン達にとって予想外の敵戦力だ。何かがあのグール達の群れで起きているのかもしれない。自分というキングが誕生した、コボルトの群れの様に。

				　あの中には未知の強敵が潜んでいるのではないか？

				　いっそ、囮の配下を見捨ててこのまま引くか？　囮は若い者で纏(まと)めたので、全滅しても半年もあればまた同じ程度の数を揃えられる。今率いている精鋭と違い、替わりの効く戦力だ。

				　しかし、その精鋭の存在がギャオンの脳裏に過る気弱な考えを打ち消させた。

				　そうだ、精鋭だ。その精鋭が、策に嵌ったグール達に負けるはずがない。

				　それにギャオン達には時間が無い。彼に敗北を味わわせたオーク達は、こうしている今も勢力を拡大させ続けている。奴隷を増やし、子供を産ませ、何時ここまで攻め込んで来るかわらない。

				　ここで恐れをなして勢力拡大の機会を失い、半年もの時間を無駄には出来ない。

				「ウオォォォォン！」

				　狼の遠吠えのような時の声を上げて、ギャオンは隠れていた茂みから精鋭達共に飛び出した。

				

				　　　　　　　

				

				「ワォォォォン！」

				　自軍が劣勢に傾き始めたのに気が付いたコボルトメイジが、コボルト語で呪文を詠唱する。すると、コボルトメイジの前に炎の槍が出現した。ファイヤーボールのような範囲の攻撃では味方が巻き込まれるので、対象は単体でも攻撃力の高い魔術を選ぶ知能がある辺り、流石メイジと呼ばれるだけはある。

				　ごぅっと空気を焼きながら炎の槍が放たれた。標的になったのは、敵の中で目立つ長物の武器を振るう妙なリビングアーマーの内一体。

				　炎の槍は味方のコボルト達の間を縫うように飛び、リビングアーマーの片割れに迫る。

				　その炎の槍に、リタはグレイブを上段から振るった。

				『チェストォ！』

				　炎の槍が砕け、炎が破片のように散らばり燃え上がる。

				　普通なら幾ら重量があろうがただの鉄に魔術が斬られるはずは無い。しかし、リタが振るうグレイブは未発見だったダンジョンの宝物庫で手に入れた、マジックアイテムだ。炎の槍程度の魔術なら切って、拡散させる事くらいは可能だ。

				　勿論直撃するよりましとはいえ、拡散した炎を避ける事は出来ない。だが、リタが宿ったビキニアーマーには炎に対する耐性がある。しかも身体が鎧だけなので、鎧本体が耐えれば火傷の一つも負わない。

				「ギャウゥ！」

				「ギャイン！」

				　結果、拡散した炎で被害を受けるのはリタと切り結んでいたコボルト数匹という、仲間が傷つき肝心の敵は無傷というコボルトメイジの狙いとは正反対の結果になった。

				『やぁぁぁぁぁ！』

				　更にリタはグレイブを大振りに振り回して、火傷を負って怯んだコボルトを蹴散らして敵陣に大きく踏み込む。それに続けとばかりにサリアを含めるグール達が続く。

				「ガルルル！」

				　させるかぁ！　っと叫んでいるのか、コボルトチーフの内二匹がリタの前に立ち塞がった。彼等は虫系の魔物の甲殻を使った鎧と盾を装備している。

				　リタはその内一匹に、上段からグレイブを振り下ろした。

				　すかさず掲げた盾でガギンとグレイブを受け止めるコボルトチーフ。ニヤリと、犬の顔が歪む。攻撃を防御し、その隙にもう一匹のコボルトチーフがリタを攻撃する予定だったのだろう。

				『一閃！』

				　しかし、リタの背後にいたサリアが放った横薙ぎのハルバードの一撃がコボルトチーフの上半身と下半身を断ち切った。

				　そんな事をすれば、もしリタが普通の生物なら彼女もただでは済まない。だが、リタはリビングビキニアーマーだ。本来内臓が収まっているはずの腹がある空間には、何も無い。

				　内臓と血をばら撒きながら倒れた自分と同格の仲間の死に、もう一匹のコボルトチーフの動きも止まる。

				『せいっ！』

				『やぁっ！』

				　そこをリタのグレイブとサリアのハルバードが襲う。グレイブの刃を盾で受け止め、突き出されたハルバードの穂先を強引に武器で回避したまでは、流石チーフと呼ばれるだけはあった。

				「がぁぁぁ！」

				　だが、そこにグール達の鉤爪が襲い掛かると、コボルトチーフは対応できずに仲間の後を追う事となった。

				「ギャウゥゥゥン！」

				　四匹いたコボルトチーフの数が半分になり、コボルトメイジが悲壮な声を上げる。まだ前線に立つコボルト達も、怯えた瞳をして耳を垂らしている。

				　このまま逃げ出そうとするのではないか。戦況を見守っているヴィガロはそう思った。

				「ウオォォォォン！」

				　その時だった。他のコボルトとは別格の力強さと威厳が込められた遠吠えが響いたのは。

				「ワオオン！」

				「グルルルゥ！」

				　それを聞いた途端コボルト達の瞳から怯えは消え、耳を雄々しくピンッと立たせた。

				『今の遠吠えは？』

				『まさか援軍!?』

				　逆にリタやサリア、グール達には動揺が広がった。反射的に攻撃の手を緩め、敵の援軍を警戒する。

				　ヴィガロもこれはまずいと、弟子達に合流しようと声を張り上げようとする。

				「あ、こっちに来ます」

				「ブモォォォ！」

				「ブルルルル！」

				　そのヴィガロ達に向かって、ギャオン率いるコボルトの精鋭達が襲い掛かった。

				　大きな槍の穂先に似た角を持つ猛牛、インペイラーブルに騎乗したコボルトライダーの突撃が、ヴィガロを狙う。

				「狙いは我達か!?」

				　だがヴィガロはインペイラーブルの角を両手で掴んで受け止め、その背で前につんのめったコボルトライダーの首に噛みつく。

				　灰褐色の獅子頭の口に生えた鋭い牙が、コボルトの首を半ば以上喰い千切った。

				「戦士達！　肉の追加だ！　仕留めろ！」

				　続けて長い腕でインペイラーブルの首を捻って脛骨を粉砕したヴィガロの、血の臭いがする号令にグール達の動揺が戦意に変化する。

				「なるほど。指揮官の言動一つで皆が動揺したり、逆に落ち着いたりするのですね」

				「……一番冷静なのはお前だな」

				　相変わらず背に張り付いているヴァンダルーに、ヴィガロは苦笑いを浮かべた。先ほどコボルトライダーとインペイラーブルを簡単に返り討ちにしたのも、ヴァンダルーが先に不意打ちに気がついたからだ。

				「いえいえ、俺もまだまだです」

				　常時発動している死の危険を察知する【危険感知：死】の術のお蔭で、ギャオンが仕掛けてくる不意打ちを一瞬先に気がついたヴァンダルーだが、いつもならもっと早くギャオン達に気がつけた。

				　ヴィガロという強者の背に居る為、死に相当する危険そのもののハードルが上がっているのだ。

				　ただ、もうこの辺りには死の危険が満ちている。

				「ギャオォン！」

				「ガルルルルル！」

				　援軍のコボルトは三十匹程で、明らかにサリア達が戦っていたコボルトよりも戦力では上だ。

				　通常のランク２のコボルトは一匹も存在せず、コボルトチーフやコボルトウォーリアー、魔物ではないが大型の狼や熊に跨ったコボルトライダー等、最低でもランク３のコボルトばかりだ。

				　更に盾を構えたコボルトナイト、杖を持つコボルトメイジ、そして通常のコボルトより二回りは大きい身体以上に長大な大棍棒を振り回すコボルトバーサーカーに、一見ただのコボルトと誤解しそうなコボルトグラップラー。

				　ランク４のコボルトの中でも珍しいはずの精鋭が数多くいる。

				「グルオオオオオン！」

				　そして極めつけが前線で指揮を執るギャオンだ。大柄な人種と比べても変わらない大きさの身体の上に、狼のような頭部が乗っている。

				【鑑定】の魔術が使えないヴィガロやヴァンダルーの目から見ても、他のランク４のコボルトよりも更に格上の存在だと分かる。

				「あれは強敵だ、我でも無傷では勝てん。誰か、ヴァンダルーを──」

				「いいえ、このまま魔術で援護します」

				　援護すると言うヴァンダルーの言葉にヴィガロは一瞬迷った。彼が既に魔術を使える事や一億以上というヴィガロには想像もできない量の魔力を持っている事は知っている。

				　だが、ザディリスのように直接的に攻撃するような術は使えないという事も、同時に知っていた。

				　ヴィガロが知っているヴァンダルーの魔術は、肉を保存して味を良くする術くらいだ。

				　　しかし安全な場所に彼を逃がす事が出来るか分からないのも事実だ。

				「しっかり掴まっていろっ！　グルオオオオ！」

				　ヴァンダルーを背に張り付けたまま、ヴィガロはギャオンに向かって突進した。

				「ギャウウウン！」

				「ウオオオオ！　【鞭斧】！」

				　ギャオンの斧と、ヴィガロの斧が正面からぶつかり合った。互いに武技を使用した一撃は、威力も同じだったのかどちらも押し切る事は出来なかった。

				　そのままギャオンとヴィガロは激しい立ち回りを演じる。

				『早く、こいつ等を倒して坊ちゃん達に合流しないと！』

				　そのヴィガロの背に張り付いているヴァンダルーのメイドを自認するサリアは、焦った顔……は無いので、声を上げながらハルバードを振り回すが、それをコボルト達は必至の顔つきで回避する。

				『それは分かってますけどっ、こいつ等意外に粘りますよ、姉さん！』

				　懐に入ろうと猛攻を仕掛けるコボルトチーフに苦戦するリタが言う様に、劣勢に陥って腰が引けていたはずのコボルトが、彼女達を含めたグールの若い戦士達を果敢に攻めていた。

				　ギャオン達本体がヴィガロ達を倒すまで、彼女達を足止めしようとしているのだ。

				　コボルトキングであるギャオンの【眷属強化】スキルによってコボルト達の能力値は上昇し、強化されている。しかし、まだ千匹にも満たない配下しかいないギャオンの【眷属強化】レベルは精々１。その効果は気休め程度でしかない。

				　だがキングを頂く事で、魔物は鋼鉄のような絶対の忠誠心を持つ。その士気は高く、まだ戦闘経験が少ないサリア達を苦戦させるには、十分な気迫をコボルト達は発していた。

				　しかし、その命がけの忠誠も長くは通じそうにない。

				『グオォォォォッ！』

				　それまで殆ど手出しをしなかった骨狼や骨猿、骨熊が本格的に動き出したのだ。コボルト達にタックルを仕掛けて押し倒し、至近距離で毒のブレスを吐きかける。

				　そこまでされればコボルト達は断末魔を上げる余裕も無く、のたうちながら死ぬのを待つしかない。

				　それに全員の足を停められたわけではない。

				『ゲェェェ！』

				『これは見守っている場合ではありませんな！』

				　骨鳥が霊翼を広げて空に舞い上がり、一番後ろに居たサムが車輪を回転させてギャオン達に向かって動き出す。

				　骨鳥は兎も角霊体を出していなかったサムをただの馬車だと思い込んで、無警戒だったコボルトチーフが車輪の下敷きになり、悲鳴を上げながら地面に減り込んでいく。

				『むう、しかし乱戦となると突っ込む訳にもいきませんか』

				　しかし、幾ら巧みに車体を操ろうと本体が馬車であるサムは、この密林魔境では小回りが利かない。グールを巻き込まないよう動くのは難しい。

				『ゲェェェ！』

				　それに対して骨鳥は木々の上を自由自在に飛び回り、後方のコボルトメイジや乱戦で孤立した敵に霊翼を射出して攻撃している。コボルトからの反撃は生い茂る木の葉で遮り、上手く交わしていた。

				『私も自由に空が飛べればよかったのですが』

				　そう悔しがるサムだが、彼が無力感に苛まれるのは短時間で済みそうだ。

				　予期せぬ強敵の襲撃を受けたはずのヴィガロ達が、あり得ない程ギャオン達コボルトに対して優勢だったからである。

				　質では互角、数ではギャオン達の方が上。本来なら、追い詰められていてもおかしくないというのに。

				　主にヴァンダルーのお蔭で。

				　まず周囲の仲間を巻き込む危険があるという理由で、仲間から離れて単騎で突貫してきたコボルトバーサーカー。

				「起きろ、起きろ、起きろ、起きろ」

				　そのバーサーカーの突貫をヴィガロの背中で見ていたヴァンダルーは、彼の足が次に踏み込むだろう地面の土をアースゴーレムにして動かした。

				『おおおおおおん！』

				　すると、当然アースゴーレムの体積分の穴が地面に出来る。

				「ワギャホ!?」

				　突然次に足をつく場所が無くなったバーサーカーは足を取られ、思い切り転倒する。

				「被され。起きろ起きろ起きろ」

				　更にバーサーカーが起き上がる前に、アースゴーレムに圧し掛からせる。そのままではバーサーカーが強引に脱出してしまうので、周囲の土もアースゴーレムにして彼の上に山を作って生き埋めにする。

				「これで一匹」

				「卑劣な上に、エグイ」

				　思わずグール達の獅子の顔が引きつる程惨い手口だが、これで強敵を一匹存在なしで始末した。

				「ワォン!?」

				「オウゥンッ、オウゥン！」

				　しかも、バーサーカーの惨い死に様を目にした他のコボルト達に与えた動揺は大きかった。彼等から見れば地面が突然動いて仲間を生き埋めにしたとしか思えない。

				　自分達の足元の地面も動き出すのではないかと、目の前のグールだけに集中できない。

				「ワウゥゥゥン！」

				　狼狽えるな！　魔術師を殺せ！

				　キングであるギャオンの命令に若干落ち着きを取り戻すが、それでも動きは鈍くなる。

				「わはははっ！　余裕が無いなっ！」

				　そう笑うヴィガロと立ち回りをしながらなので、ギャオンも頭を回す余力が無い。

				　自然に地面が動くはずがないし、自分達は不意を打った側なのでグール達が前もって罠を仕掛けられるはずがない。だから魔術師の仕業だというところまでは、分かる。

				　だが、その魔術師が何処にいるのかギャオンには分からない。

				　魔術を唱えたという事は、呪文を唱える声が聞こえなければおかしい。激しい剣戟の音と怒号が飛び交う戦場でも、呪文を唱えるために立ち止まっていれば目立って気がつくはずだ。

				　それなのにグールの中に魔術師らしい姿は無い。

				　ギャオンとその配下達が探している魔術師であるヴァンダルーは、地味にピンチだった。

				（思っていたより揺れが激しくて……腕が）

				　激しく動くヴィガロの背に張り付いているヴァンダルーの腕が、限界に近づいていた。張り付いていられるのは、あと数分程か。既に【限界突破】スキルを起動しているが……まさか鉤爪をヴィガロの背に立てる訳にもいかない。

				（早く勝負を決めよう）

				　この乱戦の最中ヴィガロの背から落ちたら、小さな自分は皆に踏まれてしまう。危機感に苛まれながら、ヴァンダルーは次々に死属性魔術を行使した。

				「ワオオオオン！　……キャッ、キャウン!?」

				「ワウオォンっ!?　ワウオォォン!?」

				　杖を持ち護衛の盾役に守られた、如何にも魔術師ですといった姿のコボルトメイジ達に魔術師を無力化する【吸魔の結界】を放つ。

				　護衛のコボルトの間を縫って迫り、自分を包む黒い霧の結界にコボルトメイジ達は狼狽し、それでも唱え終えた呪文を放とうとすると発動しないという異常事態に、混乱を大きくする。これで二匹のコボルトメイジは戦力外だ。

				「ぐあああぁっ!?　あれ？　思ったより痛くねぇ？」

				　そして片端からグール達に【エネルギー吸収】の防御用付与魔術をかけ、コボルトの攻撃が当たっても傷が浅くて済むようにする。

				　人数が多いので時間がかかるのが難点だ。【詠唱破棄】スキルを持つヴァンダルーでも、一度に複数の魔術を発動させる事は出来ない。全員に【エネルギー吸収】を行き届かせた後、更に武器の殺傷力を強化する【殺傷力強化】を唱える余裕までは無い。

				「ヴァンダルーの守りがあるぞ！　押し返せ！」

				「キャウウン!?」

				　だが、防御力を強化するだけで戦況は明らかにグール達に傾く。不意打ちを仕掛けた側であるコボルト達は、バーサーカーが活躍するまもなく生き埋めにされ、メイジは魔術を封じられた。

				『ゲエエエエ！』

				　しかも木々の上から骨鳥が羽を射出して攻撃し続けている。本来ならそれを迎撃するはずのメイジ達が役に立たないので、コボルトアーチャー達が骨鳥にかかりきりになっている。

				　キングであるギャオンは健在だが、ヴィガロと互角の勝負を演じており押し切る余裕は無さそうだ。

				　対して不意打ちを仕掛けられたグール達は、徐々に体勢を立て直しつつある。最初はギャオン達の勢いに押され気味だったが、ヴァンダルーの魔術で互角の状態まで持ち直した。

				『坊ちゃんっ！　あともうちょっとです！』

				　そしてサリア達の足止めをしている囮役のコボルトが瓦解する寸前だ。未だに士気は高いが、櫛の歯が欠ける様に一匹、また一匹と倒されていく。

				　このまま時間が経てば、ヴァンダルーの腕が限界を迎えた後にサリア達が合流し数でギャオン達コボルトを圧倒するだろう。

				（このままでは間に合わない！）

				　奇しくもギャオンとヴァンダルーの脳裏に、同じ危機感が過った。

				　それが何かのきっかけになったのか、ギャオンはヴィガロの肩から覗くヴァンダルーの双眸に気がついた。

				「グオッ!?」

				　それまでも幾度かヴァンダルーの白い髪が視界に入っていたが、ギャオンはそれをヴィガロの鬣の白髪だと思い込んでいた。このグールの雄は見た目より高齢で、鬣の一部の色が抜けたのだろうと。

				（このグール、背中に何かを寄生させている!?　奇形……いや、変異種か！）

				　驚愕にギャオンの集中力が一瞬途切れる。その隙を見逃すヴィガロではない。

				「【岩断ち】！」

				　ヴィガロが武技を発動させ、岩を切断するような剛斧を振り下ろす。

				　ギャオンの肩当てが割れ胸甲に罅が走り、返り血がヴィガロの顔を濡らす。

				「ギャオオウ！」

				　だが隙を見せたとはいえ、それで決着を付けさせる程ギャオンは甘い相手ではない。咄嗟(とっさ)に半歩後ろに下がったため、肩当てと胸甲を壊されたがヴィガロの斧は彼の肉を浅く斬っただけだった。

				　傷つけられ怒りの咆哮を上げるギャオン。ヴィガロは惜しむ様子も見せず、顔についた血を舌で舐め取ると笑った。

                			

	








			
				「不味い血だ！　だが安心しろ、お前の肉はちゃんと旨く料理して喰ってやる！」

				　捕食者の鬼気を放つヴィガロに、ギャオンの戦意が一瞬だが萎えかける。まだ辛うじて囮役達が残っている内に、撤退するべきではないかと思った。

				　だが、ここで背中を見せて逃げきれる保証は無い。運良く逃げ切れたとしても、残った配下で群れを立て直すには半年どころではない時間が必要に成る事は確実だ。

				「ワオォオオオオン！」

				　最早、どれだけ犠牲が出ても雌雄を決する他に無い。滾る戦意を取り戻し、体力の消費が激しい【限界突破】スキルまで起動させたギャオンの雄叫びに、配下のコボルト達も決死の覚悟を決める。

				「ワオォォォン！」

				　スキルの発動によって筋肉が膨張し、一回り巨大化したギャオンが強敵を両断しようと斧を振り下ろす。

				「ガアアアア！」

				　させるものかと、ヴィガロも斧を振るう。両者の斧はぶつかり合い、しかし力比べでは今のギャオンの方が有利だ。ギャオンの斧が、じわじわとヴィガロに近づく。

				　その瞬間ヴァンダルーは動いた。ヴィガロの肩から乗り出し、口を窄める。

				「ぺっ」

				　そして唾を吐いた。

				　ぴちゃっと小さな音を立ててギャオンの肩の傷に命中する、ヴァンダルーの唾。このあんまりな暴挙に、ギャオンが狼に近い犬顔に憤怒を浮かべる。

				「ガッ……ワゥン!?」

				　頂点に達した怒りによって、ギャオンが【限界突破】スキルの効果を超えた力を発揮しかけた瞬間、何の前触れも無く、彼の片手が斧の柄から離れた。

				　動揺し、必死に斧の柄を掴み直そうとするギャオンだが、傷を負った方の腕からは逆に力が抜けるばかりで、遂にだらりと下がりきってしまった。

				「ガ、ガァ……キャイィン!?」

				　我が身に何が起こったのか理解する前に、自分の首に迫るヴィガロの斧に気がついたギャオンは悲鳴を上げた。

				「首を獲ったぞ！　こいつ等の肉は我達の物だ！」

				　首を刎ね飛ばしたギャオンの亡骸を蹴り倒し、斧を掲げて見せるヴィガロ、コボルトの士気は今度こそ崩壊した。

				「キャウウウン！」

				「キャインッ！　キャインッ！」

				　まだ生きていたコボルトメイジ等が悲鳴を上げて身を翻すと、他のコボルトも我先にと逃げ出し始める。

				「肉が逃げるぞ！」

				「追えっ！　追えぇ！」

				『結局間に合わなかったじゃないですか〜！』

				『こうなったら八つ当たりです！』

				　逃げ出すコボルト達を、グール達が完全に食べ物を見る目で追いかける。そこに囮役のコボルトをやっと全滅させたサリア達や骨熊達ロトンビースト三頭参戦した。この分なら、ほぼ全てのコボルトが倒れるまでそう時間はかからないだろう。

				　残ったヴィガロ達はまず怪我人の手当てを、そして掠り傷しか負っていない者はコボルトの解体を行う。まず武器や防具等を剥ぎ取る。コボルトの主な武器は短剣等で、腕力勝負のグールには合わないが木の棒の先端に括り付けて槍の穂先にする事が出来る。鎧も解体して作り直せば役立てる事が可能だ。

				　コボルトチーフやナイトの長剣や斧は、グールにとってはやや小ぶりだがそのまま使える。鎧や盾は毛皮よりも丈夫で軽い甲殻製でサイズを調整し、若しくはバラバラにして組み直せば今度はグールの身を守る防具になる。

				　コボルトメイジの杖も冒険者から見れば粗悪品だが、グールの女達には十分お宝だ。

				　更にコボルトの毛皮は人間社会では買い取り価格はつかないが、物資が限られる魔境では敷物や、一年後の冬に備えるための防寒着の材料になる。後はコボルトチーフやナイト、バーサーカーの牙がナイフや槍の穂先に、コボルトメイジの魔力が宿った眼球や内臓が薬の材料になる。

				　コボルトキングは骨まで魔力が宿っているので、全身が素材の塊だ。

				　そして大量の肉。

				　因みに、冒険者が必ず剥ぎ取るコボルトの討伐部位の右耳にグールは見向きもしない。当然だが。

				「ところでヴァンダルー、あの時何をしたんだ？」

				　再び地面の土をアースゴーレムにして、コボルトバーサーカーの死体を掘り起こしているヴァンダルーにヴィガロが尋ねると、彼は「毒を使いました」と答えた。

				「毒？」

				「はい。唾を魔術で麻痺毒に変化させて、あのコボルトの傷口に向かって吐きました」

				　あの時ギャオンはヴィガロに斧を両断しようと前のめりになっており、ヴァンダルーはヴィガロの肩から身を乗り出して近くの動かない的に向かって唾を吐くだけでよかった。麻痺毒はグールが鉤爪から分泌する物よりも強力だが、性質は同じ物にしたので、万が一ヴィガロに当たってしまっても問題無い。

				「若干俺の口が麻痺したぐらいで。それもすぐ毒を消しましたし」

				【状態異常耐性】で無視できる範囲を超えた毒を作ってしまったのは、失敗だったが。それ以外は上出来だったとヴァンダルーは思う。

				「そうか。助かったぞ。お前のお蔭で誰も大きな怪我を負わずに勝てた！」

				　ヴィガロも同意見だったようだ。別に彼はギャオンと決闘をしていた訳ではないし、そもそも毒を使って勝つのは鉤爪から毒を分泌するグールからすれば、卑劣の内に入らない。

				　捕食者同士の殺し合いだ。負けたギャオンが悪いのである。

				「とんだ気分転換になったが、帰ったら礼に美味いコボルト肉の蒸し焼きを食わせてやる。その為にもコボルの実と、葉も収穫していくぞ」

				　コボルの実とは魔境の中でもコボルトが生息している周囲にだけ生えるコボルの木から採れる、特殊な果実だ。

				　外見は赤ん坊の頭ほどの大きさの、青い皮の丸い果実。シャリシャリと心地良い食感の、甘酸っぱい果実であるため人間社会でも流通している。

				　グール達はそのまま食べるか、若しくは絞ってジュースに加工する等以外にも重要な用途があるため、コボルトを獲物にした時は必ず収穫していく。

				　何十匹ものコボルトとその装備品、コボルの実、葉を持ち帰るのは大仕事だがここでサムが活躍する。

				『お父さん、よろしくお願いします』

				『ああ、任せておきなさい。でもちゃんと血抜きはしておいてくれたかい？』

				『勿論よ。それにちゃんと後で姉さんと一緒に洗ってあげるから、安心して』

				　ゴーストキャリッジのサムがいるお蔭で、グール達の運搬能力は大幅に上がった。サムは普通の馬車や荷車と違って悪路に強く、また自力で動くので魔境での運搬に持って来いなのだ。

				　普通のコボルトの一匹や二匹程度ならあっさり轢き殺す戦闘能力まである。グールでなくても魔境で大規模な狩りをする冒険者なら、誰でもサムを欲しがるだろう。

				　アンデッドである以上、普通の冒険者は敬遠するだろうが。

				「コボルト肉の蒸し焼きだ。美味いぞぅ。きっとお前も気にいるはずだ」

				　気に入って集落に残ってくれるといいな。そんなヴィガロの分かりやすい本音をヴァンダルーも気がついた。

				「思っていたよりも修業が捗っていないので、もうしばらくお世話になります」

				「まだ始めてから一年も経ってないんだろう？　それぐらい普通だ」

				　自身には魔術の素質が無い──厳密に言えばあると言えばあるのだが、使えるようになるには十年程毎日必死の努力が必要な──ヴィガロだが、これでも次期長だ。集落の女達が魔術の習得に苦労しているのを知っていた。確か、五年より短い時間で一人前になった女は、居なかった気がする。

				　この分なら暫くヴァンダルーは集落に留まる事になりそうだ。その事に今日の収穫以上にヴィガロは満足すると、集落にサム達を率いて戻るのだった。

				

				
				　名　前：骨猿　骨狼　骨熊

				　ランク：４

				　種　族：ロトンビースト

				　レベル：７〜１０　

				・パッシブスキル

				　【闇視】【怪力：レベル２（ＵＰ！）】

				　【霊体：レベル２（ＮＥＷ！）】

				・アクティブスキル

				　【忍び足：レベル２（ＵＰ！）】

				　【ブレス（毒）：レベル１（ＮＥＷ！）】

				

				

				　　　　　　　

				

				　ヴィガロが語ったようにコボルトの肉は不味い。

				　ゴブリン程ではないが他の家畜の肉よりも臭みが強くて、香草や香辛料を大量に使いでもしなければ消えない。消えたとしても肉自体が筋張っていて、とても硬く食えたものではない。

				　だから人間社会では余程飢えない限りコボルトを食べようと考える者はいない。しかし、魔境に集落を構え日々狩猟と採集で生活の糧(かて)を得るグール達は違った。ゴブリン肉の加工法を発見した彼らは、同様にコボルト肉の調理法も発見したのだ。

				　コボルト肉を適当な大きさに切り分け、そこにコボルの実を薄く切った物を乗せる。そして更にコボルの葉で包んで、蒸し焼きにするのだ。

				　するとコボルト肉は驚くほど軟らかくなり、また臭みが丁度良く抜け、やや癖が強いがそれも個性だと思える程度の味になる。

				　驚くほどの美味という程ではないが、多分人間でも普通に食べられるだろう味だ。プロの料理人が手を加えれば、更に美味くなるだろう。

				　この大発見が人間社会に知られれば、一大センセーションが巻き起こ──らないだろう。コボルの実が一個十アミッド、円換算すると千円で売られている状態を考えると。

				　だが普通なら市場価値の無いコボルの木の葉だけでも蒸し焼きにすれば、臭みと硬さが大分マシになるそうなので、その日食べる物にも困る貧民なら喜んで食べるかもしれない。

				「まあ、それだと商売じゃなくてただの福祉政策だけど」

				　そもそもそんな貧民が存在するかどうか知らないヴァンダルーは、そう思いながらコボルト肉を食べていた。

				　出来上がった物に胡桃のソースをかけると更に美味しくなるので、ザディリスやヴィガロ達に勧めてみると大変喜ばれた。意外な事に、グール達は調理法を工夫する事はあっても、ソース作りまでには頭が回らなかったらしい。これも食文化の違いだろうか。

				　おかげで現在のヴァンダルーの集落での主だった仕事は、胡桃のソース作りだ。幸いな事にこの魔境では一年中胡桃が採れるので、幾らでも材料は手に入る。それに数人の女グールも手伝ってくれるので、仕事量はそう多くない。寧ろ楽しい。

				　問題は塩の備蓄が少なくなってきている事か。また山賊でも探して襲おうか。塩があれば胡桃味噌にも挑戦できるし。

				　その前に胡桃と同じように一年中落ちているドングリで、今度クッキーでも作ってみようか。丁度良い事に、集落の近くに小川があるのでドングリの灰汁を取るのに利用できる。そろそろタンパク質だけではなく炭水化物も欲しいので、挑戦してみよう。

				「これが社会貢献というか、社会の一員になるという事だろうか。日々が充実しているのを感じます」

				「まだ二歳になっていないのを忘れそうな発言じゃな。大いに助かっておるが」

				　苦笑いを浮かべるザディリスだが、ヴァンダルーの集落に対する貢献の大きさを否定するつもりは無かった。胡桃ソース以外にも、戦力としてサリアとリタ、サム達をヴィガロに預けているのが特に大きい。ヴィガロ達から訓練を受けているという点を差し引いてもだ。

				　サリアとリタに関しては、彼女達自身はただのメイドの霊だが宿っているマジックアイテムの鎧の性能が優れているため、今の状態で並のグール以上の戦力になっている。

				　それに元が人間であるためグール達より勤勉なので、若い衆にも良い刺激を与えているようだ。

				　彼女達はヴァンダルーに従っているので、彼女達の貢献はヴァンダルーの貢献というのがザディリス達の認識だ。

				　個人的に気に入っているという理由もあるが、できれば集落に留まって欲しいと思うし、それが無理でも少しでも長く滞在して欲しいが、それでも修業には手を抜かないのが彼女の方針だ。

				「しかし、無属性魔術の修行はまだまだじゃな。まあ、特別遅いという事はないが」

				「思ったよりも難しいですよ、属性を帯びる前の魔力をそのまま練って形にするのは」

				　死属性魔術が使えるのだから、それよりずっと基本的な無属性魔術くらいすぐ習得できる。そんな考えが全く無かったと言えば嘘になるが、大きな間違いだった。

				　素のままの魔力の状態を維持して形にし、術を発動するのは思っていた以上に困難だった。なまじ死属性魔術が使える分、魔力に属性を帯びさせる事を常に行っていたため中々上手くいかない。

				　そもそもヴァンダルーにあるのは膨大な魔力と地球で読んだサブカルチャー等で育んだ想像力や発想であって、魔術の才能そのものは乏しい。

				　オリジンでは短期間で死属性魔術を極めたが、それは人格が歪むほどの決死の集中力と倫理観以外は世界最高峰の研究者達による非人道的な強制バックアップによるものだ。それが無ければヴァンダルーは凡人に過ぎない。

				　ただ、魔力量が多いので常人よりも長い時間を魔術の修業に費やす事が出来る分有利ではあるのだが。

				「でも今日のコボルトとの戦いでも【無属性魔術】が使えればもっと楽に勝てたはずなので、出来るだけ早く習得したいです」

				「儂も最初に【無属性魔術】のスキルを獲得するには三年かかったからの。焦らずやる事じゃ」

				「そうします。そうだ、今日倒したコボルトの霊が言っていたのですが、この魔境の中央にはオークの縄張りがあるらしいですよ。細かい経緯は聞いても分かりませんでしたけど、そのオークに負けたのが悔しくて勢力拡大を狙っていたらしいです」

				　ギャオンの霊から聞いた情報を話すと、ザディリスはふ〜むと唸るが、すぐ肩を竦めた。

				「まあ、この辺りに出てこないなら大丈夫じゃろう。慌てふためく程ではない、日々鍛え備えていれば心配はない。ほれ、儂の分の肉をやろう」

				　そう言いながらニコニコと微笑みながら葉っぱに載ったコボルト肉を勧める。本人としては祖母と孫に近い感覚なのかもしれないが、見た目は歳の離れた姉弟だ。

				「頂きます」

				　ギャオン達だった肉を食べながら、ヴァンダルーは自分にとっての課題は山積みである事を忘れてはいなかった。

				　ヴァンダルーの目的はダルシアの復活を叶え、仇であるゴルダン高司祭や〝五色の刃〟を討ち、最終的には贅沢に、何より幸福に生きる事である。その為にはまだ圧倒的に力と技術が足りない。

				　今日ヴィガロ達と倒したギャオンはランク５で、その手下達はランク４以下。それぐらい一人で苦労せずに倒せる魔術の技や力が無ければ、どの目的も達成できない。

				　ただ、ザディリスの言葉が間違っている訳ではない。

				「うむ、良い食べっぷりじゃ、坊や」

				　慌てても意味は無い。人生の目的を見据え、日々鍛え研鑽を積み続けるしかない。何せまだ三度目の人生は始まったばかりなのだから。

				「その様子ならすぐ大きくなれるじゃろう」

				「ヴィガロみたいに成れるでしょうか？」

				　力と技術以外にも、筋肉も欲しいヴァンダルーだった。

				「それは……どうかのう」

				「ヴィガロは子供の頃から斧を毎日振っていたそうだ。ヴァンも鍛えていれば一〇〇歳を超える頃にはきっとヴィガロのようになれるさ」

				　そう言いながら、バスディアが極自然な仕草でヴァンダルーとザディリスの会話に入ってきた。

				「我の話か？」

				　そこに自分が話題に出た事に気がついたヴィガロと、サムの荷台を掃除し終えたリタとサリアがやってくる。

				『坊ちゃんっ！　私達にも構ってくださいよ～。父さんを洗い終えて暇なんです！』

				『口もお腹も無いので、せめてどんな味なのか教えてください！』

				　骨人や骨狼達はコボルトの骨をガジガジと齧り、グール達は勝利を祝う。静かなのは綺麗に洗われた余韻に浸るサムぐらいだ。

				　賑やかで楽しいが、見上がった課題の山が低くなった訳ではない。

				 （だけど、この環境なら超えるための努力も苦にならないかな）

				　流石に一〇〇歳前には全ての課題をクリアし、目標を達成したいものだが。 

				《了》

                			

	
			
				あとがき

				

				「四度目は嫌な死属性魔術師」を手に取って頂いた皆様、ありがとうございます。

				初めまして、本作で作家デビュー致しましたデンスケと申します。

				　本作は「小説家になろう」というサイトに投稿している作品で、同サイトが開催している「第四回ネット小説大賞」の受賞作品に選んでいただき、書籍化に至りました。

				　この作品を書き始めたきっかけは、書き手である私自身が「こんな作品を読みたい！」と思った作品とピタリと合うものが見当たらなかったので、「では自分で書こう！」と思ったからです。

				　そんなこの作品がサイトで沢山の人に楽しんで頂けるようになり、ネット小説大賞の受賞作品に選ばれ、こうして書籍にまでなるなんて本当に感無量です。

				　これからも更に多くの方々がこの作品を手に取り、楽しんでいただけるように精進して参ります。

				

				　さてこの書籍版ですが、本筋に大きな変化は無いもののＷＥＢに掲載している内容にエピソード等を加筆してあります。出番や活躍が増えたキャラクターや、書籍版オリジナルキャラやＷＥＢ版よりも先に顔を見せているキャラ等、盛り沢山です。更に、ばん！さんの美麗な挿絵が何枚もあります。各場面やキャラクターのイメージを補完し、より深く作品の世界に入り込めるのではないでしょうか。既にＷＥＢ版をご覧の方にも楽しんでいただける内容になっていると思います。

				　なっていますよ、ね？

				

				　こうして三度目の人生をスタートさせ、一度目や二度目の人生では得られなかった家族や仲間、そして力を得た主人公ですが、作品内の世界では彼も仲間達もまだまだ弱い方の存在です。神々は言うまでも無く、一流の冒険者や、アンデッド撲滅に情熱を燃やす神官戦士、強力無比な魔物等が現れたら逃げる事も出来ず、一方的に蹴散らされかねません。

				　そうならないよう、そして何より目的達成を目指して日々奇々怪々に成長していく主人公とその仲間達の活躍を、これからも見守っていただければ幸いです。ヒロインや骨や筋肉も増えますよ！

				

				　ふぅ……あとがきって自分が書く側になるとやはり難しいものですね。ここまで書くために近所を小一時間ほど徘徊してしまいました。では最後に謝辞を述べさせて頂きます。

				　本作に目を止め、受賞作品に選んでくれた一二三書房の皆さん、書籍化に尽力して頂いた編集さん、素敵なイラストを描いてくださったばん！さん、出版に関わった全ての方々。

				　そして「四度目は嫌な死属性魔術師」を応援してくれた読者の方々、心からありがとうございます。

				　それでは次巻で会える事を心から願っております。

				デンスケ

                			

	
			
				用 語 解 説

				

				・モンスター編

				　【ゴーストキャリッジ】

				　【リビングアーマー】

				　【グールメイジ】

				　【グールウォーリアー】

				　【グールバーバリアン】

				　【ロトンビースト】

				　【コボルトキング】

				

				・スキル編

				　【霊体】

				　【精神汚染】

				　【連携】

                			

	
			
				【ゴーストキャリッジ】

				　この世に未練を残した霊が馬車に宿り、悪霊と化したアンデッド。白い靄で出来たような馬と御者に操られる馬車といった姿をしているが、本体は馬車に宿った悪霊であり馬や御者は悪霊の霊体が実体化しただけの存在である。

				　そのため、倒すには悪霊を浄化するか馬車本体を破壊するしかない。

				　主な戦闘方法は馬車による体当たりで、逆に言えばそれしか攻撃方法が無い。しかし元になった馬車によってはスパイク等の武装が追加されている場合がある。

				　滅多な事では荷台に乗る事は出来ないが、もし乗る事が出来れば悪路走行と衝撃耐性を持つため乗り心地は良いと言われている。

				　討伐証明部位は、魔石がくっついている馬車の部品。素材は魔力を帯びた馬車本体。そのまま使用する場合は殆ど無いが、解体して部品を流用する等様々な利用価値がある。

				　ただ全て持ち帰るとなると馬か、それとも馬車が必要になる。

				　基本的に希少な魔物であり、通常の魔境には出現しない。ただ魔境と化した廃墟の乗合馬車が、全てゴーストキャリッジに成った例等が知られている。

				　サムの場合は通常のゴーストキャリッジが習得していない精密駆動と忍び足を習得しており、前者はサムが生前プロの御者であったから、後者はアンデッド化してからコソコソと隠れて移動しているためだ。

				　そのため通常のゴーストキャリッジよりも巧みな運転で、音を出来るだけ立てないように動く事が出来る。

				

				用語解説 一覧に戻る

                			

	
			
				【リビングアーマー】

				　鎧に悪霊化した霊が宿った存在。その多くは兵士や騎士、冒険者など生前鎧を着て戦った経験のある者の霊だが、生前の記憶や人格が残っている個体は少ない。大多数は生ある者を無差別に襲うだけの存在と化している。

				　強さは宿る鎧と持っている武器によるが、チェインメイルやハーフプレートに宿った個体はランク３。フルプレートアーマーに宿った個体はランク４に分類される。

				　極稀にマジックアイテムの鎧に宿る場合があるが、その場合のランクはそのマジックアイテムの機能による。

				　討伐証明部位は、ランクに関わらずほぼ確実に手に入る魔石。素材は宿っていた鎧と、持っていた武器や盾。魔力を帯びているので、倒された後にマジックアイテム化する可能性がある。そのまま使うのは呪われる可能性があるので危険だが、浄化等をすれば安全に使用する事が可能。

				　サリアとリタの場合はマジックアイテムの鎧に霊が宿っているが、生前が武器の扱いを知らないメイドであるためスキルレベルが低く、ランクも相応に低下している。

				　ただ鎧の機能は損なわれていないので、防御力や耐性スキルに影響は無い。

				

				用語解説 一覧に戻る

                			

	
			
				【グールメイジ】

				　通常のグールが魔術を一定以上習得した存在。その腕前は新米冒険者を上回り、また肉弾戦も優れた身体能力と爪の麻痺毒を活かしてある程度こなす事が出来る。

				　他のグールよりも頭が良く、族長やその参謀的な立場になっている個体が多い。そのため単独で居る事はほぼ無く、周囲に配下のグールが複数いる事が多い。なので、討伐する際はパーティーを組む事をギルドでは推奨している。

				　討伐証明は右耳。素材は両手足の爪に、魔力が籠った眼球と舌、肝臓が薬の材料に、脊髄が錬金術の触媒に出来る。ランク５の魔物の中では討伐の危険度は高く、討伐報酬と素材の売買を合計しても割に合わないと考える冒険者が多い。

				　ただし、グールメイジは雌である事が多いため闇の奴隷商が高値で買い取っている。しかしその場合生け捕りが大前提であるため危険度が高く、返り討ちに遭う場合が圧倒的である。

				　裏市場で取引されるグールメイジは、通常のグールの雌に魔術を教え込み、ランクアップさせた個体が一般的。

				　グールメイジにランクアップするためには最低でも一つの属性魔術のスキルレベルが３以上である事が必要。

				　ザディリスはグールメイジとしては魔力制御に優れ、平均的な個体より上の実力を持つが、老化によって体力と魔力が減退しており戦闘能力が著しく下がっている状態である。

				

				用語解説 一覧に戻る

                			

	
			
				【グールウォーリアー】

				　通常のグールが更に戦闘能力を高めた存在。グールの群れでは小隊長や、他に上位のグールが存在しない場合は族長を務める。

				　毒のある鉤爪だけではなく格闘術や武器の扱いに長け、武技を使用する。ただ見かけは通常のグールとあまり差が無いため、勘違いした冒険者が油断して返り討ちに遭う場合があるので注意が必要。

				　討伐証明は右耳。素材は牙と手足の爪、薬の材料になる肝臓。

				　通常のグールがグールウォーリアーになるには複数の武術系スキルをレベル２以上で習得している事が必要。ただ、多くのグールがレベル１００に到達するまでにその条件をクリアする。

				　バスディアは魔術よりも肉体的な才能に恵まれたため、そちらを伸ばす事に集中した結果このステータスになっている。状態異常の不妊を受けているが、能力値やスキルに悪影響は出ていない。

				

				用語解説 一覧に戻る

                			

	
			
				【グールバーバリアン】

				　ランクアップしたグールが更に武術の腕を磨き、その怪力を高めた存在。通常のグールよりも二回りは大きい体躯を誇り、その腕で振り回す武器で敵を薙ぎ倒すような戦闘方法を好む。その分知能は低い個体が多く、頭の中では戦う事だけを考えている。

				　そのため群れでの地位は低く、グールメイジに利用されている場合が殆ど。また、素質的にバーバリアンは雄だけであり、雌のバーバリアンは今まで確認された例は無い。

				　討伐証明は右耳。素材は牙と手足の爪、弓の弦の材料になる腱、魔力を帯びた鬣等。

				　グールがバーバリアンになるには【怪力】スキルをレベル３以上、両手持ちの武器を扱うスキルがレベル４以上必要。

				　ヴィガロの場合は他のバーバリアンと違い頭も良く、次期族長の立場にいる。更に指揮能力に優れているため、通常のバーバリアンは単独で戦う事を好むが、ヴィガロは常に仲間を率いて戦う。

				　そのため通常よりも討伐しにくい。

				

				用語解説 一覧に戻る

                			

	
			
				【ロトンビースト】

				　ランクは４。ボーンビーストが宿った魂の怨念や、殺してきた生物の無念により瘴気を骨に宿した魔物。身体を構成する骨は所々黒ずんでおり、柔軟さはそのままに鋼鉄並の強度を誇る。更に、どんな動物の骨が元になっていても共通して毒のブレスを吐く。

				　Ｄ級冒険者にとって、毒のブレス対策があれば一匹ならそう恐れる必要は無いが、元になった動物によっては群れる性質がそのまま受け継がれているため、討伐にはパーティーを組む事を冒険者ギルドでは推奨している。

				

				用語解説 一覧に戻る

                			

	
			
				【コボルトキング】

				　ランク４に至っているコボルトが、群を統率するという強い意識に目覚める事でランクアップが可能になるランク５の魔物。成人男性と変わらない体格と、人間にも威厳を感じさせる姿をしている。

				　単体でも強力な魔物だが最低でも数十匹の同族を率いており、更に群れの仲間を強化する【眷属強化】スキルを所有しているため発生した瞬間から大きな脅威となる。放置すると群れの規模が千匹を超える事もある。災害指定種であり、討伐に際してはＣ級以上の冒険者パーティーを中心に、最低でも十数人の冒険者に援護させて当たる事になる。

				　討伐証明部位は右耳。全身の毛皮や牙や爪、骨が武具の材料に、各種内臓が錬金術の素材となる。また、討伐に成功すると一財産以上の報奨金を受け取る事が出来る。

				　ギャオンの場合、コボルトキングになってまだ日が浅く、群れもまだ小規模で比較的討伐難易度は低い状態にあった。

				

				用語解説 一覧に戻る

                			

	
			
				【霊体】

				　魂や霊等の本来物理的に存在しない物を半実体化させる事が出来るスキル。実体化した霊体は目で見る事が出来、触れる事が出来る。ただ霊体に対する物理的な攻撃は完全に無効な訳ではないが、三分の二以上無効となる。マジックアイテムや聖別された武器等による攻撃は有効。

				　半実体化した霊体の使い方は様々で、低位のスケルトン等は骨を繋げる筋や軟骨の代わり程度にしかならない。ただスキルを獲得すると腐り落ちた筋肉の代わりにして力を増強したり、朽ちた毛皮や鱗の代わりにして防御力を強化したりできる。

				　例を挙げると、骨鳥は霊体を骨翼に半実体化させ揚力を得て飛行し、また一部を射出して飛び道具にしている。また、ゴーストキャリッジにランクアップしたサムは、霊体を馬の形にして文字通り馬力を増している。

				　また、スケルトンジェネラルが金属鎧を着用できているのは、鎧と骨の間を霊体で満たして間を埋めているからだ。

				　応用として、霊体を半実体化させないまま操作して他者の肉体に潜り込ませたり、壁を透過させる事が出来る。

				

				用語解説 一覧に戻る

                			

	
			
				【精神汚染】

				　精神的な錯乱、トラウマの深さ、恐怖症の深刻さ等を表すスキル。毒物や呪い、魔術などから精神を守る耐性スキルとしても機能する。

				　ただしこのスキルの習得を奨励する組織は多くの場合裏社会と関わっているか、裏社会そのものである。都市部ではこのスキルを病の一種と解釈している場合もあり、専門の治療院が存在する。

				　実際このスキルの持ち主は病的なサディストや殺人鬼、悲惨な戦いを経験した兵士や冒険者、殺人への忌避感や罪悪感を奪われた暗殺者等が多い。しかし歴史に名を遺した芸術家や発明家等、功績を遺した者も少なくないため、このスキルを持っているからといって身柄を拘束される事は少ない。

				

				用語解説 一覧に戻る

                			

	
			
				【連携】

				　このスキルを持つ者同士が、協力し合う場合作業効率や結果に補正がかかる。土木工事の場合ミスが少なくなり作業ペースが上がり、戦闘なら攻撃力や防御力が上昇する。

				　補正の大小はこのスキルのレベルと、スキルを持つ者の人数によって変わる。

				　このスキルの習得に適性があるのは数人規模で行動する事が多い冒険者よりも、大人数で行動する事が多い兵士や土木作業員が多い。

				　魔物の場合、群れる習性があっても仲間意識や連帯感が薄いと習得できないため、ゴブリンやオークは習得していない。主にコボルトやグール、狼系等の魔物が習得している。

				

				用語解説 一覧に戻る

                			

	



デンスケ

 

　埼玉県在住。子供の頃ライトノベルにはまり、自分でも書くようになってから約二十年。王道ファンタジー作家を目指していたはずが、道からスピンアウトする事数え切れず。紆余曲折を経て第四回ネット小説大賞を受賞し、作家デビューに至る。好物はピザと鳥皮せんべいで、日課は腹筋運動。好きなヒロイン属性はアンデッド。
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